


This work is licensed under the Creative Commons Attribution-
NonCommercial-ShareAlike 3.0 Unported License. To view a copy of this li-
cense, visit http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/ or send a letter
to Creative Commons, 171 Second Street, Suite 300, San Francisco, California,
94105, USA.

http://creativecommons.org/licenses/by-nc-sa/3.0/


Scott Chacon ににににに

Pro Git 第 2 版へようこそ。 本書の第 1 版が出版されたのは、今から 4 年
以上前のことでした。 あれからいろいろ変わったこともあれば、変わっ
ていないこともあります。 基本的なコマンドや考えかたは、第 1 版当時
から何も変わっていないでしょう。というのも、Git コアチームは過去と
の互換性をきちんと守っているからです。 でも、大きな機能追加もあれ
ば、Git を取り巻くコミュニティにも変化がありました。 そのあたりに対
応するするために作ったのが、この第 2 版です。新しいユーザーにとって
も、役立つことでしょう。

第 1 版を書いていたころの Git は、決して使いやすいとは言えず、筋金
入りのハッカーたちだけにしか受け入れられていませんでした。 いくつ
かのコミュニティが活発に動き出しつつあったものの、今のように広く普
及するには至らなかったのです。 今や、ほとんどのオープンソースコミ
ュニティが、Git に移行しています。 Windows 版の Git もまともに動くよ
うになり、グラフィカルなユーザーインターフェイスも急増し、 IDE での
対応や業務での利用も増えてきました。 4 年前に Pro Git を執筆していた
ころには思いもよらなかったことです。 第 2 版の主な狙いのひとつは、
Git コミュニティにおけるこうした新たな動きについてとりあげることで
した。

オープンソースコミュニティにおける Git の採用も、急増しています。
第 1 版の執筆に取りかかった約 5 年前（第 1 版を書き上げるのには時間が
かかったのです…）、 私はほぼ無名に等しい企業で働き始めました。そ
の会社では、GitHub という名前の Git ホスティング Web サイトを作って
いました。 第 1 版を出版した当時、GitHub のユーザーはたかだか数千人
程度で、社員は 4 人だけでした。 今この序文を書いている時点で、GitHub
上のプロジェクト数は 1000 万を突破しています。 登録ユーザー数は 500
万をこえて、社員の数も 230 人になりました。 その善し悪しは別とし
て、GitHub はオープンソースコミュニティを大きく変えてしまったので
す。 第 1 版を書き始めたころには、まさかそんなことになるとは思って
もいませんでした。

Pro Git の第 1 版における GitHub の扱いは、Git のホスティングサイト
の一例として簡単に紹介した程度でした。個人的に、あまり気分のいいも
のではありませんでした。 私はコミュニティのリソースについて書こう
としていたのですが、そこで自分の勤務先のことについても語るのは、居
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心地が悪いものだったのです。 その考えは今でも変わりませんが、Git コ
ミュニティにおいて、GitHub の存在はもはや無視できないレベルになっ
ています。 そこで、Git のホスティングの一例として紹介するのではな
く、 GitHub についてのより詳しい紹介と、そのうまい使いかたを、もう
少し深く掘り下げて説明することにしました。 Git の使いかたを覚えた上
で、GitHub の使いかたを身につければ、大規模なコミュニティに参加す
るときにも役立つでしょう。 そのコミュニティが GitHub を使っているか
どうかにかかわらず、その知識は役立ちます。

第 1 版以降の、もうひとつの大きな変化は、Git のネットワークトラン
ザクションに HTTP を使うことが増えてきたことでしょう。 本書の例の大
半を、SSH を使ったものから HTTP を使うものに書き換えました。そのほ
うが、ずっとシンプルになるからです。

かつては無名のバージョン管理システムであった Git が、今や商用製品
を含めたバージョン管理システム界を制覇するようになるとは、まさに驚
くべきことです。 Pro Git がこれまでうまくやってこられたことに満足し
ています。また、オープンソースで作られており、かつ成功しているとい
う技術書の一員になれたことを、ありがたく思います。

今回の新版も、ぜひお楽しみください。
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Ben Straub ににににに

私が Git にはまるきっかけになったのが、本書の第 1 版でした。 それまで
に経験したことのない、より自然な感覚でソフトウェアを作れるようなス
タイルを、教えてもらいました。 それ以前にも開発者として数年の経験
はあったのですが、第 1 版が私の転機になりました。 今よりもずっとお
もしろい道があることを知ったのです。

あれから何年かたった今、私は Git の実装にも貢献するようになりまし
た。 世界 大の Git ホスティングサービスを運営する企業で働き、Git に
ついて教えるために世界中を飛び回っています。 Scott から第 2 版の執筆
の話を持ちかけられたときは、考えるまでもなくイエスと答えました。

本書の執筆にかかわれて、うれしく思います。かつての私がそうであ
ったように、本書が皆さんの助けになれば幸いです。
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にに

妻の Becky へ。君がいなければ、とてもこんな冒険はできなかったよ。 —
Ben

この第 2 版を、妻と娘に捧げる。 妻の Jessica は、これまでずっと私を
支えてくれた。 そして娘の Josephine は、年老いていく私を支えてくれる
ことだろう。 — Scott
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Introduction

You’re about to spend several hours of your life reading about Git. Let’s take a
minute to explain what we have in store for you. Here is a quick summary of the
ten chapters and three appendices of this book.

In Chapter 1, we’re going to cover Version Control Systems (VCSs) and Git
basics—no technical stuff, just what Git is, why it came about in a land full of
VCSs, what sets it apart, and why so many people are using it. Then, we’ll ex-
plain how to download Git and set it up for the first time if you don’t already
have it on your system.

In Chapter 2, we will go over basic Git usage—how to use Git in the 80% of
cases you’ll encounter most often. After reading this chapter, you should be
able to clone a repository, see what has happened in the history of the project,
modify files, and contribute changes. If the book spontaneously combusts at
this point, you should already be pretty useful wielding Git in the time it takes
you to go pick up another copy.

Chapter 3 is about the branching model in Git, often described as Git’s killer
feature. Here you’ll learn what truly sets Git apart from the pack. When you’re
done, you may feel the need to spend a quiet moment pondering how you lived
before Git branching was part of your life.

Chapter 4 will cover Git on the server. This chapter is for those of you who
want to set up Git inside your organization or on your own personal server for
collaboration. We will also explore various hosted options if you prefer to let
someone else handle that for you.

Chapter 5 will go over in full detail various distributed workflows and how to
accomplish them with Git. When you are done with this chapter, you should be
able to work expertly with multiple remote repositories, use Git over e-mail and
deftly juggle numerous remote branches and contributed patches.

Chapter 6 covers the GitHub hosting service and tooling in depth. We cover
signing up for and managing an account, creating and using Git repositories,
common workflows to contribute to projects and to accept contributions to
yours, GitHub’s programmatic interface and lots of little tips to make your life
easier in general.

Chapter 7 is about advanced Git commands. Here you will learn about top-
ics like mastering the scary reset command, using binary search to identify
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bugs, editing history, revision selection in detail, and a lot more. This chapter
will round out your knowledge of Git so that you are truly a master.

Chapter 8 is about configuring your custom Git environment. This includes
setting up hook scripts to enforce or encourage customized policies and using
environment configuration settings so you can work the way you want to. We
will also cover building your own set of scripts to enforce a custom committing
policy.

Chapter 9 deals with Git and other VCSs. This includes using Git in a Subver-
sion (SVN) world and converting projects from other VCSs to Git. A lot of organi-
zations still use SVN and are not about to change, but by this point you’ll have
learned the incredible power of Git—and this chapter shows you how to cope if
you still have to use a SVN server. We also cover how to import projects from
several different systems in case you do convince everyone to make the plunge.

Chapter 10 delves into the murky yet beautiful depths of Git internals. Now
that you know all about Git and can wield it with power and grace, you can
move on to discuss how Git stores its objects, what the object model is, details
of packfiles, server protocols, and more. Throughout the book, we will refer to
sections of this chapter in case you feel like diving deep at that point; but if you
are like me and want to dive into the technical details, you may want to read
Chapter 10 first. We leave that up to you.

In Appendix A we look at a number of examples of using Git in various spe-
cific environments. We cover a number of different GUIs and IDE programming
environments that you may want to use Git in and what is available for you. If
you’re interested in an overview of using Git in your shell, in Visual Studio or
Eclipse, take a look here.

In Appendix B we explore scripting and extending Git through tools like lib-
git2 and JGit. If you’re interested in writing complex and fast custom tools and
need low level Git access, this is where you can see what that landscape looks
like.

Finally in Appendix C we go through all the major Git commands one at a
time and review where in the book we covered them and what we did with
them. If you want to know where in the book we used any specific Git command
you can look that up here.

Let’s get started.
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ににににに

この章は、Git を使い始めることについてのものです。 まずはバージョン
管理システムの背景に触れ、次に Git をあなたのシステムで動かす方法、
後に Git で作業を始めるための設定方法について説明します。 この章を

読み終えるころには、なぜ Git があるのか、なぜ Git を使うべきなのかを
理解し、また使い始めるための準備が全て整っていることと思います。

バババババババババババ

「バージョン管理」とは何でしょうか。また、なぜそれを気にする必
要があるのでしょうか。 バージョン管理とは、一つのファイルやファイ
ルの集合に対して時間とともに加えられていく変更を記録するシステム
で、後で特定バージョンを呼び出すことができるようにするためのもので
す。 本書の例では、バージョン管理されるファイルとしてソフトウェア
のソースコードを用いていますが、実際にはコンピューター上のあらゆる
種類のファイルをバージョン管理のもとに置くことができます。

もしあなたがグラフィックス・デザイナーやウェブ・デザイナーで、
画像やレイアウトの全てのバージョンを保存しておきたいとすると（きっ
とそうしたいですよね）、バージョン管理システム（VCS）を使うという
のはいい考えです。 VCS を使うことで、ファイルを以前の状態まで戻した
り、プロジェクト丸ごとを以前の状態に戻したり、過去の変更履歴を比較
したり、問題が起こっているかもしれないものを誰が 後に修正したか、
誰がいつ問題点を混入させたかを確認したりといった様々なことができる
ようになります。 また、VCS を使うと、やっていることがめちゃくちゃに
なってしまったり、ファイルを失ったりしても、普通は簡単に復活させる
ことができるようになります。 それに、これらのことにかかるオーバー
ヘッドは僅かなものです。
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FIGURE 1-1
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多くの人々が使っているバージョン管理手法は、他のディレクトリ
（気の利いた人であれば、日時のついたディレクトリ）にファイルをコピ
ーするというものです。 このアプローチはとても単純なので非常に一般
的ですが、信じられないほど間違いが起こりやすいものです。 どのディ
レクトリにいるのか忘れやすく、うっかり間違ったファイルに書き込んだ
り、上書きするつもりのないファイルを上書きしてしまったりします。

この問題を扱うため、はるか昔のプログラマは、ローカルの VCS を開
発しました。それは、バージョン管理下のファイルに対する全ての変更を
保持するシンプルなデータベースによるものでした。

もっとも有名な VCS ツールの一つは、RCS と呼ばれるシステムでし
た。今日でも、依然として多くのコンピューターに入っています。 人気
の Mac OS X オペレーティング・システムでも、開発者ツールをインスト
ールすると rcsコマンドが入っています。 このツールは基本的に、リビ
ジョン間のパッチ（ファイル間の差分）の集合を特殊なフォーマットでデ
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FIGURE 1-2
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ィスク上に保持するという仕組みで動いています。こうすることで、任意
のファイルについて、それが過去の任意の時点でどういうものだったかと
いうことを、パッチを重ね上げていくことで再現することができます。

ロロロロロロロロロロロロロ

次に人々が遭遇した大きな問題は、他のシステムを使う開発者と共同
作業をする必要があるということです。 この問題に対処するために、集
中バージョン管理システム（CVCSs）が開発されました。このようなシス
テムには CVS、Subversion、Perforce などがありますが、それらはバージ
ョン管理されたファイルを全て持つ一つのサーバーと、その中心点からフ
ァイルをチェックアウトする多数のクライアントからなっています。 長
年の間、これはバージョン管理の標準でした。

この構成には、特にローカル VCS と比べると、多くの利点がありま
す。 例えば、プロジェクトの他のみんなが何をしているのか、全員があ
る程度わかります。 管理者は、誰が何をできるのかについて、きめ細か
くコントロールできます。それに、一つの CVCS を管理するのは、全ての
クライアントのローカル・データベースを取り扱うより、ずっと簡単で
す。

ににににににににににに
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しかし、この構成には深刻なマイナス面もあります。 もっとも明白な
のは、中央サーバーという単一障害点です。 そのサーバーが 1 時間の間
停止すると、その 1 時間の間は全員が、共同作業も全くできず、作業中の
ものにバージョンをつけて保存をすることもできなくなります。 もし中
央データベースのあるハードディスクが破損し、適切なバックアップが保
持されていなければ、完全に全てを失ってしまいます。プロジェクトの全
ての履歴は失われ、残るのは個人のローカル・マシンにたまたまあった幾
らかの単一スナップショット（訳者注：ある時点のファイル、ディレクト
リなどの編集対象の状態）ぐらいです。 ローカル VCS システムも、これ
と同じ問題があります。つまり、一つの場所にプロジェクトの全体の履歴
を持っていると、全てを失うリスクが常にあります。

ロロロロロロロロロロロロロ

ここで分散バージョン管理システム (DVCSs)の出番になります。
DVCS(Git、Mercurial、Bazaar、Darcs のようなもの)では、クライアントは
ファイルの 新スナップショットをチェックアウト（訳者注：バージョン
管理システムから、作業ディレクトリにファイルやディレクトリをコピー
すること）するだけではありません。リポジトリ（訳者注：バージョン管
理の対象になるファイル、ディレクトリ、更新履歴などの一群）全体をミ
ラーリングするのです。 そのため、あるサーバーが故障して、DVCS がそ
のサーバーを介して連携していたとしても、どれでもいいのでクライアン
ト・リポジトリの一つをサーバーにコピーすれば修復できます。 チェッ
クアウトは全て、実際は全データの完全バックアップなのです。

CHAPTER 1: ににににに
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FIGURE 1-3
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さらに、これらの DVCS の多くは、複数のリモート・リポジトリで作業
をするということがうまく扱えるようになっているので、異なった方法で
異なる人々のグループと同時に同じプロジェクト内で共同作業することが
できます。 このため、階層モデルなどの、集中システムでは不可能な幾
つかのワークフローが構築できるようになっています。

ににににににににににに
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Git ババ

人生における多くの素晴らしい出来事のように、Git はわずかな創造的破
壊と熱烈な論争から始まりました。

Linux カーネルは、非常に巨大な範囲のオープンソース・ソフトウェ
ア・プロジェクトの一つです。  Linux カーネル保守の大部分の期間
（1991-2002）の間は、このソフトウェアに対する変更は、パッチとアー
カイブしたファイルとして次々にまわされていました。 2002 年に、Linux
カーネル・プロジェクトはプロプライエタリの DVCS である BitKeeper を
使い始めました。

2005 年に、Linux カーネルを開発していたコミュニティと、BitKeeper
を開発していた営利企業との間の協力関係が崩壊して、課金無しの状態が
取り消されました。 これは、Linux 開発コミュニティ（と、特に Linux の
作者の Linus Torvalds）に、BitKeeper を利用している間に学んだ幾つかの
教訓を元に、彼ら独自のツールの開発を促しました。 新しいシステムの
目標の幾つかは、次の通りでした：

• スピード
• シンプルな設計
• ノンリニア開発(数千の並列ブランチ)への強力なサポート
• 完全な分散
• Linux カーネルのような大規模プロジェクトを(スピードとデータサ
イズで)効率的に取り扱い可能

2005 年のその誕生から、Git は使いやすく発展・成熟してきており、さ
らにその初期の品質を維持しています。 とても高速で、巨大プロジェク
トではとても効率的で、ノンリニア開発のためのすごい分岐システム
（branching system）を備えています（Chapter 3 参照）。

Git バババ

では、要するに Git とは何なのでしょうか。 これは、Git を吸収するには
重要な節です。なぜならば、もし Git が何かを理解し、Git がどうやって稼
動しているかの根本を理解できれば、Git を効果的に使う事が恐らくとて
も容易になるからです。 Git を学ぶときは、Subversion や Perforce のよう
な他の VCSs に関してあなたが恐らく知っていることは、意識しないでく
ださい。このツールを使うときに、ちょっとした混乱を回避することに役
立ちます。 ユーザー・インターフェイスがよく似ているにも関わらず、
Git の情報の格納の仕方や情報についての考え方は、それら他のシステム
とは大きく異なっています。これらの相違を理解する事は、Git を扱って
いる間の混乱を、防いでくれるでしょう。

CHAPTER 1: ににににに

32



FIGURE 1-4
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Git と他の VCS (Subversion とその類を含む)の主要な相違は、Git のデータ
についての考え方です。 概念的には、他のシステムのほとんどは、情報
をファイルを基本とした変更のリストとして格納します。 これらのシス
テム（CVS、Subversion、Perforce、Bazaar 等々）は、図 1-4 に描かれてい
るように、システムが保持しているファイルの集合と、時間を通じてそれ
ぞれのファイルに加えられた変更の情報を考えます。

Git は、この方法ではデータを考えたり、格納しません。 代わりに、Git
はデータをミニ・ファイルシステムのスナップショットの集合のように考
えます。 Git で全てのコミット（訳注：commit とは変更を記録・保存する
Git の操作。詳細は後の章を参照）をするとき、もしくはプロジェクトの
状態を保存するとき、Git は基本的に、その時の全てのファイルの状態の
スナップショットを撮り（訳者注：意訳）、そのスナップショットへの参
照を格納するのです。 効率化のため、ファイルに変更が無い場合は、Git
はファイルを再格納せず、既に格納してある、以前の同一のファイルへの
リンクを格納します。 Git は、むしろデータを一連のスナップショットの
ように考えます。

Git ににに
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FIGURE 1-5
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これが、Git と類似の全ての他の VCSs との間の重要な違いです。 ほと
んどの他のシステムが以前の世代から真似してきた、ほとんど全てのバー
ジョン管理のやり方（訳者注：aspect を意訳）を、Git に見直させます。
これは、Git を、単純に VCS と言うより、その上に組み込まれた幾つかの
途方も無くパワフルなツールを備えたミニ・ファイルシステムにしていま
す。 このやり方でデータを考えることで得られる利益の幾つかを、Chap-
ter 3 を扱ったときに探求します。

ロロロロロロロロロロロロロロ

Git のほとんどの操作は、ローカル・ファイルと操作する資源だけ必要と
します。大体はネットワークの他のコンピューターからの情報は必要では
ありません。 ほとんどの操作がネットワーク遅延損失を伴う CVCS に慣れ
ているのであれば、もっさりとした CVCS に慣れているのであれば、この
Git の速度は神業のように感じるでしょう（訳者注：直訳は「この Git の側
面はスピードの神様がこの世のものとは思えない力で Git を祝福したと考
えさせるでしょう」）。 プロジェクトの履歴は丸ごとすぐそこのローカ
ル・ディスクに保持しているので、大概の操作はほぼ瞬時のように見えま
す。

例えば、プロジェクトの履歴を閲覧するために、Git はサーバーに履歴
を取得しに行って表示する必要がありません。直接にローカル・データベ
ースからそれを読むだけです。 これは、プロジェクトの履歴をほとんど
即座に知るということです。 もし、あるファイルの現在のバージョン
と、そのファイルの 1 ヶ月前の間に導入された変更点を知りたいのであれ
ば、Git は、遠隔のサーバーに差分を計算するように問い合わせたり、ロ
ーカルで差分を計算するために遠隔サーバーからファイルの古いバージョ
ンを持ってくる代わりに、1 か月前のファイルを調べてローカルで差分の
計算を行なえます。

CHAPTER 1: ににににに
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これはまた、オフラインであるか、VPN から切り離されていたとして
も、出来ない事は非常に少ないことを意味します。 もし、飛行機もしく
は列車に乗ってちょっとした仕事をしたいとしても、アップロードするた
めにネットワーク接続し始めるまで、楽しくコミットできます。 もし、
帰宅して VPN クライアントを適切に作動させられないとしても、さらに
作業ができます。 多くの他のシステムでは、それらを行なう事は、不可
能であるか苦痛です。 例えば Perforce においては、サーバーに接続でき
ないときは、多くの事が行なえません。Subversion と CVS においては、フ
ァイルの編集はできますが、データベースに変更をコミットできません
（なぜならば、データベースがオフラインだからです）。 このことは巨
大な問題に思えないでしょうが、実に大きな違いを生じうることに驚くで
しょう。

Git ロロロロロロロ

Git の全てのものは、格納される前にチェックサムが取られ、その後、そ
のチェックサムで照合されます。 これは、Git がそれに関して感知するこ
となしに、あらゆるファイルの内容を変更することが不可能であることを
意味します。 この機能は、Git の 下層に組み込まれ、また Git の哲学に
不可欠です。 Git がそれを感知できない状態で、転送中に情報を失う、も
しくは壊れたファイルを取得することはありません。

Git がチェックサム生成に用いる機構は、SHA-1 ハッシュと呼ばれま
す。 これは、16 進数の文字（0-9 と a-f）で構成された 40 文字の文字列
で、ファイルの内容もしくは Git 内のディレクトリ構造を元に計算されま
す。 SHA-1 ハッシュは、このようなもののように見えます:

24b9da6552252987aa493b52f8696cd6d3b00373

Git はハッシュ値を大変よく利用するので、Git のいたるところで、こ
れらのハッシュ値を見ることでしょう。 事実、Git はファイル名ではな
く、ファイル内容のハッシュ値によって Git データベースの中に全てを格
納しています。

Git ロロロロロロロロロロロロロロ

Git で行動するとき、ほとんど全ては Git データベースにデータを追加する
だけです。 システムにいかなる方法でも、UNDO 不可能なこと、もしくは
データを消させることをさせるのは困難です。 あらゆる VCS と同様に、
まだコミットしていない変更は失ったり、台無しにできたりします。しか
し、スナップショットを Git にコミットした後は、特にもし定期的にデー
タベースを他のリポジトリにプッシュ（訳注：push は Git で管理するある

Git ににに
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FIGURE 1-6

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロGit ロロロロロロ

リポジトリのデータを、他のリポジトリに転送する操作。詳細は後の章を
参照）していれば、変更を失うことは大変難しくなります。

激しく物事をもみくちゃにする危険なしに試行錯誤を行なえるため、
これは Git の利用を喜びに変えます。Git がデータをどのように格納してい
るのかと失われたように思えるデータをどうやって回復できるのかについ
ての、より詳細な解説に関しては、“作業のやり直し”を参照してくださ
い。

ロロロロロ

今、注意してください。 もし学習プロセスの残りをスムーズに進めたい
のであれば、これは Git に関して覚えておく主要な事です。 Git は、ファ
イルが帰属する、コミット済、修正済、ステージ済の、三つの主要な状態
を持ちます。 コミット済は、ローカル・データベースにデータが安全に
格納されていることを意味します。 修正済は、ファイルに変更を加えて
いますが、データベースにそれがまだコミットされていないことを意味し
ます。 ステージ済は、次のスナップショットのコミットに加えるため
に、現在のバージョンの修正されたファイルに印をつけている状態を意味
します。

このことは、Git プロジェクト（訳者注：ディレクトリ内）の、Git デ
ィレクトリ、作業ディレクトリ、ステージング・エリアの三つの主要な部
分（訳者注：の理解）に導きます。

Git ディレクトリは、プロジェクトのためのメタデータ（訳者注：Git
が管理するファイルやディレクトリなどのオブジェクトの要約）とオブジ

CHAPTER 1: ににににに
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ェクトのデータベースがあるところです。 これは、Git の も重要な部分
で、他のコンピューターからリポジトリをクローン（訳者注：コピー元の
情報を記録した状態で、Git リポジトリをコピーすること）したときに、
コピーされるものです。

作業ディレクトリは、プロジェクトの一つのバージョンの単一チェッ
クアウトです。 これらのファイルは Git ディレクトリの圧縮されたデータ
ベースから引き出されて、利用するか修正するためにディスクに配置され
ます。

ステージング・エリアは、普通は Git ディレクトリに含まれる、次のコ
ミットに何が含まれるかに関しての情報を蓄えた一つのファイルです。
「インデックス」と呼ばれることもありますが、ステージング・エリアと
呼ばれることも多いです。

基本的な Git のワークフローは、このような風に進みます：

1. 作業ディレクトリのファイルを修正します。
2. 修正されたファイルのスナップショットをステージング・エリアに

追加して、ファイルをステージします。
3. コミットします。（訳者注：Git では）これは、ステージング・エリ

アにあるファイルを取得し、永久不変に保持するスナップショット
として Git ディレクトリに格納することです。

もしファイルの特定のバージョンが Git ディレクトリの中にあるとした
ら、コミット済だと見なされます。 もし修正されていて、ステージン
グ・エリアに加えられていれば、ステージ済です。 そして、チェックア
ウトされてから変更されましたが、ステージされていないとするなら、修
正済です。 Chapter 2 では、これらの状態と、どうやってこれらを利用を
するか、もしくは完全にステージ化部分を省略するかに関してより詳しく
学習します。

バババババババ

様々な方法で Git を使うことができます。 公式のコマンドラインツールが
あり、用途別のグラフィカルユーザーインターフェースも数多く提供され
ています。 本書では、Git のコマンドラインツールを使うことにします。
その理由は 2 つあります。まず、コマンドラインでのみ、Git のコマンド
群を全て実行できるからです。GUI の大半は、実装する機能を限定するこ
とで複雑になることを回避しています。 コマンドラインのほうを使える
ようになれば、GUI のほうの使い方もおおむね把握できるでしょう。ただ
し、逆も真なり、とはいかないはずです。 2 つめの理由として、どの GUI
クライアントを使うかはあなたの好み次第、という点が挙げられます。一
方、コマンドラインツールのほうは全員が同じものを使うことになりま
す。

ににににににに
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よって本書では、Mac の場合はターミナル、Windows の場合はコマン
ド・プロンプトや PowerShell を読者の皆さんが起動できる、という前提
で説明してきます。 この節に書かれていることがよくわからない場合
は、これ以上読み進める前に不明点を調べおきましょう。そうしておけ
ば、これから出くわすことになる例や説明を理解しやすくなるはずです。

Git バババババババ

Git を使い始める前に、まずはコンピューターでそれを使えるようにしな
ければなりません。 仮にインストールされていたとしても、 新バージ
ョンにアップデートしておくとよいでしょう。 パッケージやインストー
ラーを使ってインストールすることもできますし、ソースコードをダウン
ロードしてコンパイルすることもできます。

ににににGit 2.0.0 にににににににににににににににににににににににににににににににに
にににに Git にににににににににににににににににににににににににににににににににににに
にににににににににににににににににGit にににににににににににににににににににににに
にに2.0 にににににににににににににににににににににに

Linux ロロロロロロロ

バイナリのインストーラーを通じて Linux 上に Git をインストールした
いのであれば、大抵はディストリビューションに付属する基本的なパッケ
ージ・マネジメント・ツールを使って、それを行なう事ができます。 も
し Fedora を使っているのであれば、yum を使う事が出来ます：

$ yum install git

もし Ubuntu のような Debian ベースのディストリュビューションを使
っているのであれば、apt-get を試してみましょう：

$ apt-get install git

そのほかにも、いくつかの Linux ディストリビューション用のインスト
ール手順が Git のウェブサイト http://git-scm.com/download/linux に掲載さ
れています。

Mac ロロロロロロロ

CHAPTER 1: ににににに

38

http://git-scm.com/download/linux


FIGURE 1-7

Git OS X ロロロロロロロ

いくつかの方法で Git を Mac にインストールできます。 そのうち も
簡単なのは、Xcode Command Line Tools をインストールすることでしょ
う。 それは、Mavericks (10.9)以降のバージョンであれば、git をターミナ
ルから実行しようとするだけで実現できます。 もし Xcode Command Line
Tools がインストールされていなければ、インストールするよう促してく
れます。

新バージョンの Git を使いたいのであれば、インストーラーを使うと
いいでしょう。 OSX 用の Git インストーラーはよくメンテナンスされてお
り、Git のウェブサイト http://git-scm.com/download/mac からダウンロー
ドできます。

あるいは、GitHub for Mac の一部として Git をインストールすることも
できます。 GitHub が提供している GUI の Git ツールには、コマンドライン
ツールをインストールするオプションもあるのです。 このツールは、Git-
Hub for Mac のウェブサイト http://mac.github.com からダウンロードでき
ます。

Windows ロロロロロロロ

Windows の場合でも、いくつかの方法で Git をインストールできます。 
も公式なビルドは、Git のウェブサイトからダウンロードできます。

Git ににににににに
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http://git-scm.com/download/win にアクセスすると、ダウンロードが自動
で始まるようになっています。 注意事項として、このプロジェクトは Git
for Windows（msysGit ともいう）という名前で、Git そのものとは別のプ
ロジェクトです。詳細については http://msysgit.github.io/ を参照してくだ
さい。

もう一つ、Git をインストールする簡単な方法として、GitHub for Win-
dows があります。 GitHub for Windows のインストーラーには、GUI とコマ
ンドラインバージョンの Git が含まれています。 PowerShell との連携がし
っかりしていて、認証情報のキャッシュは確実、CRLF 改行コードの設定
はまともです。 これらについては後ほど説明しますので、ここでは「Git
を使うとほしくなるもの」とだけ言っておきます。 GitHub for Windows
は、 http://windows.github.com からダウンロードできます。

ロロロロロロロロロロロロ

上述のような方法ではなく、Git をソースからインストールするほうが便
利だと思う人もいるかもしれません。そうすれば、 新バージョンを利用
できるからです。 インストーラーは 新からは少しですが遅れがちで
す。とはいえ、Git の完成度が高まってきたおかげで、今ではその差はさ
ほどでもありません。

Git をソースからインストールするのなら、Git が依存する以下のライ
ブラリが必要です：curl, zlib, openssl, expat, and libiconv もし、使っている
システムで yum が使えたり（Fedora など）、apt-get が使えたり（Debian
ベースのシステムなど）する場合は、それぞれ次のようなコマンドを使っ
て依存関係をインストールできます：

$ yum install curl-devel expat-devel gettext-devel \
  openssl-devel zlib-devel

$ apt-get install libcurl4-gnutls-dev libexpat1-dev gettext \
  libz-dev libssl-dev

依存関係のインストールが完了したら、次にタグ付けされた 新のリ
リース用 tarball を入手しましょう。複数のサイトから入手できます。 具
体 的 な サ イ ト と し て は 、 Kernel.org https://www.kernel.org/pub/
software/scm/git や GitHub 上のミラー  https://github.com/git/git/releases
があります。 どのバージョンが 新なのかは GitHub のほうがわかりやす
くなっています。一方、kernel.org のほうにはリリースごとの署名が用意
されており、ダウンロードしたファイルの検証に使えます。

ダウンロードが終わったら、コンパイルしてインストールします：

$ tar -zxf git-1.9.1.tar.gz
$ cd git-1.9.1
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$ make configure
$ ./configure --prefix=/usr
$ make all doc info
$ sudo make install install-doc install-html install-info

一度この手順を済ませると、次からは Git を使って Git そのものをアッ
プデートできます：

$ git clone git://git.kernel.org/pub/scm/git/git.git

バババ Git バババ

今や、Git がシステムにあります。Git 環境をカスタマイズするためにした
い事が少しはあることでしょう。 どんなコンピューターであれ、その作
業は一度だけ行えばいいでしょう。Git をアップグレードしても設定は引
き継がれるからです。 またそれらは、またコマンドを実行することによ
っていつでも変更することができます。

Git には、git config と呼ばれるツールが付属します。これで、どの
ように Git が見えて機能するかの全ての面を制御できる設定変数を取得
し、設定することができます。 これらの変数は三つの異なる場所に格納
されうります：

1. /etc/gitconfig ファイル: システム上の全てのユーザーと全てのリ
ポジトリに対する設定値を保持します。 もし--system オプション
を git config に指定すると、明確にこのファイルに読み書きを行
ないます。

2. ~/.gitconfig か ~/.config/git/config ファイル: 特定のユーザー
に対する設定値を保持します。 --global オプションを指定するこ
とで、Git に、明確にこのファイルに読み書きを行なわせることがで
きます。

3. 現在使っているリポジトリの Git ディレクトリにある configファイ
ル(.git/configのことです): 特定の単一リポジトリに対する設定値
を保持します。

それぞれのレベルの値は以前のレベルの値を上書きするため、.git/

configの中の設定値は/etc/gitconfigの設定値に優先されます。
Windows 環境下では､Git は$HOMEディレクトリ（たいていは C:\Users

\$USER)の中の.gitconfig ファイルを検索にいきます。  ただし、Git
は/etc/gitconfigも見にいきます。この場所は実際には、Windows シス
テムに Git をインストールすると Git のインストーラー実行時に決めた場
所であり、MSys のルートの場所になります。
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ロロロロロロロ

Git をインストールしたときに 初にすべきことは、ユーザー名と E-mail
アドレスを設定することです。 全ての Git のコミットはこの情報を用いる
ため、これは重要で、作成するコミットに永続的に焼き付けられます：

$ git config --global user.name "John Doe"
$ git config --global user.email johndoe@example.com

また、もし--global オプションを指定するのであれば、Git はその
後、そのシステム上で行なう（訳者注：あるユーザーの）全ての操作に対
して常にこの情報を使うようになるため、この操作を行なう必要はたった
一度だけです。 もし、違う名前と E-mail アドレスを特定のプロジェクト
で上書きしたいのであれば、そのプロジェクトの（訳者注：Git ディレク
トリの）中で、--globalオプション無しでこのコマンドを実行すること
ができます。

GUI のツールの場合、初めて起動した際にこの作業を行うよう促される
ことが多いようです。

ロロロロロ

個人の識別情報が設定できたので、Git がメッセージのタイプをさせる必
要があるときに使う、標準のテキストエディターを設定できます。 これ
が設定されていない場合、Git はシステムのデフォルトエディターを使い
ます。大抵の場合は Vim です。 Emacs のような違うテキストエディター
を使いたい場合は、次のようにします：

$ git config --global core.editor emacs

Vim に Emacs にににににににLinux に Mac にににに Unix にににににににににににに
にににににににににににににににににににににににににににににににににににに Windows
ににににににににににににににににににに Git ににににににににににににににににににににに
ににににににににに Git にににににににににににににににににVim に Emacs にににににに
にににににににGit ににににににににににににににににににににににににににににににににに
ににに

ロロロロロ

設定を確認したい場合は、その時点で Git が見つけられる全ての設定を一
覧するコマンドである git config --listを使う事ができます：
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$ git config --list
user.name=John Doe
user.email=johndoe@example.com
color.status=auto
color.branch=auto
color.interactive=auto
color.diff=auto
...

Git は異なったファイル(例えば/etc/gitconfig と~/.gitconfig)から
同一のキーを読み込むため、同一のキーを 1 度以上見ることになるでしょ
う。この場合、Git は見つけたそれぞれ同一のキーに対して 後の値を用
います。

また、Git に設定されている特定のキーの値を、git config <key>と
タイプすることで確認することができます：

$ git config user.name
John Doe

ババババババ

もし、Git を使っている間は助けがいつも必要なら、あらゆる Git コマンド
のヘルプのマニュアル・ページ（manpage）を参照する 3 種類の方法があ
ります。

$ git help <verb>
$ git <verb> --help
$ man git-<verb>

例えば、config コマンドのヘルプの manpage を次のコマンドを走らせ
ることで見ることができます。

$ git help config

これらのコマンドは、オフラインのときでさえ、どこでも見る事がで
きるので、すばらしいです。 もし manpage とこの本が十分でなく、人の
助けが必要であれば、フリーノード IRC サーバー（irc.freenode.net）の
#gitもしくは#githubチャンネルにアクセスしてみてください。 これら
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のチャンネルはいつも、Git に関してとても知識があり、よく助けてくれ
ようとする数百人の人々でいっぱいです。

バババ

Git とは何か、どのように今まで使われてきた他の CVCS と異なるのかにつ
いて、基本的な理解ができたはずです。 また、今や個人情報の設定がで
きた、システムに稼動するバージョンの Git があるはずです。 今や、本格
的に Git の基本を学習するときです。
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Git ににに

Git を使い始めるにあたってどれかひとつの章だけしか読めないとした
ら、読むべきは本章です。 この章では、あなたが実際に Git を使う際に必
要となる基本コマンドをすべて取り上げています。 本章を 後まで読め
ば、リポジトリの設定や初期化、ファイルの追跡、そして変更内容のステ
ージやコミットなどができるようになるでしょう。 また、Git で特定のフ
ァイル (あるいは特定のファイルパターン) を無視させる方法やミスを簡単
に取り消す方法、プロジェクトの歴史や各コミットの変更内容を見る方
法、リモートリポジトリとの間でのプッシュやプルを行う方法についても
説明します。

Git ババババババババ

Git プロジェクトを取得するには、大きく二通りの方法があります。 ひと
つは既存のプロジェクトやディレクトリを Git にインポートする方法、 そ
してもうひとつは既存の Git リポジトリを別のサーバーからクローンする
方法です。

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

既存のプロジェクトを Git で管理し始めるときは、そのプロジェクトのデ
ィレクトリに移動して次のように打ち込みます。

$ git init

これを実行すると .git という名前の新しいサブディレクトリが作ら
れ、リポジトリに必要なすべてのファイル (Git リポジトリのスケルトン)
がその中に格納されます。 この時点では、まだプロジェクト内のファイ
ルは一切管理対象になっていません (今作った .git ディレクトリに実際の
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ところどんなファイルが含まれているのかについての詳細な情報は、
Chapter 10 を参照ください)。

空のディレクトリではなくすでに存在するファイルのバージョン管理
を始めたい場合は、まずそのファイルを監視対象に追加してから 初のコ
ミットをすることになります。この場合は、追加したいファイルについて
git add コマンドを実行したあとで git commit コマンドを行います。

$ git add *.c
$ git add LICENSE
$ git commit -m 'initial project version'

これが実際のところどういう意味なのかについては後で説明します。
ひとまずこの時点で、監視対象のファイルを持つ Git リポジトリができあ
がり 初のコミットまで済んだことになります。

ロロロロロロロロロロロロロ

既存の Git リポジトリ (何か協力したいと思っているプロジェクトなど) の
コピーを取得したい場合に使うコマンドが、git clone です。 Subversion
などの他の VCS を使っている人なら「"checkout” じゃなくて “clone” なの
か」と気になることでしょう。 これは重要な違いです。ワーキングコピ
ーを取得するのではなく、Git はサーバーが保持しているデータをほぼす
べてコピーするのです。 そのプロジェクトのすべてのファイルのすべて
の歴史が、デフォルトでは git clone で手元にやってきます。 実際、も
し仮にサーバーのディスクが壊れてしまったとしても、どこかのクライア
ントに残っているクローンをサーバーに戻せばクローンした時点まで多く
の場合は復元できるでしょう(サーバーサイドのフックなど一部の情報は
失われてしまいますが、これまでのバージョン管理履歴はすべてそこに残
っています。“サーバー用の Git の取得”で詳しく説明します)。

リポジトリをクローンするには git clone [url] とします。 たとえ
ば、多言語へのバインディングが可能な Git ライブラリである libgit をク
ローンする場合は次のようになります。

$ git clone https://github.com/libgit2/libgit2

これは、まず“libgit2”というディレクトリを作成してその中で .git デ
ィレクトリを初期化し、リポジトリのすべてのデータを引き出し、そして
新バージョンの作業コピーをチェックアウトします。 新しくできた

libgit2 ディレクトリに入ると、プロジェクトのファイルをごらんいただ
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けます。 もし“libgit2”ではない別の名前のディレクトリにクローンしたい
のなら、コマンドラインオプションでディレクトリ名を指定します。

$ git clone https://github.com/libgit2/libgit2 mylibgit

このコマンドは先ほどと同じ処理をしますが、ディレクトリ名は my-
libgit となります。

Git では、さまざまな転送プロトコルを使用することができます。先ほ
どの例では  https:// プロトコルを使用しましたが、 git:// や
user@server:/path/to/repo.git といった形式を使うこともできます。
これらは SSH プロトコルを使用します。“サーバー用の Git の取得”で、サ
ーバー側で準備できるすべてのアクセス方式についての利点と欠点を説明
します。

ババババババババババババババ

これで、れっきとした Git リポジトリを準備して、そのプロジェクト内の
ファイルの作業コピーを取得することができました。 次は、そのコピー
に対して何らかの変更を行い、適当な時点で変更内容のスナップショット
をリポジトリにコミットすることになります。

作業コピー内の各ファイルには追跡されている(tracked)ものと追跡され
てない(untracked)ものの二通りがあることを知っておきましょう。 追跡さ
れているファイルとは、直近のスナップショットに存在したファイルのこ
とです。これらのファイルについては変更されていない(unmodified)」
「変更されている(modified)」「ステージされている(staged)」の三つの状
態があります。 追跡されていないファイルは、そのどれでもありませ
ん。直近のスナップショットには存在せず、ステージングエリアにも存在
しないファイルのことです。 初にプロジェクトをクローンした時点で
は、すべてのファイルは「追跡されている」かつ「変更されていない」状
態となります。チェックアウトしただけで何も編集していない状態だから
です。

ファイルを編集すると、Git はそれを「変更された」とみなします。直
近のコミットの後で変更が加えられたからです。変更されたファイルをス
テージし、それをコミットする。この繰り返しです。

にににににににににににににに
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FIGURE 2-1

ロロロロロロロロロロ

ロロロロロロロロロロ

どのファイルがどの状態にあるのかを知るために主に使うツールが git
status コマンドです。 このコマンドをクローン直後に実行すると、この
ような結果となるでしょう。

$ git status
On branch master
nothing to commit, working directory clean

これは、クリーンな作業コピーである (つまり、追跡されているファイ
ルの中に変更されているものがない) ことを意味します。 また、追跡され
ていないファイルも存在しません (もし追跡されていないファイルがあれ
ば、Git はそれを表示します)。 後に、このコマンドを実行するとあなた
が今どのブランチにいるのか、サーバー上の同一ブランチから分岐してし
まっていないかどうかがわかります。 現時点では常に “master” となりま
す。これはデフォルトであり、ここでは特に気にする必要はありません。
ブランチについては Chapter 3 で詳しく説明します。

ではここで、新しいファイルをプロジェクトに追加してみましょう。
シンプルに、README ファイルを追加してみます。 それ以前に README フ
ァイルがなかった場合、git status を実行すると次のように表示されま
す。

$ echo 'My Project' > README
$ git status
On branch master
Untracked files:
  (use "git add <file>..." to include in what will be committed)
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    README

nothing added to commit but untracked files present (use "git add" to track)

出力結果の “Untracked files” 欄に README ファイルがあることから、こ
のファイルが追跡されていないということがわかります。 これは、Git が
「前回のスナップショット (コミット) にはこのファイルが存在しなかっ
た」とみなしたということです。明示的に指示しない限り、Git はコミッ
ト時にこのファイルを含めることはありません。 自動生成されたバイナ
リファイルなど、コミットしたくないファイルを間違えてコミットしてし
まう心配はないということです。 今回は README をコミットに含めたいわ
けですから、まずファイルを追跡対象に含めるようにしましょう。

ロロロロロロロロロロ

新しいファイルの追跡を開始するには git add コマンドを使用します。
README ファイルの追跡を開始する場合はこのようになります。

$ git add README

再び status コマンドを実行すると、README ファイルが追跡対象となっ
てステージされており、コミットする準備ができていることがわかるでし
ょう。

$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README

ステージされていると判断できるのは、 “Changes to be committed” 欄
に表示されているからです。 ここでコミットを行うと、git add した時点
の状態のファイルがスナップショットとして歴史に書き込まれます。 先
ほど git init をしたときに、ディレクトリ内のファイルを追跡するため
にその後 git add (フフフフ) としたことを思い出すことでしょう。 git add
コマンドには、ファイルあるいはディレクトリのパスを指定します。ディ
レクトリを指定した場合は、そのディレクトリ以下にあるすべてのファイ
ルを再帰的に追加します。
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ロロロロロロロロロロロロロロロ

すでに追跡対象となっているファイルを変更してみましょう。 たとえ
ば、すでに追跡対象となっているファイル “CONTRIBUTING.md” を変更し
て git status コマンドを実行すると、結果はこのようになります。

$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

“CONTRIBUTING.md” ファイルは “Changed but not staged for commit” と
いう欄に表示されます。これは、追跡対象のファイルが作業ディレクトリ
内で変更されたけれどもまだステージされていないという意味です。 ス
テージするには git add コマンドを実行します。 git add にはいろんな
意味合いがあり、新しいファイルの追跡開始・ファイルのステージング・
マージ時に衝突が発生したファイルに対する「解決済み」マーク付けなど
で使用します。“指定したファイルをプロジェクトに追加(add)する”コマン
ド、というよりは、“指定した内容を次のコミットに追加(add)する”コマン
ド、と捉えるほうがわかりやすいかもしれません。 では、git add で
“CONTRIBUTING.md” をステージしてもういちど git status を実行してみ
ましょう。

$ git add CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README
    modified:   CONTRIBUTING.md

両方のファイルがステージされました。これで、次回のコミットに両
方のファイルが含まれるようになります。  ここで、さらに CONTRIBU-
TING.md にちょっとした変更を加えてからコミットしたくなったとしまし
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ょう。 ファイルを開いて変更を終え、コミットの準備が整いました。 し
かし、git status を実行してみると何か変です。

$ vim CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README
    modified:   CONTRIBUTING.md

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

これはどういうことでしょう? CONTRIBUTING.md が、ステージされてい
るほうとステージされていないほうの両方に登場しています。 こんなこ
とってありえるんでしょうか? 要するに、Git は「git add コマンドを実行
した時点の状態のファイル」をステージするということです。 ここでコ
ミットをすると、実際にコミットされるのは git add を実行した時点の
CONTRIBUTING.md であり、git commit した時点の作業ディレクトリにあ
る内容とは違うものになります。 git add した後にファイルを変更した場
合に、 新版のファイルをステージしなおすにはもう一度 git add を実行
します。

$ git add CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README
    modified:   CONTRIBUTING.md

ロロロロロロロロ

git status の出力はとてもわかりやすいですが、一方で冗長でもありま
す。 Git にはそれを簡略化するためのオプションもあり、変更点をより簡
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潔に確認できます。 git status -sや git status --shortコマンドを
実行して、簡略化された状態表示を見てみましょう。

$ git status -s
 M README
MM Rakefile
A  lib/git.rb
M  lib/simplegit.rb
?? LICENSE.txt

まだ追跡されていない新しいファイルには??が、ステージングエリア
に追加されたファイルには Aが、変更されたファイルには Mが、といった
ように、ファイル名の左側に文字列が表示されます。 内容は 2 文字の組
み合わせです。1 文字目はステージされたファイルの状態を、2 文字はフ
ァイルが変更されたかどうかを示しています。 この例でいうと、README

ファイルは作業ディレクトリ上にあって変更されているけれどステージさ
れてはいません。 lib/simplegit.rbファイルは変更済みでステージもさ
れています。 Rakefileのほうはどうかというと、変更されステージされ
たあと、また変更された、という状態です。変更の内容にステージされた
ものとそうでないものがあることになります。

ロロロロロロロ

ある種のファイルについては、Git で自動的に追加してほしくないしそも
そも「追跡されていない」と表示されるのも気になってしまう。そんなこ
とがよくあります。 たとえば、ログファイルやビルドシステムが生成す
るファイルなどの自動生成されるファイルがそれにあたるでしょう。 そ
んな場合は、無視させたいファイルのパターンを並べた .gitignore とい
うファイルを作成します。 .gitignore ファイルは、たとえばこのように
なります。

$ cat .gitignore
*.[oa]
*~

初の行は “.o” あるいは “.a” で終わる名前のファイル (コードをビルド
する際にできるであろうオブジェクトファイルとアーカイブファイル) を
無視するよう Git に伝えています。次の行で Git に無視させているのは、
チルダ (~) で終わる名前のファイルです。Emacs をはじめとする多くのエ
ディタが、この形式の一時ファイルを作成します。これ以外には、たとえ
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ば log、tmp、pid といった名前のディレクトリや自動生成されるドキュメ
ントなどもここに含めることになるでしょう。実際に作業を始める前
に .gitignore ファイルを準備しておくことをお勧めします。そうすれ
ば、予期せぬファイルを間違って Git リポジトリにコミットしてしまう事
故を防げます。

.gitignore ファイルに記述するパターンの規則は、次のようになりま
す。

• 空行あるいは # で始まる行は無視される
• 標準の glob パターンを使用可能

• ディレクトリを指定するには、パターンの 後にスラッシュ (/) をつ
ける

• パターンを逆転させるには、 初に感嘆符 (!) をつける

glob パターンとは、シェルで用いる簡易正規表現のようなものです。
アスタリスク (*) は、ゼロ個以上の文字にマッチします。 [abc] は、角括
弧内の任意の文字 (この場合は a、b あるいは c) にマッチします。 疑問符
(?) は一文字にマッチします。 また、ハイフン区切りの文字を角括弧で囲
んだ形式 ([0-9]) は、 ふたつの文字の間の任意の文字 (この場合は 0 から 9
までの間の文字) にマッチします。 アスタリクスを 2 つ続けて、ネストさ
れたディレクトリにマッチさせることもできます。 a/**/z のように書け
ば、a/z、a/b/z、a/b/c/zなどにマッチします。

では、.gitignore ファイルの例をもうひとつ見てみましょう。

# no .a files
*.a

# but do track lib.a, even though you're ignoring .a files above
!lib.a

# only ignore the root TODO file, not subdir/TODO
/TODO

# ignore all files in the build/ directory
build/

# ignore doc/notes.txt, but not doc/server/arch.txt
doc/*.txt

# ignore all .txt files in the doc/ directory
doc/**/*.txt
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GitHub ににににににに .gitignore にににににににににに https://github.com/
github/gitignore ににににににににににににににににににににににににににににに ににに
ににににににににににににににににににににににに

ロロロロロロロロロロロ / ロロロロロロロロロロロ

git status コマンドだけではよくわからない （どのファイルが変更され
たのかだけではなく、実際にどのように変わったのかが知りたい） とい
う場合は git diff コマンドを使用します。 git diff コマンドについて
は後で詳しく解説します。 おそらく、 もよく使う場面としては次の二
つの問いに答えるときになるでしょう。 「変更したけどまだステージし
ていない変更は?」「コミット対象としてステージした変更は?」  git
status が出力するファイル名のリストを見れば、 これらの質問に対する
おおまかな答えは得られますが、 git diff の場合は追加したり削除した
りした正確な行をパッチ形式で表示します。

先ほどの続きで、ふたたび README ファイルを編集してステージし、 一
方 CONTRIBUTING.md ファイルは編集だけしてステージしない状態にある
と仮定しましょう。 ここで git status コマンドを実行すると、次のよう
な結果となります。

$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    new file:   README

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

変更したけれどもまだステージしていない内容を見るには、引数なし
で git diff を実行します。

$ git diff
diff --git a/CONTRIBUTING.md b/CONTRIBUTING.md
index 8ebb991..643e24f 100644
--- a/CONTRIBUTING.md
+++ b/CONTRIBUTING.md
@@ -65,7 +65,8 @@ branch directly, things can get messy.
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 Please include a nice description of your changes when you submit your PR;
 if we have to read the whole diff to figure out why you're contributing
 in the first place, you're less likely to get feedback and have your change
-merged in.
+merged in. Also, split your changes into comprehensive chunks if you patch is
+longer than a dozen lines.

 If you are starting to work on a particular area, feel free to submit a PR
 that highlights your work in progress (and note in the PR title that it's

このコマンドは、作業ディレクトリの内容とステージングエリアの内
容を比較します。 この結果を見れば、あなたが変更した内容のうちまだ
ステージされていないものを知ることができます。

次のコミットに含めるべくステージされた内容を知りたい場合は、git

diff --staged を使用します。 このコマンドは、ステージされている変
更と直近のコミットの内容を比較します。

$ git diff --staged
diff --git a/README b/README
new file mode 100644
index 0000000..03902a1
--- /dev/null
+++ b/README
@@ -0,0 +1 @@
+My Project

git diff 自体は、直近のコミット以降のすべての変更を表示するわけ
ではないことに注意しましょう。 あくまでもステージされていない変更
だけの表示となります。 これにはすこし戸惑うかもしれません。 変更内
容をすべてステージしてしまえば git diff は何も出力しなくなるわけで
すから。

もうひとつの例を見てみましょう。CONTRIBUTING.md ファイルをいっ
たんステージした後に編集してみましょう。 git diff を使用すると、ス
テージされたファイルの変更とまだステージされていないファイルの変更
を見ることができます。以下のような状態だとすると、

$ git add CONTRIBUTING.md
$ echo 'test line' >> CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
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    modified:   CONTRIBUTING.md

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

git diff を使うことで、まだステージされていない内容を知ることが
できます。

$ git diff
diff --git a/CONTRIBUTING.md b/CONTRIBUTING.md
index 643e24f..87f08c8 100644
--- a/CONTRIBUTING.md
+++ b/CONTRIBUTING.md
@@ -119,3 +119,4 @@ at the
 ## Starter Projects

 See our [projects list](https://github.com/libgit2/libgit2/blob/development/PROJECTS.md).
+# test line

そして git diff --cached を使うと、これまでにステージした内容を
知ることができます（--staged と --cached は同義です）。

$ git diff --cached
diff --git a/CONTRIBUTING.md b/CONTRIBUTING.md
index 8ebb991..643e24f 100644
--- a/CONTRIBUTING.md
+++ b/CONTRIBUTING.md
@@ -65,7 +65,8 @@ branch directly, things can get messy.
 Please include a nice description of your changes when you submit your PR;
 if we have to read the whole diff to figure out why you're contributing
 in the first place, you're less likely to get feedback and have your change
-merged in.
+merged in. Also, split your changes into comprehensive chunks if you patch is
+longer than a dozen lines.

 If you are starting to work on a particular area, feel free to submit a PR
 that highlights your work in progress (and note in the PR title that it's
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GIT の DIFF ののののののののの

にににににににににに git diff ににににににににににににににににににに ににににににに
ににににににににににににににににににににににににGUI ににににににににににににににに
にににににににににににににに git diff ににににに git difftool にににににににに
ににににににににAraxisにemergeにvimdiff ににににににににににににににににににに
にににgit difftool --tool-help にににににににににににに diff ににににににににに
ににににににに

ロロロロロロロ

ステージングエリアの準備ができたら、変更内容をコミットすることがで
きます。 コミットの対象となるのはステージされたものだけ、 つまり追
加したり変更したりしただけでまだ git add を実行していないファイルは
コミットされないことを覚えておきましょう。 そういったファイルは、
変更されたままの状態でディスク上に残ります。 ここでは、 後に git
status を実行したときにすべてがステージされていることを確認したと
しましょう。つまり、変更をコミットする準備ができた状態です。 コミ
ットするための もシンプルな方法は git commit と打ち込むことです。

$ git commit

これを実行すると、指定したエディタが立ち上がります （シェルの
$EDITOR 環境変数で設定されているエディタ。 通常は vim あるいは emacs
でしょう。しかし、 それ以外にも Chapter 1 で説明した git config --
global core.editor コマンドで お好みのエディタを指定することもでき
ます）。

エディタには次のようなテキストが表示されています (これは Vim の画
面の例です)。

# Please enter the commit message for your changes. Lines starting
# with '#' will be ignored, and an empty message aborts the commit.
# On branch master
# Changes to be committed:
# new file:   README
# modified:   CONTRIBUTING.md
#
~
~
~
".git/COMMIT_EDITMSG" 9L, 283C
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デフォルトのコミットメッセージとして、 直近の git status コマン
ドの結果がコメントアウトして表示され、 先頭に空行があることがわか
るでしょう。 このコメントを消して自分でコミットメッセージを書き入
れていくこともできますし、 何をコミットしようとしているのかの確認
のためにそのまま残しておいてもかまいません (何を変更したのかをより
明確に知りたい場合は、git commit に -v オプションを指定します。 そ
うすると、diff の内容がエディタに表示されるので何をコミットしようと
しているかが正確にわかるようになります)。 エディタを終了させると、
Git はそのメッセージつきのコミットを作成します (コメントおよび diff は
削除されます)。

あるいは、コミットメッセージをインラインで記述することもできま
す。その場合は、commit コマンドの後で -m フラグに続けて次のように記
述します。

$ git commit -m "Story 182: Fix benchmarks for speed"
[master 463dc4f] Story 182: Fix benchmarks for speed
 2 files changed, 2 insertions(+)
 create mode 100644 README

これではじめてのコミットができました! 今回のコミットについて、
「どのブランチにコミットしたのか (master)」「そのコミットの SHA-1 チ
ェックサム (463dc4f)」「変更されたファイルの数」「そのコミットで追
加されたり削除されたりした行数」 といった情報が表示されているのが
わかるでしょう。

コミットが記録するのは、ステージングエリアのスナップショットで
あることを覚えておきましょう。 ステージしていない情報については変
更された状態のまま残っています。 別のコミットで歴史にそれを書き加
えるには、改めて add する必要があります。 コミットするたびにプロジ
ェクトのスナップショットが記録され、あとからそれを取り消したり参照
したりできるようになります。

ロロロロロロロロロロロロ

コミットの内容を思い通りに作り上げることができるという点でステ
ージングエリアは非常に便利なのですが、 普段の作業においては必要以
上に複雑に感じられることもあるでしょう。 ステージングエリアを省略
したい場合のために、Git ではシンプルなショートカットを用意していま
す。 git commit コマンドに -a オプションを指定すると、追跡対象とな
っているファイルを自動的にステージしてからコミットを行います。 つ
まり git add を省略できるというわけです。
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$ git status
On branch master
Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

no changes added to commit (use "git add" and/or "git commit -a")
$ git commit -a -m 'added new benchmarks'
[master 83e38c7] added new benchmarks
 1 file changed, 5 insertions(+), 0 deletions(-)

この場合、コミットする前に CONTRIBUTING.md を git add する必要が
ないことに注意しましょう。

ロロロロロロロ

ファイルを Git から削除するには、追跡対象からはずし (より正確に言
うとステージングエリアから削除し)、そしてコミットします。 git rm コ
マンドは、この作業を行い、そして作業ディレクトリからファイルを削除
します。 つまり、追跡されていないファイルとして残り続けることはあ
りません。

単に作業ディレクトリからファイルを削除しただけの場合は、git

status の出力の中では “Changed but not updated” (つまり ステージされて
いない) 欄に表示されます。

$ rm PROJECTS.md
$ git status
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.
Changes not staged for commit:
  (use "git add/rm <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

        deleted:    PROJECTS.md

no changes added to commit (use "git add" and/or "git commit -a")

git rm を実行すると、ファイルの削除がステージされます。

にににににににににににににに

59



$ git rm PROJECTS.md
rm 'PROJECTS.md'
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    deleted:    PROJECTS.md

次にコミットするときにファイルが削除され、追跡対象外となりま
す。 変更したファイルをすでにステージしている場合は、-f オプション
で強制的に削除しなければなりません。 まだスナップショットに記録さ
れていないファイルを誤って削除してしまうと Git で復旧することができ
なくなってしまうので、それを防ぐための安全装置です。

ほかに「こんなことできたらいいな」と思われるであろう機能とし
て、 ファイル自体は作業ツリーに残しつつステージングエリアからの削
除だけを行うこともできます。 つまり、ハードディスク上にはファイル
を残しておきたいけれど、もう Git では追跡させたくないというような場
合のことです。 これが特に便利なのは、.gitignore ファイルに書き足す
のを忘れたために巨大なログファイルや大量の .a ファイルがステージさ
れてしまったなどというときです。 そんな場合は --cached オプションを
使用します。

$ git rm --cached README

ファイル名やディレクトリ名、そしてファイル glob パターンを git rm
コマンドに渡すことができます。 つまり、このようなこともできるとい
うことです。

$ git rm log/\*.log

* の前にバックスラッシュ (\) があることに注意しましょう。 これが必
要なのは、シェルによるファイル名の展開だけでなく Git が自前でファイ
ル名の展開を行うからです。 このコマンドは、log/ ディレクトリにある
拡張子 .log のファイルをすべて削除します。 あるいは、このような書き
方もできます。

$ git rm \*~
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このコマンドは、~ で終わるファイル名のファイルをすべて削除しま
す。

ロロロロロロロ

他の多くの VCS とは異なり、Git はファイルの移動を明示的に追跡する
ことはありません。 Git の中でファイル名を変更しても、「ファイル名を
変更した」というメタデータは Git には保存されないのです。 しかし Git
は賢いので、ファイル名が変わったことを知ることができます。ファイル
の移動を検出する仕組みについては後ほど説明します。

しかし Git には mv コマンドがあります。ちょっと混乱するかもしれま
せんね。 Git の中でファイル名を変更したい場合は次のようなコマンドを
実行します。

$ git mv file_from file_to

このようなコマンドを実行してからステータスを確認すると、Git はそ
れをファイル名が変更されたと解釈していることがわかるでしょう。

$ git mv README.md README
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    renamed:    README.md -> README

しかし、実際のところこれは、次のようなコマンドを実行するのと同
じ意味となります。

$ mv README.md README
$ git rm README.md
$ git add README

Git はこれが暗黙的なファイル名の変更であると理解するので、この方
法であろうが mv コマンドを使おうがどちらでもかまいません。 唯一の違
いは、この方法だと 3 つのコマンドが必要になるかわりに mv だとひとつ
のコマンドだけで実行できるという点です。 より重要なのは、ファイル
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名の変更は何でもお好みのツールで行えるということです。あとでコミッ
トする前に add/rm を指示してやればいいのです。

バババババババババ

何度かコミットを繰り返すと、あるいはコミット履歴つきの既存のリポジ
トリをクローンすると、 過去に何が起こったのかを振り返りたくなるこ
とでしょう。 そのために使用するもっとも基本的かつパワフルな道具が
git log コマンドです。

ここからの例では、“simplegit” という非常にシンプルなプロジェクト
を使用します。これは、次のようにして取得できます。

git clone https://github.com/schacon/simplegit-progit

このプロジェクトで git log を実行すると、このような結果が得られ
ます。

$ git log
commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number

commit 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Sat Mar 15 16:40:33 2008 -0700

    removed unnecessary test

commit a11bef06a3f659402fe7563abf99ad00de2209e6
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Sat Mar 15 10:31:28 2008 -0700

    first commit

デフォルトで引数を何も指定しなければ、git log はそのリポジトリ
でのコミットを新しい順に表示します。 つまり、直近のコミットが 初
に登場するということです。 ごらんのとおり、このコマンドは各コミッ
トについて SHA-1 チェックサム・作者の名前とメールアドレス・コミット
日時・コミットメッセージを一覧表示します。
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git log コマンドには数多くのバラエティに富んだオプションがあ
り、あなたが本当に見たいものを表示させることができます。ここでは、
人気の高いオプションのいくつかをご覧に入れましょう。

もっとも便利なオプションのひとつが -p で、これは各コミットで反映
された変更点を表示します。また -2 は、直近の 2 エントリだけを出力し
ます。

$ git log -p -2
commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number

diff --git a/Rakefile b/Rakefile
index a874b73..8f94139 100644
--- a/Rakefile
+++ b/Rakefile
@@ -5,7 +5,7 @@ require 'rake/gempackagetask'
 spec = Gem::Specification.new do |s|
     s.platform  =   Gem::Platform::RUBY
     s.name      =   "simplegit"
-    s.version   =   "0.1.0"
+    s.version   =   "0.1.1"
     s.author    =   "Scott Chacon"
     s.email     =   "schacon@gee-mail.com"
     s.summary   =   "A simple gem for using Git in Ruby code."

commit 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Sat Mar 15 16:40:33 2008 -0700

    removed unnecessary test

diff --git a/lib/simplegit.rb b/lib/simplegit.rb
index a0a60ae..47c6340 100644
--- a/lib/simplegit.rb
+++ b/lib/simplegit.rb
@@ -18,8 +18,3 @@ class SimpleGit
     end

 end
-
-if $0 == __FILE__
-  git = SimpleGit.new
-  puts git.show
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-end
\ No newline at end of file

このオプションは、先ほどと同じ情報を表示するとともに、各エント
リの直後にその diff を表示します。 これはコードレビューのときに非常に
便利です。また、他のメンバーが一連のコミットで何を行ったのかをざっ
と眺めるのにも便利でしょう。 また、git log では「まとめ」系のオプシ
ョンを使うこともできます。 たとえば、各コミットに関するちょっとし
た統計情報を見たい場合は --stat オプションを使用します。

$ git log --stat
commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number

 Rakefile | 2 +-
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)

commit 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Sat Mar 15 16:40:33 2008 -0700

    removed unnecessary test

 lib/simplegit.rb | 5 -----
 1 file changed, 5 deletions(-)

commit a11bef06a3f659402fe7563abf99ad00de2209e6
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Sat Mar 15 10:31:28 2008 -0700

    first commit

 README           |  6 ++++++
 Rakefile         | 23 +++++++++++++++++++++++
 lib/simplegit.rb | 25 +++++++++++++++++++++++++
 3 files changed, 54 insertions(+)

ごらんの通り --stat オプションは、各コミットエントリに続けて変更
されたファイルの一覧と変更されたファイルの数、追加・削除された行数
が表示されます。 また、それらの情報のまとめを 後に出力します。

もうひとつの便利なオプションが --pretty です。 これは、ログをデフ
ォルトの書式以外で出力します。 あらかじめ用意されているいくつかの
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オプションを指定することができます。 oneline オプションは、各コミッ
トを一行で出力します。 これは、大量のコミットを見る場合に便利で
す。 さらに short や full そして fuller といったオプションもあり、 こ
れは標準とほぼ同じ書式だけれども情報量がそれぞれ少なめあるいは多め
になります。

$ git log --pretty=oneline
ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 changed the version number
085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7 removed unnecessary test
a11bef06a3f659402fe7563abf99ad00de2209e6 first commit

もっとも興味深いオプションは format で、これは独自のログ出力フォ
ーマットを指定することができます。 これは、出力結果を機械にパース
させる際に非常に便利です。 自分でフォーマットを指定しておけば、将
来 Git をアップデートしても結果が変わらないようにできるからです。

$ git log --pretty=format:"%h - %an, %ar : %s"
ca82a6d - Scott Chacon, 6 years ago : changed the version number
085bb3b - Scott Chacon, 6 years ago : removed unnecessary test
a11bef0 - Scott Chacon, 6 years ago : first commit

Table 2-1 は、format で使用できる便利なオプションをまとめたもので
す。

TABLE 2-1. git log --pretty=format ロロロロロロロロロロ

ロロロロロ ロロロロロロロ

%H ににににににににに

%h ににににににににに (ににに)

%T にににににににに

%t にににににににに (ににに)

%P にににににに

%p にににににに (ににに)

%an Author ににに

%ae Author にににににににに

%ad Author ににに (--date= ににににににににににに)
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ロロロロロ ロロロロロロロ

%ar Author ににににに

%cn Committer ににに

%ce Committer にににににににに

%cd Committer ににに

%cr Committer ににににに

%s にに

author と committer は何が違うのか気になる方もいるでしょう。 author
とはその作業をもともと行った人、committer とはその作業を適用した人
のことを指します。 あなたがとあるプロジェクトにパッチを送り、コア
メンバーのだれかがそのパッチを適用したとしましょう。 この場合、両
方がクレジットされます (あなたが author、コアメンバーが committer で
す)。 この区別については Chapter 5 でもう少し詳しく説明します。

oneline オプションおよび format オプションは、log のもうひとつのオ
プションである --graph と組み合わせるとさらに便利です。 このオプシ
ョンは、ちょっといい感じのアスキーグラフでブランチやマージの歴史を
表示します。

$ git log --pretty=format:"%h %s" --graph
* 2d3acf9 ignore errors from SIGCHLD on trap
*  5e3ee11 Merge branch 'master' of git://github.com/dustin/grit
|\
| * 420eac9 Added a method for getting the current branch.
* | 30e367c timeout code and tests
* | 5a09431 add timeout protection to grit
* | e1193f8 support for heads with slashes in them
|/
* d6016bc require time for xmlschema
*  11d191e Merge branch 'defunkt' into local

こういった表示の良さは、ブランチやマージに関する次章を読むと明
らかになるでしょう。

これらは git log の出力フォーマット指定のほんの一部でしかありま
せん。 まだまだオプションはあります。 Table 2-2 に、今まで取り上げた
オプションやそれ以外によく使われるオプション、 そしてそれぞれが log

の出力をどのように変えるのかをまとめました。

CHAPTER 2: Git ににに

66



TABLE 2-2. git log ロロロロロロロロロロロロ

ロロロロロ ロロ

-p にににににににににににににに

--stat ににににににににににににににににににににににににに

--shortstat --stat にににににににににに/にに/にに ににににににににに

--name-only にににににににににににににににににににににににににに

--name-status にににににににににに にに/にに/にに ににににににに

--abbrev-commit SHA-1 ににににににににに (40 にに) ににににににににににににににににに

--relative-date
にににににににににににににににににににににににに (“2 weeks ago” にに) に
ににににににに

--graph ににににににににににににににににににににににににににににににににに

--pretty
ににににににににににににににににににににににににににに oneline, short,
full, fuller ににに format (ににににににににににににに) ににににに

ロロロロロロロ

出力のフォーマット用オプションだけでなく、 git log にはログの制限用
の便利なオプションもあります。 コミットの一部だけを表示するような
オプションのことです。 既にひとつだけ紹介していますね。 -2 オプショ
ン、これは直近のふたつのコミットだけを表示するものです。 実は -<n>
の n には任意の整数値を指定することができ、直近の n 件のコミットだけ
を表示させることができます。 ただ、実際のところはこれを使うことは
あまりないでしょう。 というのも、Git はデフォルトですべての出力をペ
ージャにパイプするので、 ログを一度に 1 ページだけ見ることになるから
です。

しかし --since や --until のような時間制限のオプションは非常に便
利です。 たとえばこのコマンドは、過去二週間のコミットの一覧を取得
します。

$ git log --since=2.weeks

このコマンドはさまざまな書式で動作します。特定の日を指定する
("2008-01-15") こともできますし、 相対日付を"2 years 1 day 3 mi-

nutes ago"のように指定することも可能です。
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コミット一覧から検索条件にマッチするものだけを取り出すこともで
きます。 --author オプションは特定の author のみを抜き出し、 --grep
オプションはコミットメッセージの中のキーワードを検索します （author
と grep を両方指定する場合は、--all-matchオプションも一緒に使って
ください。 そうしないと、どちらか一方にだけマッチするものも対象に
なってしまいます）。

もうひとつ、-Sオプションというとても便利なフィルタがあります。
このオプションは任意の文字列を引数にでき、その文字列が追加・削除さ
れたコミットのみを抜き出してくれます。 仮に、とある関数の呼び出し
をコードに追加・削除したコミットのなかから、 新のものが欲しいとし
ましょう。こうすれば探すことができます。

$ git log -Sfunction_name

後に紹介する git log のフィルタリング用オプションは、パスで
す。 ディレクトリ名あるいはファイル名を指定すると、それを変更した
コミットのみが対象となります。 このオプションは常に 後に指定し、
一般にダブルダッシュ (--) の後に記述します。 このダブルダッシュが他
のオプションとパスの区切りとなります。

Table 2-3 に、これらのオプションとその他の一般的なオプションをま
とめました。

TABLE 2-3. git log ロロロロロロロロロロロロロロロロ

ロロロロロ ロロ

-(n) ににに n ににににににににににににに

--since, --after にににににににににににににににににににににににににに

--until, --before にににににににににににににににににににににににににに

--author ににににににににににににににににににににににににににににに

--committer ににににににににににににににににににににににににににににに

--grep
にににににににににににににににににににににににににににににににに
ににに

-S にににににににににににににににににににににににににににににに

一つ例を挙げておきましょう。Git ソースツリーのテストファイルに対
する変更があったコミットのうち、Junio Hamano がコミットしたもの (マ
ージは除く) で 2008 年 10 月に行われたものを知りたければ次のように指
定します。
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$ git log --pretty="%h - %s" --author=gitster --since="2008-10-01" \
   --before="2008-11-01" --no-merges -- t/
5610e3b - Fix testcase failure when extended attributes are in use
acd3b9e - Enhance hold_lock_file_for_{update,append}() API
f563754 - demonstrate breakage of detached checkout with symbolic link HEAD
d1a43f2 - reset --hard/read-tree --reset -u: remove unmerged new paths
51a94af - Fix "checkout --track -b newbranch" on detached HEAD
b0ad11e - pull: allow "git pull origin $something:$current_branch" into an unborn branch

約 40,000 件におよぶ Git ソースコードのコミットの歴史の中で、このコ
マンドの条件にマッチするのは 6 件となります。

バババババババ

どんな場面であっても、何かをやり直したくなることはあります。 ここ
では、行った変更を取り消すための基本的なツールについて説明します。
注意点は、ここで扱う内容の中には「やり直しのやり直し」ができないも
のもあるということです。 Git で何か間違えたときに作業内容を失ってし
まう数少ない例がここにあります。

やり直しを行う場面としてもっともよくあるのは、「コミットを早ま
りすぎて追加すべきファイルを忘れてしまった」「コミットメッセージが
変になってしまった」などです。 そのコミットをもう一度やりなおす場
合は、--amend オプションをつけてもう一度コミットします。

$ git commit --amend

このコマンドは、ステージングエリアの内容をコミットに使用しま
す。 直近のコミット以降に何も変更をしていない場合 (たとえば、コミッ
トの直後にこのコマンドを実行したような場合)、 スナップショットの内
容はまったく同じでありコミットメッセージを変更することになります。

コミットメッセージのエディタが同じように立ち上がりますが、既に
前回のコミット時のメッセージが書き込まれた状態になっています。 ふ
だんと同様にメッセージを編集できますが、前回のコミット時のメッセー
ジがその内容で上書きされます。

たとえば、いったんコミットした後、何かのファイルをステージする
のを忘れていたのに気づいたとしましょう。そんな場合はこのようにしま
す。
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$ git commit -m 'initial commit'
$ git add forgotten_file
$ git commit --amend

終的にできあがるのはひとつのコミットです。二番目のコミット
が、 初のコミットの結果を上書きするのです。

ロロロロロロロロロロロロロロロ

続くふたつのセクションでは、ステージングエリアと作業ディレクトリの
変更に関する作業を扱います。 すばらしいことに、これらふたつの場所
の状態を表示するコマンドを使用すると、変更内容を取り消す方法も同時
に表示されます。 たとえば、ふたつのファイルを変更し、それぞれを別
のコミットとするつもりだったのに間違えて git add * と打ち込んでし
まったときのことを考えましょう。 ファイルが両方ともステージされて
しまいました。 ふたつのうちの一方だけのステージを解除するにはどう
すればいいでしょう? git status コマンドが教えてくれます。

$ git add .
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    renamed:    README.md -> README
    modified:   CONTRIBUTING.md

“Changes to be committed” の直後に、"use git reset HEAD <file>...
to unstage” と書かれています。このアドバイスに従って、CONTRIBU-

TING.md ファイルのステージを解除してみましょう。

$ git reset HEAD CONTRIBUTING.md
Unstaged changes after reset:
M CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

    renamed:    README.md -> README

Changes not staged for commit:
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  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

ちょっと奇妙に見えるコマンドですが、きちんと動作します。 CON-
TRIBUTING.md ファイルは、変更されたもののステージされていない状態
に戻りました。

git reset ににににににににににロロロロロにににににににに--hard ににににににににににににに
にににににに にににににににににににににににににににににににににににににににににににに
にににににににににに git reset ににににににににににににににににににににににににに
にににににににににににににににににににににににににににににに

今のところは、git resetについては上記の魔法の呪文を知っておけ
ば十分でしょう。“Reset Demystified”で、より詳細に、resetの役割と使
いこなし方について説明します。色々とおもしろいことができるようにな
りますよ。

ロロロロロロロロロロロロロ

CONTRIBUTING.md に加えた変更が、実は不要なものだったとしたらどう
しますか? 変更を取り消す (直近のコミット時点の状態、あるいは 初にク
ローンしたり 初に作業ディレクトリに取得したときの状態に戻す) も
簡単な方法は? 幸いなことに、またもや git status がその方法を教えて
くれます。 先ほどの例の出力結果で、ステージされていないファイル一
覧の部分を見てみましょう。

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

    modified:   CONTRIBUTING.md

とても明確に、変更を取り消す方法が書かれています 。 ではそのとお
りにしてみましょう。

$ git checkout -- CONTRIBUTING.md
$ git status
On branch master
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
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    renamed:    README.md -> README

変更が取り消されたことがわかります。

にににににににににににににににgit checkout -- [file]ににににににににににににに
ににににに ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
にににににににににににににににににににににににににににににに

やりたいことが、「ファイルに加えた変更はとっておきつつ、一時的
に横に追いやっておきたい」ということであれば、Chapter 3 で説明する
stash やブランチを調べてみましょう。一般にこちらのほうがおすすめの
方法です。

Git にコミットした内容のすべては、ほぼ常に取り消しが可能であるこ
とを覚えておきましょう。 削除したブランチへのコミットや --amend コ
ミットで上書きされた元のコミットでさえも復旧することができます (デ
ータの復元方法については “Data Recovery” を参照ください)。 しかし、
まだコミットしていない内容を失ってしまうと、それは二度と取り戻せま
せん。

ババババババババ

Git を使ったプロジェクトで共同作業を進めていくには、リモートリポジ
トリの扱い方を知る必要があります。 リモートリポジトリとは、インタ
ーネット上あるいはその他ネットワーク上のどこかに存在するプロジェク
トのことです。 複数のリモートリポジトリを持つこともできますし、そ
れぞれを読み込み専用にしたり読み書き可能にしたりすることもできま
す。 他のメンバーと共同作業を進めていくにあたっては、これらのリモ
ートリポジトリを管理し、必要に応じてデータのプル・プッシュを行うこ
とで作業を分担していくことになります。 リモートリポジトリの管理に
は「リモートリポジトリの追加」「不要になったリモートリポジトリの削
除」「リモートブランチの管理や追跡対象/追跡対象外の設定」などさま
ざまな作業が含まれます。 このセクションでは、これらのうちいくつか
の作業について説明します。

ロロロロロロロ

今までにどのリモートサーバーを設定したのかを知るには git remote コ
マンドを実行します。 これは、今までに設定したリモートハンドルの名
前を一覧表示します。 リポジトリをクローンしたのなら、少なくとも ori-
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gin という名前が見えるはずです。 これは、クローン元のサーバーに対し
て Git がデフォルトでつける名前です。

$ git clone https://github.com/schacon/ticgit
Cloning into 'ticgit'...
remote: Reusing existing pack: 1857, done.
remote: Total 1857 (delta 0), reused 0 (delta 0)
Receiving objects: 100% (1857/1857), 374.35 KiB | 268.00 KiB/s, done.
Resolving deltas: 100% (772/772), done.
Checking connectivity... done.
$ cd ticgit
$ git remote
origin

-v を指定すると、その名前に対応する URL を書き込み用と読み取り用
の 2 つ表示します。

$ git remote -v
origin https://github.com/schacon/ticgit (fetch)
origin https://github.com/schacon/ticgit (push)

複数のリモートを設定している場合は、このコマンドはそれをすべて
表示します。 たとえば、他のメンバーとの共同作業のために複数のリモ
ートが設定してあるリポジトリの場合、このようになっています。

$ cd grit
$ git remote -v
bakkdoor  https://github.com/bakkdoor/grit (fetch)
bakkdoor  https://github.com/bakkdoor/grit (push)
cho45     https://github.com/cho45/grit (fetch)
cho45     https://github.com/cho45/grit (push)
defunkt   https://github.com/defunkt/grit (fetch)
defunkt   https://github.com/defunkt/grit (push)
koke      git://github.com/koke/grit.git (fetch)
koke      git://github.com/koke/grit.git (push)
origin    git@github.com:mojombo/grit.git (fetch)
origin    git@github.com:mojombo/grit.git (push)

つまり、これらのユーザーによる変更を容易にプルして取り込めると
いうことです。 さらに、これらのうちのいくつかにはプッシュできる場
合もあります（この表示からはそれは読み取れませんが）。

ここでは、リモートのプロトコルが多様であることに注意しておきま
しょう。“サーバー用の Git の取得”で、これについて詳しく説明します。
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ロロロロロロロロロロロロ

これまでのセクションでも何度かリモートリポジトリの追加を行ってきま
したが、 ここで改めてその方法をきちんと説明しておきます。 新しいリ
モート Git リポジトリにアクセスしやすいような名前をつけて追加するに
は、 git remote add [shortname] [url] を実行します。

$ git remote
origin
$ git remote add pb https://github.com/paulboone/ticgit
$ git remote -v
origin https://github.com/schacon/ticgit (fetch)
origin https://github.com/schacon/ticgit (push)
pb https://github.com/paulboone/ticgit (fetch)
pb https://github.com/paulboone/ticgit (push)

これで、コマンドラインに URL を全部打ち込むかわりに pb という文字
列を指定するだけでよくなりました。 たとえば、Paul が持つ情報の中で
自分のリポジトリにまだ存在しないものをすべて取得するには、git

fetch pb を実行すればよいのです。

$ git fetch pb
remote: Counting objects: 43, done.
remote: Compressing objects: 100% (36/36), done.
remote: Total 43 (delta 10), reused 31 (delta 5)
Unpacking objects: 100% (43/43), done.
From https://github.com/paulboone/ticgit
 * [new branch]      master     -> pb/master
 * [new branch]      ticgit     -> pb/ticgit

Paul の master ブランチは、ローカルでは pb/master としてアクセスで
きます。 これを自分のブランチにマージしたり、ローカルブランチとし
てチェックアウトして中身を調べたりといったことが可能となります。
（ブランチの役割と使い方については、  Chapter 3 で詳しく説明しま
す。）

ロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ごらんいただいたように、データをリモートリポジトリから取得するには
次のコマンドを実行します。
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$ git fetch [remote-name]

このコマンドは、リモートプロジェクトのすべてのデータの中からま
だあなたが持っていないものを引き出します。 実行後は、リモートにあ
るすべてのブランチを参照できるようになり、いつでもそれをマージした
り中身を調べたりすることが可能となります。

リポジトリをクローンしたときには、リモートリポジトリに対して自
動的に “origin” という名前がつけられます。 つまり、git fetch origin

とすると、クローンしたとき (あるいは直近でフェッチを実行したとき) 以
降にサーバーにプッシュされた変更をすべて取得することができます。
ひとつ注意すべき点は、 git fetch コマンドはデータをローカルリポジ
トリに引き出すだけだということです。 ローカルの環境にマージされた
り作業中の内容を書き換えたりすることはありません。 したがって、必
要に応じて自分でマージをする必要があります。

リモートブランチを追跡するためのブランチを作成すれば (次のセクシ
ョンと Chapter 3 で詳しく説明します)、git pull コマンドを使うことが
できます。 これは、自動的にフェッチを行い、リモートブランチの内容
を現在のブランチにマージします。 おそらくこのほうが、よりお手軽で
使いやすいことでしょう。 また、 git clone コマンドはローカルの mas-
ter ブランチ（実際のところ、デフォルトブランチであれば名前はなんで
もかまいません）がリモートの master ブランチを追跡するよう、デフォ
ルトで自動設定します。 git pull を実行すると、通常は 初にクローン
したサーバーからデータを取得し、現在作業中のコードへのマージを試み
ます。

ロロロロロロロロロロ

あなたのプロジェクトがみんなと共有できる状態に達したら、それを上流
にプッシュしなければなりません。  そのためのコマンドが  git push
[remote-name] [branch-name] です。 追加したコミットを origin サー
バー (何度も言いますが、クローンした時点でこのブランチ名とサーバー
名が自動設定されます) にプッシュしたい場合は、このように実行しま
す。

$ git push origin master

このコマンドが動作するのは、自分が書き込みアクセス権を持つサー
バーからクローンし、かつその後だれもそのサーバーにプッシュしていな
い場合のみです。 あなた以外の誰かが同じサーバーからクローンし、誰
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かが上流にプッシュした後で自分がプッシュしようとすると、それは拒否
されます。 拒否された場合は、まず誰かがプッシュした作業内容を引き
出してきてローカル環境で調整してからでないとプッシュできません。
リモートサーバーへのプッシュ方法の詳細については Chapter 3 を参照く
ださい。

ロロロロロロロ

特定のリモートの情報をより詳しく知りたい場合は  git remote show
[remote-name] コマンドを実行します。 たとえば origin のように名前を
指定すると、このような結果が得られます。

$ git remote show origin
* remote origin
  Fetch URL: https://github.com/schacon/ticgit
  Push  URL: https://github.com/schacon/ticgit
  HEAD branch: master
  Remote branches:
    master                               tracked
    dev-branch                           tracked
  Local branch configured for 'git pull':
    master merges with remote master
  Local ref configured for 'git push':
    master pushes to master (up to date)

リモートリポジトリの URL と、追跡対象になっているブランチの情報
が表示されます。 また、ご丁寧にも「master ブランチ上で git pull する
と、リモートの情報を取得した後で自動的にリモートの master ブランチ
の内容をマージする」という説明があります。 さらに、引き出してきた
すべてのリモート情報も一覧表示されます。

ただし、これはほんの一例にすぎません。Git をもっと使い込むように
なると、git remote show で得られる情報はどんどん増えていきます。
たとえば次のような結果を得ることになるかもしれません。

$ git remote show origin
* remote origin
  URL: https://github.com/my-org/complex-project
  Fetch URL: https://github.com/my-org/complex-project
  Push  URL: https://github.com/my-org/complex-project
  HEAD branch: master
  Remote branches:
    master                           tracked
    dev-branch                       tracked
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    markdown-strip                   tracked
    issue-43                         new (next fetch will store in remotes/origin)
    issue-45                         new (next fetch will store in remotes/origin)
    refs/remotes/origin/issue-11     stale (use 'git remote prune' to remove)
  Local branches configured for 'git pull':
    dev-branch merges with remote dev-branch
    master     merges with remote master
  Local refs configured for 'git push':
    dev-branch                     pushes to dev-branch                     (up to date)
    markdown-strip                 pushes to markdown-strip                 (up to date)
    master                         pushes to master                         (up to date)

このコマンドは、特定のブランチ上で git push したときにどのブラン
チに自動プッシュされるのかを表示しています。 また、サーバー上のリ
モートブランチのうちまだ手元に持っていないもの、手元にあるブランチ
のうちすでにサーバー上では削除されているもの、git pull を実行した
ときに自動的にマージされるブランチなども表示されています。

ロロロロロロロロロロロロ

リモートを参照する名前を変更したい場合、 git remote rename を使う
ことができます。 たとえば pb を paul に変更したい場合は git remote
rename をこのように実行します。

$ git remote rename pb paul
$ git remote
origin
paul

そうすると、リモートブランチ名も併せて変更されることを付け加え
ておきましょう。 これまで pb/master として参照していたブランチは、
これからは paul/master となります。

何らかの理由でリモートを削除したい場合 (サーバーを移動したとか特
定のミラーを使わなくなったとか、あるいはプロジェクトからメンバーが
抜けたとかいった場合) は git remote rm を使用します。

$ git remote rm paul
$ git remote
origin
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ババ

多くの VCS と同様に Git にもタグ機能があり、歴史上の重要なポイント
に印をつけることができます。よくあるのは、この機能を (v 1.0 など) リ
リースポイントとして使うことです。このセクションでは、既存のタグ一
覧の取得や新しいタグの作成、さまざまなタグの形式などについて扱いま
す。

ロロロロロロロ

Git で既存のタグの一覧を表示するのは簡単で、 単に git tag と打ち込む
だけです。

$ git tag
v0.1
v1.3

このコマンドは、タグをアルファベット順に表示します。この表示順
に深い意味はありません。

パターンを指定してタグを検索することもできます。Git のソースリポ
ジトリを例にとると、500 以上のタグが登録されています。その中で 1.8.5
系のタグのみを見たい場合は、このようにします。

$ git tag -l 'v1.8.5*'
v1.8.5
v1.8.5-rc0
v1.8.5-rc1
v1.8.5-rc2
v1.8.5-rc3
v1.8.5.1
v1.8.5.2
v1.8.5.3
v1.8.5.4
v1.8.5.5

ロロロロロ

Git のタグには、軽量 (lightweight) 版と注釈付き (annotated) 版の二通りが
あります。
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軽量版のタグは、変更のないブランチのようなものです。特定のコミ
ットに対する単なるポインタでしかありません。

しかし注釈付きのタグは、Git データベース内に完全なオブジェクトと
して格納されます。 チェックサムが付き、タグを作成した人の名前・メ
ールアドレス・作成日時・タグ付け時のメッセージなども含まれます。
また、署名をつけて GNU Privacy Guard (GPG) で検証することもできます。
一般的には、これらの情報を含められる注釈付きのタグを使うことをおす
すめします。 しかし、一時的に使うだけのタグである場合や何らかの理
由で情報を含めたくない場合は、 軽量版のタグも使用可能です。

ロロロロロロロ

Git では、注釈付きのタグをシンプルな方法で作成できます。もっとも
簡単な方法は、tag コマンドの実行時に -a を指定することです。

$ git tag -a v1.4 -m 'my version 1.4'
$ git tag
v0.1
v1.3
v1.4

-m で、タグ付け時のメッセージを指定します。これはタグとともに格
納されます。注釈付きタグの作成時にメッセージを省略すると、エディタ
が立ち上がるのでそこでメッセージを記入します。

タグのデータとそれに関連づけられたコミットを見るには git show コ
マンドを使用します。

$ git show v1.4
tag v1.4
Tagger: Ben Straub <ben@straub.cc>
Date:   Sat May 3 20:19:12 2014 -0700

my version 1.4

commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number
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タグ付けした人の情報とその日時、そして注釈メッセージを表示した
あとにコミットの情報が続きます。

ロロロロロロ

コミットにタグをつけるもうひとつの方法が、軽量版のタグです。 こ
れは基本的に、コミットのチェックサムだけを保持するもので、それ以外
の情報は含まれません。 軽量版のタグを作成するには -a、-s あるいは -m
といったオプションをつけずにコマンドを実行します。

$ git tag v1.4-lw
$ git tag
v0.1
v1.3
v1.4
v1.4-lw
v1.5

このタグに対して git show を実行しても、先ほどのような追加情報は
表示されません。 単に、対応するコミットの情報を表示するだけです。

$ git show v1.4-lw
commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number

ロロロロロロロロ

過去にさかのぼってコミットにタグ付けすることもできます。 仮にあな
たのコミットの歴史が次のようなものであったとしましょう。

$ git log --pretty=oneline
15027957951b64cf874c3557a0f3547bd83b3ff6 Merge branch 'experiment'
a6b4c97498bd301d84096da251c98a07c7723e65 beginning write support
0d52aaab4479697da7686c15f77a3d64d9165190 one more thing
6d52a271eda8725415634dd79daabbc4d9b6008e Merge branch 'experiment'
0b7434d86859cc7b8c3d5e1dddfed66ff742fcbc added a commit function
4682c3261057305bdd616e23b64b0857d832627b added a todo file
166ae0c4d3f420721acbb115cc33848dfcc2121a started write support
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9fceb02d0ae598e95dc970b74767f19372d61af8 updated rakefile
964f16d36dfccde844893cac5b347e7b3d44abbc commit the todo
8a5cbc430f1a9c3d00faaeffd07798508422908a updated readme

今になって、このプロジェクトに v1.2 のタグをつけるのを忘れていた
ことに気づきました。 本来なら “updated rakefile” のコミットにつけてお
くべきだったものです。 しかし今からでも遅くありません。 特定のコミ
ットにタグをつけるには、そのコミットのチェックサム (あるいはその一
部) をコマンドの 後に指定します。

$ git tag -a v1.2 9fceb02

これで、そのコミットにタグがつけられたことが確認できます。

$ git tag
v0.1
v1.2
v1.3
v1.4
v1.4-lw
v1.5

$ git show v1.2
tag v1.2
Tagger: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Feb 9 15:32:16 2009 -0800

version 1.2
commit 9fceb02d0ae598e95dc970b74767f19372d61af8
Author: Magnus Chacon <mchacon@gee-mail.com>
Date:   Sun Apr 27 20:43:35 2008 -0700

    updated rakefile
...

ロロロロロ

デフォルトでは、git push コマンドはタグ情報をリモートに送りませ
ん。 タグを作ったら、タグをリモートサーバーにプッシュするよう明示
する必要があります。 その方法は、リモートブランチを共有するときと
似ています。 git push origin [tagname] を実行するのです。
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$ git push origin v1.5
Counting objects: 14, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (12/12), done.
Writing objects: 100% (14/14), 2.05 KiB | 0 bytes/s, done.
Total 14 (delta 3), reused 0 (delta 0)
To git@github.com:schacon/simplegit.git
 * [new tag]         v1.5 -> v1.5

多くのタグを一度にプッシュしたい場合は、 git push コマンドのオプ
ション --tags を使用します。 これは、手元にあるタグのうちまだリモー
トサーバーに存在しないものをすべて転送します。

$ git push origin --tags
Counting objects: 1, done.
Writing objects: 100% (1/1), 160 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 1 (delta 0), reused 0 (delta 0)
To git@github.com:schacon/simplegit.git
 * [new tag]         v1.4 -> v1.4
 * [new tag]         v1.4-lw -> v1.4-lw

これで、誰か他の人がリポジトリのクローンやプルを行ったときにす
べてのタグを取得できるようになりました。

ロロロロロロロロロロ

実際のところ、タグのチェックアウトは Git ではできないも同然です。 と
いうのも、タグ付けされた内容に変更を加えられないからです。 仮に、
とある時点でのリポジトリの内容を、 タグ付けされたような形で作業デ
ィレクトリに保持したいとしましょう。 その場合、特定のタグと紐付け
たブランチを作成することはできます。

$ git checkout -b version2 v2.0.0
Switched to a new branch 'version2'

とはいえ、この状態でコミットを追加すると、 version2 ブランチは
v2.0.0 タグの内容とは異なってしまいます。 ブランチの状態が先へ進ん
でしまうからです。十分に気をつけて作業しましょう。
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Git バババババ

この章で進めてきた Git の基本に関する説明を終える前に、ひとつヒン
トを教えましょう。Git の使い勝手をシンプルに、簡単に、わかりやすく
してくれる、エイリアスです。

Git は、コマンドの一部だけが入力された状態でそのコマンドを自動的
に推測することはありません。 Git の各コマンドをいちいち全部入力する
のがいやなら、 git config でコマンドのエイリアスを設定することがで
きます。 たとえばこんなふうに設定すると便利かもしれません。

$ git config --global alias.co checkout
$ git config --global alias.br branch
$ git config --global alias.ci commit
$ git config --global alias.st status

こうすると、たとえば git commit と同じことが単に git ci と入力す
るだけでできるようになります。 Git を使い続けるにつれて、よく使うコ
マンドがさらに増えてくることでしょう。 そんな場合は、きにせずどん
どん新しいエイリアスを作りましょう。

このテクニックは、「こんなことできたらいいな」というコマンドを
作る際にも便利です。 たとえば、ステージを解除するときにどうしたら
いいかいつも迷うという人なら、 こんなふうに自分で unstage エイリアス
を追加してしまえばいいのです。

$ git config --global alias.unstage 'reset HEAD --'

こうすれば、次のふたつのコマンドが同じ意味となります。

$ git unstage fileA
$ git reset HEAD fileA

少しはわかりやすくなりましたね。あるいは、こんなふうに last コマ
ンドを追加することもできます。

$ git config --global alias.last 'log -1 HEAD'

こうすれば、直近のコミットの情報を見ることができます。
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$ git last
commit 66938dae3329c7aebe598c2246a8e6af90d04646
Author: Josh Goebel <dreamer3@example.com>
Date:   Tue Aug 26 19:48:51 2008 +0800

    test for current head

    Signed-off-by: Scott Chacon <schacon@example.com>

Git が単に新しいコマンドをエイリアスで置き換えていることがわかり
ます。 しかし、時には Git のサブコマンドではなく外部コマンドを実行し
たくなることもあるでしょう。 そんな場合は、コマンドの先頭に ! をつけ
ます。 これは、Git リポジトリ上で動作する自作のツールを書くときに便
利です。 例として、git visual で gitk が起動するようにしてみましょ
う。

$ git config --global alias.visual "!gitk"

バババ

これで、ローカルでの Git の基本的な操作がこなせるようになりました。
リポジトリの作成やクローン、リポジトリへの変更・ステージ・コミッ
ト、リポジトリのこれまでの変更履歴の閲覧などです。 次は、Git の強力
な機能であるブランチモデルについて説明しましょう。
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Git ににににににに

ほぼすべてと言っていいほどの VCS が、何らかの形式でブランチ機能
に対応しています。 ブランチとは、開発の本流から分岐し、本流の開発
を邪魔することなく作業を続ける機能のことです。 多くの VCS ツールで
は、これは多少コストのかかる処理になっています。 ソースコードディ
レクトリを新たに作る必要があるなど、巨大なプロジェクトでは非常に時
間がかかってしまうことがよくあります。

Git のブランチモデルは、Git の機能の中でもっともすばらしいものだと
いう人もいるほどです。 そしてこの機能こそが Git を他の VCS とは一線を
画すものとしています。 何がそんなにすばらしいのでしょう? Git のブラ
ンチ機能は圧倒的に軽量です。ブランチの作成はほぼ一瞬で完了します
し、ブランチの切り替えも高速に行えます。 その他大勢の VCS とは異な
り、Git では頻繁にブランチ作成とマージを繰り返すワークフローを推奨
しています。 一日に複数のブランチを切ることさえ珍しくありません。
この機能を理解して身につけることで、あなたはパワフルで他に類を見な
いツールを手に入れることになります。 これは、あなたの開発手法を文
字通り一変させてくれるでしょう。

ババババババ

Git のブランチの仕組みについてきちんと理解するには、少し後戻りして
Git がデータを格納する方法を知っておく必要があります。

Chapter 1 で説明したように、Git はチェンジセットや差分としてデータ
を保持しているのではありません。そうではなく、スナップショットとし
て保持しています。

Git にコミットすると、Git はコミットオブジェクトを作成して格納しま
す。このオブジェクトには、あなたがステージしたスナップショットへの
ポインタや作者・メッセージのメタデータ、そしてそのコミットの直接の
親となるコミットへのポインタが含まれています。 初のコミットの場合
は親はいません。通常のコミットの場合は親がひとつ存在します。複数の
ブランチからマージした場合は、親も複数となります。
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FIGURE 3-1
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これを視覚化して考えるために、ここに 3 つのファイルを含むディレ
クトリがあると仮定しましょう。3 つのファイルをすべてステージしてコ
ミットしたところです。ステージしたファイルについてチェックサム
(Chapter 1 で説明した SHA-1 ハッシュ) を計算し、そのバージョンのファ
イルを Git ディレクトリに格納し (Git はファイルを blob として扱います)、
そしてそのチェックサムをステージングエリアに追加します。

$ git add README test.rb LICENSE
$ git commit -m 'initial commit of my project'

git commit を実行してコミットを作るときに、Git は各サブディレク
トリ (今回の場合はルートディレクトリひとつだけ) のチェックサムを計算
して、そのツリーオブジェクトを Git リポジトリに格納します。 それか
ら、コミットオブジェクトを作ります。このオブジェクトは、コミットの
メタデータとルートツリーへのポインタを保持しており、必要に応じてス
ナップショットを再作成できるようになります。

この時点で、Git リポジトリには 5 つのオブジェクトが含まれていま
す。3 つのファイルそれぞれの中身をあらわす blob オブジェクト、ディレ
クトリの中身の一覧とどのファイルがどの blob に対応するかをあらわす
ツリーオブジェクト、そしてそのルートツリーおよびすべてのメタデータ
へのポインタを含むコミットオブジェクトです。

なんらかの変更を終えて再びコミットすると、次のコミットには直近
のコミットへのポインタが格納されます。
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FIGURE 3-2
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FIGURE 3-3
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Git におけるブランチとは、単にこれら三つのコミットを指す軽量なポ
インタに過ぎません。Git のデフォルトのブランチ名は master です。 初
にコミットした時点で、直近のコミットを指す master ブランチが作られ
ます。その後コミットを繰り返すたびに、このポインタは自動的に進んで
いきます。

Git に “master” にににににににににににににににににににににににににに にににににに
にににににににににににににににににににに にににににににににににに “master” ににに
にににににににににににににににににに git init にににににににににににににににににに
“master” ににに (ににににににににににににににににににににににににににににに) ににに
にににににににに
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FIGURE 3-4

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ロロロロロロロロロロ

新しいブランチを作成したら、いったいどうなるのでしょうか? 単に新
たな移動先を指す新しいポインタが作られるだけです。 では、新しい
testing ブランチを作ってみましょう。 次の git branch コマンドを実行し
ます。

$ git branch testing

これで、新しいポインタが作られます。 現時点ではふたつのポインタ
は同じ位置を指しています。

Git は、あなたが今どのブランチで作業しているのかをどうやって知る
のでしょうか? それを保持する特別なポインタが HEAD と呼ばれるもので
す。 これは、Subversion や CVS といった他の VCS における HEAD の概念と
はかなり違うものであることに注意しましょう。 Git では、HEAD はあなた
が作業しているローカルブランチへのポインタとなります。 今回の場合
は、あなたはまだ master ブランチにいます。 git branch コマンドは新た
にブランチを作成するだけであり、 そのブランチに切り替えるわけでは
ありません。
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FIGURE 3-5
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この状況を確認するのは簡単です。 単に git log コマンドを実行する
だけで、ブランチポインタがどこを指しているかを教えてくれます。 こ
のときに指定するオプションは、--decorate です。

$ git log --oneline --decorate
f30ab (HEAD, master, testing) add feature #32 - ability to add new
34ac2 fixed bug #1328 - stack overflow under certain conditions
98ca9 initial commit of my project

“master” と “testing” の両ブランチが、コミット f30ab の横に表示され
ていることがわかります。

ロロロロロロロロロ

ブランチを切り替えるには git checkout コマンドを実行します。 そ
れでは、新しい testing ブランチに移動してみましょう。

$ git checkout testing

これで、HEAD は testing ブランチを指すようになります。
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FIGURE 3-6
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FIGURE 3-7
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それがどうしたって? では、ここで別のコミットをしてみましょう。

$ vim test.rb
$ git commit -a -m 'made a change'

興味深いことに、testing ブランチはひとつ進みましたが master ブラン
チは変わっていません。 git checkout でブランチを切り替えたときの状
態のままです。それでは master ブランチに戻ってみましょう。
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FIGURE 3-8
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$ git checkout master

このコマンドは二つの作業をしています。 まず HEAD ポインタが指す
先を master ブランチに戻し、そして作業ディレクトリ内のファイルを
master が指すスナップショットの状態に戻します。 つまり、この時点以
降に行った変更は、これまでのプロジェクトから分岐した状態になるとい
うことです。 これは、testing ブランチで一時的に行った作業を巻き戻し
たことになります。 ここから改めて別の方向に進めるということになり
ます。

ののののののののののののののののののののののののののののののの

ににににににににににににににににににGit にににににににににににににににににににににに
ににににににににににににににににににににににに ににににににににににににににににににに
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
にに Git ににににににににににににににににににににににににににににににににに

それでは、ふたたび変更を加えてコミットしてみましょう。

$ vim test.rb
$ git commit -a -m 'made other changes'

これで、プロジェクトの歴史が二つに分かれました (Figure 3-9 を参照
ください)。 新たなブランチを作成してそちらに切り替え、何らかの作業
を行い、メインブランチに戻って別の作業をした状態です。 どちらの変
更も、ブランチごとに分離しています。ブランチを切り替えつつそれぞれ
の作業を進め、必要に応じてマージすることができます。 これらをすべ
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FIGURE 3-9
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て、シンプルに branch コマンドと checkout コマンドそして commit コマ
ンドで行えるのです。

この状況を git log コマンドで確認することもできます。 git log --
oneline --decorate --graph --all を実行すると、コミットの歴史を
表示するだけではなく、 ブランチポインタがどのコミットを指している
のかや、歴史がどこで分裂したのかも表示します。

$ git log --oneline --decorate --graph --all
* c2b9e (HEAD, master) made other changes
| * 87ab2 (testing) made a change
|/
* f30ab add feature #32 - ability to add new formats to the
* 34ac2 fixed bug #1328 - stack overflow under certain conditions
* 98ca9 initial commit of my project

Git におけるブランチとは、実際のところ特定のコミットを指す 40 文字
の SHA-1 チェックサムだけを記録したシンプルなファイルです。 したがっ
て、ブランチを作成したり破棄したりするのは非常にコストの低い作業と
なります。 新たなブランチの作成は、単に 41 バイト (40 文字と改行文字)
のデータをファイルに書き込むのと同じくらい高速に行えます。

これが他の大半の VCS ツールのブランチと対照的なところです。 他の
ツールでは、プロジェクトのすべてのファイルを新たなディレクトリにコ
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ピーしたりすることになります。 プロジェクトの規模にもよりますが、
これには数秒から数分の時間がかかることでしょう。 Git ならこの処理は
ほぼ瞬時に行えます。 また、コミットの時点で親オブジェクトを記録し
ているので、マージの際にもどこを基準にすればよいのかを自動的に判断
してくれます。 そのためマージを行うのも非常に簡単です。 これらの機
能のおかげで、開発者が気軽にブランチを作成して使えるようになってい
ます。

では、なぜブランチを切るべきなのかについて見ていきましょう。

バババババババババババ

実際の作業に使うであろう流れを例にとって、ブランチとマージの処理を
見てみましょう。 次の手順で進めます。

1. ウェブサイトに関する作業を行っている
2. 新たな作業用にブランチを作成する
3. そのブランチで作業を行う

ここで、別の重大な問題が発生したので至急対応してほしいという連
絡を受けました。 その後の流れは次のようになります。

1. 実運用環境用のブランチに戻る
2. 修正を適用するためのブランチを作成する
3. テストをした後で修正用ブランチをマージし、実運用環境用のブラ

ンチにプッシュする
4. 元の作業用ブランチに戻り、作業を続ける

ロロロロロロロ

まず、すでに数回のコミットを済ませた状態のプロジェクトで作業を
しているものと仮定します。
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FIGURE 3-10
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FIGURE 3-11
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ここで、あなたの勤務先で使っている何らかの問題追跡システムに登
録されている問題番号 53 への対応を始めることにしました。 ブランチの
作成と新しいブランチへの切り替えを同時に行うには、git checkout コ
マンドに -b スイッチをつけて実行します。

$ git checkout -b iss53
Switched to a new branch "iss53"

これは、次のコマンドのショートカットです。

$ git branch iss53
$ git checkout iss53
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FIGURE 3-12
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ウェブサイト上で何らかの作業をしてコミットします。 そうすると
iss53 ブランチが先に進みます。このブランチをチェックアウトしている
からです (つまり、HEAD がそこを指しているということです)。

$ vim index.html
$ git commit -a -m 'added a new footer [issue 53]'

ここで、ウェブサイトに別の問題が発生したという連絡を受けまし
た。 そっちのほうを優先して対応する必要があるとのことです。 Git を使
っていれば、ここで iss53 に関する変更をリリースしてしまう必要はあり
ません。 また、これまでの作業をいったん元に戻してから改めて優先度
の高い作業にとりかかるなどという大変な作業も不要です。 ただ単に、
master ブランチに戻るだけでよいのです。

しかしその前に注意すべき点があります。 作業ディレクトリやステー
ジングエリアに未コミットの変更が残っている場合、それがもしチェック
アウト先のブランチと衝突する内容ならブランチの切り替えはできませ
ん。 ブランチを切り替える際には、クリーンな状態にしておくのが一番
です。 これを回避する方法もあります (stash およびコミットの amend と
いう処理です) が、後ほど “Stashing and Cleaning” で説明します。 今回は
すべての変更をコミットし終えているので、master ブランチに戻ることが
できます。

$ git checkout master
Switched to branch 'master'

作業ディレクトリは問題番号 53 の対応を始める前とまったく同じ状態
に戻りました。 これで、緊急の問題対応に集中できます。 ここで覚えて
おくべき重要な点は、ブランチを切り替えたときには、Git が作業ディレ
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FIGURE 3-13
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クトリの状態をリセットし、チェックアウトしたブランチが指すコミット
の時と同じ状態にするということです。 そのブランチにおける直近のコ
ミットと同じ状態にするため、ファイルの追加・削除・変更を自動的に行
います。

次に、緊急の問題対応を行います。 緊急作業用に hotfix ブランチを作
成し、作業をそこで進めるようにしましょう。

$ git checkout -b hotfix
Switched to a new branch 'hotfix'
$ vim index.html
$ git commit -a -m 'fixed the broken email address'
[hotfix 1fb7853] fixed the broken email address
 1 file changed, 2 insertions(+)

テストをすませて修正がうまくいったことを確認したら、master ブラ
ンチにそれをマージしてリリースします。 ここで使うのが git merge コ
マンドです。

$ git checkout master
$ git merge hotfix
Updating f42c576..3a0874c
Fast-forward
 index.html | 2 ++
 1 file changed, 2 insertions(+)
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FIGURE 3-14
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このマージ処理で “fast-forward” というフレーズが登場したのにお気づ
きでしょうか。 マージ先のブランチが指すコミットがマージ元のコミッ
トの直接の親であるため、Git がポインタを前に進めたのです。 言い換え
ると、あるコミットに対してコミット履歴上で直接到達できる別のコミッ
トをマージしようとした場合、Git は単にポインタを前に進めるだけで済
ませます。 マージ対象が分岐しているわけではないからです。 この処理
のことを “fast-forward” と言います。

変更した内容が、これで master ブランチの指すスナップショットに反
映されました。これで変更をリリースできます。

超重要な修正作業が終わったので、横やりが入る前にしていた作業に
戻ることができます。 しかしその前に、まずは hotfix ブランチを削除し
ておきましょう。 master ブランチが同じ場所を指しているので、もはや
このブランチは不要だからです。 削除するには git branch で -d オプシ
ョンを指定します。

$ git branch -d hotfix
Deleted branch hotfix (3a0874c).

では、先ほどまで問題番号 53 の対応をしていたブランチに戻り、作業
を続けましょう。
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FIGURE 3-15
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$ git checkout iss53
Switched to branch "iss53"
$ vim index.html
$ git commit -a -m 'finished the new footer [issue 53]'
[iss53 ad82d7a] finished the new footer [issue 53]
1 file changed, 1 insertion(+)

ここで、hotfix ブランチ上で行った作業は iss53 ブランチには含まれ
ていないことに注意しましょう。 もしそれを取得する必要があるのな
ら、方法はふたつあります。 ひとつは git merge master で master ブラ
ンチの内容を iss53 ブランチにマージすること。 そしてもうひとつはそ
のまま作業を続け、いつか iss53 ブランチの内容を master に適用するこ
とになった時点で統合することです。

ロロロロロロ

問題番号 53 の対応を終え、master ブランチにマージする準備ができた
としましょう。 iss53 ブランチのマージは、先ほど hotfix ブランチをマ
ージしたときとまったく同じような手順でできます。 つまり、マージ先
のブランチに切り替えてから git merge コマンドを実行するだけです。

$ git checkout master
Switched to branch 'master'
$ git merge iss53
Merge made by the 'recursive' strategy.
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FIGURE 3-16
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FIGURE 3-17

ロロロロロロロ

index.html |    1 +
1 file changed, 1 insertion(+)

先ほどの hotfix のマージとはちょっとちがう感じですね。 今回の場
合、開発の歴史が過去のとある時点で分岐しています。 マージ先のコミ
ットがマージ元のコミットの直系の先祖ではないため、Git 側でちょっと
した処理が必要だったのです。 ここでは、各ブランチが指すふたつのス
ナップショットとそれらの共通の先祖との間で三方向のマージを行いまし
た。

単にブランチのポインタを先に進めるのではなく、Git はこの三方向の
マージ結果から新たなスナップショットを作成し、それを指す新しいコミ
ットを自動作成します。 これはマージコミットと呼ばれ、複数の親を持
つ特別なコミットとなります。
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マージの基点として使用する共通の先祖を Git が自動的に判別するとい
うのが特筆すべき点です。 CVS や Subversion (バージョン 1.5 より前のも
の) は、マージの基点となるポイントを自分で見つける必要があります。
これにより、他のシステムに比べて Git のマージが非常に簡単なものとな
っているのです。

これで、今までの作業がマージできました。 もはや iss53 ブランチは
不要です。 削除してしまい、問題追跡システムのチケットもクローズし
ておきましょう。

$ git branch -d iss53

ロロロロロロロロロロロ

物事は常にうまくいくとは限りません。 同じファイルの同じ部分をふ
たつのブランチで別々に変更してそれをマージしようとすると、Git はそ
れをうまくマージする方法を見つけられないでしょう。 問題番号 53 の変
更が仮に hotfix ブランチと同じところを扱っていたとすると、このよう
なコンフリクトが発生します。

$ git merge iss53
Auto-merging index.html
CONFLICT (content): Merge conflict in index.html
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

Git は新たなマージコミットを自動的には作成しませんでした。 コンフ
リクトを解決するまで、処理は中断されます。 コンフリクトが発生して
マージできなかったのがどのファイルなのかを知るには git status を実
行します。

$ git status
On branch master
You have unmerged paths.
  (fix conflicts and run "git commit")

Unmerged paths:
  (use "git add <file>..." to mark resolution)

    both modified:      index.html

no changes added to commit (use "git add" and/or "git commit -a")
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コンフリクトが発生してまだ解決されていないものについては  un-
merged として表示されます。 Git は、標準的なコンフリクトマーカーをフ
ァイルに追加するので、ファイルを開いてそれを解決することにします。
コンフリクトが発生したファイルの中には、このような部分が含まれてい
ます。

<<<<<<< HEAD:index.html
<div id="footer">contact : email.support@github.com</div>
=======
<div id="footer">
 please contact us at support@github.com
</div>
>>>>>>> iss53:index.html

これは、HEAD (merge コマンドを実行したときにチェックアウトしてい
たブランチなので、ここでは  master となります) の内容が上の部分
(======= の上にある内容)、そして iss53 ブランチの内容が下の部分であ
るということです。 コンフリクトを解決するには、どちらを採用するか
をあなたが判断することになります。 たとえば、ひとつの解決法として
ブロック全体を次のように書き換えます。

<div id="footer">
please contact us at email.support@github.com
</div>

このような解決を各部分に対して行い、<<<<<<< や ======= そして
>>>>>>> の行をすべて除去します。 そしてすべてのコンフリクトを解決し
たら、各ファイルに対して git add を実行して解決済みであることを通知
します。 ファイルをステージすると、Git はコンフリクトが解決されたと
見なします。

コンフリクトの解決をグラフィカルに行いたい場合は git mergetool
を実行します。 これは、適切なビジュアルマージツールを立ち上げてコ
ンフリクトの解消を行います。

$ git mergetool

This message is displayed because 'merge.tool' is not configured.
See 'git mergetool --tool-help' or 'git help config' for more details.
'git mergetool' will now attempt to use one of the following tools:
opendiff kdiff3 tkdiff xxdiff meld tortoisemerge gvimdiff diffuse diffmerge ecmerge p4merge araxis bc3 codecompare vimdiff emerge
Merging:
index.html

Normal merge conflict for 'index.html':
  {local}: modified file
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  {remote}: modified file
Hit return to start merge resolution tool (opendiff):

デフォルトのツール (Git は opendiff を選びました。私がこのコマンド
を Mac で実行したからです) 以外のマージツールを使いたい場合は、“…
one of the following tools:”にあるツール一覧を見ましょう。 そして、使い
たいツールの名前を打ち込みます。

ににににににににににににににににににににににににににににににに“Advanced Merg-
ing” にににににににに

マージツールを終了させると、マージに成功したかどうかを Git が尋ね
てきます。 成功したと伝えると、そのファイルを解決済みとマークしま
す。 もう一度 git status を実行すれば、すべてのコンフリクトが解消済
みであることを確認できます。

$ git status
On branch master
All conflicts fixed but you are still merging.
  (use "git commit" to conclude merge)

Changes to be committed:

    modified:   index.html

結果に満足し、すべてのコンフリクトがステージされていることが確
認できたら、git commit を実行してマージコミットを完了させます。 デ
フォルトのコミットメッセージは、このようになります。

Merge branch 'iss53'

Conflicts:
    index.html
#
# It looks like you may be committing a merge.
# If this is not correct, please remove the file
# .git/MERGE_HEAD
# and try again.

# Please enter the commit message for your changes. Lines starting
# with '#' will be ignored, and an empty message aborts the commit.
# On branch master
# All conflicts fixed but you are still merging.
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#
# Changes to be committed:
# modified:   index.html
#

このメッセージを変更して、どのようにして衝突を解決したのかを詳
しく説明しておくのもよいでしょう。 後から他の人がそのマージを見た
ときに、あなたがなぜそのようにしたのかがわかりやすくなります。

バババババババ

これまでにブランチの作成、マージ、そして削除を行いました。 ここ
で、いくつかのブランチ管理ツールについて見ておきましょう。 今後ブ
ランチを使い続けるにあたって、これらのツールが便利に使えるでしょ
う。

git branch コマンドは、単にブランチを作ったり削除したりするだけ
のものではありません。 何も引数を渡さずに実行すると、現在のブラン
チの一覧を表示します。

$ git branch
  iss53
* master
  testing

* という文字が master ブランチの先頭についていることに注目しまし
ょう。 これは、現在チェックアウトされているブランチ (HEAD が指してい
るブランチ) を意味します。 つまり、ここでコミットを行うと、master ブ
ランチがひとつ先に進むということです。 各ブランチにおける直近のコ
ミットを調べるには git branch -v を実行します。

$ git branch -v
  iss53   93b412c fix javascript issue
* master  7a98805 Merge branch 'iss53'
  testing 782fd34 add scott to the author list in the readmes

便利なオプション --merged と --no-merged を使うと、この一覧を絞
り込んで、現在作業注のブランチにマージ済みのもの (あるいはそうでな
いもの) だけを表示することができます。 現在作業中のブランチにマージ
済みのブランチを調べるには git branch --merged を実行します。
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$ git branch --merged
  iss53
* master

すでに先ほど iss53 ブランチをマージしているので、この一覧に表示
されています。 このリストにあがっているブランチのうち先頭に * がつい
ていないものは、通常は git branch -d で削除してしまって問題ないブ
ランチです。 すでにすべての作業が別のブランチに取り込まれているの
で、何も失うものはありません。

まだマージされていない作業を持っているすべてのブランチを知るに
は、git branch --no-merged を実行します。

$ git branch --no-merged
  testing

先ほどのブランチとは別のブランチが表示されます。 まだマージして
いない作業が残っているので、このブランチを git branch -d で削除し
ようとしても失敗します。

$ git branch -d testing
error: The branch 'testing' is not fully merged.
If you are sure you want to delete it, run 'git branch -D testing'.

本当にそのブランチを消してしまってよいのなら -D で強制的に消すこ
ともできます。……と、親切なメッセージで教えてくれていますね。

バババババババババババ

ブランチとマージの基本操作はわかりましたが、ではそれを実際にどう使
えばいいのでしょう? このセクションでは、気軽にブランチを切れること
でどういった作業ができるようになるのかを説明します。 みなさんのふ
だんの開発サイクルにうまく取り込めるかどうかの判断材料としてくださ
い。

ロロロロロロロロロ

Git では簡単に三方向のマージができるので、あるブランチから別のブ
ランチへのマージを長期間にわたって繰り返すのも簡単なことです。 つ
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FIGURE 3-18

ロロロロロロロロロロロロロロロロロ

FIGURE 3-19

ロロロロロロロロロロロロロ “ロロロ” ロロ

まり、複数のブランチを常にオープンさせておいて、それぞれ開発サイク
ルにおける別の場面用に使うということもできます。 定期的にブランチ
間でのマージを行うことが可能です。

Git 開発者の多くはこの考え方にもとづいた作業の流れを採用していま
す。 つまり、完全に安定したコードのみを master ブランチに置き、いつ
でもリリースできる状態にしているのです。 それ以外に並行して develop
や next といった名前のブランチを持ち、安定性をテストするためにそこ
を使用します。 常に安定している必要はありませんが、安定した状態に
なったらそれを master にマージすることになります。 また、時にはトピ
ックブランチ (先ほどの例の iss53 ブランチのような短期間のブランチ) を
作成し、すべてのテストに通ることやバグが発生していないことを確認す
ることもあります。

実際のところ今話している内容は、一連のコミットの中のどの部分を
ポインタが指しているかということです。 安定版のブランチはコミット
履歴上の奥深くにあり、 前線のブランチは履歴上の先端にいます。

各ブランチを作業用のサイロと考えることもできます。 一連のコミッ
トが完全にテストを通るようになった時点で、より安定したサイロに移動
するのです。

同じようなことを、安定性のレベルを何段階かにして行うこともでき
ます。 大規模なプロジェクトでは、proposed あるいは pu (proposed up-
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dates) といったブランチを用意して、next ブランチあるいは master ブラ
ンチに投入する前にそこでいったんブランチを統合するというようにして
います。 安定性のレベルに応じて何段階かのブランチを作成し、安定性
が一段階上がった時点で上位レベルのブランチにマージしていくという考
え方です。 念のために言いますが、このように複数のブランチを常時稼
働させることは必須ではありません。 しかし、巨大なプロジェクトや複
雑なプロジェクトに関わっている場合は便利なことでしょう。

ロロロロロロロロ

一方、トピックブランチはプロジェクトの規模にかかわらず便利なも
のです。 トピックブランチとは、短期間だけ使うブランチのことで、何
か特定の機能やそれに関連する作業を行うために作成します。 これは、
今までの VCS では実現不可能に等しいことでした。 ブランチを作成した
りマージしたりという作業が非常に手間のかかることだったからです。
Git では、ブランチを作成して作業をし、マージしてからブランチを削除
するという流れを一日に何度も繰り返すことも珍しくありません。

先ほどのセクションで作成した iss53 ブランチや hotfix ブランチが、
このトピックブランチにあたります。 ブランチ上で数回コミットし、そ
れをメインブランチにマージしたらすぐに削除しましたね。 この方法を
使えば、コンテキストの切り替えを手早く完全に行うことができます。
それぞれの作業が別のサイロに分離されており、そのブランチ内の変更は
特定のトピックに関するものだけなのですから、コードレビューなどの作
業が容易になります。 一定の間ブランチで保持し続けた変更は、マージ
できるようになった時点で (ブランチを作成した順や作業した順に関係な
く) すぐにマージしていきます。

次のような例を考えてみましょう。 まず (master で) 何らかの作業を
し、問題対応のために (iss91 に) ブランチを移動し、そこでなにがしかの
作業を行い、「あ、こっちのほうがよかったかも」と気づいたので新たに
ブランチを作成 (iss91v2) して思いついたことをそこで試し、いったん
master ブランチに戻って作業を続け、うまくいくかどうかわからないちょ
っとしたアイデアを試すために新たなブランチ (dumbidea ブランチ) を切
りました。 この時点で、コミットの歴史はこのようになります。
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FIGURE 3-20

ロロロロロロロロロロロ

終的に、問題を解決するための方法としては二番目 (iss91v2) のほう
がよさげだとわかりました。 また、ちょっとした思いつきで試してみた
dumbidea ブランチが意外とよさげで、これはみんなに公開すべきだと判
断しました。 初の iss91 ブランチは放棄してしまい (コミット C5 と C6
の内容は失われます)、他のふたつのブランチをマージしました。 この時
点で、歴史はこのようになっています。
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FIGURE 3-21

dumbidea ロ iss91v2 ロロ
ロロロロロロロロ

Git プロジェクトで考えられるさまざまなワークフローについて、
Chapter 5 でより詳しく扱います。 次のプロジェクトで、どんな方針でブ
ランチを作っていくかを決めるまでに、まずはこの章を確認しておきまし
ょう。

ここで重要なのは、これまで作業してきたブランチが完全にローカル
環境に閉じていたということです。 ブランチを作ったりマージしたりと
いった作業は、すべてみなさんの Git リポジトリ内で完結しており、サー
バーとのやりとりは発生していません。

ババババババババ
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リモートブランチは、リモートリポジトリ上のブランチの状態を指す
ポインタです。 ローカルのポインタを自分で移動させることはできませ
ん。ネットワーク越しの操作をしたときに自動的に移動します。 リモー
トブランチは、前回リモートリポジトリに接続したときにブランチがどの
場所を指していたかを示すブックマークのようなものです。

ブランチ名は (remote)/(branch) のようになります。 たとえば、ori-

gin サーバーに 後に接続したときの master ブランチの状態を知りたけ
れば origin/master ブランチをチェックします。 誰かほかの人と共同で
問題に対応しており、相手が iss53 ブランチにプッシュしたとしましょ
う。 あなたの手元にはローカルの iss53 ブランチがあります。しかし、
サーバー側のブランチは origin/iss53 のコミットを指しています。

……ちょっと混乱してきましたか? では、具体例で考えてみましょう。
ネットワーク上の git.ourcompany.com に Git サーバーがあるとします。
これをクローンすると、Git の clone コマンドがそれに origin という名前
をつけ、すべてのデータを引き出し、master ブランチを指すポインタを
作成し、そのポインタにローカルで origin/master という名前をつけま
す。 Git はまた、ローカルに master というブランチも作成します。これ
は origin の master ブランチと同じ場所を指しており、ここから何らかの
作業を始めます。

“ORIGIN” のののののののののの

Git に “master” にににににににににににににににににににににににににににににににに
“origin” にににににににににににににににににににににに “master” ににににににににに
にににににににににににに git init にににににににににににににににににににににににに
にににににににに ににに “origin” ににgit clone ににににににににににににににににに
ににににに にににに git clone -o booyah にににににににににににににににににににに
にににに booyah/master にににににに
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FIGURE 3-22

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ローカルの master ブランチで何らかの作業をしている間に、誰かが
git.ourcompany.com にプッシュして master ブランチを更新したとしま
しょう。 この時点であなたの歴史とは異なる状態になってしまいます。
また、origin サーバーと再度接続しない限り、origin/master が指す先は
移動しません。
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FIGURE 3-23

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

手元での作業を同期させるには、git fetch origin コマンドを実行し
ます。  このコマンドは、まず  “origin” が指すサーバー  (今回の場合は
git.ourcompany.com) を探し、まだ手元にないデータをすべて取得し、ロ
ーカルデータベースを更新し、origin/master が指す先を 新の位置に変
更します。
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FIGURE 3-24

git fetch ロロロロロロロロロロロロロロ

複数のリモートサーバーがあった場合にリモートのブランチがどのよ
うになるのかを知るために、もうひとつ Git サーバーがあるものと仮定し
ましょう。 こちらのサーバーは、チームの一部のメンバーが開発目的に
のみ使用しています。 このサーバーは git.team1.ourcompany.com にあ
るものとしましょう。 このサーバーをあなたの作業中のプロジェクトか
ら参照できるようにするには、Chapter 2 で紹介した git remote add コ
マンドを使用します。 このリモートに teamone という名前をつけ、URL
ではなく短い名前で参照できるようにします。
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FIGURE 3-25

ロロロロロロロロロロロロロロロロ

git fetch teamone を実行すれば、まだ手元にないデータをリモート
の teamone サーバーからすべて取得できるようになりました。 今回､この
サーバーが保持してるデータは origin サーバーが保持するデータの一部
なので、Git は何のデータも取得しません。 代わりに､ teamone/master と
いうリモートブランチが指すコミットを、teamone サーバーの master ブ
ランチが指すコミットと同じにします。
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FIGURE 3-26

ロロロロ teamone/master ロロ
ロロロロロ

ロロロロ

ブランチの内容をみんなと共有したくなったら、書き込み権限を持つ
どこかのリモートにそれをプッシュしなければなりません。 ローカルブ
ランチの内容が自動的にリモートと同期されることはありません。 共有
したいブランチは、明示的にプッシュする必要があります。 たとえば、
共有したくない内容はプライベートなブランチで作業を進め、共有したい
内容だけのトピックブランチを作成してそれをプッシュするということも
できます。

手元にある serverfix というブランチを他人と共有したい場合は、
初のブランチをプッシュしたときと同様の方法でそれをプッシュします。
つまり git push (remote) (branch) を実行します。

$ git push origin serverfix
Counting objects: 24, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (15/15), done.
Writing objects: 100% (24/24), 1.91 KiB | 0 bytes/s, done.
Total 24 (delta 2), reused 0 (delta 0)
To https://github.com/schacon/simplegit
 * [new branch]      serverfix -> serverfix
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これは、ちょっとしたショートカットです。  Git はまずブランチ名
serverfix を refs/heads/serverfix:refs/heads/serverfix に展開し
ます。 これは「手元のローカルブランチ serverfix をプッシュして、リモ
ートの serverfix ブランチを更新しろ」という意味です。 refs/heads/ の
部分の意味については Chapter 10 で詳しく説明しますが、これは一般的
に省略可能です。 git push origin serverfix:serverfix とすることも
できます。 これも同じことで、「こっちの serverfix で、リモートの serv-
erfix を更新しろ」という意味になります。 この方式を使えば、ローカル
ブランチの内容をリモートにある別の名前のブランチにプッシュすること
ができます。 リモートのブランチ名を serverfix という名前にしたくな
い場合は、git push origin serverfix:awesomebranch とすればローカ
ルの serverfix ブランチをリモートの awesomebranch という名前のブラ
ンチ名でプッシュすることができます。

ののののののののののののののの

HTTPS URL ににににににににににににににGit ににににににににににににににににににに
にににににににににに にににににににににににににににににににににににににににににににに
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににに

にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ににににににににににににににに ににににににににににににににににににににににににににに
にににににににににににににににgit config --global credential.helper cache

ににににににににに

にににににににににににににににににににににににににに“Credential Storage” ににに
ににににに

次に誰かがサーバーからフェッチしたときには、その人が取得するサ
ーバー上の serverfix はリモートブランチ origin/serverfix となりま
す。

$ git fetch origin
remote: Counting objects: 7, done.
remote: Compressing objects: 100% (2/2), done.
remote: Total 3 (delta 0), reused 3 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (3/3), done.
From https://github.com/schacon/simplegit
 * [new branch]      serverfix    -> origin/serverfix

注意すべき点は、新しいリモートブランチを取得したとしても、それ
が自動的にローカルで編集可能になるわけではないというところです。
言い換えると、この場合に新たに serverfix ブランチができるわけでは
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ないということです。 できあがるのは origin/serverfix ポインタだけ
であり、これは変更することができません。

この作業を現在の作業ブランチにマージするには、git merge ori-

gin/serverfix を実行します。 ローカル環境に serverfix ブランチを作
ってそこで作業を進めたい場合は、リモートブランチからそれを作成しま
す。

$ git checkout -b serverfix origin/serverfix
Branch serverfix set up to track remote branch serverfix from origin.
Switched to a new branch 'serverfix'

これで、origin/serverfix が指す先から作業を開始するためのローカ
ルブランチができあがりました。

ロロロロロロ

リモートブランチからローカルブランチにチェックアウトすると、“追
跡ブランチ” (あるいは “上流ブランチ”) というブランチが自動的に作成さ
れます。 追跡ブランチとは、リモートブランチと直接のつながりを持つ
ローカルブランチのことです。 追跡ブランチ上で git pull を実行する
と、Git は自動的に取得元のサーバーとブランチを判断します。

あるリポジトリをクローンしたら、自動的に master ブランチを作成
し、origin/master を追跡するようになります。 しかし、必要に応じて
それ以外の追跡ブランチを作成し、origin 以外にあるブランチや master
以外のブランチを追跡させることも可能です。 シンプルな方法として
は、git checkout -b [branch] [remotename]/[branch] を実行しま
す。 これはよく使う操作なので、--track という短縮形も用意されていま
す。

$ git checkout --track origin/serverfix
Branch serverfix set up to track remote branch serverfix from origin.
Switched to a new branch 'serverfix'

ローカルブランチをリモートブランチと違う名前にしたい場合は、
初に紹介した方法でローカルブランチに別の名前を指定します。

$ git checkout -b sf origin/serverfix
Branch sf set up to track remote branch serverfix from origin.
Switched to a new branch 'sf'
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これで、ローカルブランチ sf が自動的に origin/serverfix を追跡す
るようになりました。

既に手元にあるローカルブランチを、リモートブランチの取り込み先
に設定したい場合や、 追跡する上流のブランチを変更したい場合は、 git
branch のオプション -u あるいは --set-upstream-to を使って明示的に
設定することもできます。

$ git branch -u origin/serverfix
Branch serverfix set up to track remote branch serverfix from origin.

ののののののの

ににににににににににににににににににににににににににに @{upstream} に @{u} ににに
にににににににににににににににに ににににににに master にににににににににににににに
に origin/master ににににににににににに git merge origin/master ににににに
git merge @{u} ににににににににににににににににに

どのブランチを追跡しているのかを知りたい場合は、git branch のオ
プション -vv が使えます。 これは、ローカルブランチの一覧に加えて、
各ブランチが追跡するリモートブランチや、リモートとの差異を表示しま
す。

$ git branch -vv
  iss53     7e424c3 [origin/iss53: ahead 2] forgot the brackets
  master    1ae2a45 [origin/master] deploying index fix
* serverfix f8674d9 [teamone/server-fix-good: ahead 3, behind 1] this should do it
  testing   5ea463a trying something new

ここでは、手元の iss53 ブランチが origin/iss53 を追跡しているこ
とと、リモートより二つぶん「先行している (ahead)」ことがわかりま
す。 つまり、まだサーバーにプッシュしていないコミットが二つあると
いうことです。 また、master ブランチは origin/master を追跡してお
り、 新の状態であることもわかります。 同じく、serverfix ブランチ
は teamone サーバー上の server-fix-good ブランチを追跡しており、三
つ先行していると同時に一つ遅れていることがわかります。 つまり、ま
だローカルにマージしていないコミットがサーバー上に一つあって、まだ
サーバーにプッシュしていないコミットがローカルに三つあるということ
です。 そして、testing ブランチは、リモートブランチを追跡していない
こともわかります。

これらの数字は、各サーバーから 後にフェッチした時点以降のもの
であることに注意しましょう。 このコマンドを実行したときに各サーバ
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ーに照会しているわけではなく、各サーバーから取得したローカルのキャ
ッシュの状態を見ているだけです。 新の状態と比べた先行や遅れの数
を知りたい場合は、すべてのリモートをフェッチしてからこのコマンドを
実行しなければいけません。  たとえば、$ git fetch --all; git

branch -vv のようになります。

ロロ

git fetch コマンドは、サーバー上の変更のうち、まだ取得していな
いものをすべて取り込みます。 しかし、ローカルの作業ディレクトリは
書き換えません。 データを取得するだけで、その後のマージは自分でし
なければいけません。 git pull コマンドは基本的に、git fetch の実行
直後に git merge を実行するのと同じ動きになります。 先ほどのセクシ
ョンのとおりに追跡ブランチを設定した場合、git pull は、 現在のブラ
ンチが追跡しているサーバーとブランチを調べ、そのサーバーからフェッ
チしたうえで、リモートブランチのマージを試みます。

一般的には、シンプルに fetch と merge を明示したほうがよいでしょ
う。 git pull は、時に予期せぬ動きをすることがあります。

ロロロロロロロロロロロ

リモートブランチでの作業が終わったとしましょう。 つまり、あなた
や他のメンバーが一通りの作業を終え、それをリモートの master ブラン
チ (あるいは安定版のコードラインとなるその他のブランチ) にマージし終
えたということです。 リモートブランチを削除するには、git push の --
delete オプションを使います。 サーバーの serverfix ブランチを削除し
たい場合は次のようになります。

$ git push origin --delete serverfix
To https://github.com/schacon/simplegit
 - [deleted]         serverfix

基本的に、このコマンドが行うのは、サーバーからポインタを削除す
ることだけです。 Git サーバー上でガベージコレクションが行われるまで
はデータが残っているので、仮に間違って削除してしまったとしても、た
いていの場合は簡単に復元できます。
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FIGURE 3-27

ロロロロロロロロロロロロ

ババババ

Git には、あるブランチの変更を別のブランチに統合するための方法が
大きく分けて二つあります。 merge と rebase です。 このセクションで
は、リベースについて「どういう意味か」「どのように行うのか」「なぜ
そんなにもすばらしいのか」「どんなときに使うのか」を説明します。

ロロロロロロロ

マージについての説明で使用した例を “マージの基本” から振り返ってみ
ましょう。 作業が二つに分岐しており、それぞれのブランチに対してコ
ミットされていることがわかります。

このブランチを統合する も簡単な方法は、先に説明したように merge
コマンドを使うことです。 これは、二つのブランチの 新のスナップシ
ョット (C3 と C4) とそれらの共通の祖先 (C2) による三方向のマージを行
い、新しいスナップショットを作成 (そしてコミット) します。
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FIGURE 3-28

ロロロロロロロロロロロロロロロロロ

FIGURE 3-29

C4 ロロロロ C3 ロロロロロ

しかし、別の方法もあります。 C3 で行った変更のパッチを取得し、そ
れを C4 の先端に適用するのです。 Git では、この作業のことを リベース
(rebasing) と呼んでいます。 rebase コマンドを使用すると、一方のブラン
チにコミットされたすべての変更をもう一方のブランチで再現することが
できます。

今回の例では、次のように実行します。

$ git checkout experiment
$ git rebase master
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: added staged command

これは、まずふたつのブランチ (現在いるブランチとリベース先のブラ
ンチ) の共通の先祖に移動し、現在のブランチ上の各コミットの diff を取
得して一時ファイルに保存し、現在のブランチの指す先をリベース先のブ
ランチと同じコミットに移動させ、そして先ほどの変更を順に適用してい
きます。
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FIGURE 3-30

master ロロロロロ Fast-
forward

この時点で、master ブランチに戻って fast-forward マージができるよう
になりました。

$ git checkout master
$ git merge experiment

これで、C4' が指しているスナップショットの内容は、先ほどのマージ
の例で C5 が指すスナップショットと全く同じものになりました。 終的
な統合結果には差がありませんが、リベースのほうがよりすっきりした歴
史になります。 リベース後のブランチのログを見ると、まるで一直線の
歴史のように見えます。 元々平行稼働していたにもかかわらず、それが
一連の作業として見えるようになるのです。

リモートブランチ上での自分のコミットをすっきりさせるために、よ
くこの作業を行います。 たとえば、自分がメンテナンスしているのでは
ないプロジェクトに対して貢献したいと考えている場合などです。 この
場合、あるブランチ上で自分の作業を行い、プロジェクトに対してパッチ
を送る準備ができたらそれを origin/master にリベースすることになり
ます。  そうすれば、メンテナは特に統合作業をしなくても単に  fast-
forward するだけで済ませられるのです。

あなたが 後に行ったコミットが指すスナップショットは、リベース
した結果の 後のコミットであってもマージ後の 終のコミットであって
も同じものとなることに注意しましょう。 違ってくるのは、そこに至る
歴史だけです。 リベースは、一方のラインの作業内容をもう一方のライ
ンに順に適用しますが、マージの場合はそれぞれの 終地点を統合しま
す。

ロロロロロロロロロロロ

リベース先のブランチ以外でもそのリベースを再現することができます。
たとえば Figure 3-31 のような歴史を考えてみましょう。 トピックブラン
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FIGURE 3-31

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

チ (server) を作成してサーバー側の機能をプロジェクトに追加し、それ
をコミットしました。 その後、そこからさらにクライアント側の変更用
のブランチ (client) を切って数回コミットしました。 後に、server ブ
ランチに戻ってさらに何度かコミットを行いました。

クライアント側の変更を本流にマージしてリリースしたいけれど、サ
ーバー側の変更はまだそのままテストを続けたいという状況になったとし
ます。 クライアント側の変更のうちサーバー側にはないもの (C8 と C9) を
master ブランチで再現するには、git rebase の --onto オプションを使
用します。

$ git rebase --onto master server client

これは「client ブランチに移動して client ブランチと server ブランチ
の共通の先祖からのパッチを取得し、master 上でそれを適用しろ」とい
う意味になります。 ちょっと複雑ですが、その結果は非常にクールで
す。
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FIGURE 3-32

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

FIGURE 3-33

master ロロロロロ fast-
forward ロロclient ロロロロロロロロロロ
ロ

これで、master ブランチを fast-forward することができるようになりま
した (Figure 3-33 を参照ください)。

$ git checkout master
$ git merge client

さて、いよいよ server ブランチのほうも取り込む準備ができました。
server ブランチの内容を master ブランチにリベースする際には、事前にチ
ェックアウトする必要はなく git rebase [basebranch] [topicbranch]
を実行するだけでだいじょうぶです。 このコマンドは、トピックブラン
チ (ここでは server) をチェックアウトしてその変更をベースブランチ
(master) 上に再現します。

$ git rebase master server
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FIGURE 3-34

server ロロロロロ master ロロロロロロロ
ロロロロロ

FIGURE 3-35

ロロロロロロロロロロ

これは、server での作業を master の作業に続け、結果は Figure 3-34
のようになります。

これで、ベースブランチ (master) を fast-forward することができます。

$ git checkout master
$ git merge server

ここで client ブランチと server ブランチを削除します。 すべての作
業が取り込まれたので、これらのブランチはもはや不要だからです。 こ
れらの処理を済ませた結果、 終的な歴史は Figure 3-35 のようになりま
した。

$ git branch -d client
$ git branch -d server

ロロロロロロロロロロロ

あぁ、このすばらしいリベース機能。しかし、残念ながら欠点もあり
ます。その欠点はほんの一行でまとめることができます。

公開リポジトリにプッシュしたコミットをリベースしてはいけない
この指針に従っている限り、すべてはうまく進みます。 もしこれを守

らなければ、あなたは嫌われ者となり、友人や家族からも軽蔑されること
になるでしょう。

リベースをすると、既存のコミットを破棄して新たなコミットを作成
することになります。 新たに作成したコミットは破棄したものと似ては
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FIGURE 3-36

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

いますが別物です。 あなたがどこかにプッシュしたコミットを誰かが取
得してその上で作業を始めたとしましょう。 あなたが git rebase でその
コミットを書き換えて再度プッシュすると、相手は再びマージすることに
なります。 そして相手側の作業を自分の環境にプルしようとするとおか
しなことになってしまします。

いったん公開した作業をリベースするとどんな問題が発生するのか、
例を見てみましょう。 中央サーバーからクローンした環境上で何らかの
作業を進めたものとします。 現在のコミット履歴はこのようになってい
ます。

さて、誰か他の人が、マージを含む作業をしてそれを中央サーバーに
プッシュしました。 それを取得し、リモートブランチの内容を作業環境
にマージすると、その歴史はこのような状態になります。
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FIGURE 3-37

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

FIGURE 3-38

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ
ロロロロロロ

次に、さきほどマージした作業をプッシュした人が、気が変わったら
しく新たにリベースし直したようです。 なんと git push --force を使
ってサーバー上の歴史を上書きしてしまいました。 あなたはもう一度サ
ーバーにアクセスし、新しいコミットを手元に取得します。
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FIGURE 3-39

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

さあたいへん。 ここであなたが git pull を実行すると、両方の歴史の
流れを含むマージコミットができあがり、あなたのリポジトリはこのよう
になります。

歴史がこんな状態になっているときに git log を実行すると、同じ作
者による同じメッセージのコミットが二重に表示されてしまいます。 さ
らに、あなたがその歴史をサーバにプッシュすると、リベースされたコミ
ット群を中央サーバーに送り込むことになり、他の人たちをさらに混乱さ
せてしまいます。 他の開発者たちは、C4 や C6 を歴史に取り込みたくない
はずです。だからこそ、 初にリベースしたのでしょうからね。

ロロロロロロロロロロロロロ

もしそんな状況になってしまった場合でも、Git がうまい具合に判断して
助けてくれることがあります。 チームの誰かがプッシュした変更が、あ
なたの作業元のコミットを変更してしまった場合、どれがあなたのコミッ
トでどれが書き換えられたコミットなのかを判断するのは大変です。

Git は、コミットの SHA チェックサム以外にもうひとつのチェックサム
を計算しています。これは、そのコミットで投入されたパッチから計算し
たものです。 これを「パッチ ID」と呼びます。

書き換えられたコミットをプルして、他のメンバーのコミットの後に
新たなコミットをリベースしようとしたときに、 Git は多くの場合、どれ
があなたのコミットかを自動的に判断し、そのコミットを新しいブランチ
の先端に適用してくれます。
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FIGURE 3-40

ロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロ

たとえば先ほどの例で考えてみます。Figure 3-38 の場面で、マージす
る代わりに git rebase teamone/master を実行すると、Git は次のよう
に動きます。

• 私たちのブランチにしかない作業を特定する (C2, C3, C4, C6, C7)

• その中から、マージコミットではないものを探す (C2, C3, C4)

• その中から、対象のブランチにまだ書き込まれていないものを探す
(C4 は C4’ と同じパッチなので、ここでは C2 と C3 だけになる)

• そのコミットを teamone/master の先端に適用する

その結果は Figure 3-39 の場合とは異なり、Figure 3-40 のようになりま
す。

これがうまくいくのは、あなたの C4 と他のメンバーの C4’ がほぼ同じ
内容のパッチである場合だけです。 そうでないと、これらが重複である
ことを見抜けません (そして、おそらくパッチの適用に失敗するでしょ
う。その変更は、少なくとも誰かが行っているだろうからです)。

この操作をシンプルに行うために、通常の  git pull ではなく  git
pull --rebase を実行してもかまいません。 あるいは手動で行う場合
は、git fetch に続けて、たとえば今回の場合なら git rebase team-
one/master を実行します。

git pull を行うときにデフォルトで --rebase を指定したい場合は、
設定項目 pull.rebase を指定します。たとえば git config --global
pull.rebase true などとすれば、指定できます。
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プッシュする前の作業をきれいに整理する手段としてだけリベースを
使い、まだ公開していないコミットだけをリベースすることを心がけてい
れば、何も問題はありません。 すでにプッシュした後で、他の人がその
後の作業を続けている可能性のあるコミットをリベースした場合は、やっ
かいな問題を引き起こす可能性があります。 チームメイトに軽蔑されて
しまうかもしれません。

どこかの時点でどうしてもそうせざるを得ないことになったら、みん
なに git pull --rebase を使わせるように気をつけましょう。 そうすれ
ば、その後の苦しみをいくらか和らげることができます。

ロロロロロロロロロ

リベースとマージの実例を見てきました。さて、どちらを使えばいい
のか気になるところです。 その答えをお知らせする前に、「歴史」とは
いったい何だったのかを振り返ってみましょう。

あなたのリポジトリにおけるコミットの歴史は、実際に発生したでき
ごとの記録 だと見ることもできます。 これは歴史文書であり、それ自体
に意味がある。従って、改ざんなど許されないという観点です。 この観
点に沿って考えると、コミットの歴史を変更することなどあり得ないでし
ょう。 実際に起こってしまったことには、ただ黙って 従う べきです。 マ
ージコミットのせいで乱雑になってしまったら? 実際そうなってしまった
のだからしょうがない。 その記録は、後世の人々に向けてそのまま残し
ておくべきでしょう。

別の見方もあります。コミットの歴史は、そのプロジェクトがどのよ
うに作られてきたのかを表す物語である という考えかたです。 初の草
稿の段階で本を出版したりはしないでしょう。また、自作ソフトウェア用
の管理マニュアルであれば、しっかり推敲する必要があります。 この立
場に立つと、リベースやブランチフィルタリングを使って、将来の読者に
とってわかりやすいように、物語を再編しようという考えに至ります。

さて、元の問いに戻ります。 マージとリベースではどちらがいいの
か。 お察しのとおり、単純にどちらがよいとは言い切れません。 Git は強
力なツールで、歴史に対していろんな操作をすることができます。しか
し、チームやプロジェクトによって、事情はそれぞれ異なります。 あな
たは既に、両者の特徴を理解しています。あなたが今いる状況ではどちら
がより適切なのか、それを判断するのはあなたです。

一般論として、両者のいいとこどりをしたければ、まだプッシュして
いないローカルの変更だけをリベースするようにして、 歴史をきれいに
保っておきましょう。プッシュ済みの変更は決してリベースしないように
すれば、問題はおきません。
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バババ

本章では、Git におけるブランチとマージの基本について取り上げまし
た。 新たなブランチの作成、ブランチの切り替え、ローカルブランチの
マージなどの作業が気軽にできるようになったことでしょう。 また、ブ
ランチを共有サーバーにプッシュして公開したり他の共有ブランチ上で作
業をしたり、 公開する前にブランチをリベースしたりする方法を身につ
けました。 次の章では、Git リポジトリを穂スティングするサーバーを自
前で構築するために必要なことを、説明します。
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Git にににに

ここまで読んだみなさんは、ふだん Git を使う上で必要になるタスクの
ほとんどを身につけたことでしょう。 しかし、Git で何らかの共同作業を
しようと思えばリモートの Git リポジトリを持つ必要があります。 個人リ
ポジトリとの間でのプッシュやプルも技術的には可能ですが、お勧めしま
せん。よっぽど気をつけておかないと、ほかの人がどんな作業をしている
のかをすぐに見失ってしまうからです。 さらに、自分のコンピューター
がオフラインのときにもほかの人が自分のリポジトリにアクセスできるよ
うにしたいとなると、共有リポジトリを持つほうがずっと便利です。 と
いうわけで、他のメンバーとの共同作業をするときには、中間リポジトリ
をどこかに用意してみんながそこにアクセスできるようにし、プッシュや
プルを行うようにすることをお勧めします。

Git サーバーを立ち上げるのは単純です。 まず、サーバーとの通信にど
のプロトコルを使うのかを選択します。 この章の 初のセクションで、
どんなプロトコルが使えるのかとそれぞれのプロトコルの利点・欠点を説
明します。 その次のセクションでは、それぞれのプロトコルを使用した
サーバーの設定方法とその動かし方を説明します。 後に、ホスティン
グサービスについて紹介します。他人のサーバー上にコードを置くのが気
にならない、そしてサーバーの設定だの保守だのといった面倒なことはや
りたくないという人のためのものです。

自前でサーバーを立てることには興味がないという人は、この章は
後のセクションまで読み飛ばし、ホスティングサービスに関する情報だけ
を読めばよいでしょう。そして次の章に進み、分散ソース管理環境での作
業について学びます。

リモートリポジトリは、一般的に ベアリポジトリ となります。これ
は、作業ディレクトリをもたない Git リポジトリのことです。 このリポジ
トリは共同作業の中継地点としてのみ用いられるので、ディスク上にスナ
ップショットをチェックアウトする必要はありません。単に Git のデータ
があればそれでよいのです。 端的に言うと、ベアリポジトリとはそのプ
ロジェクトの .git ディレクトリだけで構成されるもののことです。
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バババババ

Git では、データ転送用のプロトコルとして  Local、HTTP、Secure Shell
(SSH)、Git の四つを使用できます。 ここでは、それぞれがどんなものなの
かとどんな場面で使うべきか (使うべきでないか) を説明します。

Local ロロロロロ

一番基本的なプロトコルが Local プロトコル です。これは、リモートリ
ポジトリをディスク上の別のディレクトリに置くものです。 これがよく
使われるのは、たとえばチーム全員がアクセスできる共有ファイルシステ
ム (NFS など) がある場合です。あるいは、あまりないでしょうが全員が同
じコンピューターにログインしている場合にも使えます。 後者のパター
ンはあまりお勧めできません。すべてのコードリポジトリが同じコンピュ
ーター上に存在することになるので、何か事故が起こったときに何もかも
失ってしまう可能性があります。

共有ファイルシステムをマウントしているのなら、それをローカルの
ファイルベースのリポジトリにクローンしたりお互いの間でプッシュやプ
ルをしたりすることができます。 この手のリポジトリをクローンしたり
既存のプロジェクトのリモートとして追加したりするには、リポジトリへ
のパスを URL に指定します。 たとえば、ローカルリポジトリにクローン
するにはこのようなコマンドを実行します。

$ git clone /opt/git/project.git

あるいは次のようにすることもできます。

$ git clone file:///opt/git/project.git

URL の先頭に file:// を明示するかどうかで、Git の動きは微妙に異な
ります。 file:// を明示せずパスだけを指定した場合、Git は必要なオブ
ジェクトにハードリンクを張るか、そのままコピーしようとします。 一
方 file:// を指定した場合は、Git がプロセスを立ち上げ、そのプロセス
が (通常は) ネットワーク越しにデータを転送します。一般的に、直接のコ
ピーに比べてこれは非常に非効率的です。 file:// プレフィックスをつけ
る も大きな理由は、関係のない参照やオブジェクト(他のバージョン管
理システムからインポートしたときなどにあらわれることが多いです。詳
細は Chapter 10 を参照してください) を除いたクリーンなコピーがほしい
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ということです。 本書では通常のパス表記を使用します。そのほうがた
いていの場合に高速となるからです。

ローカルのリポジトリを既存の Git プロジェクトに追加するには、この
ようなコマンドを実行します。

$ git remote add local_proj /opt/git/project.git

そうすれば、このリモートとの間のプッシュやプルを、まるでネット
ワーク越しにあるのと同じようにすることができます。

にに

ファイルベースのリポジトリの利点は、シンプルであることと既存のファ
イルアクセス権やネットワークアクセスを流用できることです。 チーム
全員がアクセスできる共有ファイルシステムがすでに存在するのなら、リ
ポジトリを用意するのは非常に簡単です。 ベアリポジトリのコピーをみ
んながアクセスできるどこかの場所に置き、読み書き可能な権限を与える
という、ごく普通の共有ディレクトリ上での作業です。 この作業のため
に必要なベアリポジトリをエクスポートする方法については “サーバー用
の Git の取得” で説明します。

もうひとつ、ほかの誰かの作業ディレクトリの内容をすばやく取り込
めるのも便利なところです。 同僚と作業しているプロジェクトで相手が
あなたに作業内容を確認してほしい言ってきたときなど、わざわざリモー
トのサーバーにプッシュしてもらってそれをプルするよりは単に  git
pull /home/john/project のようなコマンドを実行するほうがずっと簡
単です。

にに

この方式の欠点は、メンバーが別の場所にいるときに共有アクセスを設定
するのは一般的に難しいということです。 自宅にいるときに自分のラッ
プトップからプッシュしようとしたら、リモートディスクをマウントする
必要があります。これはネットワーク越しのアクセスに比べて困難で遅く
なるでしょう。

また、何らかの共有マウントを使用している場合は、必ずしもこの方
式が 高速となるわけではありません。 ローカルリポジトリが高速だと
いうのは、単にデータに高速にアクセスできるからというだけの理由で
す。 NFS 上に置いたリポジトリは、同じサーバーで稼動しているリポジト
リに SSH でアクセスしたときよりも遅くなりがちです。SSH でアクセスし
たときは、各システムのローカルディスクにアクセスすることになるから
です。
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HTTP ロロロロロ

HTTP を使って Git でやりとりをする場合、2 つのモードが使えます。 以前
のバージョンでは、単純で読み取り専用のモードしかありませんでした。
しかしバージョン 1.6.6 でより高機能なプロトコルが導入されました。こ
れは、SSH の場合と同じように、HTTP でのデータのやりとりも Git が賢く
処理できるようにするためのものでした。 ここ数年で、新しいほうの
HTTP プロトコル はとても多く使われるようになりました。ユーザーから
すればこちらのほうがシンプルですし、通信方法としても優れているから
です。 新しいほうは “smart” HTTP プロトコルと呼ばれていて、古いほう
は「ダム」（dumb）HTTP プロトコルと呼ばれています。 まずは “smart”
HTTP プロトコルのほうから説明しましょう。

SMART HTTP

“smart” HTTP プロトコルの動きは SSH や Git プロトコルと似ています
が、HTTP/S の標準ポートを使って通信します。また、HTTP 認証の仕組み
をいくつも使うことができます。 よって、ユーザーにとっては SSH など
よりも簡単であることが多いです。というのも、ユーザー名とパスワード
を使ったベーシック認証を、SSH 鍵認証の代わりに使えるからです。

いまでは、Git で一番使われているのがこの方法だと思います。 という
のも、 git:// プロトコルが提供する匿名での読み込み機能と、SSH プロ
トコルが提供する認証・暗号化を経た書き込み機能の両方が、これひとつ
で実現できるからです。 これまでこういったことをするにはそれぞれに
URL を用意する必要がありました。 いまでは、ひとつの URL で双方を実
現できます。 プッシュしようとしたリポジトリで認証が必要であれば
（通常であればそうすべきです）、サーバーはユーザー名とパスワードを
要求することができます。 また、同じことが、読み込みについても言え
ます。

実際のところ、GitHub のようなサービスの場合、ブラウザでリポジト
リを見るときに使う URL （ “https://github.com/schacon/simplegit” など）
と同じものを使って、リポジトリをクローンすることができます。書き込
み権限があるなら、プッシュする場合も同じ URL が使えます。

DUMB HTTP

Git の smart HTTP プロトコルにサーバーが応答しない場合、Git クライ
アントは簡易な “dumb” HTTP プロトコルへフォールバックします。 Dumb
プロトコルでは、Git のベアリポジトリが通常のファイルと同じように ウ
ェブサーバーから配信されます。 これのいいところは、セットアップが
とても簡単な点です。 ベースとして必要になるのは、ベアリポジトリを
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HTTP ドキュメントのルートに配置することと、特定の post-update フッ
クを設定することだけです（詳しくは “Git Hooks” を参照）。 それができ
れば、リポジトリを配置したサーバーにアクセスできる人なら誰でも、そ
のリポジトリをクローンできます。 HTTP を使ったリポジトリへのアクセ
スは、以下のようにすると許可できます。

$ cd /var/www/htdocs/
$ git clone --bare /path/to/git_project gitproject.git
$ cd gitproject.git
$ mv hooks/post-update.sample hooks/post-update
$ chmod a+x hooks/post-update

これだけです。 Git に標準でついてくる post-update フックは、適切
なコマンド (git update-server-info) を実行して HTTP でのフェッチと
クローンをうまく動くようにします。 このコマンドが実行されるのは、
このリポジトリに対して SSH 越しでのプッシュがあったときです。その他
の人たちがクローンする際には次のようにします。

$ git clone https://example.com/gitproject.git

今回の例ではたまたま /var/www/htdocs (一般的な Apache の標準設定)
を使用しましたが、別にそれに限らず任意のウェブサーバーを使うことが
できます。 単にベアリポジトリをそのパスに置けばよいだけです。 Git の
データは、普通の静的ファイルとして扱われます (実際のところどのよう
になっているかの詳細は Chapter 10 を参照ください)。

なお、構築するサーバーを選択する際は、読み書きが可能な  Smart
HTTP か、読み込み専用でファイルを配信する Dumb HTTP かのいずれかの
サーバーを選ぶことになるでしょう。両方を混ぜあわせたものを構築する
ことはめったにありません。

にに

ここでは、Smart HTTP プロトコルに限った範囲で利点について説明しま
す。

ひとつの URL で全アクセスを処理できること、サーバーが入力を求め
てくるのは認証が必要なときだけ、という 2 点があれば、エンドユーザー
は Git をとても簡単に使えるようになります。 また、ユーザー名とパスワ
ードを使って認証を受けられるのも、SSH と比べた場合大きな利点です。
それができれば、SSH 鍵を生成したり公開鍵をサーバーへアップロードし
なくても、サーバーとやりとりできるからです。 中～上級者以外、また
は SSH があまり使われていないシステムのユーザーにとって、これはユー
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ザビリティの点で大きな利点になります。 それに、HTTP プロトコルは
SSH のようにとても早くて効率もよいです。

HTTPS で読み込み専用のリポジトリを公開することもできます。 これ
で、転送されるコンテンツを暗号化したりクライアント側で特定の署名つ
き SSL 証明書を使わせたりすることができるようになります。

もうひとつの利点としてあげられるのは、HTTP が非常に一般的なプロ
トコルであるということです。たいていの企業のファイアウォールはこの
ポートを通すように設定されています。

にに

HTTP/S で Git を使えるようサーバーを設定するのは、SSH とは違ってやっ
かいなケースがあります。  それを除けば、他のプロトコルが  “Smart”
HTTP プロトコルより Git 用として優れてる点はほとんどありません。

上述のやっかいなケースとは、HTTP を認証が必要なプッシュに用いる
ケースです。その場合、認証情報を入力するのは SSH 鍵を用いるより複雑
になりがちです。 とはいえ、認証情報をキャッシュしてくれるツール
（OSX の Keychain や Windows の資格情報マネージャーなど）を使えば、
それも問題ではなくなります。“Credential Storage” を読めば、HTTP パス
ワードキャッシュを各システムで有効にする方法がわかるでしょう。

SSH ロロロロロ

Git サーバーを自分でホスティングしているなら、転送プロトコルのう
ち一般的なのは SSH です。 SSH によるサーバーへのアクセスは、ほとん
どの場面で既に用意されているからです。仮にまだ用意されていなかった
としても、導入するのは容易なことです。 SSH は認証付きのネットワーク
プロトコルでもあります。あらゆるところで用いられているので、環境を
準備するのも容易です。

Git リポジトリを SSH 越しにクローンするには、次のように ssh:// URL
を指定します。

$ git clone ssh://user@server/project.git

あるいは、SCP コマンドのような省略形を使うこともできます｡

$ git clone user@server:project.git
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ユーザー名も省略することもできます。その場合、Git は現在ログイン
しているユーザーでの接続を試みます。

にに

SSH を使う利点は多数あります。 まず、一般的に SSH 環境の準備は容易
です。SSH デーモンはごくありふれたツールなので、ネットワーク管理者
の多くはその使用経験があります。また、多くの OS に標準で組み込まれ
ており、管理用ツールが付属しているものもあります。 さらに、SSH 越し
のアクセスは安全です。すべての転送データは暗号化され、信頼できるも
のとなります。 後に、HTTP/S、Git、Local プロトコルと同程度に効率的
です。転送するデータを可能な限りコンパクトにすることができます。

にに

SSH の欠点は、リポジトリへの匿名アクセスを許可できないということで
す。 たとえ読み込み専用であっても、リポジトリにアクセスするには SSH
越しでのマシンへのアクセス権限が必要となります。つまり、オープンソ
ースのプロジェクトにとっては SSH はあまりうれしくありません。 特定
の企業内でのみ使用するのなら、SSH はおそらく唯一の選択肢となるでし
ょう。 あなたのプロジェクトに読み込み専用の匿名アクセスを許可しつ
つ自分は SSH を使いたい場合は、リポジトリへのプッシュ用に SSH を用
意するのとは別にプル用の環境として別のプロトコルを提供する必要があ
ります。

Git ロロロロロ

次は Git プロトコルです。 これは Git に標準で付属する特別なデーモン
です。専用のポート (9418) をリスンし、SSH プロトコルと同様のサービス
を提供しますが、認証は行いません。 Git プロトコルを提供するリポジト
リを準備するには、git-daemon-export-ok というファイルを作らなけれ
ばなりません (このファイルがなければデーモンはサービスを提供しませ
ん)。ただ、このままでは一切セキュリティはありません。 Git リポジトリ
をすべての人に開放し、クローンさせることができます。 しかし、一般
に、このプロトコルでプッシュさせることはありません。 プッシュアク
セスを認めることは可能です。しかし認証がないということは、その URL
を知ってさえいればインターネット上の誰もがプロジェクトにプッシュで
きるということになります。 これはありえない話だと言っても差し支え
ないでしょう。
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にに

Git プロトコルは、もっとも高速なネットワーク転送プロトコルであるこ
とが多いです。 公開プロジェクトで大量のトラフィックをさばいている
場合、あるいは巨大なプロジェクトで読み込みアクセス時のユーザー認証
が不要な場合は、Git デーモンを用いてリポジトリを公開するとよいでし
ょう。 このプロトコルは SSH プロトコルと同様のデータ転送メカニズム
を使いますが、暗号化と認証のオーバーヘッドがないのでより高速です。

にに

Git プロトコルの弱点は、認証の仕組みがないことです。 Git プロトコルだ
けでしかプロジェクトにアクセスできないという状況は、一般的に望まし
くありません。 SSH や HTTP と組み合わせ、プッシュ (書き込み) 権限を持
つ一部の開発者には SSH を使わせてそれ以外の人には git:// での読み込
み専用アクセスを用意することになるでしょう。 また、Git プロトコルは
準備するのがもっとも難しいプロトコルでもあります。 まず、独自のデ
ーモンを起動しなければなりません。そのためには xinetd やそれに類す
るものの設定も必要になりますが、これはそんなにお手軽にできるもので
はありません。 また、ファイアウォールでポート 9418 のアクセスを許可
する必要もあります。これは標準のポートではないので、企業のファイア
ウォールでは許可されなていないかもしれません。 大企業のファイアウ
ォールでは、こういったよくわからないポートは普通ブロックされていま
す。

ババババババ Git バババ

さて、これまでに説明してきたプロトコルを使って Git サーバーを構築す
る方法を見ていきましょう。

ににににににににににににににににににににににに Linux ににににににににににににににに
ににににににににににににに Mac に Windows にににににににににににににに ににににに
ににににににににににににににににににににににににににににににににににににOS にににに
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
ににににににに

Git サーバーを立ち上げるには、既存のリポジトリをエクスポートして
新たなベアリポジトリ (作業ディレクトリを持たないリポジトリ) を作らな
ければなりません。 これは簡単にできます。 リポジトリをクローンして
新たにベアリポジトリを作成するには、clone コマンドでオプション --
bare を指定します。 慣例により、ベアリポジトリのディレクトリ名の
後は .git とすることになっています。
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$ git clone --bare my_project my_project.git
Cloning into bare repository 'my_project.git'...
done.

そうすると、Git ディレクトリのデータを my_project.git ディレクト
リにコピーできます。

これは、おおざっぱに言うと次の操作と同じようなことです。

$ cp -Rf my_project/.git my_project.git

設定ファイルにはちょっとした違いもありますが、ほぼこんなもので
す。 作業ディレクトリなしで Git リポジトリを受け取り、それ単体のディ
レクトリを作成しました。

ロロロロロロロロロロロロロロロロロ

ベアリポジトリを取得できたので、あとはそれをサーバー上においてプロ
トコルを準備するだけです。 ここでは、git.example.com というサーバ
ーがあってそこに SSH でアクセスできるものと仮定しましょう。Git リポ
ジトリはサーバー上の  /opt/git ディレクトリに置く予定で
す。 /opt/git ディレクトリが作成済みであれば、新しいリポジトリを作
成するには、ベアリポジトリを次のようにコピーします。

$ scp -r my_project.git user@git.example.com:/opt/git

この時点で、同じサーバーに SSH でアクセスできてかつ /opt/git ディ
レクトリへの読み込みアクセス権限がある人なら、次のようにしてこのリ
ポジトリをクローンできるようになりました。

$ git clone user@git.example.com:/opt/git/my_project.git

ユーザーが SSH でアクセスでき、かつ /opt/git/my_project.git ディ
レクトリへの書き込みアクセス権限があれば、すでにプッシュもできる状
態になっています。

git init コマンドで --shared オプションを指定すると、リポジトリ
に対するグループ書き込みパーミッションを自動的に追加することができ
ます。
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$ ssh user@git.example.com
$ cd /opt/git/my_project.git
$ git init --bare --shared

既存の Git リポジトリからベアリポジトリを作成し、メンバーが SSH で
アクセスできるサーバーにそれを配置するだけ。簡単ですね。 これで、
そのプロジェクトでの共同作業ができるようになりました。

複数名が使用する Git サーバーをたったこれだけの作業で用意できると
いうのは特筆すべきことです。 サーバー SSH アクセス可能なアカウント
を作成し、ベアリポジトリをサーバーのどこかに置き、そこに読み書き可
能なアクセス権を設定する。 これで準備 OK。他には何もいりません。

次のいくつかのセクションでは、より洗練された環境を作るための方
法を説明します。いちいちユーザーごとにアカウントを作らなくて済む方
法、一般向けにリポジトリへの読み込みアクセスを開放する方法、ウェブ
UI の設定などです。しかし、数名のメンバーで閉じたプロジェクトでの作
業なら、SSH サーバーとベアリポジトリ さえ あれば十分なことは覚えて
おきましょう。

ロロロロロロロロロロロロ

小規模なグループ、あるいは数名の開発者しかいない組織で Git を使うな
ら、すべてはシンプルに進められます。 Git サーバーを準備する上でもっ
とも複雑なことのひとつは、ユーザー管理です。 同一リポジトリに対し
て「このユーザーは読み込みのみが可能、あのユーザーは読み書きともに
可能」などと設定したければ、アクセス権とパーミッションの設定は、設
定しない場合と比べて少しですが難しくなります。

SSH にににに

開発者全員が SSH でアクセスできるサーバーがすでにあるのなら、リ
ポジトリを用意するのは簡単です。先ほど説明したように、ほとんど何も
する必要はないでしょう。 より複雑なアクセス制御をリポジトリ上で行
いたい場合は、そのサーバーの OS 上でファイルシステムのパーミッショ
ンを設定するとよいでしょう。

リポジトリに対する書き込みアクセスをさせたいメンバーの中にサー
バーのアカウントを持っていない人がいる場合は、新たに SSH アカウント
を作成しなければなりません。 あなたがサーバーにアクセスできている
ということは、すでに SSH サーバーはインストールされているということ
です。

その状態で、チームの全員にアクセス権限を与えるにはいくつかの方
法があります。 ひとつは全員分のアカウントを作成すること。直感的で

CHAPTER 4: Git にににに

140



すがすこし面倒です。 ひとりひとりに対して adduser を実行して初期パ
スワードを設定するという作業をしなければなりません。

もうひとつの方法は、git ユーザーをサーバー上に作成し、書き込みア
クセスが必要なユーザーには SSH 公開鍵を用意してもらってそれを git ユ
ーザーの ~/.ssh/authorized_keys に追加します。 これで、全員が git ユ
ーザーでそのマシンにアクセスできるようになりました。これがコミット
データに影響を及ぼすことはありません。 SSH で接続したときのユーザー
とコミットするときに記録されるユーザーとは別のものだからです。

あるいは、SSH サーバーの認証を LDAP サーバーやその他の中央管理形
式の仕組みなど既に用意されているものにするとこもできます。 各ユー
ザーがサーバー上でシェルへのアクセスができさえすれば、どんな仕組み
の SSH 認証であっても動作します。

SSH ババババババ

多くの Git サーバーでは、SSH の公開鍵認証を使用しています。 この方
式を使用するには、各ユーザーが自分の公開鍵を作成しなければなりませ
ん。 公開鍵のつくりかたは、OS が何であってもほぼ同じです。 まず、自
分がすでに公開鍵を持っていないかどうか確認します。 デフォルトで
は、各ユーザーの SSH 鍵はそのユーザーの ~/.ssh ディレクトリに置かれ
ています。 自分が鍵を持っているかどうかを確認するには、このディレ
クトリに行ってその中身を調べます。

$ cd ~/.ssh
$ ls
authorized_keys2  id_dsa       known_hosts
config            id_dsa.pub

そして、id_dsa あるいは id_rsa というファイルと、同名で .pub とい
う拡張子を持つファイルの組み合わせを探します。もし見つかった
ら、.pub がついているほうのファイルがあなたの公開鍵で、もう一方が
あなたの秘密鍵です。 そのようなファイルがない (あるいはそもそも .ssh
ディレクトリがない) 場合は、ssh-keygen というプログラムを実行してそ
れを作成します。このプログラムは Linux/Mac なら SSH パッケージに含ま
れており、Windows では MSysGit パッケージに含まれています。

$ ssh-keygen
Generating public/private rsa key pair.
Enter file in which to save the key (/home/schacon/.ssh/id_rsa):
Created directory '/home/schacon/.ssh'.
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Enter passphrase (empty for no passphrase):
Enter same passphrase again:
Your identification has been saved in /home/schacon/.ssh/id_rsa.
Your public key has been saved in /home/schacon/.ssh/id_rsa.pub.
The key fingerprint is:
d0:82:24:8e:d7:f1:bb:9b:33:53:96:93:49:da:9b:e3 schacon@mylaptop.local

まず、鍵の保存先 (.ssh/id_rsa) を指定し、それからパスフレーズを
二回入力するよう求められます。鍵を使うときにパスフレーズを入力した
くない場合は、パスフレーズを空のままにしておきます。

さて、次に各ユーザーは自分の公開鍵をあなた (あるいは Git サーバー
の管理者である誰か) に送らなければなりません (ここでは、すでに公開鍵
認証を使用するように SSH サーバーが設定済みであると仮定します)。 公
開鍵を送るには、.pub ファイルの中身をコピーしてメールで送ります。
公開鍵は、このようなファイルになります。

$ cat ~/.ssh/id_rsa.pub
ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAABIwAAAQEAklOUpkDHrfHY17SbrmTIpNLTGK9Tjom/BWDSU
GPl+nafzlHDTYW7hdI4yZ5ew18JH4JW9jbhUFrviQzM7xlELEVf4h9lFX5QVkbPppSwg0cda3
Pbv7kOdJ/MTyBlWXFCR+HAo3FXRitBqxiX1nKhXpHAZsMciLq8V6RjsNAQwdsdMFvSlVK/7XA
t3FaoJoAsncM1Q9x5+3V0Ww68/eIFmb1zuUFljQJKprrX88XypNDvjYNby6vw/Pb0rwert/En
mZ+AW4OZPnTPI89ZPmVMLuayrD2cE86Z/il8b+gw3r3+1nKatmIkjn2so1d01QraTlMqVSsbx
NrRFi9wrf+M7Q== schacon@mylaptop.local

各種  OS 上での  SSH 鍵の作り方については、GitHub の  https://
help.github.com/articles/generating-ssh-keys に詳しく説明されています。

バババババババババババ

それでは、サーバー側での SSH アクセスの設定について順を追って見てい
きましょう。 この例では authorized_keys 方式でユーザーの認証を行い
ます。 また、Ubuntu のような標準的な Linux ディストリビューションを
動かしているものと仮定します。 まずは git ユーザーを作成し、そのユ
ーザーの .ssh ディレクトリを作りましょう。

$ sudo adduser git
$ su git
$ cd
$ mkdir .ssh && chmod 700 .ssh
$ touch .ssh/authorized_keys && chmod 600 .ssh/authorized_keys
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次に、開発者たちの SSH 公開鍵を git ユーザーの authorized_keys に
追加していきましょう。 信頼できる公開鍵が一時ファイルとしていくつ
か保存されているものとします。 先ほどもごらんいただいたとおり、公
開鍵の中身はこのような感じになっています。

$ cat /tmp/id_rsa.john.pub
ssh-rsa AAAAB3NzaC1yc2EAAAADAQABAAABAQCB007n/ww+ouN4gSLKssMxXnBOvf9LGt4L
ojG6rs6hPB09j9R/T17/x4lhJA0F3FR1rP6kYBRsWj2aThGw6HXLm9/5zytK6Ztg3RPKK+4k
Yjh6541NYsnEAZuXz0jTTyAUfrtU3Z5E003C4oxOj6H0rfIF1kKI9MAQLMdpGW1GYEIgS9Ez
Sdfd8AcCIicTDWbqLAcU4UpkaX8KyGlLwsNuuGztobF8m72ALC/nLF6JLtPofwFBlgc+myiv
O7TCUSBdLQlgMVOFq1I2uPWQOkOWQAHukEOmfjy2jctxSDBQ220ymjaNsHT4kgtZg2AYYgPq
dAv8JggJICUvax2T9va5 gsg-keypair

これを、git ユーザーの .ssh ディレクトリにある authorized_keys に
追加していきましょう。

$ cat /tmp/id_rsa.john.pub >> ~/.ssh/authorized_keys
$ cat /tmp/id_rsa.josie.pub >> ~/.ssh/authorized_keys
$ cat /tmp/id_rsa.jessica.pub >> ~/.ssh/authorized_keys

さて、彼らが使うための空のリポジトリを作成しましょう。git init

に --bare オプションを指定して実行すると、作業ディレクトリのない空
のリポジトリを初期化します。

$ cd /opt/git
$ mkdir project.git
$ cd project.git
$ git init --bare
Initialized empty Git repository in /opt/git/project.git/

これで、John と Josie そして Jessica はプロジェクトの 初のバージョ
ンをプッシュできるようになりました。このリポジトリをリモートとして
追加し、ブランチをプッシュすればいいのです。 何か新しいプロジェク
トを追加しようと思ったら、そのたびに誰かがサーバーにログインし、ベ
アリポジトリを作らなければならないことに注意しましょう。 git ユーザ
ーとリポジトリを作ったサーバーのホスト名を gitserver としておきま
しょう。 gitserver がそのサーバーを指すように DNS を設定しておけ
ば、このようなコマンドを使えます（ここでは、myproject というディレ
クトリがあってファイルも保存されているものとします）。
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# on Johns computer
$ cd myproject
$ git init
$ git add .
$ git commit -m 'initial commit'
$ git remote add origin git@gitserver:/opt/git/project.git
$ git push origin master

これで、他のメンバーがリポジトリをクローンして変更内容を書き戻
せるようになりました。

$ git clone git@gitserver:/opt/git/project.git
$ cd project
$ vim README
$ git commit -am 'fix for the README file'
$ git push origin master

この方法を使えば、小規模なチーム用の読み書き可能な Git サーバーを
すばやく立ち上げることができます。

この時点では、公開鍵を追加してもらったユーザー全員が git ユーザ
ーとしてサーバーにログインしてシェルが使える状態であることに注意し
ましょう。そこを制限したいのなら、シェルを変更するために passwd フ
ァイルを編集する必要があります。

git ユーザー権限の制限は簡単です。Git に付属している git-shell と
いうツールを使えば、Git 関連の行動しかとれないようになります。 そし
て、これを git ユーザーのログインシェルにしてしまえば、サーバー上で
git ユーザーは通常の行動がとれなくなります。 ユーザーのログインシェ
ルを bash や csh から git-shell に変更すれば、制限がかかります。 それ
には、前もって git-shell を /etc/shells に追加しておく必要がありま
す。

$ cat /etc/shells   # see if `git-shell` is already in there.  If not...
$ which git-shell   # make sure git-shell is installed on your system.
$ sudo vim /etc/shells  # and add the path to git-shell from last command

ユーザーのシェルを変更するには chsh <username> を実行します。

$ sudo chsh git  # and enter the path to git-shell, usually: /usr/bin/git-shell
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これで、git ユーザーは Git リポジトリへのプッシュやプル以外のシェ
ル操作ができなくなりました。それ以外の操作をしようとすると、このよ
うに拒否されます。

$ ssh git@gitserver
fatal: Interactive git shell is not enabled.
hint: ~/git-shell-commands should exist and have read and execute access.
Connection to gitserver closed.

この状態でも Git のネットワーク関連のコマンドは機能しますが、通常
のシェルアクセスはできなくなっています。 また、コマンド出力にもあ
るように、git ユーザーのホームディレクトリ配下にディレクトリを作っ
て、git-shell をカスタマイズすることもできます。 具体的には、サー
バー上で実行可能な Git コマンドの制限や、ユーザーが SSH でどこかに接
続しようとしたときに表示するメッセージを変更できます。 git help
shell を実行すると、シェルのカスタマイズについての詳細が確認できま
す。

Git ババババ

続いて、“Git” プロトコルを使ってリポジトリを配信するデーモンをセ
ットアップしてみましょう。 Git リポジトリへの認証なしの高速アクセス
が必要な場合、一般的な選択肢になります。 ただし、これは認証なしの
サービスで、配信されるデータは原則として公開されてしまうので注意し
てください。

ファイアウォールの外にサーバーがあるのなら、一般に公開している
プロジェクトにのみ使うようにしましょう。ファイアウォール内で使うの
なら、たとえば大量のメンバーやコンピューター (継続的インテグレーシ
ョンのビルドサーバーなど) に対して SSH の鍵なしで読み取り専用アクセ
スを許可するという使い方もあるでしょう。

いずれにせよ、Git プロトコルは比較的容易にセットアップすることが
できます。 デーモン化するためには、このようなコマンドを実行しま
す。

git daemon --reuseaddr --base-path=/opt/git/ /opt/git/

--reuseaddr は、前の接続がタイムアウトするのを待たずにサーバー
を再起動させるオプションです。--base-path オプションを指定すると、
フルパスをしていしなくてもプロジェクトをクローンできるようになりま

Git にににに

145



す。そして 後に指定したパスは、Git デーモンに公開させるリポジトリ
の場所です。 ファイアウォールを使っているのなら、ポート 9418 に穴を
開けなければなりません。

プロセスをデーモンにする方法は、OS によってさまざまです。 Ubuntu
の場合は Upstart スクリプトを使います。

/etc/event.d/local-git-daemon

のようなファイルを用意して、このようなスクリプトを書きます。

start on startup
stop on shutdown
exec /usr/bin/git daemon \
    --user=git --group=git \
    --reuseaddr \
    --base-path=/opt/git/ \
    /opt/git/
respawn

セキュリティを考慮して、リポジトリに対する読み込み権限しかない
ユーザーでこのデーモンを実行させるようにしましょう。新しいユーザー
git-ro を作り、このユーザーでデーモンを実行させるとよいでしょう。 こ
こでは、説明を簡単にするために Gitosis と同じユーザー git で実行させる
ことにします。

マシンを再起動すれば Git デーモンが自動的に立ち上がり、終了させて
も再び起動するようになります。 再起動せずに実行させるには、次のコ
マンドを実行します。

initctl start local-git-daemon

その他のシステムでは、xinetd や sysvinit システムのスクリプトな
ど、コマンドをデーモン化して監視できる仕組みを使います。

次に、どのプロジェクトに対して Git プロトコルでの認証なしアクセス
を許可するのかを  Git に設定します。許可したいリポジトリに  git-
deamon-export-ok ファイルを作成すれば設定できます。

$ cd /path/to/project.git
$ touch git-daemon-export-ok
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このファイルが存在するプロジェクトについては、Git は認証なしで公
開してもよいものとみなします。

Smart HTTP

これまでの説明で、SSH を使った認証ありのプロトコルと git:// を使
った認証なしのプロトコルについてわかったと思います。続いて、それら
両方を実現してしまうプロトコルについて説明しましょう。 Smart HTTP
のセットアップは、単に CGI スクリプトをひとつ、Git サーバー上で有効
にすればおしまいです。Git に同梱されている git-http-backend という
スクリプトを使います。 この CGI は、パスやヘッダー情報（git fetch や
git push で特定の HTTP URL 宛に送られてきたデータ）を読み込み、クラ
イアントが HTTP を使ってやりとりできるかどうか判断します（バージョ
ン 1.6.6 以降の Git クライアントであれば対応しています）。 そして、CGI
の判断が「このクライアントは Smart HTTP に対応している」だった場合
は  Smart HTTP が使われ、そうでなかった場合はリードオンリー
（“dumb”）にフォールバックします（後方互換という意味では、読み込
みについては古いクライアントにも対応しています）。

では、標準的なセットアップ方法について説明しましょう。ここで
は、Apache を CGI サーバーとして使います。Apache がインストールされ
ていない場合は、Linux サーバー上で以下のようなコマンドを実行してく
ださい。

$ sudo apt-get install apache2 apache2-utils
$ a2enmod cgi alias env

そうすれば、mod_cgi、mod_alias、mod_env も有効になります。いず
れも、Smart HTTP の動作に必要なものです。

次に、Apache の設定をします。git-http-backend をハンドラにし
て、ウェブサーバーの /git パスにアクセスがあった場合にそれに処理さ
せるための設定です。

SetEnv GIT_PROJECT_ROOT /opt/git
SetEnv GIT_HTTP_EXPORT_ALL
ScriptAlias /git/ /usr/libexec/git-core/git-http-backend/

環境変数 GIT_HTTP_EXPORT_ALL を設定しない場合、クライアントから
のアクセスは読み込み専用になり、読み込めるのは git-daemon-export-
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ok ファイルが保存されたリポジトリだけになります。Git デーモンと同様
の挙動です。

続いて、さきほど設定したパスへのアクセスを許可する設定をしま
す。以下はその一例です。

<Directory "/usr/lib/git-core*">
   Options ExecCGI Indexes
   Order allow,deny
   Allow from all
   Require all granted
</Directory>

後の設定は、書き込みに認証を求めるためのものです。Auth ブロッ
クを使う場合、以下のようにして設定できます。

<LocationMatch "^/git/.*/git-receive-pack$">
    AuthType Basic
    AuthName "Git Access"
    AuthUserFile /opt/git/.htpasswd
    Require valid-user
</LocationMatch>

さらに、対象ユーザー全員のパスワードが記述された .htaccess ファ
イルが必要です。ユーザー “schacon” を追加したい場合は、このようなコ
マンドを実行します。

$ htdigest -c /opt/git/.htpasswd "Git Access" schacon

ユーザー認証を Apache で実施する方法はたくさんあります。 ひとつ選
んで設定してください。 ここでは、思いつく限り一番シンプルな方法を
説明しました。 また、HTTP 通信が SSL 経由で行われるように設定しまし
ょう。 そうすれば、データはすべて暗号化されます。

ここでは、Apache 設定の詳細についてはあえて立ち入らないようにし
ました。 Apache 以外の ウェブサーバーを使う場合もあるでしょうし、認
証の要求も多様だからです。  覚えておいてほしいのは、Git には git-
http-backend という CGI スクリプトが付属していることです。 それが実
行されると、HTTP 経由でデータを送受信する際のネゴシエーションを処
理してくれます。 このスクリプト自体は認証の仕組みを備えてはいませ
んが、ウェブサーバーの機能で認証は簡単に管理できます。 CGI に対応し
ている ウェブサーバーであればどれも使っても構いません。一番使い慣
れたものを使うのがよいでしょう。
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Apache にににににににににににににににににApache ににににににににに http://
httpd.apache.org/docs/current/howto/auth.html にににににににににに

GitWeb

これで、読み書き可能なアクセス方法と読み込み専用のアクセス方法
を用意できるようになりました。次にほしくなるのは、ウェブベースでの
閲覧方法でしょうか。 Git には標準で GitWeb という CGI スクリプトが付属
しており、これを使うことができます。

自分のプロジェクトでためしに GitWeb を使ってみようという人のため
に、一時的なインスタンスを立ち上げるためのコマンドが Git に付属して
います。これを実行するには lighttpd や webrick といった軽量なサーバ
ーが必要です。 Linux マシンなら、たいてい lighttpd がインストールさ
れています。これを実行するには、プロジェクトのディレクトリで git
instaweb と打ち込みます。 Mac の場合なら、Leopard には Ruby がプレイ
ンストールされています。したがって webrick が一番よい選択肢でしょ
う。instaweb を lighttpd 以外で実行するには、--httpd オプションを指
定します。

$ git instaweb --httpd=webrick
[2009-02-21 10:02:21] INFO  WEBrick 1.3.1
[2009-02-21 10:02:21] INFO  ruby 1.8.6 (2008-03-03) [universal-darwin9.0]

これは、HTTPD サーバーをポート 1234 で起動させ、自動的にウェブブ
ラウザーを立ち上げてそのページを表示させます。 非常にお手軽です。
ひととおり見終えてサーバーを終了させたくなったら、同じコマンドに
--stop オプションをつけて実行します。

$ git instaweb --httpd=webrick --stop

ウェブインターフェイスをチーム内で常時立ち上げたりオープンソー
スプロジェクト用に公開したりする場合は、CGI スクリプトを設定して通
常のウェブサーバーに配置しなければなりません。 Linux のディストリビ
ューションの中には、apt や yum などで gitweb パッケージが用意されて
いるものもあります。まずはそれを探してみるとよいでしょう。 手動で
の GitWeb のインストールについて、さっと流れを説明します。 まずは Git
のソースコードを取得しましょう。その中に GitWeb が含まれており、CGI
スクリプトを作ることができます。
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$ git clone git://git.kernel.org/pub/scm/git/git.git
$ cd git/
$ make GITWEB_PROJECTROOT="/opt/git" prefix=/usr gitweb
    SUBDIR gitweb
    SUBDIR ../
make[2]: `GIT-VERSION-FILE' is up to date.
    GEN gitweb.cgi
    GEN static/gitweb.js
$ sudo cp -Rf gitweb /var/www/

コマンドを実行する際に、Git リポジトリの場所を GITWEB_PROJECT-
ROOT 変数で指定しなければならないことに注意しましょう。 さて、次は
Apache にこのスクリプトを処理させるようにしなければなりません。Vir-
tualHost に次のように追加しましょう。

<VirtualHost *:80>
    ServerName gitserver
    DocumentRoot /var/www/gitweb
    <Directory /var/www/gitweb>
        Options ExecCGI +FollowSymLinks +SymLinksIfOwnerMatch
        AllowOverride All
        order allow,deny
        Allow from all
        AddHandler cgi-script cgi
        DirectoryIndex gitweb.cgi
    </Directory>
</VirtualHost>

GitWeb は、CGI か Perl に対応したウェブサーバーならどんなものを使
っても動かすことができます。何か別のサーバーのほうがよいというのな
ら、そのサーバーで動かすのもたやすいことでしょう。これで、http://

gitserver/ にアクセスすればリポジトリをオンラインで見られるように
なりました。

GitLab

前節で紹介した GitWeb はとてもシンプルでした。 もし、もっとモダン
で高機能な Git サーバーが必要な場合には、他のオープンソース・ソフト
ウェアが選択肢になるでしょう。 それらのなかでも GitLab はよく使われ
ていますので、一例として紹介します。 GitWeb よりも複雑でメンテナン
スも必要ではありますが、GitLab はより高機能な選択肢です。
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FIGURE 4-1

Bitnami GitLab ロロロロロロロロロ
ロロロ

ロロロロロロ

GitLab はデータベースを使用する Web アプリケーションです。そのた
め、インストール方法は他の Git サーバーより複雑になってしまいます。
とはいえ、幸いなことにドキュメントは充実していて、かつ手順は簡素化
されています。

GitLab は数種類の方法でインストールできます。 とりあえず動かして
みるには、仮想マシンのイメージ、もしくはワンクリックインストーラー
を使います。 https://bitnami.com/stack/gitlab からそれらのファイルをダ
ウンロード・インストールし、使用する環境に応じて設定を変更しましょ
う。 この方法では、Bitnami が気を利かせてログイン画面を使えるように
してくれています（alt-→ と入力すると表示されます）。インストールし
た GitLab 用の IP アドレス・ユーザー名・パスワードを表示してくれる便
利な画面です。

その他の方法については、GitLab Community Edition の README を参照
してください。 https://gitlab.com/gitlab-org/gitlab-ce/tree/master で確認
できます。 そこで紹介されている GitLab のインストール方法には、Chef
のレシピを使う方法、Digital Ocean で仮想マシンを用いる方法、RPM や
DEB のパッケージを用いる方法（執筆段階ではベータ）などがあります。
その他にも “非公式” のガイドとして、サポート外の OS やデータベースで
GitLab を動かす方法、手動でインストールを行うためのスクリプトなど、
多くのトピックが紹介されています。
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FIGURE 4-2

GitLab ロロロロロロロ “Admin
area” ロロロ

FIGURE 4-3

GitLab ロロロロロロロロ

GitLab ロロロ

GitLab の管理画面はブラウザでアクセスします。 ブラウザを使って GitLab
をインストールしたサーバーのホスト名か IP アドレスにアクセスし、管
理者としてログインしましょう。 デフォルトのユーザー名は admin@lo-
cal.host で、デフォルトのパスワードは 5iveL!fe です（この組み合わ
せでログインすると、パスワードを変更することを 初に促されます）。
ログインしたら、 画面右上のメニューにある “Admin area” のアイコンをク
リックしましょう。

にににに

GitLab におけるユーザーは、使用者に紐付けられたアカウントのことを指
します。 それは複雑なものではありません。メインはログイン情報ごと
に登録された個人情報です。 また、ユーザーアカウントには 名前空間 が
設定されていて、ユーザーが保持するプロジェクトの識別子として用いら
れます。 たとえば、ユーザー jane が project という名前のプロジェクト
を保持していた場合は、そのプロジェクトの  URL は  http://server/jane/
project になります。
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FIGURE 4-4

GitLab ロロロロロロロロ

ユーザーを削除する場合、やり方は 2 つです。 まずはユーザーを「ブ
ロック」する方法です。この場合、ブロックされたユーザーは GitLab には
ログインできなくなります。一方、ユーザーの名前空間配下のデータは削
除されず、ユーザーのメールアドレスで署名されたコミットとユーザープ
ロファイルとの関連付けも有効なままになります。

もうひとつのやり方はユーザーを「破壊」する方法です。ユーザーを
破壊すると、GitLab のデータベース、ファイルシステムから削除されま
す。  ユーザーの名前空間配下のデータ・プロジェクトも削除されます
し、そのユーザーが作成したグループも同じように削除されます。 この
方法は「ブロック」と比べはるかに恒久的でやり直しがきかないもので
す。よって、使われることはめったにありません。

にににに

GitLab では、複数のプロジェクトをグループとしてまとめられます。そし
て、グループにはプロジェクトごとのユーザーのアクセス権情報も含まれ
ています。 また、ユーザーの場合と同じように、それぞれのグループに
は名前空間があります。たとえば、 training グループに materials とい
うプロジェクトがあった場合、URL は http://server/training/materials にな
ります。

グループにはメンバーを追加できます。さらに、メンバーそれぞれに
プロジェクトごとの権限と、グループそのものに対する権限が設定できま
す。 権限は “Guest” （issues とチャットのみ）から “Owner” （グループと
配下のメンバー・プロジェクトの管理権限）までが用意されています。
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各権限の詳細は膨大なため省略しますが、管理画面にあるリンクを辿ると
確認できるようになっています。

にににににに

GitLab のプロジェクトとは、大体の場合ひとつの Git のリポジトリを指し
ます。 なんらかの名前空間（ユーザーかグループ）に、プロジェクトは
すべて属しています。 プロジェクトがユーザーの名前空間に属していれ
ば、そのオーナーはアクセス権をすべて管理できます。プロジェクトがグ
ループに属していれば、グループ自体のアクセス権設定がプロジェクトに
も引き継がれます。

また、プロジェクトには公開レベル設定があり、どのユーザーにプロ
ジェクトのページとリポジトリの読み込み権限を与えるかを設定できま
す。 プロジェクトが Private の場合、アクセス権をユーザーごとに明示的
に設定する必要があります。 プロジェクトが Internal の場合はログイン済
みのユーザーであれば閲覧でき、Public なプロジェクトであれば誰でも閲
覧できます。 なお、この設定で、Git の “fetch” コマンドと ウェブ画面の両
方のアクセス権が設定されることに注意しましょう。

ににに

GitLab はフック（プロジェクト・システムの両方）に対応しています。 ど
ちらのフックであれ、該当のイベントが発生した都度、GitLab のサーバー
は JSON データを使って HTTP POST リクエストを発行します。 これは、
Git リポジトリや GitLab を開発自動化の仕組みと連携させるときにとても
便利です。特に CI サーバー・チャットサービス・デプロイ用のツールな
どとの連携に役立つでしょう。

ロロロロロロロ

GitLab で 初にやるべきことは、新規プロジェクトの作成です。 ツールバ
ーの “+” アイコンをクリックすると作成が始まります。 まず、プロジェク
ト名称・所属すべき名前空間・公開レベル設定を作成時に入力します。
それらの大半は設定画面からあとから変更可能です。  次に  “Create
Project” をクリックすれば、プロジェクトが作成されます。

プロジェクトが作成されたら、まずは手元の Git リポジトリとそのプロ
ジェクトを関連付けるとよいでしょう。 プロジェクトにアクセスするに
は HTTPS か SSH を使います。いずれも、Git のリモートとして設定可能な
プロトコルです。 設定用の URL は、プロジェクトのページの 上部に表
示されています。
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$ git remote add gitlab https://server/namespace/project.git

手元に Git リポジトリがない場合は、以下のようにしてリモートからク
ローンしましょう。

$ git clone https://server/namespace/project.git

GitLab の ウェブ画面には、リポジトリの情報を確認する便利な画面が
いくつもあります。 プロジェクトのトップページでは 近の行動履歴が
確認できますし、画面上部にあるリンクをたどるとファイル一覧やコミッ
トログを確認できます。

ロロロロ

GitLab でホストしているプロジェクトで共同作業を行うもっともシンプル
な方法は、Git リポジトリへのプッシュアクセス権を相手に与えてしまう
ことです。 ユーザーをプロジェクトに追加するには、プロジェクトの設
定画面にある “Members” のセクションを使います。新規ユーザーにアクセ
ス権を設定するのにも同じセクションを使います（アクセス権の詳細につ
いては、 “グループ” でも少し触れました）。 ユーザーに付与された権限
が “Developer” かそれ以上であれば、リポジトリへコミットやブランチを
問題なく直接プッシュできます。

もうひとつ、より疎結合な共同作業の方法があります。マージリクエ
ストです。 この機能を使えば、任意のユーザー（プロジェクトを閲覧可
能なユーザーに限られます）に所定の方法で共同作業に参加してもらえま
す。 まず、リポジトリに直接プッシュする権限のあるユーザーの場合
は、ブランチを作ってコミットをプッシュしたうえで、そのブランチから
master など希望するブランチに向けてマージリクエストを作成します。
一方、プッシュ権限のないユーザーの場合、まずはリポジトリを「フォー
ク」（自分専用のコピーを作成）します。続いて その コピーにコミット
をプッシュしたら、コピーから本家に向けてマージリクエストを作成しま
しょう。 この方法を使えば、どんな変更がいつリポジトリに追加される
かを管理者が管理しつつ、任意のユーザーに共同作業に参加してもらえま
す。

GitLab においては、マージリクエストや issue を使って議論を深めてい
きます。 マージリクエストは、変更内容について行ごとに議論すること
（簡易的なコードレビュー機能としても使えます）にも使えますし、マー
ジリクエスト全体についての議論のスレッドとしても使えます。 また、
マージリクエストや issue には担当者を設定できますし、マイルストーン
の一部にもなります。
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この節では主に GitLab の Git 関連部分を見てきました。ただ、GitLab は
とても完成度の高いシステムで、共同作業に役立つ機能は他にもたくさん
あります。 たとえば、プロジェクト用の wiki・議論用の “walls” 機能・シ
ステム管理ツールなどです。 後に GitLab の利点としてもう一点挙げて
おきましょう。GitLab は、一度セットアップが終わってサーバーが動き出
せば、設定ファイルをいじったりサーバーに SSH でログインしたりする必
要はほとんどありません。管理作業、そして通常利用の大半は、ブラウザ
画面から操作できます。

ババババババババババ Git ババババババ

色々と苦労してまで自分用 Git サーバーを立てようとは思わない、という
場合は、Git 専用のホスティングサービスに Git のリポジトリを預けられま
す。 そうすれば、初期セットアップはすぐ終わり、簡単にプロジェクト
に着手できます。また、サーバー保守や監視の必要もありません。 仮に
内部用に自分用のサーバーを運用していたとしても、オープンソースのコ
ードをホストするにはホスティングサービスの公開リポジトリを使うとい
いでしょう。そうすれば、リポジトリは見つかりやすく、オープンソース
コミュニティの助けも得やすくなります。

近では、数多くのホスティングサービスが存在していて、それぞれ
に長所・短所があります。 ホスティングサービス一覧の 新版は、Git wi-
ki の GitHosting のページ https://git.wiki.kernel.org/index.php/GitHosting を
確認してください。

なお、GitHub の使い方を Chapter 6 で詳しく説明します。なぜなら、
GitHub は 大の Git ホスティングサービスで、関わりあいを持とうとした
プロジェクトが GitHub にホストされていることも十分あり得るからで
す。とはいえ、Git サーバーを自らセットアップしたくないなら、選択肢
はたくさんあります。

バババ

リモート Git リポジトリを用意するためのいくつかの方法を紹介し、他の
メンバーとの共同作業ができるようになりました。

自前でサーバーを構築すれば、多くのことを制御できるようになり、
ファイアウォールの内側でもサーバーを実行することができます。 しか
し、サーバーを構築して運用するにはそれなりの手間がかかります。ホス
ティングサービスを使えば、サーバーの準備や保守は簡単になります。
しかし、他人のサーバー上に自分のコードを置き続けなければなりませ
ん。組織によってはそんなことを許可していないかもしれません。

どの方法 (あるいは複数の方法の組み合わせ) を使えばいいのか、自分
や所属先の事情に合わせて考えましょう。
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Distributed Git

Now that you have a remote Git repository set up as a point for all the develop-
ers to share their code, and you’re familiar with basic Git commands in a local
workflow, you’ll look at how to utilize some of the distributed workflows that
Git affords you.

In this chapter, you’ll see how to work with Git in a distributed environment
as a contributor and an integrator. That is, you’ll learn how to contribute code
successfully to a project and make it as easy on you and the project maintainer
as possible, and also how to maintain a project successfully with a number of
developers contributing.

Distributed Workflows

Unlike Centralized Version Control Systems (CVCSs), the distributed nature of
Git allows you to be far more flexible in how developers collaborate on projects.
In centralized systems, every developer is a node working more or less equally
on a central hub. In Git, however, every developer is potentially both a node
and a hub – that is, every developer can both contribute code to other reposito-
ries and maintain a public repository on which others can base their work and
which they can contribute to. This opens a vast range of workflow possibilities
for your project and/or your team, so we’ll cover a few common paradigms that
take advantage of this flexibility. We’ll go over the strengths and possible weak-
nesses of each design; you can choose a single one to use, or you can mix and
match features from each.

Centralized Workflow

In centralized systems, there is generally a single collaboration model–the cen-
tralized workflow. One central hub, or repository, can accept code, and every-
one synchronizes their work to it. A number of developers are nodes – consum-
ers of that hub – and synchronize to that one place.
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FIGURE 5-1

Centralized
workflow.

This means that if two developers clone from the hub and both make
changes, the first developer to push their changes back up can do so with no
problems. The second developer must merge in the first one’s work before
pushing changes up, so as not to overwrite the first developer’s changes. This
concept is as true in Git as it is in Subversion (or any CVCS), and this model
works perfectly well in Git.

If you are already comfortable with a centralized workflow in your company
or team, you can easily continue using that workflow with Git. Simply set up a
single repository, and give everyone on your team push access; Git won’t let
users overwrite each other. Say John and Jessica both start working at the
same time. John finishes his change and pushes it to the server. Then Jessica
tries to push her changes, but the server rejects them. She is told that she’s try-
ing to push non-fast-forward changes and that she won’t be able to do so until
she fetches and merges. This workflow is attractive to a lot of people because
it’s a paradigm that many are familiar and comfortable with.

This is also not limited to small teams. With Git’s branching model, it’s possi-
ble for hundreds of developers to successfully work on a single project through
dozens of branches simultaneously.

Integration-Manager Workflow

Because Git allows you to have multiple remote repositories, it’s possible to
have a workflow where each developer has write access to their own public
repository and read access to everyone else’s. This scenario often includes a
canonical repository that represents the “official” project. To contribute to that
project, you create your own public clone of the project and push your changes
to it. Then, you can send a request to the maintainer of the main project to pull
in your changes. The maintainer can then add your repository as a remote, test
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FIGURE 5-2

Integration-
manager workflow.

your changes locally, merge them into their branch, and push back to their
repository. The process works as follows (see Figure 5-2):

1. The project maintainer pushes to their public repository.

2. A contributor clones that repository and makes changes.

3. The contributor pushes to their own public copy.

4. The contributor sends the maintainer an e-mail asking them to pull
changes.

5. The maintainer adds the contributor’s repo as a remote and merges local-
ly.

6. The maintainer pushes merged changes to the main repository.

This is a very common workflow with hub-based tools like GitHub or GitLab,
where it’s easy to fork a project and push your changes into your fork for every-
one to see. One of the main advantages of this approach is that you can contin-
ue to work, and the maintainer of the main repository can pull in your changes
at any time. Contributors don’t have to wait for the project to incorporate their
changes – each party can work at their own pace.

Dictator and Lieutenants Workflow

This is a variant of a multiple-repository workflow. It’s generally used by huge
projects with hundreds of collaborators; one famous example is the Linux ker-
nel. Various integration managers are in charge of certain parts of the reposito-
ry; they’re called lieutenants. All the lieutenants have one integration manager
known as the benevolent dictator. The benevolent dictator’s repository serves
as the reference repository from which all the collaborators need to pull. The
process works like this (see Figure 5-3):
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FIGURE 5-3

Benevolent dictator
workflow.

1. Regular developers work on their topic branch and rebase their work on
top of master. The master branch is that of the dictator.

2. Lieutenants merge the developers’ topic branches into their master
branch.

3. The dictator merges the lieutenants’ master branches into the dictator’s
master branch.

4. The dictator pushes their master to the reference repository so the other
developers can rebase on it.

This kind of workflow isn’t common, but can be useful in very big projects, or
in highly hierarchical environments. It allows the project leader (the dictator) to
delegate much of the work and collect large subsets of code at multiple points
before integrating them.

Workflows Summary

These are some commonly used workflows that are possible with a distributed
system like Git, but you can see that many variations are possible to suit your
particular real-world workflow. Now that you can (hopefully) determine which
workflow combination may work for you, we’ll cover some more specific exam-
ples of how to accomplish the main roles that make up the different flows. In
the next section, you’ll learn about a few common patterns for contributing to a
project.
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Contributing to a Project

The main difficulty with describing how to contribute to a project is that there
are a huge number of variations on how it’s done. Because Git is very flexible,
people can and do work together in many ways, and it’s problematic to de-
scribe how you should contribute – every project is a bit different. Some of the
variables involved are active contributor count, chosen workflow, your commit
access, and possibly the external contribution method.

The first variable is active contributor count – how many users are actively
contributing code to this project, and how often? In many instances, you’ll have
two or three developers with a few commits a day, or possibly less for some-
what dormant projects. For larger companies or projects, the number of devel-
opers could be in the thousands, with hundreds or thousands of commits com-
ing in each day. This is important because with more and more developers, you
run into more issues with making sure your code applies cleanly or can be easi-
ly merged. Changes you submit may be rendered obsolete or severely broken
by work that is merged in while you were working or while your changes were
waiting to be approved or applied. How can you keep your code consistently up
to date and your commits valid?

The next variable is the workflow in use for the project. Is it centralized, with
each developer having equal write access to the main codeline? Does the
project have a maintainer or integration manager who checks all the patches?
Are all the patches peer-reviewed and approved? Are you involved in that pro-
cess? Is a lieutenant system in place, and do you have to submit your work to
them first?

The next issue is your commit access. The workflow required in order to con-
tribute to a project is much different if you have write access to the project than
if you don’t. If you don’t have write access, how does the project prefer to ac-
cept contributed work? Does it even have a policy? How much work are you
contributing at a time? How often do you contribute?

All these questions can affect how you contribute effectively to a project and
what workflows are preferred or available to you. We’ll cover aspects of each of
these in a series of use cases, moving from simple to more complex; you should
be able to construct the specific workflows you need in practice from these ex-
amples.

Commit Guidelines

Before we start looking at the specific use cases, here’s a quick note about com-
mit messages. Having a good guideline for creating commits and sticking to it
makes working with Git and collaborating with others a lot easier. The Git
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FIGURE 5-4

Output of git diff
--check.

project provides a document that lays out a number of good tips for creating
commits from which to submit patches – you can read it in the Git source code
in the Documentation/SubmittingPatches file.

First, you don’t want to submit any whitespace errors. Git provides an easy
way to check for this – before you commit, run git diff --check, which
identifies possible whitespace errors and lists them for you.

If you run that command before committing, you can tell if you’re about to
commit whitespace issues that may annoy other developers.

Next, try to make each commit a logically separate changeset. If you can, try
to make your changes digestible – don’t code for a whole weekend on five dif-
ferent issues and then submit them all as one massive commit on Monday.
Even if you don’t commit during the weekend, use the staging area on Monday
to split your work into at least one commit per issue, with a useful message per
commit. If some of the changes modify the same file, try to use git add --
patch to partially stage files (covered in detail in “Interactive Staging”). The
project snapshot at the tip of the branch is identical whether you do one com-
mit or five, as long as all the changes are added at some point, so try to make
things easier on your fellow developers when they have to review your changes.
This approach also makes it easier to pull out or revert one of the changesets if
you need to later. “Rewriting History” describes a number of useful Git tricks
for rewriting history and interactively staging files – use these tools to help craft
a clean and understandable history before sending the work to someone else.

The last thing to keep in mind is the commit message. Getting in the habit of
creating quality commit messages makes using and collaborating with Git a lot
easier. As a general rule, your messages should start with a single line that’s no
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more than about 50 characters and that describes the changeset concisely, fol-
lowed by a blank line, followed by a more detailed explanation. The Git project
requires that the more detailed explanation include your motivation for the
change and contrast its implementation with previous behavior – this is a good
guideline to follow. It’s also a good idea to use the imperative present tense in
these messages. In other words, use commands. Instead of “I added tests for”
or “Adding tests for,” use “Add tests for.” Here is a template originally written by
Tim Pope:

Short (50 chars or less) summary of changes

More detailed explanatory text, if necessary.  Wrap it to
about 72 characters or so.  In some contexts, the first
line is treated as the subject of an email and the rest of
the text as the body.  The blank line separating the
summary from the body is critical (unless you omit the body
entirely); tools like rebase can get confused if you run
the two together.

Further paragraphs come after blank lines.

  - Bullet points are okay, too

  - Typically a hyphen or asterisk is used for the bullet,
    preceded by a single space, with blank lines in
    between, but conventions vary here

If all your commit messages look like this, things will be a lot easier for you
and the developers you work with. The Git project has well-formatted commit
messages – try running git log --no-merges there to see what a nicely for-
matted project-commit history looks like.

In the following examples, and throughout most of this book, for the sake of
brevity this book doesn’t have nicely-formatted messages like this; instead, we
use the -m option to git commit. Do as we say, not as we do.

Private Small Team

The simplest setup you’re likely to encounter is a private project with one or
two other developers. “Private,” in this context, means closed-source – not ac-
cessible to the outside world. You and the other developers all have push ac-
cess to the repository.

In this environment, you can follow a workflow similar to what you might do
when using Subversion or another centralized system. You still get the advan-
tages of things like offline committing and vastly simpler branching and merg-
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ing, but the workflow can be very similar; the main difference is that merges
happen client-side rather than on the server at commit time. Let’s see what it
might look like when two developers start to work together with a shared
repository. The first developer, John, clones the repository, makes a change,
and commits locally. (The protocol messages have been replaced with ... in
these examples to shorten them somewhat.)

# John's Machine
$ git clone john@githost:simplegit.git
Initialized empty Git repository in /home/john/simplegit/.git/
...
$ cd simplegit/
$ vim lib/simplegit.rb
$ git commit -am 'removed invalid default value'
[master 738ee87] removed invalid default value
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)

The second developer, Jessica, does the same thing – clones the repository
and commits a change:

# Jessica's Machine
$ git clone jessica@githost:simplegit.git
Initialized empty Git repository in /home/jessica/simplegit/.git/
...
$ cd simplegit/
$ vim TODO
$ git commit -am 'add reset task'
[master fbff5bc] add reset task
 1 files changed, 1 insertions(+), 0 deletions(-)

Now, Jessica pushes her work up to the server:

# Jessica's Machine
$ git push origin master
...
To jessica@githost:simplegit.git
   1edee6b..fbff5bc  master -> master

John tries to push his change up, too:

# John's Machine
$ git push origin master
To john@githost:simplegit.git
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FIGURE 5-5

John’s divergent
history.

 ! [rejected]        master -> master (non-fast forward)
error: failed to push some refs to 'john@githost:simplegit.git'

John isn’t allowed to push because Jessica has pushed in the meantime.
This is especially important to understand if you’re used to Subversion, be-
cause you’ll notice that the two developers didn’t edit the same file. Although
Subversion automatically does such a merge on the server if different files are
edited, in Git you must merge the commits locally. John has to fetch Jessica’s
changes and merge them in before he will be allowed to push:

$ git fetch origin
...
From john@githost:simplegit
 + 049d078...fbff5bc master     -> origin/master

At this point, John’s local repository looks something like this:

John has a reference to the changes Jessica pushed up, but he has to merge
them into his own work before he is allowed to push:

$ git merge origin/master
Merge made by recursive.
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FIGURE 5-6

John’s repository
after merging
origin/master.

FIGURE 5-7

John’s history after
pushing to the
origin server.

 TODO |    1 +
 1 files changed, 1 insertions(+), 0 deletions(-)

The merge goes smoothly – John’s commit history now looks like this:

Now, John can test his code to make sure it still works properly, and then he
can push his new merged work up to the server:

$ git push origin master
...
To john@githost:simplegit.git
   fbff5bc..72bbc59  master -> master

Finally, John’s commit history looks like this:
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FIGURE 5-8

Jessica’s topic
branch.

FIGURE 5-9

Jessica’s history
after fetching John’s
changes.

In the meantime, Jessica has been working on a topic branch. She’s created
a topic branch called issue54 and done three commits on that branch. She
hasn’t fetched John’s changes yet, so her commit history looks like this:

Jessica wants to sync up with John, so she fetches:

# Jessica's Machine
$ git fetch origin
...
From jessica@githost:simplegit
   fbff5bc..72bbc59  master     -> origin/master

That pulls down the work John has pushed up in the meantime. Jessica’s
history now looks like this:

Jessica thinks her topic branch is ready, but she wants to know what she has
to merge into her work so that she can push. She runs git log to find out:

$ git log --no-merges issue54..origin/master
commit 738ee872852dfaa9d6634e0dea7a324040193016
Author: John Smith <jsmith@example.com>
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Date:   Fri May 29 16:01:27 2009 -0700

   removed invalid default value

The issue54..origin/master syntax is a log filter that asks Git to only
show the list of commits that are on the latter branch (in this case origin/
master) that are not on the first branch (in this case issue54). We’ll go over
this syntax in detail in “Commit Ranges”.

For now, we can see from the output that there is a single commit that John
has made that Jessica has not merged in. If she merges origin/master, that is
the single commit that will modify her local work.

Now, Jessica can merge her topic work into her master branch, merge John’s
work (origin/master) into her master branch, and then push back to the
server again. First, she switches back to her master branch to integrate all this
work:

$ git checkout master
Switched to branch 'master'
Your branch is behind 'origin/master' by 2 commits, and can be fast-forwarded.

She can merge either origin/master or issue54 first – they’re both up-
stream, so the order doesn’t matter. The end snapshot should be identical no
matter which order she chooses; only the history will be slightly different. She
chooses to merge in issue54 first:

$ git merge issue54
Updating fbff5bc..4af4298
Fast forward
 README           |    1 +
 lib/simplegit.rb |    6 +++++-
 2 files changed, 6 insertions(+), 1 deletions(-)

No problems occur; as you can see it was a simple fast-forward. Now Jessica
merges in John’s work (origin/master):

$ git merge origin/master
Auto-merging lib/simplegit.rb
Merge made by recursive.
 lib/simplegit.rb |    2 +-
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)
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FIGURE 5-10

Jessica’s history
after merging John’s
changes.

FIGURE 5-11

Jessica’s history
after pushing all
changes back to the
server.

Everything merges cleanly, and Jessica’s history looks like this:

Now origin/master is reachable from Jessica’s master branch, so she
should be able to successfully push (assuming John hasn’t pushed again in the
meantime):

$ git push origin master
...
To jessica@githost:simplegit.git
   72bbc59..8059c15  master -> master

Each developer has committed a few times and merged each other’s work
successfully.

That is one of the simplest workflows. You work for a while, generally in a
topic branch, and merge into your master branch when it’s ready to be integra-
ted. When you want to share that work, you merge it into your own master
branch, then fetch and merge origin/master if it has changed, and finally
push to the master branch on the server. The general sequence is something
like this:
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FIGURE 5-12

General sequence of
events for a simple
multiple-developer
Git workflow.

Private Managed Team

In this next scenario, you’ll look at contributor roles in a larger private group.
You’ll learn how to work in an environment where small groups collaborate on
features and then those team-based contributions are integrated by another
party.

Let’s say that John and Jessica are working together on one feature, while
Jessica and Josie are working on a second. In this case, the company is using a
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type of integration-manager workflow where the work of the individual groups
is integrated only by certain engineers, and the master branch of the main repo
can be updated only by those engineers. In this scenario, all work is done in
team-based branches and pulled together by the integrators later.

Let’s follow Jessica’s workflow as she works on her two features, collaborat-
ing in parallel with two different developers in this environment. Assuming she
already has her repository cloned, she decides to work on featureA first. She
creates a new branch for the feature and does some work on it there:

# Jessica's Machine
$ git checkout -b featureA
Switched to a new branch 'featureA'
$ vim lib/simplegit.rb
$ git commit -am 'add limit to log function'
[featureA 3300904] add limit to log function
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)

At this point, she needs to share her work with John, so she pushes her fea-
tureA branch commits up to the server. Jessica doesn’t have push access to
the master branch – only the integrators do – so she has to push to another
branch in order to collaborate with John:

$ git push -u origin featureA
...
To jessica@githost:simplegit.git
 * [new branch]      featureA -> featureA

Jessica e-mails John to tell him that she’s pushed some work into a branch
named featureA and he can look at it now. While she waits for feedback from
John, Jessica decides to start working on featureB with Josie. To begin, she
starts a new feature branch, basing it off the server’s master branch:

# Jessica's Machine
$ git fetch origin
$ git checkout -b featureB origin/master
Switched to a new branch 'featureB'

Now, Jessica makes a couple of commits on the featureB branch:

$ vim lib/simplegit.rb
$ git commit -am 'made the ls-tree function recursive'
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FIGURE 5-13

Jessica’s initial
commit history.

[featureB e5b0fdc] made the ls-tree function recursive
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)
$ vim lib/simplegit.rb
$ git commit -am 'add ls-files'
[featureB 8512791] add ls-files
 1 files changed, 5 insertions(+), 0 deletions(-)

Jessica’s repository looks like this:

She’s ready to push up her work, but gets an e-mail from Josie that a branch
with some initial work on it was already pushed to the server as featureBee.
Jessica first needs to merge those changes in with her own before she can push
to the server. She can then fetch Josie’s changes down with git fetch:

$ git fetch origin
...
From jessica@githost:simplegit
 * [new branch]      featureBee -> origin/featureBee

Jessica can now merge this into the work she did with git merge:

$ git merge origin/featureBee
Auto-merging lib/simplegit.rb
Merge made by recursive.
 lib/simplegit.rb |    4 ++++
 1 files changed, 4 insertions(+), 0 deletions(-)
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There is a bit of a problem – she needs to push the merged work in her fea-
tureB branch to the featureBee branch on the server. She can do so by speci-
fying the local branch followed by a colon (:) followed by the remote branch to
the git push command:

$ git push -u origin featureB:featureBee
...
To jessica@githost:simplegit.git
   fba9af8..cd685d1  featureB -> featureBee

This is called a refspec. See “The Refspec” for a more detailed discussion of
Git refspecs and different things you can do with them. Also notice the -u flag;
this is short for --set-upstream, which configures the branches for easier
pushing and pulling later.

Next, John e-mails Jessica to say he’s pushed some changes to the featur-
eA branch and ask her to verify them. She runs a git fetch to pull down those
changes:

$ git fetch origin
...
From jessica@githost:simplegit
   3300904..aad881d  featureA   -> origin/featureA

Then, she can see what has been changed with git log:

$ git log featureA..origin/featureA
commit aad881d154acdaeb2b6b18ea0e827ed8a6d671e6
Author: John Smith <jsmith@example.com>
Date:   Fri May 29 19:57:33 2009 -0700

    changed log output to 30 from 25

Finally, she merges John’s work into her own featureA branch:

$ git checkout featureA
Switched to branch 'featureA'
$ git merge origin/featureA
Updating 3300904..aad881d
Fast forward
 lib/simplegit.rb |   10 +++++++++-
1 files changed, 9 insertions(+), 1 deletions(-)

Contributing to a Project

173



FIGURE 5-14

Jessica’s history
after committing on
a feature branch.

Jessica wants to tweak something, so she commits again and then pushes
this back up to the server:

$ git commit -am 'small tweak'
[featureA 774b3ed] small tweak
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)
$ git push
...
To jessica@githost:simplegit.git
   3300904..774b3ed  featureA -> featureA

Jessica’s commit history now looks something like this:

Jessica, Josie, and John inform the integrators that the featureA and fea-
tureBee branches on the server are ready for integration into the mainline. Af-
fter the integrators merge these branches into the mainline, a fetch will bring
down the new merge commit, making the history look like this:
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FIGURE 5-15

Jessica’s history
after merging both
her topic branches.

Many groups switch to Git because of this ability to have multiple teams
working in parallel, merging the different lines of work late in the process. The
ability of smaller subgroups of a team to collaborate via remote branches
without necessarily having to involve or impede the entire team is a huge bene-
fit of Git. The sequence for the workflow you saw here is something like this:
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FIGURE 5-16

Basic sequence of
this managed-team
workflow.

Forked Public Project

Contributing to public projects is a bit different. Because you don’t have the
permissions to directly update branches on the project, you have to get the
work to the maintainers some other way. This first example describes contribu-
ting via forking on Git hosts that support easy forking. Many hosting sites sup-
port this (including GitHub, BitBucket, Google Code, repo.or.cz, and others),
and many project maintainers expect this style of contribution. The next sec-
tion deals with projects that prefer to accept contributed patches via e-mail.

First, you’ll probably want to clone the main repository, create a topic
branch for the patch or patch series you’re planning to contribute, and do your
work there. The sequence looks basically like this:
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$ git clone (url)
$ cd project
$ git checkout -b featureA
# (work)
$ git commit
# (work)
$ git commit

You may want to use rebase -i to squash your work down to a single
commit, or rearrange the work in the commits to make the patch easier
for the maintainer to review – see “Rewriting History” for more infor-
mation about interactive rebasing.

When your branch work is finished and you’re ready to contribute it back to
the maintainers, go to the original project page and click the “Fork” button, cre-
ating your own writable fork of the project. You then need to add in this new
repository URL as a second remote, in this case named myfork:

$ git remote add myfork (url)

Then you need to push your work up to it. It’s easiest to push the topic
branch you’re working on up to your repository, rather than merging into your
master branch and pushing that up. The reason is that if the work isn’t accept-
ed or is cherry picked, you don’t have to rewind your master branch. If the
maintainers merge, rebase, or cherry-pick your work, you’ll eventually get it
back via pulling from their repository anyhow:

$ git push -u myfork featureA

When your work has been pushed up to your fork, you need to notify the
maintainer. This is often called a pull request, and you can either generate it via
the website – GitHub has it’s own Pull Request mechanism that we’ll go over in
Chapter 6 – or you can run the git request-pull command and e-mail the
output to the project maintainer manually.

The request-pull command takes the base branch into which you want
your topic branch pulled and the Git repository URL you want them to pull
from, and outputs a summary of all the changes you’re asking to be pulled in.
For instance, if Jessica wants to send John a pull request, and she’s done two
commits on the topic branch she just pushed up, she can run this:
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$ git request-pull origin/master myfork
The following changes since commit 1edee6b1d61823a2de3b09c160d7080b8d1b3a40:
  John Smith (1):
        added a new function

are available in the git repository at:

  git://githost/simplegit.git featureA

Jessica Smith (2):
      add limit to log function
      change log output to 30 from 25

 lib/simplegit.rb |   10 +++++++++-
 1 files changed, 9 insertions(+), 1 deletions(-)

The output can be sent to the maintainer–it tells them where the work was
branched from, summarizes the commits, and tells where to pull this work
from.

On a project for which you’re not the maintainer, it’s generally easier to have
a branch like master always track origin/master and to do your work in top-
ic branches that you can easily discard if they’re rejected. Having work themes
isolated into topic branches also makes it easier for you to rebase your work if
the tip of the main repository has moved in the meantime and your commits no
longer apply cleanly. For example, if you want to submit a second topic of work
to the project, don’t continue working on the topic branch you just pushed up –
start over from the main repository’s master branch:

$ git checkout -b featureB origin/master
# (work)
$ git commit
$ git push myfork featureB
# (email maintainer)
$ git fetch origin

Now, each of your topics is contained within a silo – similar to a patch queue
– that you can rewrite, rebase, and modify without the topics interfering or in-
terdepending on each other, like so:
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FIGURE 5-17

Initial commit
history with
featureB work.

FIGURE 5-18

Commit history after
featureA work.

Let’s say the project maintainer has pulled in a bunch of other patches and
tried your first branch, but it no longer cleanly merges. In this case, you can try
to rebase that branch on top of origin/master, resolve the conflicts for the
maintainer, and then resubmit your changes:

$ git checkout featureA
$ git rebase origin/master
$ git push -f myfork featureA

This rewrites your history to now look like Figure 5-18.

Because you rebased the branch, you have to specify the -f to your push
command in order to be able to replace the featureA branch on the server
with a commit that isn’t a descendant of it. An alternative would be to push this
new work to a different branch on the server (perhaps called featureAv2).

Let’s look at one more possible scenario: the maintainer has looked at work
in your second branch and likes the concept but would like you to change an
implementation detail. You’ll also take this opportunity to move the work to be

Contributing to a Project

179



FIGURE 5-19

Commit history after
featureBv2 work.

based off the project’s current master branch. You start a new branch based off
the current origin/master branch, squash the featureB changes there, re-
solve any conflicts, make the implementation change, and then push that up as
a new branch:

$ git checkout -b featureBv2 origin/master
$ git merge --no-commit --squash featureB
# (change implementation)
$ git commit
$ git push myfork featureBv2

The --squash option takes all the work on the merged branch and squash-
es it into one non-merge commit on top of the branch you’re on. The --no-
commit option tells Git not to automatically record a commit. This allows you
to introduce all the changes from another branch and then make more changes
before recording the new commit.

Now you can send the maintainer a message that you’ve made the reques-
ted changes and they can find those changes in your featureBv2 branch.

Public Project over E-Mail

Many projects have established procedures for accepting patches – you’ll need
to check the specific rules for each project, because they will differ. Since there
are several older, larger projects which accept patches via a developer mailing
list, we’ll go over an example of that now.

The workflow is similar to the previous use case – you create topic branches
for each patch series you work on. The difference is how you submit them to
the project. Instead of forking the project and pushing to your own writable ver-
sion, you generate e-mail versions of each commit series and e-mail them to
the developer mailing list:
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$ git checkout -b topicA
# (work)
$ git commit
# (work)
$ git commit

Now you have two commits that you want to send to the mailing list. You use
git format-patch to generate the mbox-formatted files that you can e-mail
to the list – it turns each commit into an e-mail message with the first line of the
commit message as the subject and the rest of the message plus the patch that
the commit introduces as the body. The nice thing about this is that applying a
patch from an e-mail generated with format-patch preserves all the commit
information properly.

$ git format-patch -M origin/master
0001-add-limit-to-log-function.patch
0002-changed-log-output-to-30-from-25.patch

The format-patch command prints out the names of the patch files it cre-
ates. The -M switch tells Git to look for renames. The files end up looking like
this:

$ cat 0001-add-limit-to-log-function.patch
From 330090432754092d704da8e76ca5c05c198e71a8 Mon Sep 17 00:00:00 2001
From: Jessica Smith <jessica@example.com>
Date: Sun, 6 Apr 2008 10:17:23 -0700
Subject: [PATCH 1/2] add limit to log function

Limit log functionality to the first 20

---
 lib/simplegit.rb |    2 +-
 1 files changed, 1 insertions(+), 1 deletions(-)

diff --git a/lib/simplegit.rb b/lib/simplegit.rb
index 76f47bc..f9815f1 100644
--- a/lib/simplegit.rb
+++ b/lib/simplegit.rb
@@ -14,7 +14,7 @@ class SimpleGit
   end

   def log(treeish = 'master')
-    command("git log #{treeish}")
+    command("git log -n 20 #{treeish}")
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   end

   def ls_tree(treeish = 'master')
--
2.1.0

You can also edit these patch files to add more information for the e-mail list
that you don’t want to show up in the commit message. If you add text between
the --- line and the beginning of the patch (the diff --git line), then devel-
opers can read it; but applying the patch excludes it.

To e-mail this to a mailing list, you can either paste the file into your e-mail
program or send it via a command-line program. Pasting the text often causes
formatting issues, especially with “smarter” clients that don’t preserve new-
lines and other whitespace appropriately. Luckily, Git provides a tool to help
you send properly formatted patches via IMAP, which may be easier for you.
We’ll demonstrate how to send a patch via Gmail, which happens to be the e-
mail agent we know best; you can read detailed instructions for a number of
mail programs at the end of the aforementioned Documentation/Submit-
tingPatches file in the Git source code.

First, you need to set up the imap section in your ~/.gitconfig file. You
can set each value separately with a series of git config commands, or you
can add them manually, but in the end your config file should look something
like this:

[imap]
  folder = "[Gmail]/Drafts"
  host = imaps://imap.gmail.com
  user = user@gmail.com
  pass = p4ssw0rd
  port = 993
  sslverify = false

If your IMAP server doesn’t use SSL, the last two lines probably aren’t neces-
sary, and the host value will be imap:// instead of imaps://. When that is set
up, you can use git send-email to place the patch series in the Drafts folder
of the specified IMAP server:

$ git send-email *.patch
0001-added-limit-to-log-function.patch
0002-changed-log-output-to-30-from-25.patch
Who should the emails appear to be from? [Jessica Smith <jessica@example.com>]
Emails will be sent from: Jessica Smith <jessica@example.com>
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Who should the emails be sent to? jessica@example.com
Message-ID to be used as In-Reply-To for the first email? y

Then, Git spits out a bunch of log information looking something like this for
each patch you’re sending:

(mbox) Adding cc: Jessica Smith <jessica@example.com> from
  \line 'From: Jessica Smith <jessica@example.com>'
OK. Log says:
Sendmail: /usr/sbin/sendmail -i jessica@example.com
From: Jessica Smith <jessica@example.com>
To: jessica@example.com
Subject: [PATCH 1/2] added limit to log function
Date: Sat, 30 May 2009 13:29:15 -0700
Message-Id: <1243715356-61726-1-git-send-email-jessica@example.com>
X-Mailer: git-send-email 1.6.2.rc1.20.g8c5b.dirty
In-Reply-To: <y>
References: <y>

Result: OK

At this point, you should be able to go to your Drafts folder, change the To
field to the mailing list you’re sending the patch to, possibly CC the maintainer
or person responsible for that section, and send it off.

Summary

This section has covered a number of common workflows for dealing with sev-
eral very different types of Git projects you’re likely to encounter, and intro-
duced a couple of new tools to help you manage this process. Next, you’ll see
how to work the other side of the coin: maintaining a Git project. You’ll learn
how to be a benevolent dictator or integration manager.

Maintaining a Project

In addition to knowing how to effectively contribute to a project, you’ll likely
need to know how to maintain one. This can consist of accepting and applying
patches generated via format-patch and e-mailed to you, or integrating
changes in remote branches for repositories you’ve added as remotes to your
project. Whether you maintain a canonical repository or want to help by verify-
ing or approving patches, you need to know how to accept work in a way that is
clearest for other contributors and sustainable by you over the long run.
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Working in Topic Branches

When you’re thinking of integrating new work, it’s generally a good idea to try it
out in a topic branch – a temporary branch specifically made to try out that
new work. This way, it’s easy to tweak a patch individually and leave it if it’s not
working until you have time to come back to it. If you create a simple branch
name based on the theme of the work you’re going to try, such as ruby_cli-
ent or something similarly descriptive, you can easily remember it if you have
to abandon it for a while and come back later. The maintainer of the Git project
tends to namespace these branches as well – such as sc/ruby_client, where
sc is short for the person who contributed the work. As you’ll remember, you
can create the branch based off your master branch like this:

$ git branch sc/ruby_client master

Or, if you want to also switch to it immediately, you can use the checkout -
b option:

$ git checkout -b sc/ruby_client master

Now you’re ready to add your contributed work into this topic branch and
determine if you want to merge it into your longer-term branches.

Applying Patches from E-mail

If you receive a patch over e-mail that you need to integrate into your project,
you need to apply the patch in your topic branch to evaluate it. There are two
ways to apply an e-mailed patch: with git apply or with git am.

APPLYING A PATCH WITH APPLY

If you received the patch from someone who generated it with the git diff or
a Unix diff command (which is not recommended; see the next section), you
can apply it with the git apply command. Assuming you saved the patch
at /tmp/patch-ruby-client.patch, you can apply the patch like this:

$ git apply /tmp/patch-ruby-client.patch
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This modifies the files in your working directory. It’s almost identical to run-
ning a patch -p1 command to apply the patch, although it’s more paranoid
and accepts fewer fuzzy matches than patch. It also handles file adds, deletes,
and renames if they’re described in the git diff format, which patch won’t
do. Finally, git apply is an “apply all or abort all” model where either every-
thing is applied or nothing is, whereas patch can partially apply patchfiles,
leaving your working directory in a weird state. git apply is overall much
more conservative than patch. It won’t create a commit for you – after running
it, you must stage and commit the changes introduced manually.

You can also use git apply to see if a patch applies cleanly before you try ac-
tually applying it – you can run git apply --check with the patch:

$ git apply --check 0001-seeing-if-this-helps-the-gem.patch
error: patch failed: ticgit.gemspec:1
error: ticgit.gemspec: patch does not apply

If there is no output, then the patch should apply cleanly. This command al-
so exits with a non-zero status if the check fails, so you can use it in scripts if
you want.

APPLYING A PATCH WITH AM

If the contributor is a Git user and was good enough to use the format-patch
command to generate their patch, then your job is easier because the patch
contains author information and a commit message for you. If you can, encour-
age your contributors to use format-patch instead of diff to generate patch-
es for you. You should only have to use git apply for legacy patches and
things like that.

To apply a patch generated by format-patch, you use git am. Technically,
git am is built to read an mbox file, which is a simple, plain-text format for
storing one or more e-mail messages in one text file. It looks something like
this:

From 330090432754092d704da8e76ca5c05c198e71a8 Mon Sep 17 00:00:00 2001
From: Jessica Smith <jessica@example.com>
Date: Sun, 6 Apr 2008 10:17:23 -0700
Subject: [PATCH 1/2] add limit to log function

Limit log functionality to the first 20
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This is the beginning of the output of the format-patch command that you
saw in the previous section. This is also a valid mbox e-mail format. If someone
has e-mailed you the patch properly using git send-email, and you download
that into an mbox format, then you can point git am to that mbox file, and it
will start applying all the patches it sees. If you run a mail client that can save
several e-mails out in mbox format, you can save entire patch series into a file
and then use git am to apply them one at a time.

However, if someone uploaded a patch file generated via format-patch to
a ticketing system or something similar, you can save the file locally and then
pass that file saved on your disk to git am to apply it:

$ git am 0001-limit-log-function.patch
Applying: add limit to log function

You can see that it applied cleanly and automatically created the new com-
mit for you. The author information is taken from the e-mail’s From and Date
headers, and the message of the commit is taken from the Subject and body
(before the patch) of the e-mail. For example, if this patch was applied from the
mbox example above, the commit generated would look something like this:

$ git log --pretty=fuller -1
commit 6c5e70b984a60b3cecd395edd5b48a7575bf58e0
Author:     Jessica Smith <jessica@example.com>
AuthorDate: Sun Apr 6 10:17:23 2008 -0700
Commit:     Scott Chacon <schacon@gmail.com>
CommitDate: Thu Apr 9 09:19:06 2009 -0700

   add limit to log function

   Limit log functionality to the first 20

The Commit information indicates the person who applied the patch and the
time it was applied. The Author information is the individual who originally
created the patch and when it was originally created.

But it’s possible that the patch won’t apply cleanly. Perhaps your main
branch has diverged too far from the branch the patch was built from, or the
patch depends on another patch you haven’t applied yet. In that case, the git
am process will fail and ask you what you want to do:

$ git am 0001-seeing-if-this-helps-the-gem.patch
Applying: seeing if this helps the gem
error: patch failed: ticgit.gemspec:1
error: ticgit.gemspec: patch does not apply

CHAPTER 5: Distributed Git

186



Patch failed at 0001.
When you have resolved this problem run "git am --resolved".
If you would prefer to skip this patch, instead run "git am --skip".
To restore the original branch and stop patching run "git am --abort".

This command puts conflict markers in any files it has issues with, much like
a conflicted merge or rebase operation. You solve this issue much the same way
– edit the file to resolve the conflict, stage the new file, and then run git am --
resolved to continue to the next patch:

$ (fix the file)
$ git add ticgit.gemspec
$ git am --resolved
Applying: seeing if this helps the gem

If you want Git to try a bit more intelligently to resolve the conflict, you can
pass a -3 option to it, which makes Git attempt a three-way merge. This option
isn’t on by default because it doesn’t work if the commit the patch says it was
based on isn’t in your repository. If you do have that commit – if the patch was
based on a public commit – then the -3 option is generally much smarter about
applying a conflicting patch:

$ git am -3 0001-seeing-if-this-helps-the-gem.patch
Applying: seeing if this helps the gem
error: patch failed: ticgit.gemspec:1
error: ticgit.gemspec: patch does not apply
Using index info to reconstruct a base tree...
Falling back to patching base and 3-way merge...
No changes -- Patch already applied.

In this case, this patch had already been applied. Without the -3 option, it
looks like a conflict.

If you’re applying a number of patches from an mbox, you can also run the
am command in interactive mode, which stops at each patch it finds and asks if
you want to apply it:

$ git am -3 -i mbox
Commit Body is:
--------------------------
seeing if this helps the gem
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--------------------------
Apply? [y]es/[n]o/[e]dit/[v]iew patch/[a]ccept all

This is nice if you have a number of patches saved, because you can view the
patch first if you don’t remember what it is, or not apply the patch if you’ve al-
ready done so.

When all the patches for your topic are applied and committed into your
branch, you can choose whether and how to integrate them into a longer-
running branch.

Checking Out Remote Branches

If your contribution came from a Git user who set up their own repository, push-
ed a number of changes into it, and then sent you the URL to the repository and
the name of the remote branch the changes are in, you can add them as a re-
mote and do merges locally.

For instance, if Jessica sends you an e-mail saying that she has a great new
feature in the ruby-client branch of her repository, you can test it by adding
the remote and checking out that branch locally:

$ git remote add jessica git://github.com/jessica/myproject.git
$ git fetch jessica
$ git checkout -b rubyclient jessica/ruby-client

If she e-mails you again later with another branch containing another great
feature, you can fetch and check out because you already have the remote set-
up.

This is most useful if you’re working with a person consistently. If someone
only has a single patch to contribute once in a while, then accepting it over e-
mail may be less time consuming than requiring everyone to run their own
server and having to continually add and remove remotes to get a few patches.
You’re also unlikely to want to have hundreds of remotes, each for someone
who contributes only a patch or two. However, scripts and hosted services may
make this easier – it depends largely on how you develop and how your contrib-
utors develop.

The other advantage of this approach is that you get the history of the com-
mits as well. Although you may have legitimate merge issues, you know where
in your history their work is based; a proper three-way merge is the default
rather than having to supply a -3 and hope the patch was generated off a pub-
lic commit to which you have access.
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If you aren’t working with a person consistently but still want to pull from
them in this way, you can provide the URL of the remote repository to the git
pull command. This does a one-time pull and doesn’t save the URL as a re-
mote reference:

$ git pull https://github.com/onetimeguy/project
From https://github.com/onetimeguy/project
 * branch            HEAD       -> FETCH_HEAD
Merge made by recursive.

Determining What Is Introduced

Now you have a topic branch that contains contributed work. At this point, you
can determine what you’d like to do with it. This section revisits a couple of
commands so you can see how you can use them to review exactly what you’ll
be introducing if you merge this into your main branch.

It’s often helpful to get a review of all the commits that are in this branch but
that aren’t in your master branch. You can exclude commits in the master
branch by adding the --not option before the branch name. This does the
same thing as the master..contrib format that we used earlier. For example,
if your contributor sends you two patches and you create a branch called con-
trib and applied those patches there, you can run this:

$ git log contrib --not master
commit 5b6235bd297351589efc4d73316f0a68d484f118
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri Oct 24 09:53:59 2008 -0700

    seeing if this helps the gem

commit 7482e0d16d04bea79d0dba8988cc78df655f16a0
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Mon Oct 22 19:38:36 2008 -0700

    updated the gemspec to hopefully work better

To see what changes each commit introduces, remember that you can pass
the -p option to git log and it will append the diff introduced to each com-
mit.

To see a full diff of what would happen if you were to merge this topic
branch with another branch, you may have to use a weird trick to get the cor-
rect results. You may think to run this:
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$ git diff master

This command gives you a diff, but it may be misleading. If your master
branch has moved forward since you created the topic branch from it, then
you’ll get seemingly strange results. This happens because Git directly com-
pares the snapshots of the last commit of the topic branch you’re on and the
snapshot of the last commit on the master branch. For example, if you’ve add-
ed a line in a file on the master branch, a direct comparison of the snapshots
will look like the topic branch is going to remove that line.

If master is a direct ancestor of your topic branch, this isn’t a problem; but if
the two histories have diverged, the diff will look like you’re adding all the new
stuff in your topic branch and removing everything unique to the master
branch.

What you really want to see are the changes added to the topic branch – the
work you’ll introduce if you merge this branch with master. You do that by hav-
ing Git compare the last commit on your topic branch with the first common
ancestor it has with the master branch.

Technically, you can do that by explicitly figuring out the common ancestor
and then running your diff on it:

$ git merge-base contrib master
36c7dba2c95e6bbb78dfa822519ecfec6e1ca649
$ git diff 36c7db

However, that isn’t convenient, so Git provides another shorthand for doing
the same thing: the triple-dot syntax. In the context of the diff command, you
can put three periods after another branch to do a diff between the last com-
mit of the branch you’re on and its common ancestor with another branch:

$ git diff master...contrib

This command shows you only the work your current topic branch has intro-
duced since its common ancestor with master. That is a very useful syntax to
remember.

Integrating Contributed Work

When all the work in your topic branch is ready to be integrated into a more
mainline branch, the question is how to do it. Furthermore, what overall work-
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FIGURE 5-20

History with several
topic branches.

FIGURE 5-21

After a topic branch
merge.

flow do you want to use to maintain your project? You have a number of
choices, so we’ll cover a few of them.

MERGING WORKFLOWS

One simple workflow merges your work into your master branch. In this sce-
nario, you have a master branch that contains basically stable code. When you
have work in a topic branch that you’ve done or that someone has contributed
and you’ve verified, you merge it into your master branch, delete the topic
branch, and then continue the process. If we have a repository with work in two
branches named ruby_client and php_client that looks like Figure 5-20
and merge ruby_client first and then php_client next, then your history
will end up looking like Figure 5-21.
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FIGURE 5-22

Before a topic
branch merge.

FIGURE 5-23

After a topic branch
merge.

That is probably the simplest workflow, but it can possibly be problematic if
you’re dealing with larger or more stable projects where you want to be really
careful about what you introduce.

If you have a more important project, you might want to use a two-phase
merge cycle. In this scenario, you have two long-running branches, master and
develop, in which you determine that master is updated only when a very sta-
ble release is cut and all new code is integrated into the develop branch. You
regularly push both of these branches to the public repository. Each time you
have a new topic branch to merge in (Figure 5-22), you merge it into develop
(Figure 5-23); then, when you tag a release, you fast-forward master to wher-
ever the now-stable develop branch is (Figure 5-24).
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FIGURE 5-24

After a project
release.

This way, when people clone your project’s repository, they can either check
out master to build the latest stable version and keep up to date on that easily,
or they can check out develop, which is the more cutting-edge stuff. You can
also continue this concept, having an integrate branch where all the work is
merged together. Then, when the codebase on that branch is stable and passes
tests, you merge it into a develop branch; and when that has proven itself sta-
ble for a while, you fast-forward your master branch.

LARGE-MERGING WORKFLOWS

The Git project has four long-running branches: master, next, and pu (pro-
posed updates) for new work, and maint for maintenance backports. When
new work is introduced by contributors, it’s collected into topic branches in the
maintainer’s repository in a manner similar to what we’ve described (see
Figure 5-25). At this point, the topics are evaluated to determine whether
they’re safe and ready for consumption or whether they need more work. If
they’re safe, they’re merged into next, and that branch is pushed up so every-
one can try the topics integrated together.

Maintaining a Project

193



FIGURE 5-25

Managing a complex
series of parallel
contributed topic
branches.

FIGURE 5-26

Merging contributed
topic branches into
long-term
integration
branches.

If the topics still need work, they’re merged into pu instead. When it’s deter-
mined that they’re totally stable, the topics are re-merged into master and are
then rebuilt from the topics that were in next but didn’t yet graduate to mas-
ter. This means master almost always moves forward, next is rebased occa-
sionally, and pu is rebased even more often:
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FIGURE 5-27

Example history
before a cherry-pick.

When a topic branch has finally been merged into master, it’s removed from
the repository. The Git project also has a maint branch that is forked off from
the last release to provide backported patches in case a maintenance release is
required. Thus, when you clone the Git repository, you have four branches that
you can check out to evaluate the project in different stages of development,
depending on how cutting edge you want to be or how you want to contribute;
and the maintainer has a structured workflow to help them vet new contribu-
tions.

REBASING AND CHERRY PICKING WORKFLOWS

Other maintainers prefer to rebase or cherry-pick contributed work on top of
their master branch, rather than merging it in, to keep a mostly linear history.
When you have work in a topic branch and have determined that you want to
integrate it, you move to that branch and run the rebase command to rebuild
the changes on top of your current master (or develop, and so on) branch. If
that works well, you can fast-forward your master branch, and you’ll end up
with a linear project history.

The other way to move introduced work from one branch to another is to
cherry-pick it. A cherry-pick in Git is like a rebase for a single commit. It takes
the patch that was introduced in a commit and tries to reapply it on the branch
you’re currently on. This is useful if you have a number of commits on a topic
branch and you want to integrate only one of them, or if you only have one
commit on a topic branch and you’d prefer to cherry-pick it rather than run re-
base. For example, suppose you have a project that looks like this:

If you want to pull commit e43a6 into your master branch, you can run
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FIGURE 5-28

History after cherry-
picking a commit on
a topic branch.

$ git cherry-pick e43a6fd3e94888d76779ad79fb568ed180e5fcdf
Finished one cherry-pick.
[master]: created a0a41a9: "More friendly message when locking the index fails."
 3 files changed, 17 insertions(+), 3 deletions(-)

This pulls the same change introduced in e43a6, but you get a new commit
SHA-1 value, because the date applied is different. Now your history looks like
this:

Now you can remove your topic branch and drop the commits you didn’t
want to pull in.

RERERE

If you’re doing lots of merging and rebasing, or you’re maintaining a long-lived
topic branch, Git has a feature called “rerere” that can help.

Rerere stands for “reuse recorded resolution” – it’s a way of shortcutting
manual conflict resolution. When rerere is enabled, Git will keep a set of pre-
and post-images from successful merges, and if it notices that there’s a conflict
that looks exactly like one you’ve already fixed, it’ll just use the fix from last
time, without bothering you with it.

This feature comes in two parts: a configuration setting and a command. The
configuration setting is rerere.enabled, and it’s handy enough to put in your
global config:
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$ git config --global rerere.enabled true

Now, whenever you do a merge that resolves conflicts, the resolution will be
recorded in the cache in case you need it in the future.

If you need to, you can interact with the rerere cache using the git rerere
command. When it’s invoked alone, Git checks its database of resolutions and
tries to find a match with any current merge conflicts and resolve them (al-
though this is done automatically if rerere.enabled is set to true). There are
also subcommands to see what will be recorded, to erase specific resolution
from the cache, and to clear the entire cache. We will cover rerere in more detail
in “Rerere”.

Tagging Your Releases

When you’ve decided to cut a release, you’ll probably want to drop a tag so you
can re-create that release at any point going forward. You can create a new tag
as discussed in Chapter 2. If you decide to sign the tag as the maintainer, the
tagging may look something like this:

$ git tag -s v1.5 -m 'my signed 1.5 tag'
You need a passphrase to unlock the secret key for
user: "Scott Chacon <schacon@gmail.com>"
1024-bit DSA key, ID F721C45A, created 2009-02-09

If you do sign your tags, you may have the problem of distributing the public
PGP key used to sign your tags. The maintainer of the Git project has solved this
issue by including their public key as a blob in the repository and then adding a
tag that points directly to that content. To do this, you can figure out which key
you want by running gpg --list-keys:

$ gpg --list-keys
/Users/schacon/.gnupg/pubring.gpg
---------------------------------
pub   1024D/F721C45A 2009-02-09 [expires: 2010-02-09]
uid                  Scott Chacon <schacon@gmail.com>
sub   2048g/45D02282 2009-02-09 [expires: 2010-02-09]

Then, you can directly import the key into the Git database by exporting it
and piping that through git hash-object, which writes a new blob with
those contents into Git and gives you back the SHA-1 of the blob:
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$ gpg -a --export F721C45A | git hash-object -w --stdin
659ef797d181633c87ec71ac3f9ba29fe5775b92

Now that you have the contents of your key in Git, you can create a tag that
points directly to it by specifying the new SHA-1 value that the hash-object
command gave you:

$ git tag -a maintainer-pgp-pub 659ef797d181633c87ec71ac3f9ba29fe5775b92

If you run git push --tags, the maintainer-pgp-pub tag will be shared
with everyone. If anyone wants to verify a tag, they can directly import your
PGP key by pulling the blob directly out of the database and importing it into
GPG:

$ git show maintainer-pgp-pub | gpg --import

They can use that key to verify all your signed tags. Also, if you include in-
structions in the tag message, running git show <tag> will let you give the
end user more specific instructions about tag verification.

Generating a Build Number

Because Git doesn’t have monotonically increasing numbers like v123 or the
equivalent to go with each commit, if you want to have a human-readable
name to go with a commit, you can run git describe on that commit. Git
gives you the name of the nearest tag with the number of commits on top of
that tag and a partial SHA-1 value of the commit you’re describing:

$ git describe master
v1.6.2-rc1-20-g8c5b85c

This way, you can export a snapshot or build and name it something under-
standable to people. In fact, if you build Git from source code cloned from the
Git repository, git --version gives you something that looks like this. If
you’re describing a commit that you have directly tagged, it gives you the tag
name.

The git describe command favors annotated tags (tags created with the
-a or -s flag), so release tags should be created this way if you’re using git
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describe, to ensure the commit is named properly when described. You can
also use this string as the target of a checkout or show command, although it
relies on the abbreviated SHA-1 value at the end, so it may not be valid forever.
For instance, the Linux kernel recently jumped from 8 to 10 characters to ensure
SHA-1 object uniqueness, so older git describe output names were invalida-
ted.

Preparing a Release

Now you want to release a build. One of the things you’ll want to do is create an
archive of the latest snapshot of your code for those poor souls who don’t use
Git. The command to do this is git archive:

$ git archive master --prefix='project/' | gzip > `git describe master`.tar.gz
$ ls *.tar.gz
v1.6.2-rc1-20-g8c5b85c.tar.gz

If someone opens that tarball, they get the latest snapshot of your project
under a project directory. You can also create a zip archive in much the same
way, but by passing the --format=zip option to git archive:

$ git archive master --prefix='project/' --format=zip > `git describe master`.zip

You now have a nice tarball and a zip archive of your project release that you
can upload to your website or e-mail to people.

The Shortlog

It’s time to e-mail your mailing list of people who want to know what’s happen-
ing in your project. A nice way of quickly getting a sort of changelog of what has
been added to your project since your last release or e-mail is to use the git
shortlog command. It summarizes all the commits in the range you give it; for
example, the following gives you a summary of all the commits since your last
release, if your last release was named v1.0.1:

$ git shortlog --no-merges master --not v1.0.1
Chris Wanstrath (8):
      Add support for annotated tags to Grit::Tag
      Add packed-refs annotated tag support.
      Add Grit::Commit#to_patch
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      Update version and History.txt
      Remove stray `puts`
      Make ls_tree ignore nils

Tom Preston-Werner (4):
      fix dates in history
      dynamic version method
      Version bump to 1.0.2
      Regenerated gemspec for version 1.0.2

You get a clean summary of all the commits since v1.0.1, grouped by author,
that you can e-mail to your list.

Summary

You should feel fairly comfortable contributing to a project in Git as well as
maintaining your own project or integrating other users’ contributions. Con-
gratulations on being an effective Git developer! In the next chapter, you’ll learn
about how to use the largest and most popular Git hosting service, GitHub.
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GitHub

GitHub is the single largest host for Git repositories, and is the central point of
collaboration for millions of developers and projects. A large percentage of all
Git repositories are hosted on GitHub, and many open-source projects use it for
Git hosting, issue tracking, code review, and other things. So while it’s not a di-
rect part of the Git open source project, there’s a good chance that you’ll want
or need to interact with GitHub at some point while using Git professionally.

This chapter is about using GitHub effectively. We’ll cover signing up for and
managing an account, creating and using Git repositories, common workflows
to contribute to projects and to accept contributions to yours, GitHub’s pro-
grammatic interface and lots of little tips to make your life easier in general.

If you are not interested in using GitHub to host your own projects or to col-
laborate with other projects that are hosted on GitHub, you can safely skip to
Chapter 7.

INTERFACES CHANGE

It’s important to note that like many active websites, the UI elements in
these screenshots are bound to change over time. Hopefully the general
idea of what we’re trying to accomplish here will still be there, but if you
want more up to date versions of these screens, the online versions of
this book may have newer screenshots.

Account Setup and Configuration

The first thing you need to do is set up a free user account. Simply visit https://
github.com, choose a user name that isn’t already taken, provide an email ad-
dress and a password, and click the big green “Sign up for GitHub” button.
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FIGURE 6-1

The GitHub sign-up
form.

The next thing you’ll see is the pricing page for upgraded plans, but it’s safe
to ignore this for now. GitHub will send you an email to verify the address you
provided. Go ahead and do this, it’s pretty important (as we’ll see later).

GitHub provides all of its functionality with free accounts, with the limi-
tation that all of your projects are fully public (everyone has read access).
GitHub’s paid plans include a set number of private projects, but we
won’t be covering those in this book.

Clicking the Octocat logo at the top-left of the screen will take you to your
dashboard page. You’re now ready to use GitHub.

SSH Access

As of right now, you’re fully able to connect with Git repositories using the
https:// protocol, authenticating with the username and password you just
set up. However, to simply clone public projects, you don’t even need to sign up
- the account we just created comes into play when we fork projects and push
to our forks a bit later.
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FIGURE 6-2

The “Account
settings” link.

FIGURE 6-3

The “SSH keys” link.

If you’d like to use SSH remotes, you’ll need to configure a public key. (If you
don’t already have one, see “SSH 公開鍵の作成”.) Open up your account set-
tings using the link at the top-right of the window:

Then select the “SSH keys” section along the left-hand side.

From there, click the "Add an SSH key" button, give your key a name,
paste the contents of your ~/.ssh/id_rsa.pub (or whatever you named it)
public-key file into the text area, and click “Add key”.

Be sure to name your SSH key something you can remember. You can
name each of your keys (e.g. “My Laptop” or “Work Account”) so that if
you need to revoke a key later, you can easily tell which one you’re look-
ing for.
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FIGURE 6-4

The “Profile” link.

Your Avatar

Next, if you wish, you can replace the avatar that is generated for you with an
image of your choosing. First go to the “Profile” tab (above the SSH Keys tab)
and click “Upload new picture”.

We’ll chose a copy of the Git logo that is on our hard drive and then we get a
chance to crop it.
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FIGURE 6-5

Crop your avatar

Now anywhere you interact on the site, people will see your avatar next to
your username.

If you happen to have uploaded an avatar to the popular Gravatar service
(often used for Wordpress accounts), that avatar will be used by default and you
don’t need to do this step.

Your Email Addresses

The way that GitHub maps your Git commits to your user is by email address. If
you use multiple email addresses in your commits and you want GitHub to link
them up properly, you need to add all the email addresses you have used to the
Emails section of the admin section.
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FIGURE 6-6

Add email addresses

In Figure 6-6 we can see some of the different states that are possible. The
top address is verified and set as the primary address, meaning that is where
you’ll get any notifications and receipts. The second address is verified and so
can be set as the primary if you wish to switch them. The final address is unveri-
fied, meaning that you can’t make it your primary address. If GitHub sees any of
these in commit messages in any repository on the site, it will be linked to your
user now.

Two Factor Authentication

Finally, for extra security, you should definitely set up Two-factor Authentica-
tion or “2FA”. Two-factor Authentication is an authentication mechanism that is
becoming more and more popular recently to mitigate the risk of your account
being compromised if your password is stolen somehow. Turning it on will
make GitHub ask you for two different methods of authentication, so that if one
of them is compromised, an attacker will not be able to access your account.

You can find the Two-factor Authentication setup under the Security tab of
your Account settings.

CHAPTER 6: GitHub

206



FIGURE 6-7

2FA in the Security
Tab

If you click on the “Set up two-factor authentication” button, it will take you
to a configuration page where you can choose to use a phone app to generate
your secondary code (a “time based one-time password”), or you can have Git-
Hub send you a code via SMS each time you need to log in.

After you choose which method you prefer and follow the instructions for
setting up 2FA, your account will then be a little more secure and you will have
to provide a code in addition to your password whenever you log into GitHub.

Contributing to a Project

Now that our account is setup, let’s walk through some details that could be
useful in helping you contribute to an existing project.

Forking Projects

If you want to contribute to an existing project to which you don’t have push
access, you can “fork” the project. What this means is that GitHub will make a
copy of the project that is entirely yours; it lives in your user’s namespace, and
you can push to it.
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FIGURE 6-8

The “Fork” button.

Historically, the term “fork” has been somewhat negative in context,
meaning that someone took an open source project in a different direc-
tion, sometimes creating a competing project and splitting the contribu-
tors. In GitHub, a “fork” is simply the same project in your own name-
space, allowing you to make changes to a project publicly as a way to
contribute in a more open manner.

This way, projects don’t have to worry about adding users as collaborators
to give them push access. People can fork a project, push to it, and contribute
their changes back to the original repository by creating what’s called a Pull Re-
quest, which we’ll cover next. This opens up a discussion thread with code re-
view, and the owner and the contributor can then communicate about the
change until the owner is happy with it, at which point the owner can merge it
in.

To fork a project, visit the project page and click the “Fork” button at the
top-right of the page.

After a few seconds, you’ll be taken to your new project page, with your own
writeable copy of the code.

The GitHub Flow

GitHub is designed around a particular collaboration workflow, centered on
Pull Requests. This flow works whether you’re collaborating with a tightly-knit
team in a single shared repository, or a globally-distributed company or net-
work of strangers contributing to an project through dozens of forks. It is cen-
tered on the “トピックブランチ” workflow covered in Chapter 3.

Here’s how it generally works:

1. Create a topic branch from master.

2. Make some commits to improve the project.

3. Push this branch to your GitHub project.

4. Open a Pull Request on GitHub.

5. Discuss, and optionally continue committing.

6. The project owner merges or closes the Pull Request.
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FIGURE 6-9

The project we want
to contribute to.

This is basically the Integration Manager workflow covered in “Integration-
Manager Workflow”, but instead of using email to communicate and review
changes, teams use GitHub’s web based tools.

Let’s walk through an example of proposing a change to an open source
project hosted on GitHub using this flow.

CREATING A PULL REQUEST

Tony is looking for code to run on his Arduino programmable microcontroller
and has found a great program file on GitHub at https://github.com/schacon/
blink.

The only problem is that the blinking rate is too fast, we think it’s much nicer
to wait 3 seconds instead of 1 in between each state change. So let’s improve
the program and submit it back to the project as a proposed change.

First, we click the Fork button as mentioned earlier to get our own copy of
the project. Our user name here is “tonychacon” so our copy of this project is at
https://github.com/tonychacon/blink and that’s where we can edit it.
We will clone it locally, create a topic branch, make the code change and finally
push that change back up to GitHub.
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$ git clone https://github.com/tonychacon/blink 
Cloning into 'blink'...

$ cd blink
$ git checkout -b slow-blink 
Switched to a new branch 'slow-blink'

$ sed -i '' 's/1000/3000/' blink.ino 

$ git diff --word-diff 
diff --git a/blink.ino b/blink.ino
index 15b9911..a6cc5a5 100644
--- a/blink.ino
+++ b/blink.ino
@@ -18,7 +18,7 @@ void setup() {
// the loop routine runs over and over again forever:
void loop() {
  digitalWrite(led, HIGH);   // turn the LED on (HIGH is the voltage level)
  [-delay(1000);-]{+delay(3000);+}               // wait for a second
  digitalWrite(led, LOW);    // turn the LED off by making the voltage LOW
  [-delay(1000);-]{+delay(3000);+}               // wait for a second
}

$ git commit -a -m 'three seconds is better' 
[slow-blink 5ca509d] three seconds is better
 1 file changed, 2 insertions(+), 2 deletions(-)

$ git push origin slow-blink 
Username for 'https://github.com': tonychacon
Password for 'https://tonychacon@github.com':
Counting objects: 5, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (3/3), done.
Writing objects: 100% (3/3), 340 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 3 (delta 1), reused 0 (delta 0)
To https://github.com/tonychacon/blink
 * [new branch]      slow-blink -> slow-blink

Clone our fork of the project locally

Create a descriptive topic branch

Make our change to the code

Check that the change is good

Commit our change to the topic branch
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FIGURE 6-10

Pull Request button

Push our new topic branch back up to our GitHub fork

Now if we go back to our fork on GitHub, we can see that GitHub noticed that
we pushed a new topic branch up and present us with a big green button to
check out our changes and open a Pull Request to the original project.

You can alternatively go to the “Branches” page at https://github.com/
<user>/<project>/branches to locate your branch and open a new Pull Re-
quest from there.

If we click that green button, we’ll see a screen that allows us to create a title
and description for the change we would like to request so the project owner
has a good reason to consider it. It is generally a good idea to spend some effort
making this description as useful as possible so the author knows why this is
being suggested and why it would be a valuable change for them to accept.

We also see a list of the commits in our topic branch that are “ahead” of the
master branch (in this case, just the one) and a unified diff of all the changes
that will be made should this branch get merged by the project owner.
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FIGURE 6-11

Pull Request
creation page

When you hit the Create pull request button on this screen, the owner of the
project you forked will get a notification that someone is suggesting a change
and will link to a page that has all of this information on it.

Though Pull Requests are used commonly for public projects like this
when the contributor has a complete change ready to be made, it’s also
often used in internal projects at the beginning of the development cycle.
Since you can keep pushing to the topic branch even after the Pull Re-
quest is opened, it’s often opened early and used as a way to iterate on
work as a team within a context, rather than opened at the very end of
the process.

ITERATING ON A PULL REQUEST

At this point, the project owner can look at the suggested change and merge it,
reject it or comment on it. Let’s say that he likes the idea, but would prefer a
slightly longer time for the light to be off than on.
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FIGURE 6-12

Comment on a
specific line of code
in a Pull Request

FIGURE 6-13

Comments sent as
email notifications

Where this conversation may take place over email in the workflows presen-
ted in Chapter 5, on GitHub this happens online. The project owner can review
the unified diff and leave a comment by clicking on any of the lines.

Once the maintainer makes this comment, the person who opened the Pull
Request (and indeed, anyone else watching the repository) will get a notifica-
tion. We’ll go over customizing this later, but if he had email notifications
turned on, Tony would get an email like this:

Anyone can also leave general comments on the Pull Request. In Figure 6-14
we can see an example of the project owner both commenting on a line of code
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FIGURE 6-14

Pull Request
discussion page

and then leaving a general comment in the discussion section. You can see that
the code comments are brought into the conversation as well.

Now the contributor can see what they need to do in order to get their
change accepted. Luckily this is also a very simple thing to do. Where over email
you may have to re-roll your series and resubmit it to the mailing list, with Git-
Hub you simply commit to the topic branch again and push.

If the contributor does that then the project owner will get notified again
and when they visit the page they will see that it’s been addressed. In fact, since
a line of code changed that had a comment on it, GitHub notices that and col-
lapses the outdated diff.
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FIGURE 6-15

Pull Request final

An interesting thing to notice is that if you click on the “Files Changed” tab
on this Pull Request, you’ll get the “unified” diff — that is, the total aggregate
difference that would be introduced to your main branch if this topic branch
was merged in. In git diff terms, it basically automatically shows you git
diff master...<branch> for the branch this Pull Request is based on. See
“Determining What Is Introduced” for more about this type of diff.

The other thing you’ll notice is that GitHub checks to see if the Pull Request
merges cleanly and provides a button to do the merge for you on the server.
This button only shows up if you have write access to the repository and a trivi-
al merge is possible. If you click it GitHub will perform a “non-fast-forward”
merge, meaning that even if the merge could be a fast-forward, it will still cre-
ate a merge commit.
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If you would prefer, you can simply pull the branch down and merge it local-
ly. If you merge this branch into the master branch and push it to GitHub, the
Pull Request will automatically be closed.

This is the basic workflow that most GitHub projects use. Topic branches are
created, Pull Requests are opened on them, a discussion ensues, possibly more
work is done on the branch and eventually the request is either closed or
merged.

NOT ONLY FORKS

It’s important to note that you can also open a Pull Request between two
branches in the same repository. If you’re working on a feature with
someone and you both have write access to the project, you can push a
topic branch to the repository and open a Pull Request on it to the master
branch of that same project to initiate the code review and discussion
process. No forking necessary.

Advanced Pull Requests

Now that we’ve covered the basics of contributing to a project on GitHub, let’s
cover a few interesting tips and tricks about Pull Requests so you can be more
effective in using them.

PULL REQUESTS AS PATCHES

It’s important to understand that many projects don’t really think of Pull Re-
quests as queues of perfect patches that should apply cleanly in order, as most
mailing list-based projects think of patch series contributions. Most GitHub
projects think about Pull Request branches as iterative conversations around a
proposed change, culminating in a unified diff that is applied by merging.

This is an important distinction, because generally the change is suggested
before the code is thought to be perfect, which is far more rare with mailing list
based patch series contributions. This enables an earlier conversation with the
maintainers so that arriving at the proper solution is more of a community ef-
ffort. When code is proposed with a Pull Request and the maintainers or com-
munity suggest a change, the patch series is generally not re-rolled, but instead
the difference is pushed as a new commit to the branch, moving the conversa-
tion forward with the context of the previous work intact.

For instance, if you go back and look again at Figure 6-15, you’ll notice that
the contributor did not rebase his commit and send another Pull Request. In-
stead they added new commits and pushed them to the existing branch. This
way if you go back and look at this Pull Request in the future, you can easily find
all of the context of why decisions were made. Pushing the “Merge” button on
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FIGURE 6-16

Pull Request does
not merge cleanly

the site purposefully creates a merge commit that references the Pull Request
so that it’s easy to go back and research the original conversation if necessary.

KEEPING UP WITH UPSTREAM

If your Pull Request becomes out of date or otherwise doesn’t merge cleanly,
you will want to fix it so the maintainer can easily merge it. GitHub will test this
for you and let you know at the bottom of every Pull Request if the merge is
trivial or not.

If you see something like Figure 6-16, you’ll want to fix your branch so that it
turns green and the maintainer doesn’t have to do extra work.

You have two main options in order to do this. You can either rebase your
branch on top of whatever the target branch is (normally the master branch of
the repository you forked), or you can merge the target branch into your
branch.

Most developers on GitHub will choose to do the latter, for the same reasons
we just went over in the previous section. What matters is the history and the
final merge, so rebasing isn’t getting you much other than a slightly cleaner his-
tory and in return is far more difficult and error prone.

If you want to merge in the target branch to make your Pull Request mergea-
ble, you would add the original repository as a new remote, fetch from it, merge
the main branch of that repository into your topic branch, fix any issues and fi-
nally push it back up to the same branch you opened the Pull Request on.

For example, let’s say that in the “tonychacon” example we were using be-
fore, the original author made a change that would create a conflict in the Pull
Request. Let’s go through those steps.

$ git remote add upstream https://github.com/schacon/blink 

$ git fetch upstream 
remote: Counting objects: 3, done.
remote: Compressing objects: 100% (3/3), done.
Unpacking objects: 100% (3/3), done.
remote: Total 3 (delta 0), reused 0 (delta 0)
From https://github.com/schacon/blink
 * [new branch]      master     -> upstream/master
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FIGURE 6-17

Pull Request now
merges cleanly

$ git merge upstream/master 
Auto-merging blink.ino
CONFLICT (content): Merge conflict in blink.ino
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

$ vim blink.ino 
$ git add blink.ino
$ git commit
[slow-blink 3c8d735] Merge remote-tracking branch 'upstream/master' \
    into slower-blink

$ git push origin slow-blink 
Counting objects: 6, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (6/6), done.
Writing objects: 100% (6/6), 682 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 6 (delta 2), reused 0 (delta 0)
To https://github.com/tonychacon/blink
   ef4725c..3c8d735  slower-blink -> slow-blink

Add the original repository as a remote named “upstream”

Fetch the newest work from that remote

Merge the main branch into your topic branch

Fix the conflict that occurred

Push back up to the same topic branch

Once you do that, the Pull Request will be automatically updated and re-
checked to see if it merges cleanly.
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One of the great things about Git is that you can do that continuously. If you
have a very long-running project, you can easily merge from the target branch
over and over again and only have to deal with conflicts that have arisen since
the last time that you merged, making the process very manageable.

If you absolutely wish to rebase the branch to clean it up, you can certainly
do so, but it is highly encouraged to not force push over the branch that the Pull
Request is already opened on. If other people have pulled it down and done
more work on it, you run into all of the issues outlined in “ほんとうは怖いリベ
ース”. Instead, push the rebased branch to a new branch on GitHub and open a
brand new Pull Request referencing the old one, then close the original.

REFERENCES

Your next question may be “How to I reference the old Pull Request?”. It turns
out there are many, many ways to reference other things almost anywhere you
can write in GitHub.

Let’s start with how to cross-reference another Pull Request or an Issue. All
Pull Requests and Issues are assigned numbers and they are unique within the
project. For example, you can’t have Pull Request #3 and Issue #3. If you want
to reference any Pull Request or Issue from any other one, you can simply put
#<num> in any comment or description. You can also be more specific if the Is-
sue or Pull request lives somewhere else; write username#<num> if you’re refer-
ring to an Issue or Pull Request in a fork of the repository you’re in, or user-
name/repo#<num> to reference something in another repository.

Let’s look at an example. Say we rebased the branch in the previous exam-
ple, created a new pull request for it, and now we want to reference the old pull
request from the new one. We also want to reference an issue in the fork of the
repository and an issue in a completely different project. We can fill out the de-
scription just like Figure 6-18.

Contributing to a Project

219



FIGURE 6-18

Cross references in a
Pull Request.

FIGURE 6-19

Cross references
rendered in a Pull
Request.

When we submit this pull request, we’ll see all of that rendered like
Figure 6-19.

Notice that the full GitHub URL we put in there was shortened to just the in-
formation needed.

Now if Tony goes back and closes out the original Pull Request, we can see
that by mentioning it in the new one, GitHub has automatically created a track-
back event in the Pull Request timeline. This means that anyone who visits this
Pull Request and sees that it is closed can easily link back to the one that super-
seded it. The link will look something like Figure 6-20.
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FIGURE 6-20

Cross references
rendered in a Pull
Request.

FIGURE 6-21

An example of
Markdown as
written and as
rendered.

In addition to issue numbers, you can also reference a specific commit by
SHA. You have to specify a full 40 character SHA, but if GitHub sees that in a
comment, it will link directly to the commit. Again, you can reference commits
in forks or other repositories in the same way you did with issues.

Markdown

Linking to other Issues is just the beginning of interesting things you can do
with almost any text box on GitHub. In Issue and Pull Request descriptions,
comments, code comments and more, you can use what is called “GitHub Fla-
vored Markdown”. Markdown is like writing in plain text but which is rendered
richly.

See Figure 6-21 for an example of how comments or text can be written and
then rendered using Markdown.
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FIGURE 6-22

Task lists rendered
in a Markdown
comment.

GITHUB FLAVORED MARKDOWN

The GitHub flavor of Markdown adds more things you can do beyond the basic
Markdown syntax. These can all be really useful when creating useful Pull Re-
quest or Issue comments or descriptions.
Task Lists

The first really useful GitHub specific Markdown feature, especially for use in
Pull Requests, is the Task List. A task list is a list of checkboxes of things you
want to get done. Putting them into an Issue or Pull Request normally indicates
things that you want to get done before you consider the item complete.

You can create a task list like this:

- [X] Write the code
- [ ] Write all the tests
- [ ] Document the code

If we include this in the description of our Pull Request or Issue, we’ll see it
rendered like Figure 6-22

This is often used in Pull Requests to indicate what all you would like to get
done on the branch before the Pull Request will be ready to merge. The really
cool part is that you can simply click the checkboxes to update the comment —
you don’t have to edit the Markdown directly to check tasks off.

What’s more, GitHub will look for task lists in your Issues and Pull Requests
and show them as metadata on the pages that list them out. For example, if you
have a Pull Request with tasks and you look at the overview page of all Pull Re-
quests, you can see how far done it is. This helps people break down Pull Re-
quests into subtasks and helps other people track the progress of the branch.
You can see an example of this in Figure 6-23.
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FIGURE 6-23

Task list summary in
the Pull Request list.

FIGURE 6-24

Rendered fenced
code example.

These are incredibly useful when you open a Pull Request early and use it to
track your progress through the implementation of the feature.
Code Snippets

You can also add code snippets to comments. This is especially useful if you
want to present something that you could try to do before actually implement-
ing it as a commit on your branch. This is also often used to add example code
of what is not working or what this Pull Request could implement.

To add a snippet of code you have to “fence” it in backticks.

```java
for(int i=0 ; i < 5 ; i++)
{
   System.out.println("i is : " + i);
}
```

If you add a language name like we did there with java, GitHub will also try
to syntax highlight the snippet. In the case of the above example, it would end
up rendering like Figure 6-24.

Quoting
If you’re responding to a small part of a long comment, you can selectively

quote out of the other comment by preceding the lines with the > character. In
fact, this is so common and so useful that there is a keyboard shortcut for it. If
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FIGURE 6-25

Rendered quoting
example.

you highlight text in a comment that you want to directly reply to and hit the r
key, it will quote that text in the comment box for you.

The quotes look something like this:

> Whether 'tis Nobler in the mind to suffer
> The Slings and Arrows of outrageous Fortune,

How big are these slings and in particular, these arrows?

Once rendered, the comment will look like Figure 6-25.

Emoji
Finally, you can also use emoji in your comments. This is actually used quite

extensively in comments you see on many GitHub Issues and Pull Requests.
There is even an emoji helper in GitHub. If you are typing a comment and you
start with a : character, an autocompleter will help you find what you’re look-
ing for.
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FIGURE 6-26

Emoji autocompleter
in action.

FIGURE 6-27

Heavy emoji
commenting.

Emojis take the form of :<name>: anywhere in the comment. For instance,
you could write something like this:

I :eyes: that :bug: and I :cold_sweat:.

:trophy: for :microscope: it.

:+1: and :sparkles: on this :ship:, it's :fire::poop:!

:clap::tada::panda_face:

When rendered, it would look something like Figure 6-27.

Not that this is incredibly useful, but it does add an element of fun and emo-
tion to a medium that is otherwise hard to convey emotion in.

There are actually quite a number of web services that make use of emoji
characters these days. A great cheat sheet to reference to find emoji that
expresses what you want to say can be found at:

http://www.emoji-cheat-sheet.com
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FIGURE 6-28

Drag and drop
images to upload
them and auto-
embed them.

Images
This isn’t technically GitHub Flavored Markdown, but it is incredibly useful.

In addition to adding Markdown image links to comments, which can be diffi-
cult to find and embed URLs for, GitHub allows you to drag and drop images
into text areas to embed them.

If you look back at Figure 6-18, you can see a small “Parsed as Markdown”
hint above the text area. Clicking on that will give you a full cheat sheet of ev-
erything you can do with Markdown on GitHub.

Maintaining a Project

Now that we’re comfortable contributing to a project, let’s look at the other
side: creating, maintaining and administering your own project.

Creating a New Repository

Let’s create a new repository to share our project code with. Start by clicking
the “New repository” button on the right-hand side of the dashboard, or from
the + button in the top toolbar next to your username as seen in Figure 6-30.
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FIGURE 6-29

The “Your
repositories” area.

FIGURE 6-30

The “New
repository”
dropdown.

This takes you to the “new repository” form:
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FIGURE 6-31

The “new
repository” form.

All you really have to do here is provide a project name; the rest of the fields
are completely optional. For now, just click the “Create Repository” button, and
boom – you have a new repository on GitHub, named <user>/

<project_name>.
Since you have no code there yet, GitHub will show you instructions for how

create a brand-new Git repository, or connect an existing Git project. We won’t
belabor this here; if you need a refresher, check out Chapter 2.

Now that your project is hosted on GitHub, you can give the URL to anyone
you want to share your project with. Every project on GitHub is accessible over
HTTP as https://github.com/<user>/<project_name>, and over SSH as
git@github.com:<user>/<project_name>. Git can fetch from and push to
both of these URLs, but they are access-controlled based on the credentials of
the user connecting to them.

It is often preferable to share the HTTP based URL for a public project,
since the user does not have to have a GitHub account to access it for
cloning. Users will have to have an account and an uploaded SSH key to
access your project if you give them the SSH URL. The HTTP one is also
exactly the same URL they would paste into a browser to view the project
there.

Adding Collaborators

If you’re working with other people who you want to give commit access to, you
need to add them as “collaborators”. If Ben, Jeff, and Louise all sign up for ac-
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FIGURE 6-32

The repository
settings link.

FIGURE 6-33

Repository
collaborators.

counts on GitHub, and you want to give them push access to your repository,
you can add them to your project. Doing so will give them “push” access, which
means they have both read and write access to the project and Git repository.

Click the “Settings” link at the bottom of the right-hand sidebar.

Then select “Collaborators” from the menu on the left-hand side. Then, just
type a username into the box, and click “Add collaborator.” You can repeat this
as many times as you like to grant access to everyone you like. If you need to
revoke access, just click the “X” on the right-hand side of their row.
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FIGURE 6-34

Email notification of
a new Pull Request.

Managing Pull Requests

Now that you have a project with some code in it and maybe even a few collab-
orators who also have push access, let’s go over what to do when you get a Pull
Request yourself.

Pull Requests can either come from a branch in a fork of your repository or
they can come from another branch in the same repository. The only difference
is that the ones in a fork are often from people where you can’t push to their
branch and they can’t push to yours, whereas with internal Pull Requests gen-
erally both parties can access the branch.

For these examples, let’s assume you are “tonychacon” and you’ve created a
new Arduino code project named “fade”.

EMAIL NOTIFICATIONS

Someone comes along and makes a change to your code and sends you a Pull
Request. You should get an email notifying you about the new Pull Request and
it should look something like Figure 6-34.

There are a few things to notice about this email. It will give you a small diff-
stat — a list of files that have changed in the Pull Request and by how much. It
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FIGURE 6-35

Responses to emails
are included in the
thread.

gives you a link to the Pull Request on GitHub. It also gives you a few URLs that
you can use from the command line.

If you notice the line that says git pull <url> patch-1, this is a simple
way to merge in a remote branch without having to add a remote. We went over
this quickly in “Checking Out Remote Branches”. If you wish, you can create
and switch to a topic branch and then run this command to merge in the Pull
Request changes.

The other interesting URLs are the .diff and .patch URLs, which as you
may guess, provide unified diff and patch versions of the Pull Request. You
could technically merge in the Pull Request work with something like this:

$ curl http://github.com/tonychacon/fade/pull/1.patch | git am

COLLABORATING ON THE PULL REQUEST

As we covered in “The GitHub Flow”, you can now have a conversation with
the person who opened the Pull Request. You can comment on specific lines of
code, comment on whole commits or comment on the entire Pull Request itself,
using GitHub Flavored Markdown everywhere.

Every time someone else comments on the Pull Request you will continue to
get email notifications so you know there is activity happening. They will each
have a link to the Pull Request where the activity is happening and you can also
directly respond to the email to comment on the Pull Request thread.

Once the code is in a place you like and want to merge it in, you can either
pull the code down and merge it locally, either with the git pull <url>
<branch> syntax we saw earlier, or by adding the fork as a remote and fetching
and merging.

If the merge is trivial, you can also just hit the “Merge” button on the GitHub
site. This will do a “non-fast-forward” merge, creating a merge commit even if a
fast-forward merge was possible. This means that no matter what, every time
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FIGURE 6-36

Merge button and
instructions for
merging a Pull
Request manually.

you hit the merge button, a merge commit is created. As you can see in
Figure 6-36, GitHub gives you all of this information if you click the hint link.

If you decide you don’t want to merge it, you can also just close the Pull Re-
quest and the person who opened it will be notified.

PULL REQUEST REFS

If you’re dealing with a lot of Pull Requests and don’t want to add a bunch of
remotes or do one time pulls every time, there is a neat trick that GitHub allows
you to do. This is a bit of an advanced trick and we’ll go over the details of this a
bit more in “The Refspec”, but it can be pretty useful.

GitHub actually advertises the Pull Request branches for a repository as sort
of pseudo-branches on the server. By default you don’t get them when you
clone, but they are there in an obscured way and you can access them pretty
easily.

To demonstrate this, we’re going to use a low-level command (often referred
to as a “plumbing” command, which we’ll read about more in “Plumbing and
Porcelain”) called ls-remote. This command is generally not used in day-to-
day Git operations but it’s useful to show us what references are present on the
server.

If we run this command against the “blink” repository we were using earlier,
we will get a list of all the branches and tags and other references in the reposi-
tory.
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$ git ls-remote https://github.com/schacon/blink
10d539600d86723087810ec636870a504f4fee4d HEAD
10d539600d86723087810ec636870a504f4fee4d refs/heads/master
6a83107c62950be9453aac297bb0193fd743cd6e refs/pull/1/head
afe83c2d1a70674c9505cc1d8b7d380d5e076ed3 refs/pull/1/merge
3c8d735ee16296c242be7a9742ebfbc2665adec1 refs/pull/2/head
15c9f4f80973a2758462ab2066b6ad9fe8dcf03d refs/pull/2/merge
a5a7751a33b7e86c5e9bb07b26001bb17d775d1a refs/pull/4/head
31a45fc257e8433c8d8804e3e848cf61c9d3166c refs/pull/4/merge

Of course, if you’re in your repository and you run git ls-remote origin
or whatever remote you want to check, it will show you something similar to
this.

If the repository is on GitHub and you have any Pull Requests that have been
opened, you’ll get these references that are prefixed with refs/pull/. These
are basically branches, but since they’re not under refs/heads/ you don’t get
them normally when you clone or fetch from the server — the process of fetch-
ing ignores them normally.

There are two references per Pull Request - the one that ends in /head
points to exactly the same commit as the last commit in the Pull Request
branch. So if someone opens a Pull Request in our repository and their branch
is named bug-fix and it points to commit a5a775, then in our repository we
will not have a bug-fix branch (since that’s in their fork), but we will have
pull/<pr#>/head that points to a5a775. This means that we can pretty easily
pull down every Pull Request branch in one go without having to add a bunch
of remotes.

Now, you could do something like fetching the reference directly.

$ git fetch origin refs/pull/958/head
From https://github.com/libgit2/libgit2
 * branch            refs/pull/958/head -> FETCH_HEAD

This tells Git, “Connect to the origin remote, and download the ref named
refs/pull/958/head.” Git happily obeys, and downloads everything you
need to construct that ref, and puts a pointer to the commit you want un-
der .git/FETCH_HEAD. You can follow that up with git merge FETCH_HEAD
into a branch you want to test it in, but that merge commit message looks a bit
weird. Also, if you’re reviewing a lot of pull requests, this gets tedious.

There’s also a way to fetch all of the pull requests, and keep them up to date
whenever you connect to the remote. Open up .git/config in your favorite
editor, and look for the origin remote. It should look a bit like this:
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[remote "origin"]
    url = https://github.com/libgit2/libgit2
    fetch = +refs/heads/*:refs/remotes/origin/*

That line that begins with fetch = is a “refspec.” It’s a way of mapping
names on the remote with names in your local .git directory. This particular
one tells Git, “the things on the remote that are under refs/heads should go in
my local repository under refs/remotes/origin.” You can modify this sec-
tion to add another refspec:

[remote "origin"]
    url = https://github.com/libgit2/libgit2.git
    fetch = +refs/heads/*:refs/remotes/origin/*
    fetch = +refs/pull/*/head:refs/remotes/origin/pr/*

That last line tells Git, “All the refs that look like refs/pull/123/head
should be stored locally like refs/remotes/origin/pr/123.” Now, if you
save that file, and do a git fetch:

$ git fetch
# …
 * [new ref]         refs/pull/1/head -> origin/pr/1
 * [new ref]         refs/pull/2/head -> origin/pr/2
 * [new ref]         refs/pull/4/head -> origin/pr/4
# …

Now all of the remote pull requests are represented locally with refs that act
much like tracking branches; they’re read-only, and they update when you do a
fetch. This makes it super easy to try the code from a pull request locally:

$ git checkout pr/2
Checking out files: 100% (3769/3769), done.
Branch pr/2 set up to track remote branch pr/2 from origin.
Switched to a new branch 'pr/2'

The eagle-eyed among you would note the head on the end of the remote
portion of the refspec. There’s also a refs/pull/#/merge ref on the GitHub
side, which represents the commit that would result if you push the “merge”
button on the site. This can allow you to test the merge before even hitting the
button.
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FIGURE 6-37

Manually change
the Pull Request
target fork and
branch.

PULL REQUESTS ON PULL REQUESTS

Not only can you open Pull Requests that target the main or master branch,
you can actually open a Pull Request targeting any branch in the network. In
fact, you can even target another Pull Request.

If you see a Pull Request that is moving in the right direction and you have
an idea for a change that depends on it or you’re not sure is a good idea, or you
just don’t have push access to the target branch, you can open a Pull Request
directly to it.

When you go to open a Pull Request, there is a box at the top of the page
that specifies which branch you’re requesting to pull to and which you’re re-
questing to pull from. If you hit the “Edit” button at the right of that box you can
change not only the branches but also which fork.

Here you can fairly easily specify to merge your new branch into another Pull
Request or another fork of the project.

Mentions and Notifications

GitHub also has a pretty nice notifications system built in that can come in han-
dy when you have questions or need feedback from specific individuals or
teams.

In any comment you can start typing a @ character and it will begin to auto-
complete with the names and usernames of people who are collaborators or
contributors in the project.
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FIGURE 6-38

Start typing @ to
mention someone.

You can also mention a user who is not in that dropdown, but often the au-
tocompleter can make it faster.

Once you post a comment with a user mention, that user will be notified.
This means that this can be a really effective way of pulling people into conver-
sations rather than making them poll. Very often in Pull Requests on GitHub
people will pull in other people on their teams or in their company to review an
Issue or Pull Request.

If someone gets mentioned on a Pull Request or Issue, they will be “subscri-
bed” to it and will continue getting notifications any time some activity occurs
on it. You will also be subscribed to something if you opened it, if you’re watch-
ing the repository or if you comment on something. If you no longer wish to re-
ceive notifications, there is an “Unsubscribe” button on the page you can click
to stop receiving updates on it.
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FIGURE 6-39

Unsubscribe from an
Issue or Pull
Request.

FIGURE 6-40

Notification center
options.

THE NOTIFICATIONS PAGE

When we mention “notifications” here with respect to GitHub, we mean a spe-
cific way that GitHub tries to get in touch with you when events happen and
there are a few different ways you can configure them. If you go to the “Notifica-
tion center” tab from the settings page, you can see some of the options you
have.
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FIGURE 6-41

Notification center.

The two choices are to get notifications over “Email” and over “Web” and
you can choose either, neither or both for when you actively participate in
things and for activity on repositories you are watching.
Web Notifications

Web notifications only exist on GitHub and you can only check them on Git-
Hub. If you have this option selected in your preferences and a notification is
triggered for you, you will see a small blue dot over your notifications icon at
the top of your screen as seen in Figure 6-41.

If you click on that, you will see a list of all the items you have been notified
about, grouped by project. You can filter to the notifications of a specific project
by clicking on it’s name in the left hand sidebar. You can also acknowledge the
notification by clicking the checkmark icon next to any notification, or acknowl-
edge all of the notifications in a project by clicking the checkmark at the top of
the group. There is also a mute button next to each checkmark that you can
click to not receive any further notifications on that item.

All of these tools are very useful for handling large numbers of notifications.
Many GitHub power users will simply turn off email notifications entirely and
manage all of their notifications through this screen.
Email Notifications

Email notifications are the other way you can handle notifications through
GitHub. If you have this turned on you will get emails for each notification. We
saw examples of this in Figure 6-13 and Figure 6-34. The emails will also be
threaded properly, which is nice if you’re using a threading email client.

There is also a fair amount of metadata embedded in the headers of the
emails that GitHub sends you, which can be really helpful for setting up custom
filters and rules.
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For instance, if we look at the actual email headers sent to Tony in the email
shown in Figure 6-34, we will see the following among the information sent:

To: tonychacon/fade <fade@noreply.github.com>
Message-ID: <tonychacon/fade/pull/1@github.com>
Subject: [fade] Wait longer to see the dimming effect better (#1)
X-GitHub-Recipient: tonychacon
List-ID: tonychacon/fade <fade.tonychacon.github.com>
List-Archive: https://github.com/tonychacon/fade
List-Post: <mailto:reply+i-4XXX@reply.github.com>
List-Unsubscribe: <mailto:unsub+i-XXX@reply.github.com>,...
X-GitHub-Recipient-Address: tchacon@example.com

There are a couple of interesting things here. If you want to highlight or re-
route emails to this particular project or even Pull Request, the information in
Message-ID gives you all the data in <user>/<project>/<type>/<id> for-
mat. If this were an issue, for example, the <type> field would have been “is-
sues” rather than “pull”.

The List-Post and List-Unsubscribe fields mean that if you have a mail
client that understands those, you can easily post to the list or “Unsubscribe”
from the thread. That would be essentially the same as clicking the “mute” but-
ton on the web version of the notification or “Unsubscribe” on the Issue or Pull
Request page itself.

It’s also worth noting that if you have both email and web notifications en-
abled and you read the email version of the notification, the web version will be
marked as read as well if you have images allowed in your mail client.

Special Files

There are a couple of special files that GitHub will notice if they are present in
your repository.

README

The first is the README file, which can be of nearly any format that GitHub rec-
ognizes as prose. For example, it could be README, README.md, RE-
ADME.asciidoc, etc. If GitHub sees a README file in your source, it will render
it on the landing page of the project.

Many teams use this file to hold all the relevant project information for
someone who might be new to the repository or project. This generally includes
things like:

• What the project is for
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FIGURE 6-42

Opening a Pull
Request when a
CONTRIBUTING file
exists.

• How to configure and install it

• An example of how to use it or get it running

• The license that the project is offered under

• How to contribute to it

Since GitHub will render this file, you can embed images or links in it for add-
ed ease of understanding.

CONTRIBUTING

The other special file that GitHub recognizes is the CONTRIBUTING file. If you
have a file named CONTRIBUTING with any file extension, GitHub will show
Figure 6-42 when anyone starts opening a Pull Request.

The idea here is that you can specify specific things you want or don’t want
in a Pull Request sent to your project. This way people may actually read the
guidelines before opening the Pull Request.

Project Administration

Generally there are not a lot of administrative things you can do with a single
project, but there are a couple of items that might be of interest.
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FIGURE 6-43

Change the default
branch for a project.

FIGURE 6-44

Transfer a project to
anther GitHub user
or Organization.

CHANGING THE DEFAULT BRANCH

If you are using a branch other than “master” as your default branch that you
want people to open Pull Requests on or see by default, you can change that in
your repository’s settings page under the “Options” tab.

Simply change the default branch in the dropdown and that will be the de-
fault for all major operations from then on, including which branch is checked
out by default when someone clones the repository.

TRANSFERRING A PROJECT

If you would like to transfer a project to another user or an organization in Git-
Hub, there is a “Transfer ownership” option at the bottom of the same “Op-
tions” tab of your repository settings page that allows you to do this.

This is helpful if you are abandoning a project and someone wants to take it
over, or if your project is getting bigger and want to move it into an organiza-
tion.
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FIGURE 6-45

The “New
organization” menu
item.

Not only does this move the repository along with all it’s watchers and stars
to another place, it also sets up a redirect from your URL to the new place. It
will also redirect clones and fetches from Git, not just web requests.

Managing an organization

In addition to single-user accounts, GitHub has what are called Organizations.
Like personal accounts, Organizational accounts have a namespace where all
their projects exist, but many other things are different. These accounts repre-
sent a group of people with shared ownership of projects, and there are many
tools to manage subgroups of those people. Normally these accounts are used
for Open Source groups (such as “perl” or “rails”) or companies (such as “goo-
gle” or “twitter”).

Organization Basics

An organization is pretty easy to create; just click on the “+” icon at the top-
right of any GitHub page, and select “New organization” from the menu.

First you’ll need to name your organization and provide an email address for
a main point of contact for the group. Then you can invite other users to be co-
owners of the account if you want to.
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Follow these steps and you’ll soon be the owner of a brand-new organiza-
tion. Like personal accounts, organizations are free if everything you plan to
store there will be open source.

As an owner in an organization, when you fork a repository, you’ll have the
choice of forking it to your organization’s namespace. When you create new re-
positories you can create them either under your personal account or under
any of the organizations that you are an owner in. You also automatically
“watch” any new repository created under these organizations.

Just like in “Your Avatar”, you can upload an avatar for your organization to
personalize it a bit. Also just like personal accounts, you have a landing page for
the organization that lists all of your repositories and can be viewed by other
people.

Now let’s cover some of the things that are a bit different with an organiza-
tional account.

Teams

Organizations are associated with individual people by way of teams, which are
simply a grouping of individual user accounts and repositories within the orga-
nization and what kind of access those people have in those repositories.

For example, say your company has three repositories: frontend, backend,
and deployscripts. You’d want your HTML/CSS/Javascript developers to
have access to frontend and maybe backend, and your Operations people to
have access to backend and deployscripts. Teams make this easy, without
having to manage the collaborators for every individual repository.

The Organization page shows you a simple dashboard of all the repositories,
users and teams that are under this organization.
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FIGURE 6-46

The Organization
page.

FIGURE 6-47

The Team page.

To manage your Teams, you can click on the Teams sidebar on the right
hand side of the page in Figure 6-46. This will bring you to a page you can use
to add members to the team, add repositories to the team or manage the set-
tings and access control levels for the team. Each team can have read only,
read/write or administrative access to the repositories. You can change that lev-
el by clicking the “Settings” button in Figure 6-47.

When you invite someone to a team, they will get an email letting them
know they’ve been invited.
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Additionally, team @mentions (such as @acmecorp/frontend) work much
the same as they do with individual users, except that all members of the team
are then subscribed to the thread. This is useful if you want the attention from
someone on a team, but you don’t know exactly who to ask.

A user can belong to any number of teams, so don’t limit yourself to only
access-control teams. Special-interest teams like ux, css, or refactoring are
useful for certain kinds of questions, and others like legal and colorblind for
an entirely different kind.

Audit Log

Organizations also give owners access to all the information about what went
on under the organization. You can go to the Audit Log tab and see what events
have happened at an organization level, who did them and where in the world
they were done.
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FIGURE 6-48

The Audit log.

You can also filter down to specific types of events, specific places or specific
people.

Scripting GitHub

So now we’ve covered all of the major features and workflows of GitHub, but
any large group or project will have customizations they may want to make or
external services they may want to integrate.

Luckily for us, GitHub is really quite hackable in many ways. In this section
we’ll cover how to use the GitHub hooks system and it’s API to make GitHub
work how we want it to.
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FIGURE 6-49

Services and Hooks
configuration
section.

Hooks

The Hooks and Services section of GitHub repository administration is the easi-
est way to have GitHub interact with external systems.

SERVICES

First we’ll take a look at Services. Both the Hooks and Services integrations can
be found in the Settings section of your repository, where we previously looked
at adding Collaborators and changing the default branch of your project. Under
the “Webhooks and Services” tab you will see something like Figure 6-49.

There are dozens of services you can choose from, most of them integrations
into other commercial and open source systems. Most of them are for Continu-
ous Integration services, bug and issue trackers, chat room systems and docu-
mentation systems. We’ll walk through setting up a very simple one, the Email
hook. If you choose “email” from the “Add Service” dropdown, you’ll get a con-
figuration screen like Figure 6-50.
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FIGURE 6-50

Email service
configuration.

In this case, if we hit the “Add service” button, the email address we speci-
fied will get an email every time someone pushes to the repository. Services
can listen for lots of different types of events, but most only listen for push
events and then do something with that data.

If there is a system you are using that you would like to integrate with Git-
Hub, you should check here to see if there is an existing service integration
available. For example, if you’re using Jenkins to run tests on your codebase,
you can enable the Jenkins builtin service integration to kick off a test run every
time someone pushes to your repository.

HOOKS

If you need something more specific or you want to integrate with a service or
site that is not included in this list, you can instead use the more generic hooks
system. GitHub repository hooks are pretty simple. You specify a URL and Git-
Hub will post an HTTP payload to that URL on any event you want.

Generally the way this works is you can setup a small web service to listen
for a GitHub hook payload and then do something with the data when it is re-
ceived.

To enable a hook, you click the “Add webhook” button in Figure 6-49. This
will bring you to a page that looks like Figure 6-51.
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FIGURE 6-51

Web hook
configuration.

The configuration for a web hook is pretty simple. In most cases you simply
enter a URL and a secret key and hit “Add webhook”. There are a few options for
which events you want GitHub to send you a payload for — the default is to only
get a payload for the push event, when someone pushes new code to any
branch of your repository.

Let’s see a small example of a web service you may set up to handle a web
hook. We’ll use the Ruby web framework Sinatra since it’s fairly concise and you
should be able to easily see what we’re doing.

Let’s say we want to get an email if a specific person pushes to a specific
branch of our project modifying a specific file. We could fairly easily do that
with code like this:

require 'sinatra'
require 'json'
require 'mail'

post '/payload' do
  push = JSON.parse(request.body.read) # parse the JSON

  # gather the data we're looking for
  pusher = push["pusher"]["name"]
  branch = push["ref"]

  # get a list of all the files touched
  files = push["commits"].map do |commit|
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    commit['added'] + commit['modified'] + commit['removed']
  end
  files = files.flatten.uniq

  # check for our criteria
  if pusher == 'schacon' &&
     branch == 'ref/heads/special-branch' &&
     files.include?('special-file.txt')

    Mail.deliver do
      from     'tchacon@example.com'
      to       'tchacon@example.com'
      subject  'Scott Changed the File'
      body     "ALARM"
    end
  end
end

Here we’re taking the JSON payload that GitHub delivers us and looking up
who pushed it, what branch they pushed to and what files were touched in all
the commits that were pushed. Then we check that against our criteria and
send an email if it matches.

In order to develop and test something like this, you have a nice developer
console in the same screen where you set the hook up. You can see the last few
deliveries that GitHub has tried to make for that webhook. For each hook you
can dig down into when it was delivered, if it was successful and the body and
headers for both the request and the response. This makes it incredibly easy to
test and debug your hooks.
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FIGURE 6-52

Web hook debugging
information.

The other great feature of this is that you can redeliver any of the payloads
to test your service easily.

For more information on how to write webhooks and all the different event
types you can listen for, go to the GitHub Developer documentation at: https://
developer.github.com/webhooks/

The GitHub API

Services and hooks give you a way to receive push notifications about events
that happen on your repositories, but what if you need more information about
these events? What if you need to automate something like adding collabora-
tors or labeling issues?
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This is where the GitHub API comes in handy. GitHub has tons of API end-
points for doing nearly anything you can do on the website in an automated
fashion. In this section we’ll learn how to authenticate and connect to the API,
how to comment on an issue and how to change the status of a Pull Request
through the API.

Basic Usage

The most basic thing you can do is a simple GET request on an endpoint that
doesn’t require authentication. This could be a user or read-only information
on an open source project. For example, if we want to know more about a user
named “schacon”, we can run something like this:

$ curl https://api.github.com/users/schacon
{
  "login": "schacon",
  "id": 70,
  "avatar_url": "https://avatars.githubusercontent.com/u/70",
# …
  "name": "Scott Chacon",
  "company": "GitHub",
  "following": 19,
  "created_at": "2008-01-27T17:19:28Z",
  "updated_at": "2014-06-10T02:37:23Z"
}

There are tons of endpoints like this to get information about organizations,
projects, issues, commits — just about anything you can publicly see on GitHub.
You can even use the API to render arbitrary Markdown or find a .gitignore
template.

$ curl https://api.github.com/gitignore/templates/Java
{
  "name": "Java",
  "source": "*.class

# Mobile Tools for Java (J2ME)
.mtj.tmp/

# Package Files #
*.jar
*.war
*.ear

# virtual machine crash logs, see http://www.java.com/en/download/help/error_hotspot.xml
hs_err_pid*
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FIGURE 6-53

Generate your access
token from the
“Applications” tab
of your settings
page.

"
}

Commenting on an Issue

However, if you want to do an action on the website such as comment on an
Issue or Pull Request or if you want to view or interact with private content,
you’ll need to authenticate.

There are several ways to authenticate. You can use basic authentication
with just your username and password, but generally it’s a better idea to use a
personal access token. You can generate this from the “Applications” tab of
your settings page.

It will ask you which scopes you want for this token and a description. Make
sure to use a good description so you feel comfortable removing the token
when your script or application is no longer used.

GitHub will only show you the token once, so be sure to copy it. You can now
use this to authenticate in your script instead of using a username and pass-
word. This is nice because you can limit the scope of what you want to do and
the token is revocable.

This also has the added advantage of increasing your rate limit. Without au-
thenticating, you will be limited to 60 requests per hour. If you authenticate you
can make up to 5,000 requests per hour.

So let’s use it to make a comment on one of our issues. Let’s say we want to
leave a comment on a specific issue, Issue #6. To do so we have to do an HTTP
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FIGURE 6-54

A comment posted
from the GitHub API.

POST request to repos/<user>/<repo>/issues/<num>/comments with the
token we just generated as an Authorization header.

$ curl -H "Content-Type: application/json" \
       -H "Authorization: token TOKEN" \
       --data '{"body":"A new comment, :+1:"}' \
       https://api.github.com/repos/schacon/blink/issues/6/comments
{
  "id": 58322100,
  "html_url": "https://github.com/schacon/blink/issues/6#issuecomment-58322100",
  ...
  "user": {
    "login": "tonychacon",
    "id": 7874698,
    "avatar_url": "https://avatars.githubusercontent.com/u/7874698?v=2",
    "type": "User",
  },
  "created_at": "2014-10-08T07:48:19Z",
  "updated_at": "2014-10-08T07:48:19Z",
  "body": "A new comment, :+1:"
}

Now if you go to that issue, you can see the comment that we just success-
fully posted as in Figure 6-54.

You can use the API to do just about anything you can do on the website —
creating and setting milestones, assigning people to Issues and Pull Requests,
creating and changing labels, accessing commit data, creating new commits
and branches, opening, closing or merging Pull Requests, creating and editing
teams, commenting on lines of code in a Pull Request, searching the site and on
and on.

Changing the Status of a Pull Request

One final example we’ll look at since it’s really useful if you’re working with Pull
Requests. Each commit can have one or more statuses associated with it and
there is an API to add and query that status.
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Most of the Continuous Integration and testing services make use of this API
to react to pushes by testing the code that was pushed, and then report back if
that commit has passed all the tests. You could also use this to check if the
commit message is properly formatted, if the submitter followed all your contri-
bution guidelines, if the commit was validly signed — any number of things.

Let’s say you set up a webhook on your repository that hits a small web ser-
vice that checks for a Signed-off-by string in the commit message.

require 'httparty'
require 'sinatra'
require 'json'

post '/payload' do
  push = JSON.parse(request.body.read) # parse the JSON
  repo_name = push['repository']['full_name']

  # look through each commit message
  push["commits"].each do |commit|

    # look for a Signed-off-by string
    if /Signed-off-by/.match commit['message']
      state = 'success'
      description = 'Successfully signed off!'
    else
      state = 'failure'
      description = 'No signoff found.'
    end

    # post status to GitHub
    sha = commit["id"]
    status_url = "https://api.github.com/repos/#{repo_name}/statuses/#{sha}"

    status = {
      "state"       => state,
      "description" => description,
      "target_url"  => "http://example.com/how-to-signoff",
      "context"     => "validate/signoff"
    }
    HTTParty.post(status_url,
      :body => status.to_json,
      :headers => {
        'Content-Type'  => 'application/json',
        'User-Agent'    => 'tonychacon/signoff',
        'Authorization' => "token #{ENV['TOKEN']}" }
    )
  end
end
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FIGURE 6-55

Commit status via
the API.

Hopefully this is fairly simple to follow. In this web hook handler we look
through each commit that was just pushed, we look for the string Signed-off-by
in the commit message and finally we POST via HTTP to the /repos/<user>/
<repo>/statuses/<commit_sha> API endpoint with the status.

In this case you can send a state (success, failure, error), a description of
what happened, a target URL the user can go to for more information and a
“context” in case there are multiple statuses for a single commit. For example, a
testing service may provide a status and a validation service like this may also
provide a status — the “context” field is how they’re differentiated.

If someone opens a new Pull Request on GitHub and this hook is setup, you
may see something like Figure 6-55.

You can now see a little green check mark next to the commit that has a
“Signed-off-by” string in the message and a red cross through the one where
the author forgot to sign off. You can also see that the Pull Request takes the
status of the last commit on the branch and warns you if it is a failure. This is
really useful if you’re using this API for test results so you don’t accidentally
merge something where the last commit is failing tests.

Octokit

Though we’ve been doing nearly everything through curl and simple HTTP re-
quests in these examples, several open-source libraries exist that make this API
available in a more idiomatic way. At the time of this writing, the supported lan-
guages include Go, Objective-C, Ruby, and .NET. Check out http://github.com/
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octokit for more information on these, as they handle much of the HTTP for
you.

Hopefully these tools can help you customize and modify GitHub to work
better for your specific workflows. For complete documentation on the entire
API as well as guides for common tasks, check out https://develop-
er.github.com.

Summary

Now you’re a GitHub user. You know how to create an account, manage an or-
ganization, create and push to repositories, contribute to other peoples
projects and accept contributions from others. In the next chapter, you’ll learn
more powerful tools and tips for dealing with complex situations, which will
truly make you a Git master.
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Git Tools

By now, you’ve learned most of the day-to-day commands and workflows that
you need to manage or maintain a Git repository for your source code control.
You’ve accomplished the basic tasks of tracking and committing files, and
you’ve harnessed the power of the staging area and lightweight topic branching
and merging.

Now you’ll explore a number of very powerful things that Git can do that you
may not necessarily use on a day-to-day basis but that you may need at some
point.

Revision Selection

Git allows you to specify specific commits or a range of commits in several
ways. They aren’t necessarily obvious but are helpful to know.

Single Revisions

You can obviously refer to a commit by the SHA-1 hash that it’s given, but there
are more human-friendly ways to refer to commits as well. This section outlines
the various ways you can refer to a single commit.

Short SHA

Git is smart enough to figure out what commit you meant to type if you provide
the first few characters, as long as your partial SHA-1 is at least four characters
long and unambiguous – that is, only one object in the current repository be-
gins with that partial SHA-1.

For example, to see a specific commit, suppose you run a git log com-
mand and identify the commit where you added certain functionality:
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$ git log
commit 734713bc047d87bf7eac9674765ae793478c50d3
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri Jan 2 18:32:33 2009 -0800

    fixed refs handling, added gc auto, updated tests

commit d921970aadf03b3cf0e71becdaab3147ba71cdef
Merge: 1c002dd... 35cfb2b...
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Thu Dec 11 15:08:43 2008 -0800

    Merge commit 'phedders/rdocs'

commit 1c002dd4b536e7479fe34593e72e6c6c1819e53b
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Thu Dec 11 14:58:32 2008 -0800

    added some blame and merge stuff

In this case, choose 1c002dd.... If you git show that commit, the follow-
ing commands are equivalent (assuming the shorter versions are unambigu-
ous):

$ git show 1c002dd4b536e7479fe34593e72e6c6c1819e53b
$ git show 1c002dd4b536e7479f
$ git show 1c002d

Git can figure out a short, unique abbreviation for your SHA-1 values. If you
pass --abbrev-commit to the git log command, the output will use shorter
values but keep them unique; it defaults to using seven characters but makes
them longer if necessary to keep the SHA-1 unambiguous:

$ git log --abbrev-commit --pretty=oneline
ca82a6d changed the version number
085bb3b removed unnecessary test code
a11bef0 first commit

Generally, eight to ten characters are more than enough to be unique within
a project.

As an example, the Linux kernel, which is a pretty large project with over
450k commits and 3.6 million objects, has no two objects whose SHAs overlap
more than the first 11 characters.
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A SHORT NOTE ABOUT SHA-1

A lot of people become concerned at some point that they will, by ran-
dom happenstance, have two objects in their repository that hash to the
same SHA-1 value. What then?

If you do happen to commit an object that hashes to the same SHA-1 val-
ue as a previous object in your repository, Git will see the previous object
already in your Git database and assume it was already written. If you try
to check out that object again at some point, you’ll always get the data of
the first object.

However, you should be aware of how ridiculously unlikely this scenario
is. The SHA-1 digest is 20 bytes or 160 bits. The number of randomly
hashed objects needed to ensure a 50% probability of a single collision is

about 280 (the formula for determining collision probability is p = (n(n-1)/2) *

(1/2^160)). 280 is 1.2 x 10^24 or 1 million billion billion. That’s 1,200 times
the number of grains of sand on the earth.

Here’s an example to give you an idea of what it would take to get a
SHA-1 collision. If all 6.5 billion humans on Earth were programming,
and every second, each one was producing code that was the equivalent
of the entire Linux kernel history (3.6 million Git objects) and pushing it
into one enormous Git repository, it would take roughly 2 years until that
repository contained enough objects to have a 50% probability of a single
SHA-1 object collision. A higher probability exists that every member of
your programming team will be attacked and killed by wolves in unrela-
ted incidents on the same night.

Branch References

The most straightforward way to specify a commit requires that it have a
branch reference pointed at it. Then, you can use a branch name in any Git
command that expects a commit object or SHA-1 value. For instance, if you
want to show the last commit object on a branch, the following commands are
equivalent, assuming that the topic1 branch points to ca82a6d:

$ git show ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
$ git show topic1

If you want to see which specific SHA a branch points to, or if you want to
see what any of these examples boils down to in terms of SHAs, you can use a
Git plumbing tool called rev-parse. You can see Chapter 10 for more informa-
tion about plumbing tools; basically, rev-parse exists for lower-level opera-
tions and isn’t designed to be used in day-to-day operations. However, it can be
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helpful sometimes when you need to see what’s really going on. Here you can
run rev-parse on your branch.

$ git rev-parse topic1
ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949

RefLog Shortnames

One of the things Git does in the background while you’re working away is keep
a “reflog” – a log of where your HEAD and branch references have been for the
last few months.

You can see your reflog by using git reflog:

$ git reflog
734713b HEAD@{0}: commit: fixed refs handling, added gc auto, updated
d921970 HEAD@{1}: merge phedders/rdocs: Merge made by recursive.
1c002dd HEAD@{2}: commit: added some blame and merge stuff
1c36188 HEAD@{3}: rebase -i (squash): updating HEAD
95df984 HEAD@{4}: commit: # This is a combination of two commits.
1c36188 HEAD@{5}: rebase -i (squash): updating HEAD
7e05da5 HEAD@{6}: rebase -i (pick): updating HEAD

Every time your branch tip is updated for any reason, Git stores that infor-
mation for you in this temporary history. And you can specify older commits
with this data, as well. If you want to see the fifth prior value of the HEAD of
your repository, you can use the @{n} reference that you see in the reflog out-
put:

$ git show HEAD@{5}

You can also use this syntax to see where a branch was some specific
amount of time ago. For instance, to see where your master branch was yester-
day, you can type

$ git show master@{yesterday}

That shows you where the branch tip was yesterday. This technique only
works for data that’s still in your reflog, so you can’t use it to look for commits
older than a few months.
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To see reflog information formatted like the git log output, you can run
git log -g:

$ git log -g master
commit 734713bc047d87bf7eac9674765ae793478c50d3
Reflog: master@{0} (Scott Chacon <schacon@gmail.com>)
Reflog message: commit: fixed refs handling, added gc auto, updated
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri Jan 2 18:32:33 2009 -0800

    fixed refs handling, added gc auto, updated tests

commit d921970aadf03b3cf0e71becdaab3147ba71cdef
Reflog: master@{1} (Scott Chacon <schacon@gmail.com>)
Reflog message: merge phedders/rdocs: Merge made by recursive.
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Thu Dec 11 15:08:43 2008 -0800

    Merge commit 'phedders/rdocs'

It’s important to note that the reflog information is strictly local – it’s a log of
what you’ve done in your repository. The references won’t be the same on
someone else’s copy of the repository; and right after you initially clone a
repository, you’ll have an empty reflog, as no activity has occurred yet in your
repository. Running git show HEAD@{2.months.ago} will work only if you
cloned the project at least two months ago – if you cloned it five minutes ago,
you’ll get no results.

Ancestry References

The other main way to specify a commit is via its ancestry. If you place a ^ at the
end of a reference, Git resolves it to mean the parent of that commit. Suppose
you look at the history of your project:

$ git log --pretty=format:'%h %s' --graph
* 734713b fixed refs handling, added gc auto, updated tests
*   d921970 Merge commit 'phedders/rdocs'
|\
| * 35cfb2b Some rdoc changes
* | 1c002dd added some blame and merge stuff
|/
* 1c36188 ignore *.gem
* 9b29157 add open3_detach to gemspec file list
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Then, you can see the previous commit by specifying HEAD^, which means
“the parent of HEAD”:

$ git show HEAD^
commit d921970aadf03b3cf0e71becdaab3147ba71cdef
Merge: 1c002dd... 35cfb2b...
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Thu Dec 11 15:08:43 2008 -0800

    Merge commit 'phedders/rdocs'

You can also specify a number after the ^ – for example, d921970^2 means
“the second parent of d921970.” This syntax is only useful for merge commits,
which have more than one parent. The first parent is the branch you were on
when you merged, and the second is the commit on the branch that you
merged in:

$ git show d921970^
commit 1c002dd4b536e7479fe34593e72e6c6c1819e53b
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Thu Dec 11 14:58:32 2008 -0800

    added some blame and merge stuff

$ git show d921970^2
commit 35cfb2b795a55793d7cc56a6cc2060b4bb732548
Author: Paul Hedderly <paul+git@mjr.org>
Date:   Wed Dec 10 22:22:03 2008 +0000

    Some rdoc changes

The other main ancestry specification is the ~. This also refers to the first
parent, so HEAD~ and HEAD^ are equivalent. The difference becomes apparent
when you specify a number. HEAD~2 means “the first parent of the first parent,”
or “the grandparent” – it traverses the first parents the number of times you
specify. For example, in the history listed earlier, HEAD~3 would be

$ git show HEAD~3
commit 1c3618887afb5fbcbea25b7c013f4e2114448b8d
Author: Tom Preston-Werner <tom@mojombo.com>
Date:   Fri Nov 7 13:47:59 2008 -0500

    ignore *.gem
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FIGURE 7-1

Example history for
range selection.

This can also be written HEAD^^^, which again is the first parent of the first
parent of the first parent:

$ git show HEAD^^^
commit 1c3618887afb5fbcbea25b7c013f4e2114448b8d
Author: Tom Preston-Werner <tom@mojombo.com>
Date:   Fri Nov 7 13:47:59 2008 -0500

    ignore *.gem

You can also combine these syntaxes – you can get the second parent of the
previous reference (assuming it was a merge commit) by using HEAD~3^2, and
so on.

Commit Ranges

Now that you can specify individual commits, let’s see how to specify ranges of
commits. This is particularly useful for managing your branches – if you have a
lot of branches, you can use range specifications to answer questions such as,
“What work is on this branch that I haven’t yet merged into my main branch?”

DOUBLE DOT

The most common range specification is the double-dot syntax. This basically
asks Git to resolve a range of commits that are reachable from one commit but
aren’t reachable from another. For example, say you have a commit history that
looks like Figure 7-1.

You want to see what is in your experiment branch that hasn’t yet been
merged into your master branch. You can ask Git to show you a log of just those
commits with master..experiment – that means “all commits reachable by
experiment that aren’t reachable by master.” For the sake of brevity and clarity
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in these examples, I’ll use the letters of the commit objects from the diagram in
place of the actual log output in the order that they would display:

$ git log master..experiment
D
C

If, on the other hand, you want to see the opposite – all commits in master
that aren’t in experiment – you can reverse the branch names. experi-
ment..master shows you everything in master not reachable from experi-
ment:

$ git log experiment..master
F
E

This is useful if you want to keep the experiment branch up to date and
preview what you’re about to merge in. Another very frequent use of this syntax
is to see what you’re about to push to a remote:

$ git log origin/master..HEAD

This command shows you any commits in your current branch that aren’t in
the master branch on your origin remote. If you run a git push and your
current branch is tracking origin/master, the commits listed by git log
origin/master..HEAD are the commits that will be transferred to the server.
You can also leave off one side of the syntax to have Git assume HEAD. For ex-
ample, you can get the same results as in the previous example by typing git
log origin/master.. – Git substitutes HEAD if one side is missing.

MULTIPLE POINTS

The double-dot syntax is useful as a shorthand; but perhaps you want to speci-
fy more than two branches to indicate your revision, such as seeing what com-
mits are in any of several branches that aren’t in the branch you’re currently on.
Git allows you to do this by using either the ^ character or --not before any
reference from which you don’t want to see reachable commits. Thus these
three commands are equivalent:
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$ git log refA..refB
$ git log ^refA refB
$ git log refB --not refA

This is nice because with this syntax you can specify more than two refer-
ences in your query, which you cannot do with the double-dot syntax. For in-
stance, if you want to see all commits that are reachable from refA or refB but
not from refC, you can type one of these:

$ git log refA refB ^refC
$ git log refA refB --not refC

This makes for a very powerful revision query system that should help you
figure out what is in your branches.

TRIPLE DOT

The last major range-selection syntax is the triple-dot syntax, which specifies all
the commits that are reachable by either of two references but not by both of
them. Look back at the example commit history in Figure 7-1. If you want to
see what is in master or experiment but not any common references, you can
run

$ git log master...experiment
F
E
D
C

Again, this gives you normal log output but shows you only the commit in-
formation for those four commits, appearing in the traditional commit date or-
dering.

A common switch to use with the log command in this case is --left-
right, which shows you which side of the range each commit is in. This helps
make the data more useful:

$ git log --left-right master...experiment
< F
< E
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> D
> C

With these tools, you can much more easily let Git know what commit or
commits you want to inspect.

Interactive Staging

Git comes with a couple of scripts that make some command-line tasks easier.
Here, you’ll look at a few interactive commands that can help you easily craft
your commits to include only certain combinations and parts of files. These
tools are very helpful if you modify a bunch of files and then decide that you
want those changes to be in several focused commits rather than one big mes-
sy commit. This way, you can make sure your commits are logically separate
changesets and can be easily reviewed by the developers working with you. If
you run git add with the -i or --interactive option, Git goes into an inter-
active shell mode, displaying something like this:

$ git add -i
           staged     unstaged path
  1:    unchanged        +0/-1 TODO
  2:    unchanged        +1/-1 index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb

*** Commands ***
  1: status     2: update      3: revert     4: add untracked
  5: patch      6: diff        7: quit       8: help
What now>

You can see that this command shows you a much different view of your
staging area – basically the same information you get with git status but a
bit more succinct and informative. It lists the changes you’ve staged on the left
and unstaged changes on the right.

After this comes a Commands section. Here you can do a number of things,
including staging files, unstaging files, staging parts of files, adding untracked
files, and seeing diffs of what has been staged.

Staging and Unstaging Files

If you type 2 or u at the What now> prompt, the script prompts you for which
files you want to stage:
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What now> 2
           staged     unstaged path
  1:    unchanged        +0/-1 TODO
  2:    unchanged        +1/-1 index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb
Update>>

To stage the TODO and index.html files, you can type the numbers:

Update>> 1,2
           staged     unstaged path
* 1:    unchanged        +0/-1 TODO
* 2:    unchanged        +1/-1 index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb
Update>>

The * next to each file means the file is selected to be staged. If you press
Enter after typing nothing at the Update>> prompt, Git takes anything selected
and stages it for you:

Update>>
updated 2 paths

*** Commands ***
  1: status     2: update      3: revert     4: add untracked
  5: patch      6: diff        7: quit       8: help
What now> 1
           staged     unstaged path
  1:        +0/-1      nothing TODO
  2:        +1/-1      nothing index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb

Now you can see that the TODO and index.html files are staged and the sim-
plegit.rb file is still unstaged. If you want to unstage the TODO file at this point,
you use the 3 or r (for revert) option:

*** Commands ***
  1: status     2: update      3: revert     4: add untracked
  5: patch      6: diff        7: quit       8: help
What now> 3
           staged     unstaged path
  1:        +0/-1      nothing TODO
  2:        +1/-1      nothing index.html
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  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb
Revert>> 1
           staged     unstaged path
* 1:        +0/-1      nothing TODO
  2:        +1/-1      nothing index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb
Revert>> [enter]
reverted one path

Looking at your Git status again, you can see that you’ve unstaged the TODO
file:

*** Commands ***
  1: status     2: update      3: revert     4: add untracked
  5: patch      6: diff        7: quit       8: help
What now> 1
           staged     unstaged path
  1:    unchanged        +0/-1 TODO
  2:        +1/-1      nothing index.html
  3:    unchanged        +5/-1 lib/simplegit.rb

To see the diff of what you’ve staged, you can use the 6 or d (for diff) com-
mand. It shows you a list of your staged files, and you can select the ones for
which you would like to see the staged diff. This is much like specifying git
diff --cached on the command line:

*** Commands ***
  1: status     2: update      3: revert     4: add untracked
  5: patch      6: diff        7: quit       8: help
What now> 6
           staged     unstaged path
  1:        +1/-1      nothing index.html
Review diff>> 1
diff --git a/index.html b/index.html
index 4d07108..4335f49 100644
--- a/index.html
+++ b/index.html
@@ -16,7 +16,7 @@ Date Finder

 <p id="out">...</p>

-<div id="footer">contact : support@github.com</div>
+<div id="footer">contact : email.support@github.com</div>

 <script type="text/javascript">
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With these basic commands, you can use the interactive add mode to deal
with your staging area a little more easily.

Staging Patches

It’s also possible for Git to stage certain parts of files and not the rest. For exam-
ple, if you make two changes to your simplegit.rb file and want to stage one of
them and not the other, doing so is very easy in Git. From the interactive
prompt, type 5 or p (for patch). Git will ask you which files you would like to
partially stage; then, for each section of the selected files, it will display hunks
of the file diff and ask if you would like to stage them, one by one:

diff --git a/lib/simplegit.rb b/lib/simplegit.rb
index dd5ecc4..57399e0 100644
--- a/lib/simplegit.rb
+++ b/lib/simplegit.rb
@@ -22,7 +22,7 @@ class SimpleGit
   end

   def log(treeish = 'master')
-    command("git log -n 25 #{treeish}")
+    command("git log -n 30 #{treeish}")
   end

   def blame(path)
Stage this hunk [y,n,a,d,/,j,J,g,e,?]?

You have a lot of options at this point. Typing ? shows a list of what you can
do:

Stage this hunk [y,n,a,d,/,j,J,g,e,?]? ?
y - stage this hunk
n - do not stage this hunk
a - stage this and all the remaining hunks in the file
d - do not stage this hunk nor any of the remaining hunks in the file
g - select a hunk to go to
/ - search for a hunk matching the given regex
j - leave this hunk undecided, see next undecided hunk
J - leave this hunk undecided, see next hunk
k - leave this hunk undecided, see previous undecided hunk
K - leave this hunk undecided, see previous hunk
s - split the current hunk into smaller hunks
e - manually edit the current hunk
? - print help
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Generally, you’ll type y or n if you want to stage each hunk, but staging all of
them in certain files or skipping a hunk decision until later can be helpful too. If
you stage one part of the file and leave another part unstaged, your status out-
put will look like this:

What now> 1
           staged     unstaged path
  1:    unchanged        +0/-1 TODO
  2:        +1/-1      nothing index.html
  3:        +1/-1        +4/-0 lib/simplegit.rb

The status of the simplegit.rb file is interesting. It shows you that a couple of
lines are staged and a couple are unstaged. You’ve partially staged this file. At
this point, you can exit the interactive adding script and run git commit to
commit the partially staged files.

You also don’t need to be in interactive add mode to do the partial-file stag-
ing – you can start the same script by using git add -p or git add --patch
on the command line.

Furthermore, you can use patch mode for partially resetting files with the
reset --patch command, for checking out parts of files with the checkout
--patch command and for stashing parts of files with the stash save --
patch command. We’ll go into more details on each of these as we get to more
advanced usages of these commands.

Stashing and Cleaning

Often, when you’ve been working on part of your project, things are in a messy
state and you want to switch branches for a bit to work on something else. The
problem is, you don’t want to do a commit of half-done work just so you can get
back to this point later. The answer to this issue is the git stash command.

Stashing takes the dirty state of your working directory – that is, your modi-
fied tracked files and staged changes – and saves it on a stack of unfinished
changes that you can reapply at any time.

Stashing Your Work

To demonstrate, you’ll go into your project and start working on a couple of
files and possibly stage one of the changes. If you run git status, you can see
your dirty state:
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$ git status
Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

 modified:   index.html

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

 modified:   lib/simplegit.rb

Now you want to switch branches, but you don’t want to commit what
you’ve been working on yet; so you’ll stash the changes. To push a new stash
onto your stack, run git stash or git stash save:

$ git stash
Saved working directory and index state \
  "WIP on master: 049d078 added the index file"
HEAD is now at 049d078 added the index file
(To restore them type "git stash apply")

Your working directory is clean:

$ git status
# On branch master
nothing to commit, working directory clean

At this point, you can easily switch branches and do work elsewhere; your
changes are stored on your stack. To see which stashes you’ve stored, you can
use git stash list:

$ git stash list
stash@{0}: WIP on master: 049d078 added the index file
stash@{1}: WIP on master: c264051 Revert "added file_size"
stash@{2}: WIP on master: 21d80a5 added number to log

In this case, two stashes were done previously, so you have access to three
different stashed works. You can reapply the one you just stashed by using the
command shown in the help output of the original stash command: git stash
apply. If you want to apply one of the older stashes, you can specify it by nam-
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ing it, like this: git stash apply stash@{2}. If you don’t specify a stash, Git
assumes the most recent stash and tries to apply it:

$ git stash apply
# On branch master
# Changed but not updated:
#   (use "git add <file>..." to update what will be committed)
#
#      modified:   index.html
#      modified:   lib/simplegit.rb
#

You can see that Git re-modifies the files you reverted when you saved the
stash. In this case, you had a clean working directory when you tried to apply
the stash, and you tried to apply it on the same branch you saved it from; but
having a clean working directory and applying it on the same branch aren’t
necessary to successfully apply a stash. You can save a stash on one branch,
switch to another branch later, and try to reapply the changes. You can also
have modified and uncommitted files in your working directory when you apply
a stash – Git gives you merge conflicts if anything no longer applies cleanly.

The changes to your files were reapplied, but the file you staged before
wasn’t restaged. To do that, you must run the git stash apply command
with a --index option to tell the command to try to reapply the staged
changes. If you had run that instead, you’d have gotten back to your original
position:

$ git stash apply --index
# On branch master
# Changes to be committed:
#   (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
#
#      modified:   index.html
#
# Changed but not updated:
#   (use "git add <file>..." to update what will be committed)
#
#      modified:   lib/simplegit.rb
#

The apply option only tries to apply the stashed work – you continue to have
it on your stack. To remove it, you can run git stash drop with the name of
the stash to remove:
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$ git stash list
stash@{0}: WIP on master: 049d078 added the index file
stash@{1}: WIP on master: c264051 Revert "added file_size"
stash@{2}: WIP on master: 21d80a5 added number to log
$ git stash drop stash@{0}
Dropped stash@{0} (364e91f3f268f0900bc3ee613f9f733e82aaed43)

You can also run git stash pop to apply the stash and then immediately
drop it from your stack.

Creative Stashing

There are a few stash variants that may also be helpful. The first option that is
quite popular is the --keep-index option to the stash save command. This
tells Git to not stash anything that you’ve already staged with the git add
command.

This can be really helpful if you’ve made a number of changes but want to
only commit some of them and then come back to the rest of the changes at a
later time.

$ git status -s
M  index.html
 M lib/simplegit.rb

$ git stash --keep-index
Saved working directory and index state WIP on master: 1b65b17 added the index file
HEAD is now at 1b65b17 added the index file

$ git status -s
M  index.html

Another common thing you may want to do with stash is to stash the un-
tracked files as well as the tracked ones. By default, git stash will only store
files that are already in the index. If you specify --include-untracked or -u,
Git will also stash any untracked files you have created.

$ git status -s
M  index.html
 M lib/simplegit.rb
?? new-file.txt

$ git stash -u
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Saved working directory and index state WIP on master: 1b65b17 added the index file
HEAD is now at 1b65b17 added the index file

$ git status -s
$

Finally, if you specify the --patch flag, Git will not stash everything that is
modified but will instead prompt you interactively which of the changes you
would like to stash and which you would like to keep in your working directly.

$ git stash --patch
diff --git a/lib/simplegit.rb b/lib/simplegit.rb
index 66d332e..8bb5674 100644
--- a/lib/simplegit.rb
+++ b/lib/simplegit.rb
@@ -16,6 +16,10 @@ class SimpleGit
         return `#{git_cmd} 2>&1`.chomp
       end
     end
+
+    def show(treeish = 'master')
+      command("git show #{treeish}")
+    end

 end
 test
Stash this hunk [y,n,q,a,d,/,e,?]? y

Saved working directory and index state WIP on master: 1b65b17 added the index file

Creating a Branch from a Stash

If you stash some work, leave it there for a while, and continue on the branch
from which you stashed the work, you may have a problem reapplying the
work. If the apply tries to modify a file that you’ve since modified, you’ll get a
merge conflict and will have to try to resolve it. If you want an easier way to test
the stashed changes again, you can run git stash branch, which creates a
new branch for you, checks out the commit you were on when you stashed your
work, reapplies your work there, and then drops the stash if it applies success-
fully:

$ git stash branch testchanges
Switched to a new branch "testchanges"
# On branch testchanges
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# Changes to be committed:
#   (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
#
#      modified:   index.html
#
# Changed but not updated:
#   (use "git add <file>..." to update what will be committed)
#
#      modified:   lib/simplegit.rb
#
Dropped refs/stash@{0} (f0dfc4d5dc332d1cee34a634182e168c4efc3359)

This is a nice shortcut to recover stashed work easily and work on it in a new
branch.

Cleaning your Working Directory

Finally, you may not want to stash some work or files in your working directory,
but simply get rid of them. The git clean command will do this for you.

Some common reasons for this might be to remove cruft that has been gen-
erated by merges or external tools or to remove build artifacts in order to run a
clean build.

You’ll want to be pretty careful with this command, since it’s designed to re-
move files from your working directory that are not tracked. If you change your
mind, there is often no retrieving the content of those files. A safer option is to
run git stash --all to remove everything but save it in a stash.

Assuming you do want to remove cruft files or clean your working directory,
you can do so with git clean. To remove all the untracked files in your work-
ing directory, you can run git clean -f -d, which removes any files and also
any subdirectories that become empty as a result. The -f means force or “really
do this”.

If you ever want to see what it would do, you can run the command with the
-n option, which means “do a dry run and tell me what you would have re-
moved”.

$ git clean -d -n
Would remove test.o
Would remove tmp/

By default, the git clean command will only remove untracked files that
are not ignored. Any file that matches a pattern in your .gitignore or other
ignore files will not be removed. If you want to remove those files too, such as
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to remove all .o files generated from a build so you can do a fully clean build,
you can add a -x to the clean command.

$ git status -s
 M lib/simplegit.rb
?? build.TMP
?? tmp/

$ git clean -n -d
Would remove build.TMP
Would remove tmp/

$ git clean -n -d -x
Would remove build.TMP
Would remove test.o
Would remove tmp/

If you don’t know what the git clean command is going to do, always run
it with a -n first to double check before changing the -n to a -f and doing it for
real. The other way you can be careful about the process is to run it with the -i
or “interactive” flag.

This will run the clean command in an interactive mode.

$ git clean -x -i
Would remove the following items:
  build.TMP  test.o
*** Commands ***
    1: clean                2: filter by pattern    3: select by numbers    4: ask each             5: quit
    6: help
What now>

This way you can step through each file individually or specify patterns for
deletion interactively.

Signing Your Work

Git is cryptographically secure, but it’s not foolproof. If you’re taking work from
others on the internet and want to verify that commits are actually from a trus-
ted source, Git has a few ways to sign and verify work using GPG.
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GPG Introduction

First of all, if you want to sign anything you need to get GPG configured and
your personal key installed.

$ gpg --list-keys
/Users/schacon/.gnupg/pubring.gpg
---------------------------------
pub   2048R/0A46826A 2014-06-04
uid                  Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>
sub   2048R/874529A9 2014-06-04

If you don’t have a key installed, you can generate one with gpg --gen-
key.

gpg --gen-key

Once you have a private key to sign with, you can configure Git to use it for
signing things by setting the user.signingkey config setting.

git config --global user.signingkey 0A46826A

Now Git will use your key by default to sign tags and commits if you want.

Signing Tags

If you have a GPG private key setup, you can now use it to sign new tags. All you
have to do is use -s instead of -a:

$ git tag -s v1.5 -m 'my signed 1.5 tag'

You need a passphrase to unlock the secret key for
user: "Ben Straub <ben@straub.cc>"
2048-bit RSA key, ID 800430EB, created 2014-05-04

If you run git show on that tag, you can see your GPG signature attached to
it:
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$ git show v1.5
tag v1.5
Tagger: Ben Straub <ben@straub.cc>
Date:   Sat May 3 20:29:41 2014 -0700

my signed 1.5 tag
-----BEGIN PGP SIGNATURE-----
Version: GnuPG v1

iQEcBAABAgAGBQJTZbQlAAoJEF0+sviABDDrZbQH/09PfE51KPVPlanr6q1v4/Ut
LQxfojUWiLQdg2ESJItkcuweYg+kc3HCyFejeDIBw9dpXt00rY26p05qrpnG+85b
hM1/PswpPLuBSr+oCIDj5GMC2r2iEKsfv2fJbNW8iWAXVLoWZRF8B0MfqX/YTMbm
ecorc4iXzQu7tupRihslbNkfvfciMnSDeSvzCpWAHl7h8Wj6hhqePmLm9lAYqnKp
8S5B/1SSQuEAjRZgI4IexpZoeKGVDptPHxLLS38fozsyi0QyDyzEgJxcJQVMXxVi
RUysgqjcpT8+iQM1PblGfHR4XAhuOqN5Fx06PSaFZhqvWFezJ28/CLyX5q+oIVk=
=EFTF
-----END PGP SIGNATURE-----

commit ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
Author: Scott Chacon <schacon@gee-mail.com>
Date:   Mon Mar 17 21:52:11 2008 -0700

    changed the version number

Verifying Tags

To verify a signed tag, you use git tag -v [tag-name]. This command uses
GPG to verify the signature. You need the signer’s public key in your keyring for
this to work properly:

$ git tag -v v1.4.2.1
object 883653babd8ee7ea23e6a5c392bb739348b1eb61
type commit
tag v1.4.2.1
tagger Junio C Hamano <junkio@cox.net> 1158138501 -0700

GIT 1.4.2.1

Minor fixes since 1.4.2, including git-mv and git-http with alternates.
gpg: Signature made Wed Sep 13 02:08:25 2006 PDT using DSA key ID F3119B9A
gpg: Good signature from "Junio C Hamano <junkio@cox.net>"
gpg:                 aka "[jpeg image of size 1513]"
Primary key fingerprint: 3565 2A26 2040 E066 C9A7  4A7D C0C6 D9A4 F311 9B9A

If you don’t have the signer’s public key, you get something like this instead:
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gpg: Signature made Wed Sep 13 02:08:25 2006 PDT using DSA key ID F3119B9A
gpg: Can't check signature: public key not found
error: could not verify the tag 'v1.4.2.1'

Signing Commits

In more recent versions of Git (v1.7.9 and above), you can now also sign individ-
ual commits. If you’re interested in signing commits directly instead of just the
tags, all you need to do is add a -S to your git commit command.

$ git commit -a -S -m 'signed commit'

You need a passphrase to unlock the secret key for
user: "Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>"
2048-bit RSA key, ID 0A46826A, created 2014-06-04

[master 5c3386c] signed commit
 4 files changed, 4 insertions(+), 24 deletions(-)
 rewrite Rakefile (100%)
 create mode 100644 lib/git.rb

To see and verify these signatures, there is also a --show-signature op-
tion to git log.

$ git log --show-signature -1
commit 5c3386cf54bba0a33a32da706aa52bc0155503c2
gpg: Signature made Wed Jun  4 19:49:17 2014 PDT using RSA key ID 0A46826A
gpg: Good signature from "Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>"
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Wed Jun 4 19:49:17 2014 -0700

    signed commit

Additionally, you can configure git log to check any signatures it finds and
list them in it’s output with the %G? format.

$ git log --pretty="format:%h %G? %aN  %s"

5c3386c G Scott Chacon  signed commit
ca82a6d N Scott Chacon  changed the version number
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085bb3b N Scott Chacon  removed unnecessary test code
a11bef0 N Scott Chacon  first commit

Here we can see that only the latest commit is signed and valid and the pre-
vious commits are not.

In Git 1.8.3 and later, “git merge” and “git pull” can be told to inspect and
reject when merging a commit that does not carry a trusted GPG signature with
the --verify-signatures command.

If you use this option when merging a branch and it contains commits that
are not signed and valid, the merge will not work.

$ git merge --verify-signatures non-verify
fatal: Commit ab06180 does not have a GPG signature.

If the merge contains only valid signed commits, the merge command will
show you all the signatures it has checked and then move forward with the
merge.

$ git merge --verify-signatures signed-branch
Commit 13ad65e has a good GPG signature by Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>
Updating 5c3386c..13ad65e
Fast-forward
 README | 2 ++
 1 file changed, 2 insertions(+)

You can also use the -S option with the git merge command itself to sign
the resulting merge commit itself. The following example both verifies that
every commit in the branch to be merged is signed and furthermore signs the
resulting merge commit.

$ git merge --verify-signatures -S  signed-branch
Commit 13ad65e has a good GPG signature by Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>

You need a passphrase to unlock the secret key for
user: "Scott Chacon (Git signing key) <schacon@gmail.com>"
2048-bit RSA key, ID 0A46826A, created 2014-06-04

Merge made by the 'recursive' strategy.
 README | 2 ++
 1 file changed, 2 insertions(+)
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Everyone Must Sign

Signing tags and commits is great, but if you decide to use this in your normal
workflow, you’ll have to make sure that everyone on your team understands
how to do so. If you don’t, you’ll end up spending a lot of time helping people
figure out how to rewrite their commits with signed versions. Make sure you un-
derstand GPG and the benefits of signing things before adopting this as part of
your standard workflow.

Searching

With just about any size codebase, you’ll often need to find where a function is
called or defined, or find the history of a method. Git provides a couple of useful
tools for looking through the code and commits stored in it’s database quickly
and easily. We’ll go through a few of them.

Git Grep

Git ships with a command called grep that allows you to easily search through
any committed tree or the working directory for a string or regular expression.
For these examples, we’ll look through the Git source code itself.

By default, it will look through the files in your working directory. You can
pass -n to print out the line numbers where Git has found matches.

$ git grep -n gmtime_r
compat/gmtime.c:3:#undef gmtime_r
compat/gmtime.c:8:      return git_gmtime_r(timep, &result);
compat/gmtime.c:11:struct tm *git_gmtime_r(const time_t *timep, struct tm *result)
compat/gmtime.c:16:     ret = gmtime_r(timep, result);
compat/mingw.c:606:struct tm *gmtime_r(const time_t *timep, struct tm *result)
compat/mingw.h:162:struct tm *gmtime_r(const time_t *timep, struct tm *result);
date.c:429:             if (gmtime_r(&now, &now_tm))
date.c:492:             if (gmtime_r(&time, tm)) {
git-compat-util.h:721:struct tm *git_gmtime_r(const time_t *, struct tm *);
git-compat-util.h:723:#define gmtime_r git_gmtime_r

There are a number of interesting options you can provide the grep com-
mand.

For instance, instead of the previous call, you can have Git summarize the
output by just showing you which files matched and how many matches there
were in each file with the --count option:
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$ git grep --count gmtime_r
compat/gmtime.c:4
compat/mingw.c:1
compat/mingw.h:1
date.c:2
git-compat-util.h:2

If you want to see what method or function it thinks it has found a match in,
you can pass -p:

$ git grep -p gmtime_r *.c
date.c=static int match_multi_number(unsigned long num, char c, const char *date, char *end, struct tm *tm)
date.c:         if (gmtime_r(&now, &now_tm))
date.c=static int match_digit(const char *date, struct tm *tm, int *offset, int *tm_gmt)
date.c:         if (gmtime_r(&time, tm)) {

So here we can see that gmtime_r is called in the match_multi_number
and match_digit functions in the date.c file.

You can also look for complex combinations of strings with the --and flag,
which makes sure that multiple matches are in the same line. For instance, let’s
look for any lines that define a constant with either the strings “LINK” or
“BUF_MAX” in them in the Git codebase in an older 1.8.0 version.

Here we’ll also use the --break and --heading options which help split up
the output into a more readable format.

$ git grep --break --heading \
    -n -e '#define' --and \( -e LINK -e BUF_MAX \) v1.8.0
v1.8.0:builtin/index-pack.c
62:#define FLAG_LINK (1u<<20)

v1.8.0:cache.h
73:#define S_IFGITLINK  0160000
74:#define S_ISGITLINK(m)       (((m) & S_IFMT) == S_IFGITLINK)

v1.8.0:environment.c
54:#define OBJECT_CREATION_MODE OBJECT_CREATION_USES_HARDLINKS

v1.8.0:strbuf.c
326:#define STRBUF_MAXLINK (2*PATH_MAX)

v1.8.0:symlinks.c
53:#define FL_SYMLINK  (1 << 2)

v1.8.0:zlib.c

CHAPTER 7: Git Tools

284



30:/* #define ZLIB_BUF_MAX ((uInt)-1) */
31:#define ZLIB_BUF_MAX ((uInt) 1024 * 1024 * 1024) /* 1GB */

The git grep command has a few advantages over normal searching com-
mands like grep and ack. The first is that it’s really fast, the second is that you
can search through any tree in Git, not just the working directory. As we saw in
the above example, we looked for terms in an older version of the Git source
code, not the version that was currently checked out.

Git Log Searching

Perhaps you’re looking not for where a term exists, but when it existed or was
introduced. The git log command has a number of powerful tools for finding
specific commits by the content of their messages or even the content of the
diff they introduce.

If we want to find out for example when the ZLIB_BUF_MAX constant was
originally introduced, we can tell Git to only show us the commits that either
added or removed that string with the -S option.

$ git log -SZLIB_BUF_MAX --oneline
e01503b zlib: allow feeding more than 4GB in one go
ef49a7a zlib: zlib can only process 4GB at a time

If we look at the diff of those commits we can see that in ef49a7a the con-
stant was introduced and in e01503b it was modified.

If you need to be more specific, you can provide a regular expression to
search for with the -G option.

LINE LOG SEARCH

Another fairly advanced log search that is insanely useful is the line history
search. This is a fairly recent addition and not very well known, but it can be
really helpful. It is called with the -L option to git log and will show you the
history of a function or line of code in your codebase.

For example, if we wanted to see every change made to the function
git_deflate_bound in the zlib.c file, we could run git log -

L :git_deflate_bound:zlib.c. This will try to figure out what the bounds
of that function are and then look through the history and show me every
change that was made to the function as a series of patches back to when the
function was first created.
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$ git log -L :git_deflate_bound:zlib.c
commit ef49a7a0126d64359c974b4b3b71d7ad42ee3bca
Author: Junio C Hamano <gitster@pobox.com>
Date:   Fri Jun 10 11:52:15 2011 -0700

    zlib: zlib can only process 4GB at a time

diff --git a/zlib.c b/zlib.c
--- a/zlib.c
+++ b/zlib.c
@@ -85,5 +130,5 @@
-unsigned long git_deflate_bound(z_streamp strm, unsigned long size)
+unsigned long git_deflate_bound(git_zstream *strm, unsigned long size)
 {
-       return deflateBound(strm, size);
+       return deflateBound(&strm->z, size);
 }

commit 225a6f1068f71723a910e8565db4e252b3ca21fa
Author: Junio C Hamano <gitster@pobox.com>
Date:   Fri Jun 10 11:18:17 2011 -0700

    zlib: wrap deflateBound() too

diff --git a/zlib.c b/zlib.c
--- a/zlib.c
+++ b/zlib.c
@@ -81,0 +85,5 @@
+unsigned long git_deflate_bound(z_streamp strm, unsigned long size)
+{
+       return deflateBound(strm, size);
+}
+

If Git can’t figure out how to match a function or method in your program-
ming language, you can also provide it a regex. For example, this would have
done the same thing: git log -L '/unsigned long git_de-

flate_bound/',/^}/:zlib.c. You could also give it a range of lines or a sin-
gle line number and you’ll get the same sort of output.

Rewriting History

Many times, when working with Git, you may want to revise your commit histo-
ry for some reason. One of the great things about Git is that it allows you to
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make decisions at the last possible moment. You can decide what files go into
which commits right before you commit with the staging area, you can decide
that you didn’t mean to be working on something yet with the stash command,
and you can rewrite commits that already happened so they look like they hap-
pened in a different way. This can involve changing the order of the commits,
changing messages or modifying files in a commit, squashing together or split-
ting apart commits, or removing commits entirely – all before you share your
work with others.

In this section, you’ll cover how to accomplish these very useful tasks so that
you can make your commit history look the way you want before you share it
with others.

Changing the Last Commit

Changing your last commit is probably the most common rewriting of history
that you’ll do. You’ll often want to do two basic things to your last commit:
change the commit message, or change the snapshot you just recorded by
adding, changing and removing files.

If you only want to modify your last commit message, it’s very simple:

$ git commit --amend

That drops you into your text editor, which has your last commit message in
it, ready for you to modify the message. When you save and close the editor, the
editor writes a new commit containing that message and makes it your new last
commit.

If you’ve committed and then you want to change the snapshot you commit-
ted by adding or changing files, possibly because you forgot to add a newly cre-
ated file when you originally committed, the process works basically the same
way. You stage the changes you want by editing a file and running git add on
it or git rm to a tracked file, and the subsequent git commit --amend takes
your current staging area and makes it the snapshot for the new commit.

You need to be careful with this technique because amending changes the
SHA-1 of the commit. It’s like a very small rebase – don’t amend your last com-
mit if you’ve already pushed it.

Changing Multiple Commit Messages

To modify a commit that is farther back in your history, you must move to more
complex tools. Git doesn’t have a modify-history tool, but you can use the re-
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base tool to rebase a series of commits onto the HEAD they were originally
based on instead of moving them to another one. With the interactive rebase
tool, you can then stop after each commit you want to modify and change the
message, add files, or do whatever you wish. You can run rebase interactively
by adding the -i option to git rebase. You must indicate how far back you
want to rewrite commits by telling the command which commit to rebase onto.

For example, if you want to change the last three commit messages, or any
of the commit messages in that group, you supply as an argument to git re-
base -i the parent of the last commit you want to edit, which is HEAD~2^ or
HEAD~3. It may be easier to remember the ~3 because you’re trying to edit the
last three commits; but keep in mind that you’re actually designating four com-
mits ago, the parent of the last commit you want to edit:

$ git rebase -i HEAD~3

Remember again that this is a rebasing command – every commit included
in the range HEAD~3..HEAD will be rewritten, whether you change the message
or not. Don’t include any commit you’ve already pushed to a central server –
doing so will confuse other developers by providing an alternate version of the
same change.

Running this command gives you a list of commits in your text editor that
looks something like this:

pick f7f3f6d changed my name a bit
pick 310154e updated README formatting and added blame
pick a5f4a0d added cat-file

# Rebase 710f0f8..a5f4a0d onto 710f0f8
#
# Commands:
#  p, pick = use commit
#  r, reword = use commit, but edit the commit message
#  e, edit = use commit, but stop for amending
#  s, squash = use commit, but meld into previous commit
#  f, fixup = like "squash", but discard this commit's log message
#  x, exec = run command (the rest of the line) using shell
#
# These lines can be re-ordered; they are executed from top to bottom.
#
# If you remove a line here THAT COMMIT WILL BE LOST.
#
# However, if you remove everything, the rebase will be aborted.
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#
# Note that empty commits are commented out

It’s important to note that these commits are listed in the opposite order
than you normally see them using the log command. If you run a log, you see
something like this:

$ git log --pretty=format:"%h %s" HEAD~3..HEAD
a5f4a0d added cat-file
310154e updated README formatting and added blame
f7f3f6d changed my name a bit

Notice the reverse order. The interactive rebase gives you a script that it’s go-
ing to run. It will start at the commit you specify on the command line (HEAD~3)
and replay the changes introduced in each of these commits from top to bot-
tom. It lists the oldest at the top, rather than the newest, because that’s the first
one it will replay.

You need to edit the script so that it stops at the commit you want to edit. To
do so, change the word ‘pick’ to the word ‘edit’ for each of the commits you
want the script to stop after. For example, to modify only the third commit mes-
sage, you change the file to look like this:

edit f7f3f6d changed my name a bit
pick 310154e updated README formatting and added blame
pick a5f4a0d added cat-file

When you save and exit the editor, Git rewinds you back to the last commit
in that list and drops you on the command line with the following message:

$ git rebase -i HEAD~3
Stopped at f7f3f6d... changed my name a bit
You can amend the commit now, with

       git commit --amend

Once you’re satisfied with your changes, run

       git rebase --continue

These instructions tell you exactly what to do. Type
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$ git commit --amend

Change the commit message, and exit the editor. Then, run

$ git rebase --continue

This command will apply the other two commits automatically, and then
you’re done. If you change pick to edit on more lines, you can repeat these
steps for each commit you change to edit. Each time, Git will stop, let you
amend the commit, and continue when you’re finished.

Reordering Commits

You can also use interactive rebases to reorder or remove commits entirely. If
you want to remove the “added cat-file” commit and change the order in which
the other two commits are introduced, you can change the rebase script from
this

pick f7f3f6d changed my name a bit
pick 310154e updated README formatting and added blame
pick a5f4a0d added cat-file

to this:

pick 310154e updated README formatting and added blame
pick f7f3f6d changed my name a bit

When you save and exit the editor, Git rewinds your branch to the parent of
these commits, applies 310154e and then f7f3f6d, and then stops. You effec-
tively change the order of those commits and remove the “added cat-file” com-
mit completely.

Squashing Commits

It’s also possible to take a series of commits and squash them down into a sin-
gle commit with the interactive rebasing tool. The script puts helpful instruc-
tions in the rebase message:
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#
# Commands:
#  p, pick = use commit
#  r, reword = use commit, but edit the commit message
#  e, edit = use commit, but stop for amending
#  s, squash = use commit, but meld into previous commit
#  f, fixup = like "squash", but discard this commit's log message
#  x, exec = run command (the rest of the line) using shell
#
# These lines can be re-ordered; they are executed from top to bottom.
#
# If you remove a line here THAT COMMIT WILL BE LOST.
#
# However, if you remove everything, the rebase will be aborted.
#
# Note that empty commits are commented out

If, instead of “pick” or “edit”, you specify “squash”, Git applies both that
change and the change directly before it and makes you merge the commit
messages together. So, if you want to make a single commit from these three
commits, you make the script look like this:

pick f7f3f6d changed my name a bit
squash 310154e updated README formatting and added blame
squash a5f4a0d added cat-file

When you save and exit the editor, Git applies all three changes and then
puts you back into the editor to merge the three commit messages:

# This is a combination of 3 commits.
# The first commit's message is:
changed my name a bit

# This is the 2nd commit message:

updated README formatting and added blame

# This is the 3rd commit message:

added cat-file

When you save that, you have a single commit that introduces the changes
of all three previous commits.
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Splitting a Commit

Splitting a commit undoes a commit and then partially stages and commits as
many times as commits you want to end up with. For example, suppose you
want to split the middle commit of your three commits. Instead of “updated RE-
ADME formatting and added blame”, you want to split it into two commits: “up-
dated README formatting” for the first, and “added blame” for the second. You
can do that in the rebase -i script by changing the instruction on the commit
you want to split to “edit”:

pick f7f3f6d changed my name a bit
edit 310154e updated README formatting and added blame
pick a5f4a0d added cat-file

Then, when the script drops you to the command line, you reset that com-
mit, take the changes that have been reset, and create multiple commits out of
them. When you save and exit the editor, Git rewinds to the parent of the first
commit in your list, applies the first commit (f7f3f6d), applies the second
(310154e), and drops you to the console. There, you can do a mixed reset of
that commit with git reset HEAD^, which effectively undoes that commit
and leaves the modified files unstaged. Now you can stage and commit files un-
til you have several commits, and run git rebase --continue when you’re
done:

$ git reset HEAD^
$ git add README
$ git commit -m 'updated README formatting'
$ git add lib/simplegit.rb
$ git commit -m 'added blame'
$ git rebase --continue

Git applies the last commit (a5f4a0d) in the script, and your history looks
like this:

$ git log -4 --pretty=format:"%h %s"
1c002dd added cat-file
9b29157 added blame
35cfb2b updated README formatting
f3cc40e changed my name a bit
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Once again, this changes the SHAs of all the commits in your list, so make
sure no commit shows up in that list that you’ve already pushed to a shared
repository.

The Nuclear Option: filter-branch

There is another history-rewriting option that you can use if you need to rewrite
a larger number of commits in some scriptable way – for instance, changing
your e-mail address globally or removing a file from every commit. The com-
mand is filter-branch, and it can rewrite huge swaths of your history, so you
probably shouldn’t use it unless your project isn’t yet public and other people
haven’t based work off the commits you’re about to rewrite. However, it can be
very useful. You’ll learn a few of the common uses so you can get an idea of
some of the things it’s capable of.

REMOVING A FILE FROM EVERY COMMIT

This occurs fairly commonly. Someone accidentally commits a huge binary file
with a thoughtless git add ., and you want to remove it everywhere. Perhaps
you accidentally committed a file that contained a password, and you want to
make your project open source. filter-branch is the tool you probably want
to use to scrub your entire history. To remove a file named passwords.txt from
your entire history, you can use the --tree-filter option to filter-
branch:

$ git filter-branch --tree-filter 'rm -f passwords.txt' HEAD
Rewrite 6b9b3cf04e7c5686a9cb838c3f36a8cb6a0fc2bd (21/21)
Ref 'refs/heads/master' was rewritten

The --tree-filter option runs the specified command after each check-
out of the project and then recommits the results. In this case, you remove a file
called passwords.txt from every snapshot, whether it exists or not. If you want
to remove all accidentally committed editor backup files, you can run some-
thing like git filter-branch --tree-filter 'rm -f *~' HEAD.

You’ll be able to watch Git rewriting trees and commits and then move the
branch pointer at the end. It’s generally a good idea to do this in a testing
branch and then hard-reset your master branch after you’ve determined the
outcome is what you really want. To run filter-branch on all your branches,
you can pass --all to the command.
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MAKING A SUBDIRECTORY THE NEW ROOT

Suppose you’ve done an import from another source control system and have
subdirectories that make no sense (trunk, tags, and so on). If you want to make
the trunk subdirectory be the new project root for every commit, filter-
branch can help you do that, too:

$ git filter-branch --subdirectory-filter trunk HEAD
Rewrite 856f0bf61e41a27326cdae8f09fe708d679f596f (12/12)
Ref 'refs/heads/master' was rewritten

Now your new project root is what was in the trunk subdirectory each time.
Git will also automatically remove commits that did not affect the subdirectory.

CHANGING E-MAIL ADDRESSES GLOBALLY

Another common case is that you forgot to run git config to set your name
and e-mail address before you started working, or perhaps you want to open-
source a project at work and change all your work e-mail addresses to your per-
sonal address. In any case, you can change e-mail addresses in multiple com-
mits in a batch with filter-branch as well. You need to be careful to change
only the e-mail addresses that are yours, so you use --commit-filter:

$ git filter-branch --commit-filter '
        if [ "$GIT_AUTHOR_EMAIL" = "schacon@localhost" ];
        then
                GIT_AUTHOR_NAME="Scott Chacon";
                GIT_AUTHOR_EMAIL="schacon@example.com";
                git commit-tree "$@";
        else
                git commit-tree "$@";
        fi' HEAD

This goes through and rewrites every commit to have your new address. Be-
cause commits contain the SHA-1 values of their parents, this command
changes every commit SHA in your history, not just those that have the match-
ing e-mail address.
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Reset Demystified

Before moving on to more specialized tools, let’s talk about reset and check-
out. These commands are two of the most confusing parts of Git when you first
encounter them. They do so many things, that it seems hopeless to actually un-
derstand them and employ them properly. For this, we recommend a simple
metaphor.

The Three Trees

An easier way to think about reset and checkout is through the mental frame
of Git being a content manager of three different trees. By “tree” here we really
mean “collection of files”, not specifically the data structure. (There are a few
cases where the index doesn’t exactly act like a tree, but for our purposes it is
easier to think about it this way for now.)

Git as a system manages and manipulates three trees in its normal opera-
tion:

Tree Role

HEAD Last commit snapshot, next parent

Index Proposed next commit snapshot

Working Directory Sandbox

THE HEAD

HEAD is the pointer to the current branch reference, which is in turn a pointer to
the last commit made on that branch. That means HEAD will be the parent of
the next commit that is created. It’s generally simplest to think of HEAD as the
snapshot of your last commit.

In fact, it’s pretty easy to see what that snapshot looks like. Here is an exam-
ple of getting the actual directory listing and SHA checksums for each file in the
HEAD snapshot:

$ git cat-file -p HEAD
tree cfda3bf379e4f8dba8717dee55aab78aef7f4daf
author Scott Chacon  1301511835 -0700
committer Scott Chacon  1301511835 -0700

initial commit
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$ git ls-tree -r HEAD
100644 blob a906cb2a4a904a152...   README
100644 blob 8f94139338f9404f2...   Rakefile
040000 tree 99f1a6d12cb4b6f19...   lib

The cat-file and ls-tree commands are “plumbing” commands that are
used for lower level things and not really used in day-to-day work, but they help
us see what’s going on here.

THE INDEX

The Index is your proposed next commit. We’ve also been referring to this con-
cept as Git’s “Staging Area” as this is what Git looks at when you run git com-
mit.

Git populates this index with a list of all the file contents that were last
checked out into your working directory and what they looked like when they
were originally checked out. You then replace some of those files with new ver-
sions of them, and git commit converts that into the tree for a new commit.

$ git ls-files -s
100644 a906cb2a4a904a152e80877d4088654daad0c859 0 README
100644 8f94139338f9404f26296befa88755fc2598c289 0 Rakefile
100644 47c6340d6459e05787f644c2447d2595f5d3a54b 0 lib/simplegit.rb

Again, here we’re using ls-files, which is more of a behind the scenes
command that shows you what your index currently looks like.

The index is not technically a tree structure – it’s actually implemented as a
flattened manifest – but for our purposes it’s close enough.

THE WORKING DIRECTORY

Finally, you have your working directory. The other two trees store their content
in an efficient but inconvenient manner, inside the .git folder. The Working Di-
rectory unpacks them into actual files, which makes it much easier for you to
edit them. Think of the Working Directory as a sandbox, where you can try
changes out before committing them to your staging area (index) and then to
history.

$ tree
.
├── README
├── Rakefile
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FIGURE 7-2

└── lib
    └── simplegit.rb

1 directory, 3 files

The Workflow

Git’s main purpose is to record snapshots of your project in successively better
states, by manipulating these three trees.

Let’s visualize this process: say you go into a new directory with a single file
in it. We’ll call this v1 of the file, and we’ll indicate it in blue. Now we run git
init, which will create a Git repository with a HEAD reference which points to
an unborn branch (master doesn’t exist yet).
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FIGURE 7-3

At this point, only the Working Directory tree has any content.
Now we want to commit this file, so we use git add to take content in the

Working Directory and copy it to the Index.
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FIGURE 7-4

Then we run git commit, which takes the contents of the Index and saves it
as a permanent snapshot, creates a commit object which points to that snap-
shot, and updates master to point to that commit.
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FIGURE 7-5

If we run git status, we’ll see no changes, because all three trees are the
same.

Now we want to make a change to that file and commit it. We’ll go through
the same process; first we change the file in our working directory. Let’s call this
v2 of the file, and indicate it in red.
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FIGURE 7-6

If we run git status right now, we’ll see the file in red as “Changes not
staged for commit,” because that entry differs between the Index and the Work-
ing Directory. Next we run git add on it to stage it into our Index.
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FIGURE 7-7

At this point if we run git status we will see the file in green under
“Changes to be committed” because the Index and HEAD differ – that is, our
proposed next commit is now different from our last commit. Finally, we run
git commit to finalize the commit.
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FIGURE 7-8

Now git status will give us no output, because all three trees are the
same again.

Switching branches or cloning goes through a similar process. When you
checkout a branch, it changes HEAD to point to the new branch ref, populates
your Index with the snapshot of that commit, then copies the contents of the
Index into your Working Directory.

The Role of Reset

The reset command makes more sense when viewed in this context.
For the purposes of these examples, let’s say that we’ve modified file.txt

again and committed it a third time. So now our history looks like this:
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FIGURE 7-9

Let’s now walk through exactly what reset does when you call it. It directly
manipulates these three trees in a simple and predictable way. It does up to
three basic operations.

STEP 1: MOVE HEAD

The first thing reset will do is move what HEAD points to. This isn’t the same
as changing HEAD itself (which is what checkout does); reset moves the
branch that HEAD is pointing to. This means if HEAD is set to the master branch
(i.e. you’re currently on the master branch), running git reset 9e5e64a will
start by making master point to 9e5e64a.
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FIGURE 7-10

No matter what form of reset with a commit you invoke, this is the first
thing it will always try to do. With reset --soft, it will simply stop there.

Now take a second to look at that diagram and realize what happened: it es-
sentially undid the last git commit command. When you run git commit, Git
creates a new commit and moves the branch that HEAD points to up to it. When
you reset back to HEAD~ (the parent of HEAD), you are moving the branch back
to where it was, without changing the Index or Working Directory. You could
now update the Index and run git commit again to accomplish what git
commit --amend would have done (see “Changing the Last Commit”).

STEP 2: UPDATING THE INDEX (--MIXED)

Note that if you run git status now you’ll see in green the difference be-
tween the Index and what the new HEAD is.

The next thing reset will do is to update the Index with the contents of
whatever snapshot HEAD now points to.
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FIGURE 7-11

If you specify the --mixed option, reset will stop at this point. This is also
the default, so if you specify no option at all ( just git reset HEAD~ in this
case), this is where the command will stop.

Now take another second to look at that diagram and realize what hap-
pened: it still undid your last commit, but also unstaged everything. You rolled
back to before you ran all your git add and git commit commands.

STEP 3: UPDATING THE WORKING DIRECTORY (--HARD)

The third thing that reset will do is to make the Working Directory look like the
Index. If you use the --hard option, it will continue to this stage.
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FIGURE 7-12

So let’s think about what just happened. You undid your last commit, the
git add and git commit commands, and all the work you did in your work-
ing directory.

It’s important to note that this flag (--hard) is the only way to make the
reset command dangerous, and one of the very few cases where Git will ac-
tually destroy data. Any other invocation of reset can be pretty easily undone,
but the --hard option cannot, since it forcibly overwrites files in the Working
Directory. In this particular case, we still have the v3 version of our file in a com-
mit in our Git DB, and we could get it back by looking at our reflog, but if we
had not committed it, Git still would have overwritten the file and it would be
unrecoverable.

RECAP

The reset command overwrites these three trees in a specific order, stopping
when you tell it to:

1. Move the branch HEAD points to (stop here if --soft)
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2. Make the Index look like HEAD (stop here unless --hard)

3. Make the Working Directory look like the Index

Reset With a Path

That covers the behavior of reset in its basic form, but you can also provide it
with a path to act upon. If you specify a path, reset will skip step 1, and limit
the remainder of its actions to a specific file or set of files. This actually sort of
makes sense – HEAD is just a pointer, and you can’t point to part of one commit
and part of another. But the Index and Working directory can be partially upda-
ted, so reset proceeds with steps 2 and 3.

So, assume we run git reset file.txt. This form (since you did not
specify a commit SHA or branch, and you didn’t specify --soft or --hard) is
shorthand for git reset --mixed HEAD file.txt, which will:

1. Move the branch HEAD points to (skipped)

2. Make the Index look like HEAD (stop here)

So it essentially just copies file.txt from HEAD to the Index.
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FIGURE 7-13

This has the practical effect of unstaging the file. If we look at the diagram
for that command and think about what git add does, they are exact oppo-
sites.
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FIGURE 7-14

This is why the output of the git status command suggests that you run
this to unstage a file. (See “ステージしたファイルの取り消し” for more on
this.)

We could just as easily not let Git assume we meant “pull the data from
HEAD” by specifying a specific commit to pull that file version from. We would
just run something like git reset eb43bf file.txt.
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FIGURE 7-15

This effectively does the same thing as if we had reverted the content of the
file to v1 in the Working Directory, ran git add on it, then reverted it back to
v3 again (without actually going through all those steps). If we run git commit
now, it will record a change that reverts that file back to v1, even though we
never actually had it in our Working Directory again.

It’s also interesting to note that like git add, the reset command will ac-
cept a --patch option to unstage content on a hunk-by-hunk basis. So you can
selectively unstage or revert content.

Squashing

Let’s look at how to do something interesting with this newfound power –
squashing commits.

Say you have a series of commits with messages like “oops.”, “WIP” and “for-
got this file”. You can use reset to quickly and easily squash them into a single
commit that makes you look really smart. (“Squashing Commits” shows an-
other way to do this, but in this example it’s simpler to use reset.)
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FIGURE 7-16

Let’s say you have a project where the first commit has one file, the second
commit added a new file and changed the first, and the third commit changed
the first file again. The second commit was a work in progress and you want to
squash it down.

You can run git reset --soft HEAD~2 to move the HEAD branch back to
an older commit (the first commit you want to keep):
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FIGURE 7-17

And then simply run git commit again:
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FIGURE 7-18

Now you can see that your reachable history, the history you would push,
now looks like you had one commit with file-a.txt v1, then a second that
both modified file-a.txt to v3 and added file-b.txt. The commit with the
v2 version of the file is no longer in the history.

Check It Out

Finally, you may wonder what the difference between checkout and reset is.
Like reset, checkout manipulates the three trees, and it is a bit different de-
pending on whether you give the command a file path or not.
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WITHOUT PATHS

Running git checkout [branch] is pretty similar to running git reset --
hard [branch] in that it updates all three trees for you to look like [branch],
but there are two important differences.

First, unlike reset --hard, checkout is working-directory safe; it will
check to make sure it’s not blowing away files that have changes to them. Ac-
tually, it’s a bit smarter than that – it tries to do a trivial merge in the Working
Directory, so all of the files you haven’t changed in will be updated. reset --
hard, on the other hand, will simply replace everything across the board
without checking.

The second important difference is how it updates HEAD. Where reset will
move the branch that HEAD points to, checkout will move HEAD itself to point
to another branch.

For instance, say we have master and develop branches which point at dif-
ferent commits, and we’re currently on develop (so HEAD points to it). If we
run git reset master, develop itself will now point to the same commit
that master does. If we instead run git checkout master, develop does not
move, HEAD itself does. HEAD will now point to master.

So, in both cases we’re moving HEAD to point to commit A, but how we do so
is very different. reset will move the branch HEAD points to, checkout moves
HEAD itself.
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FIGURE 7-19

WITH PATHS

The other way to run checkout is with a file path, which, like reset, does not
move HEAD. It is just like git reset [branch] file in that it updates the
index with that file at that commit, but it also overwrites the file in the working
directory. It would be exactly like git reset --hard [branch] file (if re-
set would let you run that) – it’s not working-directory safe, and it does not
move HEAD.

Also, like git reset and git add, checkout will accept a --patch option
to allow you to selectively revert file contents on a hunk-by-hunk basis.

Summary

Hopefully now you understand and feel more comfortable with the reset com-
mand, but are probably still a little confused about how exactly it differs from
checkout and could not possibly remember all the rules of the different invo-
cations.

Here’s a cheat-sheet for which commands affect which trees. The “HEAD”
column reads “REF” if that command moves the reference (branch) that HEAD
points to, and “HEAD” if it moves HEAD itself. Pay especial attention to the WD
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Safe? column – if it says NO, take a second to think before running that com-
mand.

HEAD Index Workdir WD Safe?

Commit Level

reset --soft [commit] REF NO NO YES

reset [commit] REF YES NO YES

reset --hard [commit] REF YES YES NO

checkout [commit] HEAD YES YES YES

File Level

reset (commit) [file] NO YES NO YES

checkout (commit) [file] NO YES YES NO

Advanced Merging

Merging in Git is typically fairly easy. Since Git makes it easy to merge another
branch multiple times, it means that you can have a very long lived branch but
you can keep it up to date as you go, solving small conflicts often, rather than
be surprised by one enormous conflict at the end of the series.

However, sometimes tricky conflicts do occur. Unlike some other version
control systems, Git does not try to be overly clever about merge conflict reso-
lution. Git’s philosophy is to be smart about determining when a merge resolu-
tion is unambiguous, but if there is a conflict, it does not try to be clever about
automatically resolving it. Therefore, if you wait too long to merge two branch-
es that diverge quickly, you can run into some issues.

In this section, we’ll go over what some of those issues might be and what
tools Git gives you to help handle these more tricky situations. We’ll also cover
some of the different, non-standard types of merges you can do, as well as see
how to back out of merges that you’ve done.

Merge Conflicts

While we covered some basics on resolving merge conflicts in “マージ時のコン
フリクト”, for more complex conflicts, Git provides a few tools to help you fig-
ure out what’s going on and how to better deal with the conflict.
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First of all, if at all possible, try to make sure your working directory is clean
before doing a merge that may have conflicts. If you have work in progress, ei-
ther commit it to a temporary branch or stash it. This makes it so that you can
undo anything you try here. If you have unsaved changes in your working di-
rectory when you try a merge, some of these tips may help you lose that work.

Let’s walk through a very simple example. We have a super simple Ruby file
that prints hello world.

#! /usr/bin/env ruby

def hello
  puts 'hello world'
end

hello()

In our repository, we create a new branch named whitespace and proceed
to change all the Unix line endings to DOS line endings, essentially changing
every line of the file, but just with whitespace. Then we change the line “hello
world” to “hello mundo”.

$ git checkout -b whitespace
Switched to a new branch 'whitespace'

$ unix2dos hello.rb
unix2dos: converting file hello.rb to DOS format ...
$ git commit -am 'converted hello.rb to DOS'
[whitespace 3270f76] converted hello.rb to DOS
 1 file changed, 7 insertions(+), 7 deletions(-)

$ vim hello.rb
$ git diff -w
diff --git a/hello.rb b/hello.rb
index ac51efd..e85207e 100755
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,7 +1,7 @@
 #! /usr/bin/env ruby

 def hello
-  puts 'hello world'
+  puts 'hello mundo'^M
 end

 hello()

$ git commit -am 'hello mundo change'
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[whitespace 6d338d2] hello mundo change
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)

Now we switch back to our master branch and add some documentation for
the function.

$ git checkout master
Switched to branch 'master'

$ vim hello.rb
$ git diff
diff --git a/hello.rb b/hello.rb
index ac51efd..36c06c8 100755
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,5 +1,6 @@
 #! /usr/bin/env ruby

+# prints out a greeting
 def hello
   puts 'hello world'
 end

$ git commit -am 'document the function'
[master bec6336] document the function
 1 file changed, 1 insertion(+)

Now we try to merge in our whitespace branch and we’ll get conflicts be-
cause of the whitespace changes.

$ git merge whitespace
Auto-merging hello.rb
CONFLICT (content): Merge conflict in hello.rb
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

ABORTING A MERGE

We now have a few options. First, let’s cover how to get out of this situation. If
you perhaps weren’t expecting conflicts and don’t want to quite deal with the
situation yet, you can simply back out of the merge with git merge --abort.

$ git status -sb
## master
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UU hello.rb

$ git merge --abort

$ git status -sb
## master

The git merge --abort option tries to revert back to your state before
you ran the merge. The only cases where it may not be able to do this perfectly
would be if you had unstashed, uncommitted changes in your working directo-
ry when you ran it, otherwise it should work fine.

If for some reason you find yourself in a horrible state and just want to start
over, you can also run git reset --hard HEAD or wherever you want to get
back to. Remember again that this will blow away your working directory, so
make sure you don’t want any changes there.

IGNORING WHITESPACE

In this specific case, the conflicts are whitespace related. We know this because
the case is simple, but it’s also pretty easy to tell in real cases when looking at
the conflict because every line is removed on one side and added again on the
other. By default, Git sees all of these lines as being changed, so it can’t merge
the files.

The default merge strategy can take arguments though, and a few of them
are about properly ignoring whitespace changes. If you see that you have a lot
of whitespace issues in a merge, you can simply abort it and do it again, this
time with -Xignore-all-space or -Xignore-space-change. The first option
ignores changes in any amount of existing whitespace, the second ignores all
whitespace changes altogether.

$ git merge -Xignore-all-space whitespace
Auto-merging hello.rb
Merge made by the 'recursive' strategy.
 hello.rb | 2 +-
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)

Since in this case, the actual file changes were not conflicting, once we ig-
nore the whitespace changes, everything merges just fine.

This is a lifesaver if you have someone on your team who likes to occasional-
ly reformat everything from spaces to tabs or vice-versa.
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MANUAL FILE RE-MERGING

Though Git handles whitespace pre-processing pretty well, there are other
types of changes that perhaps Git can’t handle automatically, but are scriptable
fixes. As an example, let’s pretend that Git could not handle the whitespace
change and we needed to do it by hand.

What we really need to do is run the file we’re trying to merge in through a
dos2unix program before trying the actual file merge. So how would we do
that?

First, we get into the merge conflict state. Then we want to get copies of my
version of the file, their version (from the branch we’re merging in) and the
common version (from where both sides branched off). Then we want to fix up
either their side or our side and re-try the merge again for just this single file.

Getting the three file versions is actually pretty easy. Git stores all of these
versions in the index under “stages” which each have numbers associated with
them. Stage 1 is the common ancestor, stage 2 is your version and stage 3 is
from the MERGE_HEAD, the version you’re merging in (“theirs”).

You can extract a copy of each of these versions of the conflicted file with the
git show command and a special syntax.

$ git show :1:hello.rb > hello.common.rb
$ git show :2:hello.rb > hello.ours.rb
$ git show :3:hello.rb > hello.theirs.rb

If you want to get a little more hard core, you can also use the ls-files -u
plumbing command to get the actual SHAs of the Git blobs for each of these
files.

$ git ls-files -u
100755 ac51efdc3df4f4fd328d1a02ad05331d8e2c9111 1 hello.rb
100755 36c06c8752c78d2aff89571132f3bf7841a7b5c3 2 hello.rb
100755 e85207e04dfdd5eb0a1e9febbc67fd837c44a1cd 3 hello.rb

The :1:hello.rb is just a shorthand for looking up that blob SHA.
Now that we have the content of all three stages in our working directory, we

can manually fix up theirs to fix the whitespace issue and re-merge the file with
the little-known git merge-file command which does just that.

$ dos2unix hello.theirs.rb
dos2unix: converting file hello.theirs.rb to Unix format ...

Advanced Merging

321



$ git merge-file -p \
    hello.ours.rb hello.common.rb hello.theirs.rb > hello.rb

$ git diff -w
diff --cc hello.rb
index 36c06c8,e85207e..0000000
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@@ -1,8 -1,7 +1,8 @@@
  #! /usr/bin/env ruby

 +# prints out a greeting
  def hello
-   puts 'hello world'
+   puts 'hello mundo'
  end

  hello()

At this point we have nicely merged the file. In fact, this actually works better
than the ignore-all-space option because this actually fixes the whitespace
changes before merge instead of simply ignoring them. In the ignore-all-
space merge, we actually ended up with a few lines with DOS line endings,
making things mixed.

If you want to get an idea before finalizing this commit about what was ac-
tually changed between one side or the other, you can ask git diff to com-
pare what is in your working directory that you’re about to commit as the result
of the merge to any of these stages. Let’s go through them all.

To compare your result to what you had in your branch before the merge, in
other words, to see what the merge introduced, you can run git diff --ours

$ git diff --ours
* Unmerged path hello.rb
diff --git a/hello.rb b/hello.rb
index 36c06c8..44d0a25 100755
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -2,7 +2,7 @@

 # prints out a greeting
 def hello
-  puts 'hello world'
+  puts 'hello mundo'
 end
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 hello()

So here we can easily see that what happened in our branch, what we’re ac-
tually introducing to this file with this merge, is changing that single line.

If we want to see how the result of the merge differed from what was on their
side, you can run git diff --theirs. In this and the following example, we
have to use -w to strip out the whitespace because we’re comparing it to what
is in Git, not our cleaned up hello.theirs.rb file.

$ git diff --theirs -w
* Unmerged path hello.rb
diff --git a/hello.rb b/hello.rb
index e85207e..44d0a25 100755
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,5 +1,6 @@
 #! /usr/bin/env ruby

+# prints out a greeting
 def hello
   puts 'hello mundo'
 end

Finally, you can see how the file has changed from both sides with git diff
--base.

$ git diff --base -w
* Unmerged path hello.rb
diff --git a/hello.rb b/hello.rb
index ac51efd..44d0a25 100755
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,7 +1,8 @@
 #! /usr/bin/env ruby

+# prints out a greeting
 def hello
-  puts 'hello world'
+  puts 'hello mundo'
 end

 hello()
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At this point we can use the git clean command to clear out the extra files
we created to do the manual merge but no longer need.

$ git clean -f
Removing hello.common.rb
Removing hello.ours.rb
Removing hello.theirs.rb

CHECKING OUT CONFLICTS

Perhaps we’re not happy with the resolution at this point for some reason, or
maybe manually editing one or both sides still didn’t work well and we need
more context.

Let’s change up the example a little. For this example, we have two longer
lived branches that each have a few commits in them but create a legitimate
content conflict when merged.

$ git log --graph --oneline --decorate --all
* f1270f7 (HEAD, master) update README
* 9af9d3b add a README
* 694971d update phrase to hola world
| * e3eb223 (mundo) add more tests
| * 7cff591 add testing script
| * c3ffff1 changed text to hello mundo
|/
* b7dcc89 initial hello world code

We now have three unique commits that live only on the master branch and
three others that live on the mundo branch. If we try to merge the mundo branch
in, we get a conflict.

$ git merge mundo
Auto-merging hello.rb
CONFLICT (content): Merge conflict in hello.rb
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

We would like to see what the merge conflict is. If we open up the file, we’ll
see something like this:

#! /usr/bin/env ruby

def hello
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<<<<<<< HEAD
  puts 'hola world'
=======
  puts 'hello mundo'
>>>>>>> mundo
end

hello()

Both sides of the merge added content to this file, but some of the commits
modified the file in the same place that caused this conflict.

Let’s explore a couple of tools that you now have at your disposal to deter-
mine how this conflict came to be. Perhaps it’s not obvious how exactly you
should fix this conflict. You need more context.

One helpful tool is git checkout with the ‘--conflict’ option. This will re-
checkout the file again and replace the merge conflict markers. This can be use-
ful if you want to reset the markers and try to resolve them again.

You can pass --conflict either diff3 or merge (which is the default). If
you pass it diff3, Git will use a slightly different version of conflict markers, not
only giving you the “ours” and “theirs” versions, but also the “base” version in-
line to give you more context.

$ git checkout --conflict=diff3 hello.rb

Once we run that, the file will look like this instead:

#! /usr/bin/env ruby

def hello
<<<<<<< ours
  puts 'hola world'
||||||| base
  puts 'hello world'
=======
  puts 'hello mundo'
>>>>>>> theirs
end

hello()

If you like this format, you can set it as the default for future merge conflicts
by setting the merge.conflictstyle setting to diff3.
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$ git config --global merge.conflictstyle diff3

The git checkout command can also take --ours and --theirs options,
which can be a really fast way of just choosing either one side or the other
without merging things at all.

This can be particularly useful for conflicts of binary files where you can sim-
ply choose one side, or where you only want to merge certain files in from an-
other branch - you can do the merge and then checkout certain files from one
side or the other before committing.

MERGE LOG

Another useful tool when resolving merge conflicts is git log. This can help
you get context on what may have contributed to the conflicts. Reviewing a lit-
tle bit of history to remember why two lines of development were touching the
same area of code can be really helpful sometimes.

To get a full list of all of the unique commits that were included in either
branch involved in this merge, we can use the “triple dot” syntax that we
learned in “Triple Dot”.

$ git log --oneline --left-right HEAD...MERGE_HEAD
< f1270f7 update README
< 9af9d3b add a README
< 694971d update phrase to hola world
> e3eb223 add more tests
> 7cff591 add testing script
> c3ffff1 changed text to hello mundo

That’s a nice list of the six total commits involved, as well as which line of
development each commit was on.

We can further simplify this though to give us much more specific context. If
we add the --merge option to git log, it will only show the commits in either
side of the merge that touch a file that’s currently conflicted.

$ git log --oneline --left-right --merge
< 694971d update phrase to hola world
> c3ffff1 changed text to hello mundo

If you run that with the -p option instead, you get just the diffs to the file
that ended up in conflict. This can be really helpful in quickly giving you the
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context you need to help understand why something conflicts and how to more
intelligently resolve it.

COMBINED DIFF FORMAT

Since Git stages any merge results that are successful, when you run git diff
while in a conflicted merge state, you only get what is currently still in conflict.
This can be helpful to see what you still have to resolve.

When you run git diff directly after a merge conflict, it will give you infor-
mation in a rather unique diff output format.

$ git diff
diff --cc hello.rb
index 0399cd5,59727f0..0000000
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@@ -1,7 -1,7 +1,11 @@@
  #! /usr/bin/env ruby

  def hello
++<<<<<<< HEAD
 +  puts 'hola world'
++=======
+   puts 'hello mundo'
++>>>>>>> mundo
  end

  hello()

The format is called “Combined Diff” and gives you two columns of data next
to each line. The first column shows you if that line is different (added or re-
moved) between the “ours” branch and the file in your working directory and
the second column does the same between the “theirs” branch and your work-
ing directory copy.

So in that example you can see that the <<<<<<< and >>>>>>> lines are in
the working copy but were not in either side of the merge. This makes sense
because the merge tool stuck them in there for our context, but we’re expected
to remove them.

If we resolve the conflict and run git diff again, we’ll see the same thing,
but it’s a little more useful.

$ vim hello.rb
$ git diff
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diff --cc hello.rb
index 0399cd5,59727f0..0000000
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@@ -1,7 -1,7 +1,7 @@@
  #! /usr/bin/env ruby

  def hello
-   puts 'hola world'
 -  puts 'hello mundo'
++  puts 'hola mundo'
  end

  hello()

This shows us that “hola world” was in our side but not in the working copy,
that “hello mundo” was in their side but not in the working copy and finally
that “hola mundo” was not in either side but is now in the working copy. This
can be useful to review before committing the resolution.

You can also get this from the git log for any merge after the fact to see
how something was resolved after the fact. Git will output this format if you run
git show on a merge commit, or if you add a --cc option to a git log -p
(which by default only shows patches for non-merge commits).

$ git log --cc -p -1
commit 14f41939956d80b9e17bb8721354c33f8d5b5a79
Merge: f1270f7 e3eb223
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri Sep 19 18:14:49 2014 +0200

    Merge branch 'mundo'

    Conflicts:
        hello.rb

diff --cc hello.rb
index 0399cd5,59727f0..e1d0799
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@@ -1,7 -1,7 +1,7 @@@
  #! /usr/bin/env ruby

  def hello
-   puts 'hola world'
 -  puts 'hello mundo'
++  puts 'hola mundo'
  end
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FIGURE 7-20

Accidental merge
commit

  hello()

Undoing Merges

Now that you know how to create a merge commit, you’ll probably make some
by mistake. One of the great things about working with Git is that it’s okay to
make mistakes, because it’s possible (and in many cases easy) to fix them.

Merge commits are no different. Let’s say you started work on a topic
branch, accidentally merged it into master, and now your commit history looks
like this:

There are two ways to approach this problem, depending on what your de-
sired outcome is.

FIX THE REFERENCES

If the unwanted merge commit only exists on your local repository, the easiest
and best solution is to move the branches so that they point where you want
them to. In most cases, if you follow the errant git merge with git reset --
hard HEAD~, this will reset the branch pointers so they look like this:
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FIGURE 7-21

History after git
reset --hard
HEAD~

We covered reset back in “Reset Demystified”, so it shouldn’t be too hard
to figure out what’s going on here. Here’s a quick refresher: reset --hard usu-
ally goes through three steps:

1. Move the branch HEAD points to. In this case, we want to move master to
where it was before the merge commit (C6).

2. Make the index look like HEAD.

3. Make the working directory look like the index.

The downside of this approach is that it’s rewriting history, which can be
problematic with a shared repository. Check out “ほんとうは怖いリベース”
for more on what can happen; the short version is that if other people have the
commits you’re rewriting, you should probably avoid reset. This approach al-
so won’t work if any other commits have been created since the merge; moving
the refs would effectively lose those changes.

REVERSE THE COMMIT

If moving the branch pointers around isn’t going to work for you, Git gives you
the option of making a new commit which undoes all the changes from an ex-
isting one. Git calls this operation a “revert”, and in this particular scenario,
you’d invoke it like this:

$ git revert -m 1 HEAD
[master b1d8379] Revert "Merge branch 'topic'"

CHAPTER 7: Git Tools

330



FIGURE 7-22

History after git
revert -m 1

The -m 1 flag indicates which parent is the “mainline” and should be kept.
When you invoke a merge into HEAD (git merge topic), the new commit has
two parents: the first one is HEAD (C6), and the second is the tip of the branch
being merged in (C4). In this case, we want to undo all the changes introduced
by merging in parent #2 (C4), while keeping all the content from parent #1 (C6).

The history with the revert commit looks like this:

The new commit ^M has exactly the same contents as C6, so starting from
here it’s as if the merge never happened, except that the now-unmerged com-
mits are still in HEAD’s history. Git will get confused if you try to merge topic
into master again:

$ git merge topic
Already up-to-date.

There’s nothing in topic that isn’t already reachable from master. What’s
worse, if you add work to topic and merge again, Git will only bring in the
changes since the reverted merge:
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FIGURE 7-23

History with a bad
merge

FIGURE 7-24

History after re-
merging a reverted
merge

The best way around this is to un-revert the original merge, since now you
want to bring in the changes that were reverted out, then create a new merge
commit:

$ git revert ^M
[master 09f0126] Revert "Revert "Merge branch 'topic'""
$ git merge topic

In this example, M and ^M cancel out. ^^M effectively merges in the changes
from C3 and C4, and C8 merges in the changes from C7, so now topic is fully
merged.

Other Types of Merges

So far we’ve covered the normal merge of two branches, normally handled with
what is called the “recursive” strategy of merging. There are other ways to
merge branches together however. Let’s cover a few of them quickly.
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OUR OR THEIRS PREFERENCE

First of all, there is another useful thing we can do with the normal “recursive”
mode of merging. We’ve already seen the ignore-all-space and ignore-
space-change options which are passed with a -X but we can also tell Git to
favor one side or the other when it sees a conflict.

By default, when Git sees a conflict between two branches being merged, it
will add merge conflict markers into your code and mark the file as conflicted
and let you resolve it. If you would prefer for Git to simply choose a specific side
and ignore the other side instead of letting you manually merge the conflict,
you can pass the merge command either a -Xours or -Xtheirs.

If Git sees this, it will not add conflict markers. Any differences that are
mergeable, it will merge. Any differences that conflict, it will simply choose the
side you specify in whole, including binary files.

If we go back to the “hello world” example we were using before, we can see
that merging in our branch causes conflicts.

$ git merge mundo
Auto-merging hello.rb
CONFLICT (content): Merge conflict in hello.rb
Resolved 'hello.rb' using previous resolution.
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

However if we run it with -Xours or -Xtheirs it does not.

$ git merge -Xours mundo
Auto-merging hello.rb
Merge made by the 'recursive' strategy.
 hello.rb | 2 +-
 test.sh  | 2 ++
 2 files changed, 3 insertions(+), 1 deletion(-)
 create mode 100644 test.sh

In that case, instead of getting conflict markers in the file with “hello mun-
do” on one side and “hola world” on the other, it will simply pick “hola world”.
However, all the other non-conflicting changes on that branch are merged suc-
cessfully in.

This option can also be passed to the git merge-file command we saw
earlier by running something like git merge-file --ours for individual file
merges.
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If you want to do something like this but not have Git even try to merge
changes from the other side in, there is a more draconian option, which is the
“ours” merge strategy. This is different from the “ours” recursive merge option.

This will basically do a fake merge. It will record a new merge commit with
both branches as parents, but it will not even look at the branch you’re merging
in. It will simply record as the result of the merge the exact code in your current
branch.

$ git merge -s ours mundo
Merge made by the 'ours' strategy.
$ git diff HEAD HEAD~
$

You can see that there is no difference between the branch we were on and
the result of the merge.

This can often be useful to basically trick Git into thinking that a branch is
already merged when doing a merge later on. For example, say you branched
off a “release” branch and have done some work on it that you will want to
merge back into your “master” branch at some point. In the meantime some
bugfix on “master” needs to be backported into your release branch. You can
merge the bugfix branch into the release branch and also merge -s ours
the same branch into your master branch (even though the fix is already there)
so when you later merge the release branch again, there are no conflicts from
the bugfix.

SUBTREE MERGING

The idea of the subtree merge is that you have two projects, and one of the
projects maps to a subdirectory of the other one and vice versa. When you
specify a subtree merge, Git is often smart enough to figure out that one is a
subtree of the other and merge appropriately.

We’ll go through an example of adding a separate project into an existing
project and then merging the code of the second into a subdirectory of the first.

First, we’ll add the Rack application to our project. We’ll add the Rack
project as a remote reference in our own project and then check it out into its
own branch:

$ git remote add rack_remote https://github.com/rack/rack
$ git fetch rack_remote
warning: no common commits
remote: Counting objects: 3184, done.
remote: Compressing objects: 100% (1465/1465), done.
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remote: Total 3184 (delta 1952), reused 2770 (delta 1675)
Receiving objects: 100% (3184/3184), 677.42 KiB | 4 KiB/s, done.
Resolving deltas: 100% (1952/1952), done.
From https://github.com/rack/rack
 * [new branch]      build      -> rack_remote/build
 * [new branch]      master     -> rack_remote/master
 * [new branch]      rack-0.4   -> rack_remote/rack-0.4
 * [new branch]      rack-0.9   -> rack_remote/rack-0.9
$ git checkout -b rack_branch rack_remote/master
Branch rack_branch set up to track remote branch refs/remotes/rack_remote/master.
Switched to a new branch "rack_branch"

Now we have the root of the Rack project in our rack_branch branch and
our own project in the master branch. If you check out one and then the other,
you can see that they have different project roots:

$ ls
AUTHORS         KNOWN-ISSUES   Rakefile      contrib         lib
COPYING         README         bin           example         test
$ git checkout master
Switched to branch "master"
$ ls
README

This is sort of a strange concept. Not all the branches in your repository ac-
tually have to be branches of the same project. It’s not common, because it’s
rarely helpful, but it’s fairly easy to have branches contain completely different
histories.

In this case, we want to pull the Rack project into our master project as a
subdirectory. We can do that in Git with git read-tree. You’ll learn more
about read-tree and its friends in Chapter 10, but for now know that it reads
the root tree of one branch into your current staging area and working directo-
ry. We just switched back to your master branch, and we pull the rack branch
into the rack subdirectory of our master branch of our main project:

$ git read-tree --prefix=rack/ -u rack_branch

When we commit, it looks like we have all the Rack files under that subdirec-
tory – as though we copied them in from a tarball. What gets interesting is that
we can fairly easily merge changes from one of the branches to the other. So, if
the Rack project updates, we can pull in upstream changes by switching to that
branch and pulling:
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$ git checkout rack_branch
$ git pull

Then, we can merge those changes back into our master branch. We can
use git merge -s subtree and it will work fine; but Git will also merge the
histories together, which we probably don’t want. To pull in the changes and
prepopulate the commit message, use the --squash and --no-commit op-
tions as well as the -s subtree strategy option:

$ git checkout master
$ git merge --squash -s subtree --no-commit rack_branch
Squash commit -- not updating HEAD
Automatic merge went well; stopped before committing as requested

All the changes from the Rack project are merged in and ready to be commit-
ted locally. You can also do the opposite – make changes in the rack subdirec-
tory of your master branch and then merge them into your rack_branch
branch later to submit them to the maintainers or push them upstream.

This gives us a way to have a workflow somewhat similar to the submodule
workflow without using submodules (which we will cover in “Submodules”).
We can keep branches with other related projects in our repository and subtree
merge them into our project occasionally. It is nice in some ways, for example
all the code is committed to a single place. However, it has other drawbacks in
that it’s a bit more complex and easier to make mistakes in reintegrating
changes or accidentally pushing a branch into an unrelated repository.

Another slightly weird thing is that to get a diff between what you have in
your rack subdirectory and the code in your rack_branch branch – to see if
you need to merge them – you can’t use the normal diff command. Instead,
you must run git diff-tree with the branch you want to compare to:

$ git diff-tree -p rack_branch

Or, to compare what is in your rack subdirectory with what the master
branch on the server was the last time you fetched, you can run

$ git diff-tree -p rack_remote/master
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Rerere

The git rerere functionality is a bit of a hidden feature. The name stands for
“reuse recorded resolution” and as the name implies, it allows you to ask Git to
remember how you’ve resolved a hunk conflict so that the next time it sees the
same conflict, Git can automatically resolve it for you.

There are a number of scenarios in which this functionality might be really
handy. One of the examples that is mentioned in the documentation is if you
want to make sure a long lived topic branch will merge cleanly but don’t want
to have a bunch of intermediate merge commits. With rerere turned on you
can merge occasionally, resolve the conflicts, then back out the merge. If you
do this continuously, then the final merge should be easy because rerere can
just do everything for you automatically.

This same tactic can be used if you want to keep a branch rebased so you
don’t have to deal with the same rebasing conflicts each time you do it. Or if
you want to take a branch that you merged and fixed a bunch of conflicts and
then decide to rebase it instead - you likely won’t have to do all the same con-
flicts again.

Another situation is where you merge a bunch of evolving topic branches to-
gether into a testable head occasionally, as the Git project itself often does. If
the tests fail, you can rewind the merges and re-do them without the topic
branch that made the tests fail without having to re-resolve the conflicts again.

To enable the rerere functionality, you simply have to run this config set-
ting:

$ git config --global rerere.enabled true

You can also turn it on by creating the .git/rr-cache directory in a specific
repository, but the config setting is clearer and it can be done globally.

Now let’s see a simple example, similar to our previous one. Let’s say we
have a file that looks like this:

#! /usr/bin/env ruby

def hello
  puts 'hello world'
end

In one branch we change the word “hello” to “hola”, then in another branch
we change the “world” to “mundo”, just like before.
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FIGURE 7-25

When we merge the two branches together, we’ll get a merge conflict:

$ git merge i18n-world
Auto-merging hello.rb
CONFLICT (content): Merge conflict in hello.rb
Recorded preimage for 'hello.rb'
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

You should notice the new line Recorded preimage for FILE in there.
Otherwise it should look exactly like a normal merge conflict. At this point, re-
rere can tell us a few things. Normally, you might run git status at this point
to see what all conflicted:

$ git status
# On branch master
# Unmerged paths:
#   (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
#   (use "git add <file>..." to mark resolution)
#
# both modified:      hello.rb
#

However, git rerere will also tell you what it has recorded the pre-merge
state for with git rerere status:
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$ git rerere status
hello.rb

And git rerere diff will show the current state of the resolution - what
you started with to resolve and what you’ve resolved it to.

$ git rerere diff
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,11 +1,11 @@
 #! /usr/bin/env ruby

 def hello
-<<<<<<<
-  puts 'hello mundo'
-=======
+<<<<<<< HEAD
   puts 'hola world'
->>>>>>>
+=======
+  puts 'hello mundo'
+>>>>>>> i18n-world
 end

Also (and this isn’t really related to rerere), you can use ls-files -u to
see the conflicted files and the before, left and right versions:

$ git ls-files -u
100644 39804c942a9c1f2c03dc7c5ebcd7f3e3a6b97519 1 hello.rb
100644 a440db6e8d1fd76ad438a49025a9ad9ce746f581 2 hello.rb
100644 54336ba847c3758ab604876419607e9443848474 3 hello.rb

Now you can resolve it to just be puts 'hola mundo' and you can run the
rerere diff command again to see what rerere will remember:

$ git rerere diff
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@ -1,11 +1,7 @@
 #! /usr/bin/env ruby

 def hello
-<<<<<<<
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FIGURE 7-26

-  puts 'hello mundo'
-=======
-  puts 'hola world'
->>>>>>>
+  puts 'hola mundo'
 end

So that basically says, when Git sees a hunk conflict in a hello.rb file that
has “hello mundo” on one side and “hola world” on the other, it will resolve it
to “hola mundo”.

Now we can mark it as resolved and commit it:

$ git add hello.rb
$ git commit
Recorded resolution for 'hello.rb'.
[master 68e16e5] Merge branch 'i18n'

You can see that it “Recorded resolution for FILE”.

Now, let’s undo that merge and then rebase it on top of our master branch
instead. We can move our branch back by using reset as we saw in “Reset De-
mystified”.
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$ git reset --hard HEAD^
HEAD is now at ad63f15 i18n the hello

Our merge is undone. Now let’s rebase the topic branch.

$ git checkout i18n-world
Switched to branch 'i18n-world'

$ git rebase master
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: i18n one word
Using index info to reconstruct a base tree...
Falling back to patching base and 3-way merge...
Auto-merging hello.rb
CONFLICT (content): Merge conflict in hello.rb
Resolved 'hello.rb' using previous resolution.
Failed to merge in the changes.
Patch failed at 0001 i18n one word

Now, we got the same merge conflict like we expected, but take a look at the
Resolved FILE using previous resolution line. If we look at the file,
we’ll see that it’s already been resolved, there are no merge conflict markers in
it.

$ cat hello.rb
#! /usr/bin/env ruby

def hello
  puts 'hola mundo'
end

Also, git diff will show you how it was automatically re-resolved:

$ git diff
diff --cc hello.rb
index a440db6,54336ba..0000000
--- a/hello.rb
+++ b/hello.rb
@@@ -1,7 -1,7 +1,7 @@@
  #! /usr/bin/env ruby

  def hello
-   puts 'hola world'
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FIGURE 7-27

 -  puts 'hello mundo'
++  puts 'hola mundo'
  end

You can also recreate the conflicted file state with the checkout command:

$ git checkout --conflict=merge hello.rb
$ cat hello.rb
#! /usr/bin/env ruby

def hello
<<<<<<< ours
  puts 'hola world'
=======
  puts 'hello mundo'
>>>>>>> theirs
end

We saw an example of this in “Advanced Merging”. For now though, let’s re-
resolve it by just running rerere again:

$ git rerere
Resolved 'hello.rb' using previous resolution.
$ cat hello.rb
#! /usr/bin/env ruby
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def hello
  puts 'hola mundo'
end

We have re-resolved the file automatically using the rerere cached resolu-
tion. You can now add and continue the rebase to complete it.

$ git add hello.rb
$ git rebase --continue
Applying: i18n one word

So, if you do a lot of re-merges, or want to keep a topic branch up to date
with your master branch without a ton of merges, or you rebase often, you can
turn on rerere to help your life out a bit.

Debugging with Git

Git also provides a couple of tools to help you debug issues in your projects.
Because Git is designed to work with nearly any type of project, these tools are
pretty generic, but they can often help you hunt for a bug or culprit when things
go wrong.

File Annotation

If you track down a bug in your code and want to know when it was introduced
and why, file annotation is often your best tool. It shows you what commit was
the last to modify each line of any file. So, if you see that a method in your code
is buggy, you can annotate the file with git blame to see when each line of the
method was last edited and by whom. This example uses the -L option to limit
the output to lines 12 through 22:

$ git blame -L 12,22 simplegit.rb
^4832fe2 (Scott Chacon  2008-03-15 10:31:28 -0700 12)  def show(tree = 'master')
^4832fe2 (Scott Chacon  2008-03-15 10:31:28 -0700 13)   command("git show #{tree}")
^4832fe2 (Scott Chacon  2008-03-15 10:31:28 -0700 14)  end
^4832fe2 (Scott Chacon  2008-03-15 10:31:28 -0700 15)
9f6560e4 (Scott Chacon  2008-03-17 21:52:20 -0700 16)  def log(tree = 'master')
79eaf55d (Scott Chacon  2008-04-06 10:15:08 -0700 17)   command("git log #{tree}")
9f6560e4 (Scott Chacon  2008-03-17 21:52:20 -0700 18)  end
9f6560e4 (Scott Chacon  2008-03-17 21:52:20 -0700 19)
42cf2861 (Magnus Chacon 2008-04-13 10:45:01 -0700 20)  def blame(path)
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42cf2861 (Magnus Chacon 2008-04-13 10:45:01 -0700 21)   command("git blame #{path}")
42cf2861 (Magnus Chacon 2008-04-13 10:45:01 -0700 22)  end

Notice that the first field is the partial SHA-1 of the commit that last modi-
fied that line. The next two fields are values extracted from that commit–the au-
thor name and the authored date of that commit – so you can easily see who
modified that line and when. After that come the line number and the content
of the file. Also note the ^4832fe2 commit lines, which designate that those
lines were in this file’s original commit. That commit is when this file was first
added to this project, and those lines have been unchanged since. This is a tad
confusing, because now you’ve seen at least three different ways that Git uses
the ^ to modify a commit SHA, but that is what it means here.

Another cool thing about Git is that it doesn’t track file renames explicitly. It
records the snapshots and then tries to figure out what was renamed implicitly,
after the fact. One of the interesting features of this is that you can ask it to fig-
ure out all sorts of code movement as well. If you pass -C to git blame, Git
analyzes the file you’re annotating and tries to figure out where snippets of
code within it originally came from if they were copied from elsewhere. For ex-
ample, say you are refactoring a file named GITServerHandler.m into multi-
ple files, one of which is GITPackUpload.m. By blaming GITPackUpload.m
with the -C option, you can see where sections of the code originally came
from:

$ git blame -C -L 141,153 GITPackUpload.m
f344f58d GITServerHandler.m (Scott 2009-01-04 141)
f344f58d GITServerHandler.m (Scott 2009-01-04 142) - (void) gatherObjectShasFromC
f344f58d GITServerHandler.m (Scott 2009-01-04 143) {
70befddd GITServerHandler.m (Scott 2009-03-22 144)         //NSLog(@"GATHER COMMI
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 145)
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 146)         NSString *parentSha;
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 147)         GITCommit *commit = [g
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 148)
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 149)         //NSLog(@"GATHER COMMI
ad11ac80 GITPackUpload.m    (Scott 2009-03-24 150)
56ef2caf GITServerHandler.m (Scott 2009-01-05 151)         if(commit) {
56ef2caf GITServerHandler.m (Scott 2009-01-05 152)                 [refDict setOb
56ef2caf GITServerHandler.m (Scott 2009-01-05 153)

This is really useful. Normally, you get as the original commit the commit
where you copied the code over, because that is the first time you touched
those lines in this file. Git tells you the original commit where you wrote those
lines, even if it was in another file.
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Binary Search

Annotating a file helps if you know where the issue is to begin with. If you don’t
know what is breaking, and there have been dozens or hundreds of commits
since the last state where you know the code worked, you’ll likely turn to git
bisect for help. The bisect command does a binary search through your
commit history to help you identify as quickly as possible which commit intro-
duced an issue.

Let’s say you just pushed out a release of your code to a production environ-
ment, you’re getting bug reports about something that wasn’t happening in
your development environment, and you can’t imagine why the code is doing
that. You go back to your code, and it turns out you can reproduce the issue,
but you can’t figure out what is going wrong. You can bisect the code to find
out. First you run git bisect start to get things going, and then you use
git bisect bad to tell the system that the current commit you’re on is bro-
ken. Then, you must tell bisect when the last known good state was, using git
bisect good [good_commit]:

$ git bisect start
$ git bisect bad
$ git bisect good v1.0
Bisecting: 6 revisions left to test after this
[ecb6e1bc347ccecc5f9350d878ce677feb13d3b2] error handling on repo

Git figured out that about 12 commits came between the commit you
marked as the last good commit (v1.0) and the current bad version, and it
checked out the middle one for you. At this point, you can run your test to see if
the issue exists as of this commit. If it does, then it was introduced sometime
before this middle commit; if it doesn’t, then the problem was introduced
sometime after the middle commit. It turns out there is no issue here, and you
tell Git that by typing git bisect good and continue your journey:

$ git bisect good
Bisecting: 3 revisions left to test after this
[b047b02ea83310a70fd603dc8cd7a6cd13d15c04] secure this thing

Now you’re on another commit, halfway between the one you just tested
and your bad commit. You run your test again and find that this commit is bro-
ken, so you tell Git that with git bisect bad:
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$ git bisect bad
Bisecting: 1 revisions left to test after this
[f71ce38690acf49c1f3c9bea38e09d82a5ce6014] drop exceptions table

This commit is fine, and now Git has all the information it needs to deter-
mine where the issue was introduced. It tells you the SHA-1 of the first bad com-
mit and show some of the commit information and which files were modified in
that commit so you can figure out what happened that may have introduced
this bug:

$ git bisect good
b047b02ea83310a70fd603dc8cd7a6cd13d15c04 is first bad commit
commit b047b02ea83310a70fd603dc8cd7a6cd13d15c04
Author: PJ Hyett <pjhyett@example.com>
Date:   Tue Jan 27 14:48:32 2009 -0800

    secure this thing

:040000 040000 40ee3e7821b895e52c1695092db9bdc4c61d1730
f24d3c6ebcfc639b1a3814550e62d60b8e68a8e4 M  config

When you’re finished, you should run git bisect reset to reset your
HEAD to where you were before you started, or you’ll end up in a weird state:

$ git bisect reset

This is a powerful tool that can help you check hundreds of commits for an
introduced bug in minutes. In fact, if you have a script that will exit 0 if the
project is good or non-0 if the project is bad, you can fully automate git bi-
sect. First, you again tell it the scope of the bisect by providing the known bad
and good commits. You can do this by listing them with the bisect start
command if you want, listing the known bad commit first and the known good
commit second:

$ git bisect start HEAD v1.0
$ git bisect run test-error.sh

Doing so automatically runs test-error.sh on each checked-out commit
until Git finds the first broken commit. You can also run something like make or
make tests or whatever you have that runs automated tests for you.
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Submodules

It often happens that while working on one project, you need to use another
project from within it. Perhaps it’s a library that a third party developed or that
you’re developing separately and using in multiple parent projects. A common
issue arises in these scenarios: you want to be able to treat the two projects as
separate yet still be able to use one from within the other.

Here’s an example. Suppose you’re developing a web site and creating Atom
feeds. Instead of writing your own Atom-generating code, you decide to use a
library. You’re likely to have to either include this code from a shared library like
a CPAN install or Ruby gem, or copy the source code into your own project tree.
The issue with including the library is that it’s difficult to customize the library
in any way and often more difficult to deploy it, because you need to make sure
every client has that library available. The issue with vendoring the code into
your own project is that any custom changes you make are difficult to merge
when upstream changes become available.

Git addresses this issue using submodules. Submodules allow you to keep a
Git repository as a subdirectory of another Git repository. This lets you clone
another repository into your project and keep your commits separate.

Starting with Submodules

We’ll walk through developing a simple project that has been split up into a
main project and a few sub-projects.

Let’s start by adding an existing Git repository as a submodule of the reposi-
tory that we’re working on. To add a new submodule you use the git submod-
ule add command with the URL of the project you would like to start tracking.
In this example, we’ll add a library called “DbConnector”.

$ git submodule add https://github.com/chaconinc/DbConnector
Cloning into 'DbConnector'...
remote: Counting objects: 11, done.
remote: Compressing objects: 100% (10/10), done.
remote: Total 11 (delta 0), reused 11 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (11/11), done.
Checking connectivity... done.

By default, submodules will add the subproject into a directory named the
same as the repository, in this case “DbConnector”. You can add a different path
at the end of the command if you want it to go elsewhere.

If you run git status at this point, you’ll notice a few things.
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$ git status
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.

Changes to be committed:
  (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)

 new file:   .gitmodules
 new file:   DbConnector

First you should notice the new .gitmodules file. This is a configuration file
that stores the mapping between the project’s URL and the local subdirectory
you’ve pulled it into:

$ cat .gitmodules
[submodule "DbConnector"]
 path = DbConnector
 url = https://github.com/chaconinc/DbConnector

If you have multiple submodules, you’ll have multiple entries in this file. It’s
important to note that this file is version-controlled with your other files, like
your .gitignore file. It’s pushed and pulled with the rest of your project. This
is how other people who clone this project know where to get the submodule
projects from.

Since the URL in the .gitmodules file is what other people will first try to
clone/fetch from, make sure to use a URL that they can access if possible.
For example, if you use a different URL to push to than others would to
pull from, use the one that others have access to. You can overwrite this
value locally with git config submodule.DbConnector.url PRIVATE_URL for
your own use.

The other listing in the git status output is the project folder entry. If you
run git diff on that, you see something interesting:

$ git diff --cached DbConnector
diff --git a/DbConnector b/DbConnector
new file mode 160000
index 0000000..c3f01dc
--- /dev/null
+++ b/DbConnector

CHAPTER 7: Git Tools

348



@@ -0,0 +1 @@
+Subproject commit c3f01dc8862123d317dd46284b05b6892c7b29bc

Although DbConnector is a subdirectory in your working directory, Git sees
it as a submodule and doesn’t track its contents when you’re not in that direc-
tory. Instead, Git sees it as a particular commit from that repository.

If you want a little nicer diff output, you can pass the --submodule option
to git diff.

$ git diff --cached --submodule
diff --git a/.gitmodules b/.gitmodules
new file mode 100644
index 0000000..71fc376
--- /dev/null
+++ b/.gitmodules
@@ -0,0 +1,3 @@
+[submodule "DbConnector"]
+       path = DbConnector
+       url = https://github.com/chaconinc/DbConnector
Submodule DbConnector 0000000...c3f01dc (new submodule)

When you commit, you see something like this:

$ git commit -am 'added DbConnector module'
[master fb9093c] added DbConnector module
 2 files changed, 4 insertions(+)
 create mode 100644 .gitmodules
 create mode 160000 DbConnector

Notice the 160000 mode for the DbConnector entry. That is a special mode
in Git that basically means you’re recording a commit as a directory entry rath-
er than a subdirectory or a file.

Cloning a Project with Submodules

Here we’ll clone a project with a submodule in it. When you clone such a
project, by default you get the directories that contain submodules, but none of
the files within them yet:

$ git clone https://github.com/chaconinc/MainProject
Cloning into 'MainProject'...
remote: Counting objects: 14, done.
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remote: Compressing objects: 100% (13/13), done.
remote: Total 14 (delta 1), reused 13 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (14/14), done.
Checking connectivity... done.
$ cd MainProject
$ ls -la
total 16
drwxr-xr-x   9 schacon  staff  306 Sep 17 15:21 .
drwxr-xr-x   7 schacon  staff  238 Sep 17 15:21 ..
drwxr-xr-x  13 schacon  staff  442 Sep 17 15:21 .git
-rw-r--r--   1 schacon  staff   92 Sep 17 15:21 .gitmodules
drwxr-xr-x   2 schacon  staff   68 Sep 17 15:21 DbConnector
-rw-r--r--   1 schacon  staff  756 Sep 17 15:21 Makefile
drwxr-xr-x   3 schacon  staff  102 Sep 17 15:21 includes
drwxr-xr-x   4 schacon  staff  136 Sep 17 15:21 scripts
drwxr-xr-x   4 schacon  staff  136 Sep 17 15:21 src
$ cd DbConnector/
$ ls
$

The DbConnector directory is there, but empty. You must run two com-
mands: git submodule init to initialize your local configuration file, and
git submodule update to fetch all the data from that project and check out
the appropriate commit listed in your superproject:

$ git submodule init
Submodule 'DbConnector' (https://github.com/chaconinc/DbConnector) registered for path 'DbConnector'
$ git submodule update
Cloning into 'DbConnector'...
remote: Counting objects: 11, done.
remote: Compressing objects: 100% (10/10), done.
remote: Total 11 (delta 0), reused 11 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (11/11), done.
Checking connectivity... done.
Submodule path 'DbConnector': checked out 'c3f01dc8862123d317dd46284b05b6892c7b29bc'

Now your DbConnector subdirectory is at the exact state it was in when you
committed earlier.

There is another way to do this which is a little simpler, however. If you pass
--recursive to the git clone command, it will automatically initialize and
update each submodule in the repository.

$ git clone --recursive https://github.com/chaconinc/MainProject
Cloning into 'MainProject'...
remote: Counting objects: 14, done.
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remote: Compressing objects: 100% (13/13), done.
remote: Total 14 (delta 1), reused 13 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (14/14), done.
Checking connectivity... done.
Submodule 'DbConnector' (https://github.com/chaconinc/DbConnector) registered for path 'DbConnector'
Cloning into 'DbConnector'...
remote: Counting objects: 11, done.
remote: Compressing objects: 100% (10/10), done.
remote: Total 11 (delta 0), reused 11 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (11/11), done.
Checking connectivity... done.
Submodule path 'DbConnector': checked out 'c3f01dc8862123d317dd46284b05b6892c7b29bc'

Working on a Project with Submodules

Now we have a copy of a project with submodules in it and will collaborate with
our teammates on both the main project and the submodule project.

PULLING IN UPSTREAM CHANGES

The simplest model of using submodules in a project would be if you were sim-
ply consuming a subproject and wanted to get updates from it from time to
time but were not actually modifying anything in your checkout. Let’s walk
though a simple example there.

If you want to check for new work in a submodule, you can go into the direc-
tory and run git fetch and git merge the upstream branch to update the
local code.

$ git fetch
From https://github.com/chaconinc/DbConnector
   c3f01dc..d0354fc  master     -> origin/master
$ git merge origin/master
Updating c3f01dc..d0354fc
Fast-forward
 scripts/connect.sh | 1 +
 src/db.c           | 1 +
 2 files changed, 2 insertions(+)

Now if you go back into the main project and run git diff --submodule
you can see that the submodule was updated and get a list of commits that
were added to it. If you don’t want to type --submodule every time you run
git diff, you can set it as the default format by setting the diff.submodule
config value to “log”.
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$ git config --global diff.submodule log
$ git diff
Submodule DbConnector c3f01dc..d0354fc:
  > more efficient db routine
  > better connection routine

If you commit at this point then you will lock the submodule into having the
new code when other people update.

There is an easier way to do this as well, if you prefer to not manually fetch
and merge in the subdirectory. If you run git submodule update --remote,
Git will go into your submodules and fetch and update for you.

$ git submodule update --remote DbConnector
remote: Counting objects: 4, done.
remote: Compressing objects: 100% (2/2), done.
remote: Total 4 (delta 2), reused 4 (delta 2)
Unpacking objects: 100% (4/4), done.
From https://github.com/chaconinc/DbConnector
   3f19983..d0354fc  master     -> origin/master
Submodule path 'DbConnector': checked out 'd0354fc054692d3906c85c3af05ddce39a1c0644'

This command will by default assume that you want to update the checkout
to the master branch of the submodule repository. You can, however, set this
to something different if you want. For example, if you want to have the DbCon-
nector submodule track that repository’s “stable” branch, you can set it in ei-
ther your .gitmodules file (so everyone else also tracks it), or just in your lo-
cal .git/config file. Let’s set it in the .gitmodules file:

$ git config -f .gitmodules submodule.DbConnector.branch stable

$ git submodule update --remote
remote: Counting objects: 4, done.
remote: Compressing objects: 100% (2/2), done.
remote: Total 4 (delta 2), reused 4 (delta 2)
Unpacking objects: 100% (4/4), done.
From https://github.com/chaconinc/DbConnector
   27cf5d3..c87d55d  stable -> origin/stable
Submodule path 'DbConnector': checked out 'c87d55d4c6d4b05ee34fbc8cb6f7bf4585ae6687'

If you leave off the -f .gitmodules it will only make the change for you,
but it probably makes more sense to track that information with the repository
so everyone else does as well.
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When we run git status at this point, Git will show us that we have “new
commits” on the submodule.

$ git status
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

  modified:   .gitmodules
  modified:   DbConnector (new commits)

no changes added to commit (use "git add" and/or "git commit -a")

If you set the configuration setting status.submodulesummary, Git will al-
so show you a short summary of changes to your submodules:

$ git config status.submodulesummary 1

$ git status
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.

Changes not staged for commit:
  (use "git add <file>..." to update what will be committed)
  (use "git checkout -- <file>..." to discard changes in working directory)

 modified:   .gitmodules
 modified:   DbConnector (new commits)

Submodules changed but not updated:

* DbConnector c3f01dc...c87d55d (4):
  > catch non-null terminated lines

At this point if you run git diff we can see both that we have modified
our .gitmodules file and also that there are a number of commits that we’ve
pulled down and are ready to commit to our submodule project.

$ git diff
diff --git a/.gitmodules b/.gitmodules
index 6fc0b3d..fd1cc29 100644
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--- a/.gitmodules
+++ b/.gitmodules
@@ -1,3 +1,4 @@
 [submodule "DbConnector"]
        path = DbConnector
        url = https://github.com/chaconinc/DbConnector
+       branch = stable
 Submodule DbConnector c3f01dc..c87d55d:
  > catch non-null terminated lines
  > more robust error handling
  > more efficient db routine
  > better connection routine

This is pretty cool as we can actually see the log of commits that we’re about
to commit to in our submodule. Once committed, you can see this information
after the fact as well when you run git log -p.

$ git log -p --submodule
commit 0a24cfc121a8a3c118e0105ae4ae4c00281cf7ae
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Wed Sep 17 16:37:02 2014 +0200

    updating DbConnector for bug fixes

diff --git a/.gitmodules b/.gitmodules
index 6fc0b3d..fd1cc29 100644
--- a/.gitmodules
+++ b/.gitmodules
@@ -1,3 +1,4 @@
 [submodule "DbConnector"]
        path = DbConnector
        url = https://github.com/chaconinc/DbConnector
+       branch = stable
Submodule DbConnector c3f01dc..c87d55d:
  > catch non-null terminated lines
  > more robust error handling
  > more efficient db routine
  > better connection routine

Git will by default try to update all of your submodules when you run git
submodule update --remote so if you have a lot of them, you may want to
pass the name of just the submodule you want to try to update.
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WORKING ON A SUBMODULE

It’s quite likely that if you’re using submodules, you’re doing so because you
really want to work on the code in the submodule at the same time as you’re
working on the code in the main project (or across several submodules). Other-
wise you would probably instead be using a simpler dependency management
system (such as Maven or Rubygems).

So now let’s go through an example of making changes to the submodule at
the same time as the main project and committing and publishing those
changes at the same time.

So far, when we’ve run the git submodule update command to fetch
changes from the submodule repositories, Git would get the changes and up-
date the files in the subdirectory but will leave the sub-repository in what’s
called a “detached HEAD” state. This means that there is no local working
branch (like “master”, for example) tracking changes. So any changes you make
aren’t being tracked well.

In order to set up your submodule to be easier to go in and hack on, you
need do two things. You need to go into each submodule and check out a
branch to work on. Then you need to tell Git what to do if you have made
changes and then git submodule update --remote pulls in new work from
upstream. The options are that you can merge them into your local work, or
you can try to rebase your local work on top of the new changes.

First of all, let’s go into our submodule directory and check out a branch.

$ git checkout stable
Switched to branch 'stable'

Let’s try it with the “merge” option. To specify it manually, we can just add
the --merge option to our update call. Here we’ll see that there was a change
on the server for this submodule and it gets merged in.

$ git submodule update --remote --merge
remote: Counting objects: 4, done.
remote: Compressing objects: 100% (2/2), done.
remote: Total 4 (delta 2), reused 4 (delta 2)
Unpacking objects: 100% (4/4), done.
From https://github.com/chaconinc/DbConnector
   c87d55d..92c7337  stable     -> origin/stable
Updating c87d55d..92c7337
Fast-forward
 src/main.c | 1 +
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 1 file changed, 1 insertion(+)
Submodule path 'DbConnector': merged in '92c7337b30ef9e0893e758dac2459d07362ab5ea'

If we go into the DbConnector directory, we have the new changes already
merged into our local stable branch. Now let’s see what happens when we
make our own local change to the library and someone else pushes another
change upstream at the same time.

$ cd DbConnector/
$ vim src/db.c
$ git commit -am 'unicode support'
[stable f906e16] unicode support
 1 file changed, 1 insertion(+)

Now if we update our submodule we can see what happens when we have
made a local change and upstream also has a change we need to incorporate.

$ git submodule update --remote --rebase
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: unicode support
Submodule path 'DbConnector': rebased into '5d60ef9bbebf5a0c1c1050f242ceeb54ad58da94'

If you forget the --rebase or --merge, Git will just update the submodule
to whatever is on the server and reset your project to a detached HEAD state.

$ git submodule update --remote
Submodule path 'DbConnector': checked out '5d60ef9bbebf5a0c1c1050f242ceeb54ad58da94'

If this happens, don’t worry, you can simply go back into the directory and
check out your branch again (which will still contain your work) and merge or
rebase origin/stable (or whatever remote branch you want) manually.

If you haven’t committed your changes in your submodule and you run a
submodule update that would cause issues, Git will fetch the changes but not
overwrite unsaved work in your submodule directory.

$ git submodule update --remote
remote: Counting objects: 4, done.
remote: Compressing objects: 100% (3/3), done.
remote: Total 4 (delta 0), reused 4 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (4/4), done.
From https://github.com/chaconinc/DbConnector
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   5d60ef9..c75e92a  stable     -> origin/stable
error: Your local changes to the following files would be overwritten by checkout:
 scripts/setup.sh
Please, commit your changes or stash them before you can switch branches.
Aborting
Unable to checkout 'c75e92a2b3855c9e5b66f915308390d9db204aca' in submodule path 'DbConnector'

If you made changes that conflict with something changed upstream, Git will
let you know when you run the update.

$ git submodule update --remote --merge
Auto-merging scripts/setup.sh
CONFLICT (content): Merge conflict in scripts/setup.sh
Recorded preimage for 'scripts/setup.sh'
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.
Unable to merge 'c75e92a2b3855c9e5b66f915308390d9db204aca' in submodule path 'DbConnector'

You can go into the submodule directory and fix the conflict just as you nor-
mally would.

PUBLISHING SUBMODULE CHANGES

Now we have some changes in our submodule directory. Some of these were
brought in from upstream by our updates and others were made locally and
aren’t available to anyone else yet as we haven’t pushed them yet.

$ git diff
Submodule DbConnector c87d55d..82d2ad3:
  > Merge from origin/stable
  > updated setup script
  > unicode support
  > remove unnecessary method
  > add new option for conn pooling

If we commit in the main project and push it up without pushing the sub-
module changes up as well, other people who try to check out our changes are
going to be in trouble since they will have no way to get the submodule
changes that are depended on. Those changes will only exist on our local copy.

In order to make sure this doesn’t happen, you can ask Git to check that all
your submodules have been pushed properly before pushing the main project.
The git push command takes the --recurse-submodules argument which
can be set to either “check” or “on-demand”. The “check” option will make
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push simply fail if any of the committed submodule changes haven’t been
pushed.

$ git push --recurse-submodules=check
The following submodule paths contain changes that can
not be found on any remote:
  DbConnector

Please try

 git push --recurse-submodules=on-demand

or cd to the path and use

 git push

to push them to a remote.

As you can see, it also gives us some helpful advice on what we might want
to do next. The simple option is to go into each submodule and manually push
to the remotes to make sure they’re externally available and then try this push
again.

The other option is to use the “on-demand” value, which will try to do this
for you.

$ git push --recurse-submodules=on-demand
Pushing submodule 'DbConnector'
Counting objects: 9, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (8/8), done.
Writing objects: 100% (9/9), 917 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 9 (delta 3), reused 0 (delta 0)
To https://github.com/chaconinc/DbConnector
   c75e92a..82d2ad3  stable -> stable
Counting objects: 2, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (2/2), done.
Writing objects: 100% (2/2), 266 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 2 (delta 1), reused 0 (delta 0)
To https://github.com/chaconinc/MainProject
   3d6d338..9a377d1  master -> master

As you can see there, Git went into the DbConnector module and pushed it
before pushing the main project. If that submodule push fails for some reason,
the main project push will also fail.
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MERGING SUBMODULE CHANGES

If you change a submodule reference at the same time as someone else, you
may run into some problems. That is, if the submodule histories have diverged
and are committed to diverging branches in a superproject, it may take a bit of
work for you to fix.

If one of the commits is a direct ancestor of the other (a fast-forward merge),
then Git will simply choose the latter for the merge, so that works fine.

Git will not attempt even a trivial merge for you, however. If the submodule
commits diverge and need to be merged, you will get something that looks like
this:

$ git pull
remote: Counting objects: 2, done.
remote: Compressing objects: 100% (1/1), done.
remote: Total 2 (delta 1), reused 2 (delta 1)
Unpacking objects: 100% (2/2), done.
From https://github.com/chaconinc/MainProject
   9a377d1..eb974f8  master     -> origin/master
Fetching submodule DbConnector
warning: Failed to merge submodule DbConnector (merge following commits not found)
Auto-merging DbConnector
CONFLICT (submodule): Merge conflict in DbConnector
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

So basically what has happened here is that Git has figured out that the two
branches record points in the submodule’s history that are divergent and need
to be merged. It explains it as “merge following commits not found”, which is
confusing but we’ll explain why that is in a bit.

To solve the problem, you need to figure out what state the submodule
should be in. Strangely, Git doesn’t really give you much information to help
out here, not even the SHAs of the commits of both sides of the history. Fortu-
nately, it’s simple to figure out. If you run git diff you can get the SHAs of the
commits recorded in both branches you were trying to merge.

$ git diff
diff --cc DbConnector
index eb41d76,c771610..0000000
--- a/DbConnector
+++ b/DbConnector

So, in this case, eb41d76 is the commit in our submodule that we had and
c771610 is the commit that upstream had. If we go into our submodule directo-
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ry, it should already be on eb41d76 as the merge would not have touched it. If
for whatever reason it’s not, you can simply create and checkout a branch
pointing to it.

What is important is the SHA of the commit from the other side. This is what
you’ll have to merge in and resolve. You can either just try the merge with the
SHA directly, or you can create a branch for it and then try to merge that in. We
would suggest the latter, even if only to make a nicer merge commit message.

So, we will go into our submodule directory, create a branch based on that
second SHA from git diff and manually merge.

$ cd DbConnector

$ git rev-parse HEAD
eb41d764bccf88be77aced643c13a7fa86714135

$ git branch try-merge c771610
(DbConnector) $ git merge try-merge
Auto-merging src/main.c
CONFLICT (content): Merge conflict in src/main.c
Recorded preimage for 'src/main.c'
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

We got an actual merge conflict here, so if we resolve that and commit it,
then we can simply update the main project with the result.

$ vim src/main.c 
$ git add src/main.c
$ git commit -am 'merged our changes'
Recorded resolution for 'src/main.c'.
[master 9fd905e] merged our changes

$ cd .. 
$ git diff 
diff --cc DbConnector
index eb41d76,c771610..0000000
--- a/DbConnector
+++ b/DbConnector
@@@ -1,1 -1,1 +1,1 @@@
- Subproject commit eb41d764bccf88be77aced643c13a7fa86714135
 -Subproject commit c77161012afbbe1f58b5053316ead08f4b7e6d1d
++Subproject commit 9fd905e5d7f45a0d4cbc43d1ee550f16a30e825a
$ git add DbConnector 

$ git commit -m "Merge Tom's Changes" 
[master 10d2c60] Merge Tom's Changes
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First we resolve the conflict

Then we go back to the main project directory

We can check the SHAs again

Resolve the conflicted submodule entry

Commit our merge

It can be a bit confusing, but it’s really not very hard.
Interestingly, there is another case that Git handles. If a merge commit exists

in the submodule directory that contains both commits in it’s history, Git will
suggest it to you as a possible solution. It sees that at some point in the sub-
module project, someone merged branches containing these two commits, so
maybe you’ll want that one.

This is why the error message from before was “merge following commits
not found”, because it could not do this. It’s confusing because who would ex-
pect it to try to do this?

If it does find a single acceptable merge commit, you’ll see something like
this:

$ git merge origin/master
warning: Failed to merge submodule DbConnector (not fast-forward)
Found a possible merge resolution for the submodule:
 9fd905e5d7f45a0d4cbc43d1ee550f16a30e825a: > merged our changes
If this is correct simply add it to the index for example
by using:

  git update-index --cacheinfo 160000 9fd905e5d7f45a0d4cbc43d1ee550f16a30e825a "DbConnector"

which will accept this suggestion.
Auto-merging DbConnector
CONFLICT (submodule): Merge conflict in DbConnector
Automatic merge failed; fix conflicts and then commit the result.

What it’s suggesting that you do is to update the index like you had run git
add, which clears the conflict, then commit. You probably shouldn’t do this
though. You can just as easily go into the submodule directory, see what the
difference is, fast-forward to this commit, test it properly, and then commit it.

$ cd DbConnector/
$ git merge 9fd905e
Updating eb41d76..9fd905e
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Fast-forward

$ cd ..
$ git add DbConnector
$ git commit -am 'Fast forwarded to a common submodule child'

This accomplishes the same thing, but at least this way you can verify that it
works and you have the code in your submodule directory when you’re done.

Submodule Tips

There are a few things you can do to make working with submodules a little
easier.

SUBMODULE FOREACH

There is a foreach submodule command to run some arbitrary command in
each submodule. This can be really helpful if you have a number of submodules
in the same project.

For example, let’s say we want to start a new feature or do a bugfix and we
have work going on in several submodules. We can easily stash all the work in
all our submodules.

$ git submodule foreach 'git stash'
Entering 'CryptoLibrary'
No local changes to save
Entering 'DbConnector'
Saved working directory and index state WIP on stable: 82d2ad3 Merge from origin/stable
HEAD is now at 82d2ad3 Merge from origin/stable

Then we can create a new branch and switch to it in all our submodules.

$ git submodule foreach 'git checkout -b featureA'
Entering 'CryptoLibrary'
Switched to a new branch 'featureA'
Entering 'DbConnector'
Switched to a new branch 'featureA'

You get the idea. One really useful thing you can do is produce a nice unified
diff of what is changed in your main project and all your subprojects as well.
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$ git diff; git submodule foreach 'git diff'
Submodule DbConnector contains modified content
diff --git a/src/main.c b/src/main.c
index 210f1ae..1f0acdc 100644
--- a/src/main.c
+++ b/src/main.c
@@ -245,6 +245,8 @@ static int handle_alias(int *argcp, const char ***argv)

      commit_pager_choice();

+     url = url_decode(url_orig);
+
      /* build alias_argv */
      alias_argv = xmalloc(sizeof(*alias_argv) * (argc + 1));
      alias_argv[0] = alias_string + 1;
Entering 'DbConnector'
diff --git a/src/db.c b/src/db.c
index 1aaefb6..5297645 100644
--- a/src/db.c
+++ b/src/db.c
@@ -93,6 +93,11 @@ char *url_decode_mem(const char *url, int len)
        return url_decode_internal(&url, len, NULL, &out, 0);
 }

+char *url_decode(const char *url)
+{
+       return url_decode_mem(url, strlen(url));
+}
+
 char *url_decode_parameter_name(const char **query)
 {
        struct strbuf out = STRBUF_INIT;

Here we can see that we’re defining a function in a submodule and calling it
in the main project. This is obviously a simplified example, but hopefully it
gives you an idea of how this may be useful.

USEFUL ALIASES

You may want to set up some aliases for some of these commands as they can
be quite long and you can’t set configuration options for most of them to make
them defaults. We covered setting up Git aliases in “Git エイリアス”, but here
is an example of what you may want to set up if you plan on working with sub-
modules in Git a lot.
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$ git config alias.sdiff '!'"git diff && git submodule foreach 'git diff'"
$ git config alias.spush 'push --recurse-submodules=on-demand'
$ git config alias.supdate 'submodule update --remote --merge'

This way you can simply run git supdate when you want to update your
submodules, or git spush to push with submodule dependency checking.

Issues with Submodules

Using submodules isn’t without hiccups, however.
For instance switching branches with submodules in them can also be tricky.

If you create a new branch, add a submodule there, and then switch back to a
branch without that submodule, you still have the submodule directory as an
untracked directory:

$ git checkout -b add-crypto
Switched to a new branch 'add-crypto'

$ git submodule add https://github.com/chaconinc/CryptoLibrary
Cloning into 'CryptoLibrary'...
...

$ git commit -am 'adding crypto library'
[add-crypto 4445836] adding crypto library
 2 files changed, 4 insertions(+)
 create mode 160000 CryptoLibrary

$ git checkout master
warning: unable to rmdir CryptoLibrary: Directory not empty
Switched to branch 'master'
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.

$ git status
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.

Untracked files:
  (use "git add <file>..." to include in what will be committed)

 CryptoLibrary/

nothing added to commit but untracked files present (use "git add" to track)

CHAPTER 7: Git Tools

364



Removing the directory isn’t difficult, but it can be a bit confusing to have
that in there. If you do remove it and then switch back to the branch that has
that submodule, you will need to run submodule update --init to repopu-
late it.

$ git clean -fdx
Removing CryptoLibrary/

$ git checkout add-crypto
Switched to branch 'add-crypto'

$ ls CryptoLibrary/

$ git submodule update --init
Submodule path 'CryptoLibrary': checked out 'b8dda6aa182ea4464f3f3264b11e0268545172af'

$ ls CryptoLibrary/
Makefile includes scripts  src

Again, not really very difficult, but it can be a little confusing.
The other main caveat that many people run into involves switching from

subdirectories to submodules. If you’ve been tracking files in your project and
you want to move them out into a submodule, you must be careful or Git will
get angry at you. Assume that you have files in a subdirectory of your project,
and you want to switch it to a submodule. If you delete the subdirectory and
then run submodule add, Git yells at you:

$ rm -Rf CryptoLibrary/
$ git submodule add https://github.com/chaconinc/CryptoLibrary
'CryptoLibrary' already exists in the index

You have to unstage the CryptoLibrary directory first. Then you can add
the submodule:

$ git rm -r CryptoLibrary
$ git submodule add https://github.com/chaconinc/CryptoLibrary
Cloning into 'CryptoLibrary'...
remote: Counting objects: 11, done.
remote: Compressing objects: 100% (10/10), done.
remote: Total 11 (delta 0), reused 11 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (11/11), done.
Checking connectivity... done.
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Now suppose you did that in a branch. If you try to switch back to a branch
where those files are still in the actual tree rather than a submodule – you get
this error:

$ git checkout master
error: The following untracked working tree files would be overwritten by checkout:
  CryptoLibrary/Makefile
  CryptoLibrary/includes/crypto.h
  ...
Please move or remove them before you can switch branches.
Aborting

You can force it to switch with checkout -f, but be careful that you don’t
have unsaved changes in there as they could be overwritten with that com-
mand.

$ git checkout -f master
warning: unable to rmdir CryptoLibrary: Directory not empty
Switched to branch 'master'

Then, when you switch back, you get an empty CryptoLibrary directory
for some reason and git submodule update may not fix it either. You may
need to go into your submodule directory and run a git checkout . to get all
your files back. You could run this in a submodule foreach script to run it for
multiple submodules.

It’s important to note that submodules these days keep all their Git data in
the top project’s .git directory, so unlike much older versions of Git, destroy-
ing a submodule directory won’t lose any commits or branches that you had.

With these tools, submodules can be a fairly simple and effective method for
developing on several related but still separate projects simultaneously.

Bundling

Though we’ve covered the common ways to transfer Git data over a network
(HTTP, SSH, etc), there is actually one more way to do so that is not commonly
used but can actually be quite useful.

Git is capable of “bundling” it’s data into a single file. This can be useful in
various scenarios. Maybe your network is down and you want to send changes
to your co-workers. Perhaps you’re working somewhere offsite and don’t have
access to the local network for security reasons. Maybe your wireless/ethernet

CHAPTER 7: Git Tools

366



card just broke. Maybe you don’t have access to a shared server for the mo-
ment, you want to email someone updates and you don’t want to transfer 40
commits via format-patch.

This is where the git bundle command can be helpful. The bundle com-
mand will package up everything that would normally be pushed over the wire
with a git push command into a binary file that you can email to someone or
put on a flash drive, then unbundle into another repository.

Let’s see a simple example. Let’s say you have a repository with two com-
mits:

$ git log
commit 9a466c572fe88b195efd356c3f2bbeccdb504102
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Wed Mar 10 07:34:10 2010 -0800

    second commit

commit b1ec3248f39900d2a406049d762aa68e9641be25
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Wed Mar 10 07:34:01 2010 -0800

    first commit

If you want to send that repository to someone and you don’t have access to
a repository to push to, or simply don’t want to set one up, you can bundle it
with git bundle create.

$ git bundle create repo.bundle HEAD master
Counting objects: 6, done.
Delta compression using up to 2 threads.
Compressing objects: 100% (2/2), done.
Writing objects: 100% (6/6), 441 bytes, done.
Total 6 (delta 0), reused 0 (delta 0)

Now you have a file named repo.bundle that has all the data needed to re-
create the repository’s master branch. With the bundle command you need to
list out every reference or specific range of commits that you want to be includ-
ed. If you intend for this to be cloned somewhere else, you should add HEAD as
a reference as well as we’ve done here.

You can email this repo.bundle file to someone else, or put it on a USB
drive and walk it over.

Bundling

367



On the other side, say you are sent this repo.bundle file and want to work
on the project. You can clone from the binary file into a directory, much like you
would from a URL.

$ git clone repo.bundle repo
Initialized empty Git repository in /private/tmp/bundle/repo/.git/
$ cd repo
$ git log --oneline
9a466c5 second commit
b1ec324 first commit

If you don’t include HEAD in the references, you have to also specify -b
master or whatever branch is included because otherwise it won’t know what
branch to check out.

Now let’s say you do three commits on it and want to send the new commits
back via a bundle on a USB stick or email.

$ git log --oneline
71b84da last commit - second repo
c99cf5b fourth commit - second repo
7011d3d third commit - second repo
9a466c5 second commit
b1ec324 first commit

First we need to determine the range of commits we want to include in the
bundle. Unlike the network protocols which figure out the minimum set of data
to transfer over the network for us, we’ll have to figure this out manually. Now,
you could just do the same thing and bundle the entire repository, which will
work, but it’s better to just bundle up the difference - just the three commits we
just made locally.

In order to do that, you’ll have to calculate the difference. As we described in
“Commit Ranges”, you can specify a range of commits in a number of ways. To
get the three commits that we have in our master branch that weren’t in the
branch we originally cloned, we can use something like origin/

master..master or master ^origin/master. You can test that with the log
command.

$ git log --oneline master ^origin/master
71b84da last commit - second repo
c99cf5b fourth commit - second repo
7011d3d third commit - second repo
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So now that we have the list of commits we want to include in the bundle,
let’s bundle them up. We do that with the git bundle create command, giv-
ing it a filename we want our bundle to be and the range of commits we want to
go into it.

$ git bundle create commits.bundle master ^9a466c5
Counting objects: 11, done.
Delta compression using up to 2 threads.
Compressing objects: 100% (3/3), done.
Writing objects: 100% (9/9), 775 bytes, done.
Total 9 (delta 0), reused 0 (delta 0)

Now we have a commits.bundle file in our directory. If we take that and
send it to our partner, she can then import it into the original repository, even if
more work has been done there in the meantime.

When she gets the bundle, she can inspect it to see what it contains before
she imports it into her repository. The first command is the bundle verify
command that will make sure the file is actually a valid Git bundle and that you
have all the necessary ancestors to reconstitute it properly.

$ git bundle verify ../commits.bundle
The bundle contains 1 ref
71b84daaf49abed142a373b6e5c59a22dc6560dc refs/heads/master
The bundle requires these 1 ref
9a466c572fe88b195efd356c3f2bbeccdb504102 second commit
../commits.bundle is okay

If the bundler had created a bundle of just the last two commits they had
done, rather than all three, the original repository would not be able to import
it, since it is missing requisite history. The verify command would have
looked like this instead:

$ git bundle verify ../commits-bad.bundle
error: Repository lacks these prerequisite commits:
error: 7011d3d8fc200abe0ad561c011c3852a4b7bbe95 third commit - second repo

However, our first bundle is valid, so we can fetch in commits from it. If you
want to see what branches are in the bundle that can be imported, there is also
a command to just list the heads:
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$ git bundle list-heads ../commits.bundle
71b84daaf49abed142a373b6e5c59a22dc6560dc refs/heads/master

The verify sub-command will tell you the heads as well. The point is to see
what can be pulled in, so you can use the fetch or pull commands to import
commits from this bundle. Here we’ll fetch the master branch of the bundle to a
branch named other-master in our repository:

$ git fetch ../commits.bundle master:other-master
From ../commits.bundle
 * [new branch]      master     -> other-master

Now we can see that we have the imported commits on the other-master
branch as well as any commits we’ve done in the meantime in our own master
branch.

$ git log --oneline --decorate --graph --all
* 8255d41 (HEAD, master) third commit - first repo
| * 71b84da (other-master) last commit - second repo
| * c99cf5b fourth commit - second repo
| * 7011d3d third commit - second repo
|/
* 9a466c5 second commit
* b1ec324 first commit

So, git bundle can be really useful for sharing or doing network-type oper-
ations when you don’t have the proper network or shared repository to do so.

Replace

Git’s objects are unchangeable, but it does provide an interesting way to pre-
tend to replace objects in it’s database with other objects.

The replace command lets you specify an object in Git and say “every time
you see this, pretend it’s this other thing”. This is most commonly useful for re-
placing one commit in your history with another one.

For example, let’s say you have a huge code history and want to split your
repository into one short history for new developers and one much longer and
larger history for people interested in data mining. You can graft one history on-
to the other by `replace`ing the earliest commit in the new line with the latest
commit on the older one. This is nice because it means that you don’t actually
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have to rewrite every commit in the new history, as you would normally have to
do to join them together (because the parentage effects the SHAs).

Let’s try this out. Let’s take an existing repository, split it into two reposito-
ries, one recent and one historical, and then we’ll see how we can recombine
them without modifying the recent repositories SHA values via replace.

We’ll use a simple repository with five simple commits:

$ git log --oneline
ef989d8 fifth commit
c6e1e95 fourth commit
9c68fdc third commit
945704c second commit
c1822cf first commit

We want to break this up into two lines of history. One line goes from com-
mit one to commit four - that will be the historical one. The second line will just
be commits four and five - that will be the recent history.
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FIGURE 7-28

Well, creating the historical history is easy, we can just put a branch in the
history and then push that branch to the master branch of a new remote repos-
itory.

$ git branch history c6e1e95
$ git log --oneline --decorate
ef989d8 (HEAD, master) fifth commit
c6e1e95 (history) fourth commit
9c68fdc third commit
945704c second commit
c1822cf first commit
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FIGURE 7-29

Now we can push the new history branch to the master branch of our new
repository:

$ git remote add project-history https://github.com/schacon/project-history
$ git push project-history history:master
Counting objects: 12, done.
Delta compression using up to 2 threads.
Compressing objects: 100% (4/4), done.
Writing objects: 100% (12/12), 907 bytes, done.
Total 12 (delta 0), reused 0 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (12/12), done.
To git@github.com:schacon/project-history.git
 * [new branch]      history -> master
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OK, so our history is published. Now the harder part is truncating our recent
history down so it’s smaller. We need an overlap so we can replace a commit in
one with an equivalent commit in the other, so we’re going to truncate this to
just commits four and five (so commit four overlaps).

$ git log --oneline --decorate
ef989d8 (HEAD, master) fifth commit
c6e1e95 (history) fourth commit
9c68fdc third commit
945704c second commit
c1822cf first commit

It’s useful in this case to create a base commit that has instructions on how
to expand the history, so other developers know what to do if they hit the first
commit in the truncated history and need more. So, what we’re going to do is
create an initial commit object as our base point with instructions, then rebase
the remaining commits (four and five) on top of it.

To do that, we need to choose a point to split at, which for us is the third
commit, which is 9c68fdc in SHA-speak. So, our base commit will be based off
of that tree. We can create our base commit using the commit-tree command,
which just takes a tree and will give us a brand new, parentless commit object
SHA back.

$ echo 'get history from blah blah blah' | git commit-tree 9c68fdc^{tree}
622e88e9cbfbacfb75b5279245b9fb38dfea10cf

The commit-tree command is one of a set of commands that are com-
monly referred to as plumbing commands. These are commands that are
not generally meant to be used directly, but instead are used by other Git
commands to do smaller jobs. On occasions when we’re doing weirder
things like this, they allow us to do really low-level things but are not
meant for daily use. You can read more about plumbing commands in
“Plumbing and Porcelain”
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FIGURE 7-30

OK, so now that we have a base commit, we can rebase the rest of our histo-
ry on top of that with git rebase --onto. The --onto argument will be the
SHA we just got back from commit-tree and the rebase point will be the third
commit (the parent of the first commit we want to keep, 9c68fdc):

$ git rebase --onto 622e88 9c68fdc
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: fourth commit
Applying: fifth commit
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FIGURE 7-31

OK, so now we’ve re-written our recent history on top of a throw away base
commit that now has instructions in it on how to reconstitute the entire history
if we wanted to. We can push that new history to a new project and now when
people clone that repository, they will only see the most recent two commits
and then a base commit with instructions.

Let’s now switch roles to someone cloning the project for the first time who
wants the entire history. To get the history data after cloning this truncated
repository, one would have to add a second remote for the historical repository
and fetch:

$ git clone https://github.com/schacon/project
$ cd project

$ git log --oneline master
e146b5f fifth commit
81a708d fourth commit
622e88e get history from blah blah blah

$ git remote add project-history https://github.com/schacon/project-history
$ git fetch project-history
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From https://github.com/schacon/project-history
 * [new branch]      master     -> project-history/master

Now the collaborator would have their recent commits in the master branch
and the historical commits in the project-history/master branch.

$ git log --oneline master
e146b5f fifth commit
81a708d fourth commit
622e88e get history from blah blah blah

$ git log --oneline project-history/master
c6e1e95 fourth commit
9c68fdc third commit
945704c second commit
c1822cf first commit

To combine them, you can simply call git replace with the commit you
want to replace and then the commit you want to replace it with. So we want to
replace the “fourth” commit in the master branch with the “fourth” commit in
the project-history/master branch:

$ git replace 81a708d c6e1e95

Now, if you look at the history of the master branch, it appears to look like
this:

$ git log --oneline master
e146b5f fifth commit
81a708d fourth commit
9c68fdc third commit
945704c second commit
c1822cf first commit

Cool, right? Without having to change all the SHAs upstream, we were able
to replace one commit in our history with an entirely different commit and all
the normal tools (bisect, blame, etc) will work how we would expect them to.
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FIGURE 7-32

Interestingly, it still shows 81a708d as the SHA, even though it’s actually us-
ing the c6e1e95 commit data that we replaced it with. Even if you run a com-
mand like cat-file, it will show you the replaced data:

$ git cat-file -p 81a708d
tree 7bc544cf438903b65ca9104a1e30345eee6c083d
parent 9c68fdceee073230f19ebb8b5e7fc71b479c0252
author Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1268712581 -0700
committer Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1268712581 -0700

fourth commit

Remember that the actual parent of 81a708d was our placeholder commit
(622e88e), not 9c68fdce as it states here.

Another interesting thing is that this data is kept in our references:

$ git for-each-ref
e146b5f14e79d4935160c0e83fb9ebe526b8da0d commit refs/heads/master
c6e1e95051d41771a649f3145423f8809d1a74d4 commit refs/remotes/history/master
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e146b5f14e79d4935160c0e83fb9ebe526b8da0d commit refs/remotes/origin/HEAD
e146b5f14e79d4935160c0e83fb9ebe526b8da0d commit refs/remotes/origin/master
c6e1e95051d41771a649f3145423f8809d1a74d4 commit refs/replace/81a708dd0e167a3f691541c7a6463343bc457040

This means that it’s easy to share our replacement with others, because we
can push this to our server and other people can easily download it. This is not
that helpful in the history grafting scenario we’ve gone over here (since every-
one would be downloading both histories anyhow, so why separate them?) but
it can be useful in other circumstances.

Credential Storage

If you use the SSH transport for connecting to remotes, it’s possible for you to
have a key without a passphrase, which allows you to securely transfer data
without typing in your username and password. However, this isn’t possible
with the HTTP protocols – every connection needs a username and password.
This gets even harder for systems with two-factor authentication, where the to-
ken you use for a password is randomly generated and unpronounceable.

Fortunately, Git has a credentials system that can help with this. Git has a
few options provided in the box:

• The default is not to cache at all. Every connection will prompt you for
your username and password.

• The “cache” mode keeps credentials in memory for a certain period of
time. None of the passwords are ever stored on disk, and they are purged
from the cache after 15 minutes.

• The “store” mode saves the credentials to a plain-text file on disk, and
they never expire. This means that until you change your password for
the Git host, you won’t ever have to type in your credentials again. The
downside of this approach is that your passwords are stored in cleartext
in a plain file in your home directory.

• If you’re using a Mac, Git comes with an “osxkeychain” mode, which ca-
ches credentials in the secure keychain that’s attached to your system ac-
count. This method stores the credentials on disk, and they never expire,
but they’re encrypted with the same system that stores HTTPS certifi-
cates and Safari auto-fills.

• If you’re using Windows, you can install a helper called “winstore.” This is
similar to the “osxkeychain” helper described above, but uses the Win-
dows Credential Store to control sensitive information. It can be found at
https://gitcredentialstore.codeplex.com.
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You can choose one of these methods by setting a Git configuration value:

$ git config --global credential.helper cache

Some of these helpers have options. The “store” helper can take a --file
<path> argument, which customizes where the plaintext file is saved (the de-
fault is ~/.git-credentials). The “cache” helper accepts the --timeout
<seconds> option, which changes the amount of time its daemon is kept run-
ning (the default is “900”, or 15 minutes). Here’s an example of how you’d con-
figure the “store” helper with a custom file name:

$ git config --global credential.helper store --file ~/.my-credentials

Git even allows you to configure several helpers. When looking for creden-
tials for a particular host, Git will query them in order, and stop after the first
answer is provided. When saving credentials, Git will send the username and
password to all of the helpers in the list, and they can choose what to do with
them. Here’s what a .gitconfig would look like if you had a credentials file on
a thumb drive, but wanted to use the in-memory cache to save some typing if
the drive isn’t plugged in:

[credential]
    helper = store --file /mnt/thumbdrive/.git-credentials
    helper = cache --timeout 30000

Under the Hood

How does this all work? Git’s root command for the credential-helper system is
git credential, which takes a command as an argument, and then more in-
put through stdin.

This might be easier to understand with an example. Let’s say that a creden-
tial helper has been configured, and the helper has stored credentials for mygi-
thost. Here’s a session that uses the “fill” command, which is invoked when Git
is trying to find credentials for a host:

$ git credential fill 
protocol=https 
host=mygithost

protocol=https 
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host=mygithost
username=bob
password=s3cre7
$ git credential fill 
protocol=https
host=unknownhost

Username for 'https://unknownhost': bob
Password for 'https://bob@unknownhost':
protocol=https
host=unknownhost
username=bob
password=s3cre7

This is the command line that initiates the interaction.

Git-credential is then waiting for input on stdin. We provide it with the things
we know: the protocol and hostname.

A blank line indicates that the input is complete, and the credential system
should answer with what it knows.

Git-credential then takes over, and writes to stdout with the bits of informa-
tion it found.

If credentials are not found, Git asks the user for the username and pass-
word, and provides them back to the invoking stdout (here they’re attached
to the same console).

The credential system is actually invoking a program that’s separate from Git
itself; which one and how depends on the credential.helper configuration
value. There are several forms it can take:

Configuration Value Behavior

foo Runs git-credential-foo

foo -a --opt=bcd
Runs git-credential-foo -a --
opt=bcd

/absolute/path/foo -xyz Runs /absolute/path/foo -xyz

!f() { echo "pass-
word=s3cre7"; }; f

Code after ! evaluated in shell
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So the helpers described above are actually named git-credential-
cache, git-credential-store, and so on, and we can configure them to
take command-line arguments. The general form for this is “git-credential-foo
[args] <action>.” The stdin/stdout protocol is the same as git-credential, but
they use a slightly different set of actions:

• get is a request for a username/password pair.

• store is a request to save a set of credentials in this helper’s memory.

• erase purge the credentials for the given properties from this helper’s
memory.

For the store and erase actions, no response is required (Git ignores it any-
way). For the get action, however, Git is very interested in what the helper has
to say. If the helper doesn’t know anything useful, it can simply exit with no out-
put, but if it does know, it should augment the provided information with the
information it has stored. The output is treated like a series of assignment
statements; anything provided will replace what Git already knows.

Here’s the same example from above, but skipping git-credential and going
straight for git-credential-store:

$ git credential-store --file ~/git.store store 
protocol=https
host=mygithost
username=bob
password=s3cre7
$ git credential-store --file ~/git.store get 
protocol=https
host=mygithost

username=bob 
password=s3cre7

Here we tell git-credential-store to save some credentials: the user-
name “bob” and the password “s3cre7” are to be used when https://
mygithost is accessed.

Now we’ll retrieve those credentials. We provide the parts of the connection
we already know (https://mygithost), and an empty line.

git-credential-store replies with the username and password we stor-
ed above.

Here’s what the ~/git.store file looks like:
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https://bob:s3cre7@mygithost

It’s just a series of lines, each of which contains a credential-decorated URL.
The osxkeychain and winstore helpers use the native format of their backing
stores, while cache uses its own in-memory format (which no other process
can read).

A Custom Credential Cache

Given that git-credential-store and friends are separate programs from
Git, it’s not much of a leap to realize that any program can be a Git credential
helper. The helpers provided by Git cover many common use cases, but not all.
For example, let’s say your team has some credentials that are shared with the
entire team, perhaps for deployment. These are stored in a shared directory,
but you don’t want to copy them to your own credential store, because they
change often. None of the existing helpers cover this case; let’s see what it
would take to write our own. There are several key features this program needs
to have:

1. The only action we need to pay attention to is get; store and erase are
write operations, so we’ll just exit cleanly when they’re received.

2. The file format of the shared-credential file is the same as that used by
git-credential-store.

3. The location of that file is fairly standard, but we should allow the user to
pass a custom path just in case.

Once again, we’ll write this extension in Ruby, but any language will work so
long as Git can execute the finished product. Here’s the full source code of our
new credential helper:

#!/usr/bin/env ruby

require 'optparse'

path = File.expand_path '~/.git-credentials' 
OptionParser.new do |opts|
    opts.banner = 'USAGE: git-credential-read-only [options] <action>'
    opts.on('-f', '--file PATH', 'Specify path for backing store') do |argpath|
        path = File.expand_path argpath
    end
end.parse!

exit(0) unless ARGV[0].downcase == 'get' 
exit(0) unless File.exists? path
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known = {} 
while line = STDIN.gets
    break if line.strip == ''
    k,v = line.strip.split '=', 2
    known[k] = v
end

File.readlines(path).each do |fileline| 
    prot,user,pass,host = fileline.scan(/^(.*?):\/\/(.*?):(.*?)@(.*)$/).first
    if prot == known['protocol'] and host == known['host'] then
        puts "protocol=#{prot}"
        puts "host=#{host}"
        puts "username=#{user}"
        puts "password=#{pass}"
        exit(0)
    end
end

Here we parse the command-line options, allowing the user to specify the
input file. The default is ~/.git-credentials.

This program only responds if the action is get and the backing-store file ex-
ists.

This loop reads from stdin until the first blank line is reached. The inputs are
stored in the known hash for later reference.

This loop reads the contents of the storage file, looking for matches. If the
protocol and host from known match this line, the program prints the results
to stdout and exits.

We’ll save our helper as git-credential-read-only, put it somewhere in
our PATH and mark it executable. Here’s what an interactive session looks like:

$ git credential-read-only --file=/mnt/shared/creds get
protocol=https
host=mygithost

protocol=https
host=mygithost
username=bob
password=s3cre7
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Since its name starts with “git-”, we can use the simple syntax for the config-
uration value:

$ git config --global credential.helper read-only --file /mnt/shared/creds

As you can see, extending this system is pretty straightforward, and can
solve some common problems for you and your team.

Summary

You’ve seen a number of advanced tools that allow you to manipulate your
commits and staging area more precisely. When you notice issues, you should
be able to easily figure out what commit introduced them, when, and by whom.
If you want to use subprojects in your project, you’ve learned how to accommo-
date those needs. At this point, you should be able to do most of the things in
Git that you’ll need on the command line day to day and feel comfortable doing
so.
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Customizing Git

So far, we’ve covered the basics of how Git works and how to use it, and we’ve
introduced a number of tools that Git provides to help you use it easily and effi-
ciently. In this chapter, we’ll see how you can make Git operate in a more cus-
tomized fashion, by introducing several important configuration settings and
the hooks system. With these tools, it’s easy to get Git to work exactly the way
you, your company, or your group needs it to.

Git Configuration

As you briefly saw in Chapter 1, you can specify Git configuration settings with
the git config command. One of the first things you did was set up your
name and e-mail address:

$ git config --global user.name "John Doe"
$ git config --global user.email johndoe@example.com

Now you’ll learn a few of the more interesting options that you can set in this
manner to customize your Git usage.

First, a quick review: Git uses a series of configuration files to determine non-
default behavior that you may want. The first place Git looks for these values is
in an /etc/gitconfig file, which contains values for every user on the system
and all of their repositories. If you pass the option --system to git config, it
reads and writes from this file specifically.

The next place Git looks is the ~/.gitconfig (or ~/.config/git/config)
file, which is specific to each user. You can make Git read and write to this file by
passing the --global option.

Finally, Git looks for configuration values in the configuration file in the Git
directory (.git/config) of whatever repository you’re currently using. These
values are specific to that single repository.
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Each of these “levels” (system, global, local) overwrites values in the previ-
ous level, so values in .git/config trump those in /etc/gitconfig, for in-
stance.

Git’s configuration files are plain-text, so you can also set these values
by manually editing the file and inserting the correct syntax. It’s gener-
ally easier to run the git config command, though.

Basic Client Configuration

The configuration options recognized by Git fall into two categories: client-side
and server-side. The majority of the options are client-side – configuring your
personal working preferences. Many, many configuration options are support-
ed, but a large fraction of them are only useful in certain edge cases. We’ll only
be covering the most common and most useful here. If you want to see a list of
all the options your version of Git recognizes, you can run

$ man git-config

This command lists all the available options in quite a bit of detail. You can
also find this reference material at http://git-scm.com/docs/git-config.html.

CORE.EDITOR

By default, Git uses whatever you’ve set as your default text editor ($VISUAL or
$EDITOR) or else falls back to the vi editor to create and edit your commit and
tag messages. To change that default to something else, you can use the
core.editor setting:

$ git config --global core.editor emacs

Now, no matter what is set as your default shell editor, Git will fire up Emacs
to edit messages.

COMMIT.TEMPLATE

If you set this to the path of a file on your system, Git will use that file as the
default message when you commit. For instance, suppose you create a tem-
plate file at ~/.gitmessage.txt that looks like this:
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subject line

what happened

[ticket: X]

To tell Git to use it as the default message that appears in your editor when
you run git commit, set the commit.template configuration value:

$ git config --global commit.template ~/.gitmessage.txt
$ git commit

Then, your editor will open to something like this for your placeholder com-
mit message when you commit:

subject line

what happened

[ticket: X]
# Please enter the commit message for your changes. Lines starting
# with '#' will be ignored, and an empty message aborts the commit.
# On branch master
# Changes to be committed:
#   (use "git reset HEAD <file>..." to unstage)
#
# modified:   lib/test.rb
#
~
~
".git/COMMIT_EDITMSG" 14L, 297C

If your team has a commit-message policy, then putting a template for that
policy on your system and configuring Git to use it by default can help increase
the chance of that policy being followed regularly.

CORE.PAGER

This setting determines which pager is used when Git pages output such as log
and diff. You can set it to more or to your favorite pager (by default, it’s less),
or you can turn it off by setting it to a blank string:

$ git config --global core.pager ''
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If you run that, Git will page the entire output of all commands, no matter
how long they are.

USER.SIGNINGKEY

If you’re making signed annotated tags (as discussed in “Signing Your Work”),
setting your GPG signing key as a configuration setting makes things easier. Set
your key ID like so:

$ git config --global user.signingkey <gpg-key-id>

Now, you can sign tags without having to specify your key every time with
the git tag command:

$ git tag -s <tag-name>

CORE.EXCLUDESFILE

You can put patterns in your project’s .gitignore file to have Git not see them
as untracked files or try to stage them when you run git add on them, as dis-
cussed in “ファイルの無視”.

But sometimes you want to ignore certain files for all repositories that you
work with. If your computer is running Mac OS X, you’re probably familiar
with .DS_Store files. If your preferred editor is Emacs or Vim, you know about
files that end with a ~.

This setting lets you write a kind of global .gitignore file. If you create a
~/.gitignore_global file with these contents:

*~
.DS_Store

…and you run git config --global core.excludesfile ~/.gi-

tignore_global, Git will never again bother you about those files.

HELP.AUTOCORRECT

If you mistype a command, it shows you something like this:

$ git chekcout master
git: 'chekcout' is not a git command. See 'git --help'.
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Did you mean this?
    checkout

Git helpfully tries to figure out what you meant, but it still refuses to do it. If
you set help.autocorrect to 1, Git will actually run this command for you:

$ git chekcout master
WARNING: You called a Git command named 'chekcout', which does not exist.
Continuing under the assumption that you meant 'checkout'
in 0.1 seconds automatically...

Note that “0.1 seconds” business. help.autocorrect is actually an integer
which represents tenths of a second. So if you set it to 50, Git will give you 5
seconds to change your mind before executing the autocorrected command.

Colors in Git

Git fully supports colored terminal output, which greatly aids in visually parsing
command output quickly and easily. A number of options can help you set the
coloring to your preference.

COLOR.UI

Git automatically colors most of its output, but there’s a master switch if you
don’t like this behavior. To turn off all Git’s colored terminal output, do this:

$ git config --global color.ui false

The default setting is auto, which colors output when it’s going straight to a
terminal, but omits the color-control codes when the output is redirected to a
pipe or a file.

You can also set it to always to ignore the difference between terminals and
pipes. You’ll rarely want this; in most scenarios, if you want color codes in your
redirected output, you can instead pass a --color flag to the Git command to
force it to use color codes. The default setting is almost always what you’ll
want.
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COLOR.*

If you want to be more specific about which commands are colored and how,
Git provides verb-specific coloring settings. Each of these can be set to true,
false, or always:

color.branch
color.diff
color.interactive
color.status

In addition, each of these has subsettings you can use to set specific colors
for parts of the output, if you want to override each color. For example, to set
the meta information in your diff output to blue foreground, black background,
and bold text, you can run

$ git config --global color.diff.meta "blue black bold"

You can set the color to any of the following values: normal, black, red,
green, yellow, blue, magenta, cyan, or white. If you want an attribute like
bold in the previous example, you can choose from bold, dim, ul (underline),
blink, and reverse (swap foreground and background).

External Merge and Diff Tools

Although Git has an internal implementation of diff, which is what we’ve been
showing in this book, you can set up an external tool instead. You can also set
up a graphical merge-conflict-resolution tool instead of having to resolve con-
flicts manually. We’ll demonstrate setting up the Perforce Visual Merge Tool
(P4Merge) to do your diffs and merge resolutions, because it’s a nice graphical
tool and it’s free.

If you want to try this out, P4Merge works on all major platforms, so you
should be able to do so. I’ll use path names in the examples that work on Mac
and Linux systems; for Windows, you’ll have to change /usr/local/bin to an
executable path in your environment.

To begin, download P4Merge from http://www.perforce.com/downloads/
Perforce/. Next, you’ll set up external wrapper scripts to run your commands.
I’ll use the Mac path for the executable; in other systems, it will be where your
p4merge binary is installed. Set up a merge wrapper script named extMerge
that calls your binary with all the arguments provided:
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$ cat /usr/local/bin/extMerge
#!/bin/sh
/Applications/p4merge.app/Contents/MacOS/p4merge $*

The diff wrapper checks to make sure seven arguments are provided and
passes two of them to your merge script. By default, Git passes the following
arguments to the diff program:

path old-file old-hex old-mode new-file new-hex new-mode

Because you only want the old-file and new-file arguments, you use
the wrapper script to pass the ones you need.

$ cat /usr/local/bin/extDiff
#!/bin/sh
[ $# -eq 7 ] && /usr/local/bin/extMerge "$2" "$5"

You also need to make sure these tools are executable:

$ sudo chmod +x /usr/local/bin/extMerge
$ sudo chmod +x /usr/local/bin/extDiff

Now you can set up your config file to use your custom merge resolution and
diff tools. This takes a number of custom settings: merge.tool to tell Git what
strategy to use, mergetool.<tool>.cmd to specify how to run the command,
mergetool.<tool>.trustExitCode to tell Git if the exit code of that program
indicates a successful merge resolution or not, and diff.external to tell Git
what command to run for diffs. So, you can either run four config commands

$ git config --global merge.tool extMerge
$ git config --global mergetool.extMerge.cmd \
  'extMerge \"$BASE\" \"$LOCAL\" \"$REMOTE\" \"$MERGED\"'
$ git config --global mergetool.extMerge.trustExitCode false
$ git config --global diff.external extDiff

or you can edit your ~/.gitconfig file to add these lines:

[merge]
  tool = extMerge
[mergetool "extMerge"]
  cmd = extMerge "$BASE" "$LOCAL" "$REMOTE" "$MERGED"
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FIGURE 8-1

P4Merge.

  trustExitCode = false
[diff]
  external = extDiff

After all this is set, if you run diff commands such as this:

$ git diff 32d1776b1^ 32d1776b1

Instead of getting the diff output on the command line, Git fires up P4Merge,
which looks something like this:

If you try to merge two branches and subsequently have merge conflicts,
you can run the command git mergetool; it starts P4Merge to let you resolve
the conflicts through that GUI tool.

The nice thing about this wrapper setup is that you can change your diff and
merge tools easily. For example, to change your extDiff and extMerge tools
to run the KDiff3 tool instead, all you have to do is edit your extMerge file:
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$ cat /usr/local/bin/extMerge
#!/bin/sh
/Applications/kdiff3.app/Contents/MacOS/kdiff3 $*

Now, Git will use the KDiff3 tool for diff viewing and merge conflict resolu-
tion.

Git comes preset to use a number of other merge-resolution tools without
your having to set up the cmd configuration. To see a list of the tools it sup-
ports, try this:

$ git mergetool --tool-help
'git mergetool --tool=<tool>' may be set to one of the following:
        emerge
        gvimdiff
        gvimdiff2
        opendiff
        p4merge
        vimdiff
        vimdiff2

The following tools are valid, but not currently available:
        araxis
        bc3
        codecompare
        deltawalker
        diffmerge
        diffuse
        ecmerge
        kdiff3
        meld
        tkdiff
        tortoisemerge
        xxdiff

Some of the tools listed above only work in a windowed
environment. If run in a terminal-only session, they will fail.

If you’re not interested in using KDiff3 for diff but rather want to use it just
for merge resolution, and the kdiff3 command is in your path, then you can run

$ git config --global merge.tool kdiff3

If you run this instead of setting up the extMerge and extDiff files, Git will
use KDiff3 for merge resolution and the normal Git diff tool for diffs.
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Formatting and Whitespace

Formatting and whitespace issues are some of the more frustrating and subtle
problems that many developers encounter when collaborating, especially
cross-platform. It’s very easy for patches or other collaborated work to intro-
duce subtle whitespace changes because editors silently introduce them, and if
your files ever touch a Windows system, their line endings might be replaced.
Git has a few configuration options to help with these issues.

CORE.AUTOCRLF

If you’re programming on Windows and working with people who are not (or
vice-versa), you’ll probably run into line-ending issues at some point. This is be-
cause Windows uses both a carriage-return character and a linefeed character
for newlines in its files, whereas Mac and Linux systems use only the linefeed
character. This is a subtle but incredibly annoying fact of cross-platform work;
many editors on Windows silently replace existing LF-style line endings with
CRLF, or insert both line-ending characters when the user hits the enter key.

Git can handle this by auto-converting CRLF line endings into LF when you
add a file to the index, and vice versa when it checks out code onto your filesys-
tem. You can turn on this functionality with the core.autocrlf setting. If
you’re on a Windows machine, set it to true – this converts LF endings into
CRLF when you check out code:

$ git config --global core.autocrlf true

If you’re on a Linux or Mac system that uses LF line endings, then you don’t
want Git to automatically convert them when you check out files; however, if a
file with CRLF endings accidentally gets introduced, then you may want Git to
fix it. You can tell Git to convert CRLF to LF on commit but not the other way
around by setting core.autocrlf to input:

$ git config --global core.autocrlf input

This setup should leave you with CRLF endings in Windows checkouts, but
LF endings on Mac and Linux systems and in the repository.

If you’re a Windows programmer doing a Windows-only project, then you
can turn off this functionality, recording the carriage returns in the repository
by setting the config value to false:
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$ git config --global core.autocrlf false

CORE.WHITESPACE

Git comes preset to detect and fix some whitespace issues. It can look for six
primary whitespace issues – three are enabled by default and can be turned off,
and three are disabled by default but can be activated.

The ones that are turned on by default are blank-at-eol, which looks for
spaces at the end of a line; blank-at-eof, which notices blank lines at the end
of a file; and space-before-tab, which looks for spaces before tabs at the be-
ginning of a line.

The three that are disabled by default but can be turned on are indent-
with-non-tab, which looks for lines that begin with spaces instead of tabs
(and is controlled by the tabwidth option); tab-in-indent, which watches
for tabs in the indentation portion of a line; and cr-at-eol, which tells Git that
carriage returns at the end of lines are OK.

You can tell Git which of these you want enabled by setting core.white-
space to the values you want on or off, separated by commas. You can disable
settings by either leaving them out of the setting string or prepending a - in
front of the value. For example, if you want all but cr-at-eol to be set, you can
do this:

$ git config --global core.whitespace \
    trailing-space,space-before-tab,indent-with-non-tab

Git will detect these issues when you run a git diff command and try to
color them so you can possibly fix them before you commit. It will also use
these values to help you when you apply patches with git apply. When you’re
applying patches, you can ask Git to warn you if it’s applying patches with the
specified whitespace issues:

$ git apply --whitespace=warn <patch>

Or you can have Git try to automatically fix the issue before applying the
patch:

$ git apply --whitespace=fix <patch>

Git Configuration

397



These options apply to the git rebase command as well. If you’ve commit-
ted whitespace issues but haven’t yet pushed upstream, you can run git re-
base --whitespace=fix to have Git automatically fix whitespace issues as
it’s rewriting the patches.

Server Configuration

Not nearly as many configuration options are available for the server side of Git,
but there are a few interesting ones you may want to take note of.

RECEIVE.FSCKOBJECTS

Git is capable of making sure every object received during a push still matches
its SHA-1 checksum and points to valid objects. However, it doesn’t do this by
default; it’s a fairly expensive operation, and might slow down the operation,
especially on large repositories or pushes. If you want Git to check object con-
sistency on every push, you can force it to do so by setting receive.fsckOb-
jects to true:

$ git config --system receive.fsckObjects true

Now, Git will check the integrity of your repository before each push is ac-
cepted to make sure faulty (or malicious) clients aren’t introducing corrupt da-
ta.

RECEIVE.DENYNONFASTFORWARDS

If you rebase commits that you’ve already pushed and then try to push again,
or otherwise try to push a commit to a remote branch that doesn’t contain the
commit that the remote branch currently points to, you’ll be denied. This is
generally good policy; but in the case of the rebase, you may determine that
you know what you’re doing and can force-update the remote branch with a -f
flag to your push command.

To tell Git to refuse force-pushes, set receive.denyNonFastForwards:

$ git config --system receive.denyNonFastForwards true

The other way you can do this is via server-side receive hooks, which we’ll
cover in a bit. That approach lets you do more complex things like deny non-
fast-forwards to a certain subset of users.
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RECEIVE.DENYDELETES

One of the workarounds to the denyNonFastForwards policy is for the user to
delete the branch and then push it back up with the new reference. To avoid
this, set receive.denyDeletes to true:

$ git config --system receive.denyDeletes true

This denies any deletion of branches or tags – no user can do it. To remove
remote branches, you must remove the ref files from the server manually. There
are also more interesting ways to do this on a per-user basis via ACLs, as you’ll
learn in “An Example Git-Enforced Policy”.

Git Attributes

Some of these settings can also be specified for a path, so that Git applies those
settings only for a subdirectory or subset of files. These path-specific settings
are called Git attributes and are set either in a .gitattributes file in one of
your directories (normally the root of your project) or in the .git/info/
attributes file if you don’t want the attributes file committed with your
project.

Using attributes, you can do things like specify separate merge strategies for
individual files or directories in your project, tell Git how to diff non-text files, or
have Git filter content before you check it into or out of Git. In this section,
you’ll learn about some of the attributes you can set on your paths in your Git
project and see a few examples of using this feature in practice.

Binary Files

One cool trick for which you can use Git attributes is telling Git which files are
binary (in cases it otherwise may not be able to figure out) and giving Git spe-
cial instructions about how to handle those files. For instance, some text files
may be machine generated and not diffable, whereas some binary files can be
diffed. You’ll see how to tell Git which is which.

IDENTIFYING BINARY FILES

Some files look like text files but for all intents and purposes are to be treated
as binary data. For instance, Xcode projects on the Mac contain a file that ends
in .pbxproj, which is basically a JSON (plain-text Javascript data format) data-
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set written out to disk by the IDE, which records your build settings and so on.
Although it’s technically a text file (because it’s all UTF-8), you don’t want to
treat it as such because it’s really a lightweight database – you can’t merge the
contents if two people change it, and diffs generally aren’t helpful. The file is
meant to be consumed by a machine. In essence, you want to treat it like a bi-
nary file.

To tell Git to treat all pbxproj files as binary data, add the following line to
your .gitattributes file:

*.pbxproj binary

Now, Git won’t try to convert or fix CRLF issues; nor will it try to compute or
print a diff for changes in this file when you run git show or git diff on your
project.

DIFFING BINARY FILES

You can also use the Git attributes functionality to effectively diff binary files.
You do this by telling Git how to convert your binary data to a text format that
can be compared via the normal diff.

First, you’ll use this technique to solve one of the most annoying problems
known to humanity: version-controlling Microsoft Word documents. Everyone
knows that Word is the most horrific editor around, but oddly, everyone still
uses it. If you want to version-control Word documents, you can stick them in a
Git repository and commit every once in a while; but what good does that do? If
you run git diff normally, you only see something like this:

$ git diff
diff --git a/chapter1.docx b/chapter1.docx
index 88839c4..4afcb7c 100644
Binary files a/chapter1.docx and b/chapter1.docx differ

You can’t directly compare two versions unless you check them out and scan
them manually, right? It turns out you can do this fairly well using Git attributes.
Put the following line in your .gitattributes file:

*.docx diff=word

This tells Git that any file that matches this pattern (.docx) should use the
“word” filter when you try to view a diff that contains changes. What is the
“word” filter? You have to set it up. Here you’ll configure Git to use the
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docx2txt program to convert Word documents into readable text files, which it
will then diff properly.

First, you’ll need to install docx2txt; you can download it from http://
docx2txt.sourceforge.net. Follow the instructions in the INSTALL file to put it
somewhere your shell can find it. Next, you’ll write a wrapper script to convert
output to the format Git expects. Create a file that’s somewhere in your path
called docx2txt, and add these contents:

#!/bin/bash
docx2txt.pl $1 -

Don’t forget to chmod a+x that file. Finally, you can configure Git to use this
script:

$ git config diff.word.textconv docx2txt

Now Git knows that if it tries to do a diff between two snapshots, and any of
the files end in .docx, it should run those files through the “word” filter, which
is defined as the docx2txt program. This effectively makes nice text-based ver-
sions of your Word files before attempting to diff them.

Here’s an example: Chapter 1 of this book was converted to Word format and
committed in a Git repository. Then a new paragraph was added. Here’s what
git diff shows:

$ git diff
diff --git a/chapter1.docx b/chapter1.docx
index 0b013ca..ba25db5 100644
--- a/chapter1.docx
+++ b/chapter1.docx
@@ -2,6 +2,7 @@
 This chapter will be about getting started with Git. We will begin at the beginning by explaining some background on version control tools, then move on to how to get Git running on your system and finally how to get it setup to start working with. At the end of this chapter you should understand why Git is around, why you should use it and you should be all setup to do so.
 1.1. About Version Control
 What is "version control", and why should you care? Version control is a system that records changes to a file or set of files over time so that you can recall specific versions later. For the examples in this book you will use software source code as the files being version controlled, though in reality you can do this with nearly any type of file on a computer.
+Testing: 1, 2, 3.
 If you are a graphic or web designer and want to keep every version of an image or layout (which you would most certainly want to), a Version Control System (VCS) is a very wise thing to use. It allows you to revert files back to a previous state, revert the entire project back to a previous state, compare changes over time, see who last modified something that might be causing a problem, who introduced an issue and when, and more. Using a VCS also generally means that if you screw things up or lose files, you can easily recover. In addition, you get all this for very little overhead.
 1.1.1. Local Version Control Systems
 Many people's version-control method of choice is to copy files into another directory (perhaps a time-stamped directory, if they're clever). This approach is very common because it is so simple, but it is also incredibly error prone. It is easy to forget which directory you're in and accidentally write to the wrong file or copy over files you don't mean to.

Git successfully and succinctly tells me that I added the string “Testing: 1, 2,
3.”, which is correct. It’s not perfect – formatting changes wouldn’t show up
here – but it certainly works.
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Another interesting problem you can solve this way involves diffing image
files. One way to do this is to run image files through a filter that extracts their
EXIF information – metadata that is recorded with most image formats. If you
download and install the exiftool program, you can use it to convert your im-
ages into text about the metadata, so at least the diff will show you a textual
representation of any changes that happened:

$ echo '*.png diff=exif' >> .gitattributes
$ git config diff.exif.textconv exiftool

If you replace an image in your project and run git diff, you see some-
thing like this:

diff --git a/image.png b/image.png
index 88839c4..4afcb7c 100644
--- a/image.png
+++ b/image.png
@@ -1,12 +1,12 @@
 ExifTool Version Number         : 7.74
-File Size                       : 70 kB
-File Modification Date/Time     : 2009:04:21 07:02:45-07:00
+File Size                       : 94 kB
+File Modification Date/Time     : 2009:04:21 07:02:43-07:00
 File Type                       : PNG
 MIME Type                       : image/png
-Image Width                     : 1058
-Image Height                    : 889
+Image Width                     : 1056
+Image Height                    : 827
 Bit Depth                       : 8
 Color Type                      : RGB with Alpha

You can easily see that the file size and image dimensions have both
changed.

Keyword Expansion

SVN- or CVS-style keyword expansion is often requested by developers used to
those systems. The main problem with this in Git is that you can’t modify a file
with information about the commit after you’ve committed, because Git check-
sums the file first. However, you can inject text into a file when it’s checked out
and remove it again before it’s added to a commit. Git attributes offers you two
ways to do this.
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FIGURE 8-2

The “smudge” filter
is run on checkout.

First, you can inject the SHA-1 checksum of a blob into an $Id$ field in the
file automatically. If you set this attribute on a file or set of files, then the next
time you check out that branch, Git will replace that field with the SHA-1 of the
blob. It’s important to notice that it isn’t the SHA of the commit, but of the blob
itself:

$ echo '*.txt ident' >> .gitattributes
$ echo '$Id$' > test.txt

The next time you check out this file, Git injects the SHA of the blob:

$ rm test.txt
$ git checkout -- test.txt
$ cat test.txt
$Id: 42812b7653c7b88933f8a9d6cad0ca16714b9bb3 $

However, that result is of limited use. If you’ve used keyword substitution in
CVS or Subversion, you can include a datestamp – the SHA isn’t all that helpful,
because it’s fairly random and you can’t tell if one SHA is older or newer than
another just by looking at them.

It turns out that you can write your own filters for doing substitutions in files
on commit/checkout. These are called “clean” and “smudge” filters. In the .gi-
tattributes file, you can set a filter for particular paths and then set up
scripts that will process files just before they’re checked out (“smudge”, see
Figure 8-2) and just before they’re staged (“clean”, see Figure 8-3). These filters
can be set to do all sorts of fun things.
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FIGURE 8-3

The “clean” filter is
run when files are
staged.

The original commit message for this feature gives a simple example of run-
ning all your C source code through the indent program before committing.
You can set it up by setting the filter attribute in your .gitattributes file to
filter *.c files with the “indent” filter:

*.c filter=indent

Then, tell Git what the “indent” filter does on smudge and clean:

$ git config --global filter.indent.clean indent
$ git config --global filter.indent.smudge cat

In this case, when you commit files that match *.c, Git will run them
through the indent program before it stages them and then run them through
the cat program before it checks them back out onto disk. The cat program
does essentially nothing: it spits out the same data that it comes in. This combi-
nation effectively filters all C source code files through indent before commit-
ting.

Another interesting example gets $Date$ keyword expansion, RCS style. To
do this properly, you need a small script that takes a filename, figures out the
last commit date for this project, and inserts the date into the file. Here is a
small Ruby script that does that:

#! /usr/bin/env ruby
data = STDIN.read
last_date = `git log --pretty=format:"%ad" -1`
puts data.gsub('$Date$', '$Date: ' + last_date.to_s + '$')
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All the script does is get the latest commit date from the git log command,
stick that into any $Date$ strings it sees in stdin, and print the results – it
should be simple to do in whatever language you’re most comfortable in. You
can name this file expand_date and put it in your path. Now, you need to set
up a filter in Git (call it dater) and tell it to use your expand_date filter to
smudge the files on checkout. You’ll use a Perl expression to clean that up on
commit:

$ git config filter.dater.smudge expand_date
$ git config filter.dater.clean 'perl -pe "s/\\\$Date[^\\\$]*\\\$/\\\$Date\\\$/"'

This Perl snippet strips out anything it sees in a $Date$ string, to get back to
where you started. Now that your filter is ready, you can test it by setting up a
file with your $Date$ keyword and then setting up a Git attribute for that file
that engages the new filter:

$ echo '# $Date$' > date_test.txt
$ echo 'date*.txt filter=dater' >> .gitattributes

If you commit those changes and check out the file again, you see the key-
word properly substituted:

$ git add date_test.txt .gitattributes
$ git commit -m "Testing date expansion in Git"
$ rm date_test.txt
$ git checkout date_test.txt
$ cat date_test.txt
# $Date: Tue Apr 21 07:26:52 2009 -0700$

You can see how powerful this technique can be for customized applica-
tions. You have to be careful, though, because the .gitattributes file is com-
mitted and passed around with the project, but the driver (in this case, dater)
isn’t, so it won’t work everywhere. When you design these filters, they should
be able to fail gracefully and have the project still work properly.

Exporting Your Repository

Git attribute data also allows you to do some interesting things when exporting
an archive of your project.
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EXPORT-IGNORE

You can tell Git not to export certain files or directories when generating an
archive. If there is a subdirectory or file that you don’t want to include in your
archive file but that you do want checked into your project, you can determine
those files via the export-ignore attribute.

For example, say you have some test files in a test/ subdirectory, and it
doesn’t make sense to include them in the tarball export of your project. You
can add the following line to your Git attributes file:

test/ export-ignore

Now, when you run git archive to create a tarball of your project, that direc-
tory won’t be included in the archive.

EXPORT-SUBST

Another thing you can do for your archives is some simple keyword substitu-
tion. Git lets you put the string $Format:$ in any file with any of the --
pretty=format formatting shortcodes, many of which you saw in Chapter 2.
For instance, if you want to include a file named LAST_COMMIT in your project,
and the last commit date was automatically injected into it when git archive
ran, you can set up the file like this:

$ echo 'Last commit date: $Format:%cd$' > LAST_COMMIT
$ echo "LAST_COMMIT export-subst" >> .gitattributes
$ git add LAST_COMMIT .gitattributes
$ git commit -am 'adding LAST_COMMIT file for archives'

When you run git archive, the contents of that file when people open the
archive file will look like this:

$ cat LAST_COMMIT
Last commit date: $Format:Tue Apr 21 08:38:48 2009 -0700$

Merge Strategies

You can also use Git attributes to tell Git to use different merge strategies for
specific files in your project. One very useful option is to tell Git to not try to
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merge specific files when they have conflicts, but rather to use your side of the
merge over someone else’s.

This is helpful if a branch in your project has diverged or is specialized, but
you want to be able to merge changes back in from it, and you want to ignore
certain files. Say you have a database settings file called database.xml that is
different in two branches, and you want to merge in your other branch without
messing up the database file. You can set up an attribute like this:

database.xml merge=ours

And then define a dummy ours merge strategy with:

$ git config --global merge.ours.driver true

If you merge in the other branch, instead of having merge conflicts with the
database.xml file, you see something like this:

$ git merge topic
Auto-merging database.xml
Merge made by recursive.

In this case, database.xml stays at whatever version you originally had.

Git Hooks

Like many other Version Control Systems, Git has a way to fire off custom
scripts when certain important actions occur. There are two groups of these
hooks: client-side and server-side. Client-side hooks are triggered by operations
such as committing and merging, while server-side hooks run on network oper-
ations such as receiving pushed commits. You can use these hooks for all sorts
of reasons

Installing a Hook

The hooks are all stored in the hooks subdirectory of the Git directory. In most
projects, that’s .git/hooks. When you initialize a new repository with git
init, Git populates the hooks directory with a bunch of example scripts, many
of which are useful by themselves; but they also document the input values of
each script. All the examples are written as shell scripts, with some Perl thrown
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in, but any properly named executable scripts will work fine – you can write
them in Ruby or Python or what have you. If you want to use the bundled hook
scripts, you’ll have to rename them; their file names all end with .sample.

To enable a hook script, put a file in the hooks subdirectory of your Git direc-
tory that is named appropriately and is executable. From that point forward, it
should be called. I’ll cover most of the major hook filenames here.

Client-Side Hooks

There are a lot of client-side hooks. This section splits them into committing-
workflow hooks, e-mail-workflow scripts, and everything else.

It’s important to note that client-side hooks are not copied when you
clone a repository. If your intent with these scripts is to enforce a policy,
you’ll probably want to do that on the server side; see the example in
“An Example Git-Enforced Policy”.

COMMITTING-WORKFLOW HOOKS

The first four hooks have to do with the committing process.
The pre-commit hook is run first, before you even type in a commit mes-

sage. It’s used to inspect the snapshot that’s about to be committed, to see if
you’ve forgotten something, to make sure tests run, or to examine whatever
you need to inspect in the code. Exiting non-zero from this hook aborts the
commit, although you can bypass it with git commit --no-verify. You can
do things like check for code style (run lint or something equivalent), check
for trailing whitespace (the default hook does exactly this), or check for appro-
priate documentation on new methods.

The prepare-commit-msg hook is run before the commit message editor is
fired up but after the default message is created. It lets you edit the default
message before the commit author sees it. This hook takes a few parameters:
the path to the file that holds the commit message so far, the type of commit,
and the commit SHA-1 if this is an amended commit. This hook generally isn’t
useful for normal commits; rather, it’s good for commits where the default mes-
sage is auto-generated, such as templated commit messages, merge commits,
squashed commits, and amended commits. You may use it in conjunction with
a commit template to programmatically insert information.

The commit-msg hook takes one parameter, which again is the path to a
temporary file that contains the commit message written by the developer. If
this script exits non-zero, Git aborts the commit process, so you can use it to
validate your project state or commit message before allowing a commit to go
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through. In the last section of this chapter, I’ll demonstrate using this hook to
check that your commit message is conformant to a required pattern.

After the entire commit process is completed, the post-commit hook runs.
It doesn’t take any parameters, but you can easily get the last commit by run-
ning git log -1 HEAD. Generally, this script is used for notification or some-
thing similar.

E-MAIL WORKFLOW HOOKS

You can set up three client-side hooks for an e-mail-based workflow. They’re all
invoked by the git am command, so if you aren’t using that command in your
workflow, you can safely skip to the next section. If you’re taking patches over
e-mail prepared by git format-patch, then some of these may be helpful to
you.

The first hook that is run is applypatch-msg. It takes a single argument: the
name of the temporary file that contains the proposed commit message. Git
aborts the patch if this script exits non-zero. You can use this to make sure a
commit message is properly formatted, or to normalize the message by having
the script edit it in place.

The next hook to run when applying patches via git am is pre-
applypatch. Somewhat confusingly, it is run after the patch is applied but be-
fore a commit is made, so you can use it to inspect the snapshot before making
the commit. You can run tests or otherwise inspect the working tree with this
script. If something is missing or the tests don’t pass, exiting non-zero aborts
the git am script without committing the patch.

The last hook to run during a git am operation is post-applypatch, which
runs after the commit is made. You can use it to notify a group or the author of
the patch you pulled in that you’ve done so. You can’t stop the patching process
with this script.

OTHER CLIENT HOOKS

The pre-rebase hook runs before you rebase anything and can halt the pro-
cess by exiting non-zero. You can use this hook to disallow rebasing any com-
mits that have already been pushed. The example pre-rebase hook that Git
installs does this, although it makes some assumptions that may not match
with your workflow.

The post-rewrite hook is run by commands that replace commits, such as
git commit --amend and git rebase (though not by git filter-

branch). Its single argument is which command triggered the rewrite, and it re-
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ceives a list of rewrites on stdin. This hook has many of the same uses as the
post-checkout and post-merge hooks.

After you run a successful git checkout, the post-checkout hook runs;
you can use it to set up your working directory properly for your project envi-
ronment. This may mean moving in large binary files that you don’t want
source controlled, auto-generating documentation, or something along those
lines.

The post-merge hook runs after a successful merge command. You can use
it to restore data in the working tree that Git can’t track, such as permissions
data. This hook can likewise validate the presence of files external to Git control
that you may want copied in when the working tree changes.

The pre-push hook runs during git push, after the remote refs have been
updated but before any objects have been transferred. It receives the name and
location of the remote as parameters, and a list of to-be-updated refs through
stdin. You can use it to validate a set of ref updates before a push occurs (a
non-zero exit code will abort the push).

Git occasionally does garbage collection as part of its normal operation, by
invoking git gc --auto. The pre-auto-gc hook is invoked just before the
garbage collection takes place, and can be used to notify you that this is hap-
pening, or to abort the collection if now isn’t a good time.

Server-Side Hooks

In addition to the client-side hooks, you can use a couple of important server-
side hooks as a system administrator to enforce nearly any kind of policy for
your project. These scripts run before and after pushes to the server. The pre
hooks can exit non-zero at any time to reject the push as well as print an error
message back to the client; you can set up a push policy that’s as complex as
you wish.

PRE-RECEIVE

The first script to run when handling a push from a client is pre-receive. It
takes a list of references that are being pushed from stdin; if it exits non-zero,
none of them are accepted. You can use this hook to do things like make sure
none of the updated references are non-fast-forwards, or to do access control
for all the refs and files they’re modifying with the push.
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UPDATE

The update script is very similar to the pre-receive script, except that it’s run
once for each branch the pusher is trying to update. If the pusher is trying to
push to multiple branches, pre-receive runs only once, whereas update runs
once per branch they’re pushing to. Instead of reading from stdin, this script
takes three arguments: the name of the reference (branch), the SHA-1 that ref-
erence pointed to before the push, and the SHA-1 the user is trying to push. If
the update script exits non-zero, only that reference is rejected; other refer-
ences can still be updated.

POST-RECEIVE

The post-receive hook runs after the entire process is completed and can be
used to update other services or notify users. It takes the same stdin data as the
pre-receive hook. Examples include e-mailing a list, notifying a continuous
integration server, or updating a ticket-tracking system – you can even parse
the commit messages to see if any tickets need to be opened, modified, or
closed. This script can’t stop the push process, but the client doesn’t discon-
nect until it has completed, so be careful if you try to do anything that may take
a long time.

An Example Git-Enforced Policy

In this section, you’ll use what you’ve learned to establish a Git workflow that
checks for a custom commit message format, and allows only certain users to
modify certain subdirectories in a project. You’ll build client scripts that help
the developer know if their push will be rejected and server scripts that actually
enforce the policies.

The scripts we’ll show are written in Ruby; partly because of our intellectual
inertia, but also because Ruby is easy to read, even if you can’t necessarily write
it. However, any language will work – all the sample hook scripts distributed
with Git are in either Perl or Bash, so you can also see plenty of examples of
hooks in those languages by looking at the samples.

Server-Side Hook

All the server-side work will go into the update file in your hooks directory. The
update hook runs once per branch being pushed and takes three arguments:

• The name of the reference being pushed to
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• The old revision where that branch was

• The new revision being pushed

You also have access to the user doing the pushing if the push is being run
over SSH. If you’ve allowed everyone to connect with a single user (like “git”)
via public-key authentication, you may have to give that user a shell wrapper
that determines which user is connecting based on the public key, and set an
environment variable accordingly. Here we’ll assume the connecting user is in
the $USER environment variable, so your update script begins by gathering all
the information you need:

#!/usr/bin/env ruby

$refname = ARGV[0]
$oldrev  = ARGV[1]
$newrev  = ARGV[2]
$user    = ENV['USER']

puts "Enforcing Policies..."
puts "(#{$refname}) (#{$oldrev[0,6]}) (#{$newrev[0,6]})"

Yes, those are global variables. Don’t judge – it’s easier to demonstrate this
way.

ENFORCING A SPECIFIC COMMIT-MESSAGE FORMAT

Your first challenge is to enforce that each commit message adheres to a partic-
ular format. Just to have a target, assume that each message has to include a
string that looks like “ref: 1234” because you want each commit to link to a
work item in your ticketing system. You must look at each commit being push-
ed up, see if that string is in the commit message, and, if the string is absent
from any of the commits, exit non-zero so the push is rejected.

You can get a list of the SHA-1 values of all the commits that are being push-
ed by taking the $newrev and $oldrev values and passing them to a Git
plumbing command called git rev-list. This is basically the git log com-
mand, but by default it prints out only the SHA-1 values and no other informa-
tion. So, to get a list of all the commit SHAs introduced between one commit
SHA and another, you can run something like this:

$ git rev-list 538c33..d14fc7
d14fc7c847ab946ec39590d87783c69b031bdfb7
9f585da4401b0a3999e84113824d15245c13f0be
234071a1be950e2a8d078e6141f5cd20c1e61ad3
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dfa04c9ef3d5197182f13fb5b9b1fb7717d2222a
17716ec0f1ff5c77eff40b7fe912f9f6cfd0e475

You can take that output, loop through each of those commit SHAs, grab the
message for it, and test that message against a regular expression that looks for
a pattern.

You have to figure out how to get the commit message from each of these
commits to test. To get the raw commit data, you can use another plumbing
command called git cat-file. We’ll go over all these plumbing commands
in detail in Chapter 10; but for now, here’s what that command gives you:

$ git cat-file commit ca82a6
tree cfda3bf379e4f8dba8717dee55aab78aef7f4daf
parent 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
author Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1205815931 -0700
committer Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1240030591 -0700

changed the version number

A simple way to get the commit message from a commit when you have the
SHA-1 value is to go to the first blank line and take everything after that. You
can do so with the sed command on Unix systems:

$ git cat-file commit ca82a6 | sed '1,/^$/d'
changed the version number

You can use that incantation to grab the commit message from each commit
that is trying to be pushed and exit if you see anything that doesn’t match. To
exit the script and reject the push, exit non-zero. The whole method looks like
this:

$regex = /\[ref: (\d+)\]/

# enforced custom commit message format
def check_message_format
  missed_revs = `git rev-list #{$oldrev}..#{$newrev}`.split("\n")
  missed_revs.each do |rev|
    message = `git cat-file commit #{rev} | sed '1,/^$/d'`
    if !$regex.match(message)
      puts "[POLICY] Your message is not formatted correctly"
      exit 1
    end
  end
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end
check_message_format

Putting that in your update script will reject updates that contain commits
that have messages that don’t adhere to your rule.

ENFORCING A USER-BASED ACL SYSTEM

Suppose you want to add a mechanism that uses an access control list (ACL)
that specifies which users are allowed to push changes to which parts of your
projects. Some people have full access, and others can only push changes to
certain subdirectories or specific files. To enforce this, you’ll write those rules to
a file named acl that lives in your bare Git repository on the server. You’ll have
the update hook look at those rules, see what files are being introduced for all
the commits being pushed, and determine whether the user doing the push has
access to update all those files.

The first thing you’ll do is write your ACL. Here you’ll use a format very much
like the CVS ACL mechanism: it uses a series of lines, where the first field is
avail or unavail, the next field is a comma-delimited list of the users to which
the rule applies, and the last field is the path to which the rule applies (blank
meaning open access). All of these fields are delimited by a pipe (|) character.

In this case, you have a couple of administrators, some documentation writ-
ers with access to the doc directory, and one developer who only has access to
the lib and tests directories, and your ACL file looks like this:

avail|nickh,pjhyett,defunkt,tpw
avail|usinclair,cdickens,ebronte|doc
avail|schacon|lib
avail|schacon|tests

You begin by reading this data into a structure that you can use. In this case,
to keep the example simple, you’ll only enforce the avail directives. Here is a
method that gives you an associative array where the key is the user name and
the value is an array of paths to which the user has write access:

def get_acl_access_data(acl_file)
  # read in ACL data
  acl_file = File.read(acl_file).split("\n").reject { |line| line == '' }
  access = {}
  acl_file.each do |line|
    avail, users, path = line.split('|')
    next unless avail == 'avail'
    users.split(',').each do |user|
      access[user] ||= []
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      access[user] << path
    end
  end
  access
end

On the ACL file you looked at earlier, this get_acl_access_data method
returns a data structure that looks like this:

{"defunkt"=>[nil],
 "tpw"=>[nil],
 "nickh"=>[nil],
 "pjhyett"=>[nil],
 "schacon"=>["lib", "tests"],
 "cdickens"=>["doc"],
 "usinclair"=>["doc"],
 "ebronte"=>["doc"]}

Now that you have the permissions sorted out, you need to determine what
paths the commits being pushed have modified, so you can make sure the user
who’s pushing has access to all of them.

You can pretty easily see what files have been modified in a single commit
with the --name-only option to the git log command (mentioned briefly in
Chapter 2):

$ git log -1 --name-only --pretty=format:'' 9f585d

README
lib/test.rb

If you use the ACL structure returned from the get_acl_access_data
method and check it against the listed files in each of the commits, you can de-
termine whether the user has access to push all of their commits:

# only allows certain users to modify certain subdirectories in a project
def check_directory_perms
  access = get_acl_access_data('acl')

  # see if anyone is trying to push something they can't
  new_commits = `git rev-list #{$oldrev}..#{$newrev}`.split("\n")
  new_commits.each do |rev|
    files_modified = `git log -1 --name-only --pretty=format:'' #{rev}`.split("\n")
    files_modified.each do |path|
      next if path.size == 0
      has_file_access = false
      access[$user].each do |access_path|
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        if !access_path  # user has access to everything
           || (path.start_with? access_path) # access to this path
          has_file_access = true
        end
      end
      if !has_file_access
        puts "[POLICY] You do not have access to push to #{path}"
        exit 1
      end
    end
  end
end

check_directory_perms

You get a list of new commits being pushed to your server with git rev-
list. Then, for each of those commits, you find which files are modified and
make sure the user who’s pushing has access to all the paths being modified.

Now your users can’t push any commits with badly formed messages or with
modified files outside of their designated paths.

TESTING IT OUT

If you run chmod u+x .git/hooks/update, which is the file into which you
should have put all this code, and then try to push a commit with a non-
compliant message, you get something like this:

$ git push -f origin master
Counting objects: 5, done.
Compressing objects: 100% (3/3), done.
Writing objects: 100% (3/3), 323 bytes, done.
Total 3 (delta 1), reused 0 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (3/3), done.
Enforcing Policies...
(refs/heads/master) (8338c5) (c5b616)
[POLICY] Your message is not formatted correctly
error: hooks/update exited with error code 1
error: hook declined to update refs/heads/master
To git@gitserver:project.git
 ! [remote rejected] master -> master (hook declined)
error: failed to push some refs to 'git@gitserver:project.git'

There are a couple of interesting things here. First, you see this where the
hook starts running.
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Enforcing Policies...
(refs/heads/master) (fb8c72) (c56860)

Remember that you printed that out at the very beginning of your update
script. Anything your script echoes to stdout will be transferred to the client.

The next thing you’ll notice is the error message.

[POLICY] Your message is not formatted correctly
error: hooks/update exited with error code 1
error: hook declined to update refs/heads/master

The first line was printed out by you, the other two were Git telling you that
the update script exited non-zero and that is what is declining your push. Last-
ly, you have this:

To git@gitserver:project.git
 ! [remote rejected] master -> master (hook declined)
error: failed to push some refs to 'git@gitserver:project.git'

You’ll see a remote rejected message for each reference that your hook de-
clined, and it tells you that it was declined specifically because of a hook fail-
ure.

Furthermore, if someone tries to edit a file they don’t have access to and
push a commit containing it, they will see something similar. For instance, if a
documentation author tries to push a commit modifying something in the lib
directory, they see

[POLICY] You do not have access to push to lib/test.rb

From now on, as long as that update script is there and executable, your
repository will never have a commit message without your pattern in it, and
your users will be sandboxed.

Client-Side Hooks

The downside to this approach is the whining that will inevitably result when
your users’ commit pushes are rejected. Having their carefully crafted work re-
jected at the last minute can be extremely frustrating and confusing; and fur-
thermore, they will have to edit their history to correct it, which isn’t always for
the faint of heart.

The answer to this dilemma is to provide some client-side hooks that users
can run to notify them when they’re doing something that the server is likely to
reject. That way, they can correct any problems before committing and before
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those issues become more difficult to fix. Because hooks aren’t transferred with
a clone of a project, you must distribute these scripts some other way and then
have your users copy them to their .git/hooks directory and make them exe-
cutable. You can distribute these hooks within the project or in a separate
project, but Git won’t set them up automatically.

To begin, you should check your commit message just before each commit is
recorded, so you know the server won’t reject your changes due to badly for-
matted commit messages. To do this, you can add the commit-msg hook. If you
have it read the message from the file passed as the first argument and com-
pare that to the pattern, you can force Git to abort the commit if there is no
match:

#!/usr/bin/env ruby
message_file = ARGV[0]
message = File.read(message_file)

$regex = /\[ref: (\d+)\]/

if !$regex.match(message)
  puts "[POLICY] Your message is not formatted correctly"
  exit 1
end

If that script is in place (in .git/hooks/commit-msg) and executable, and
you commit with a message that isn’t properly formatted, you see this:

$ git commit -am 'test'
[POLICY] Your message is not formatted correctly

No commit was completed in that instance. However, if your message con-
tains the proper pattern, Git allows you to commit:

$ git commit -am 'test [ref: 132]'
[master e05c914] test [ref: 132]
 1 file changed, 1 insertions(+), 0 deletions(-)

Next, you want to make sure you aren’t modifying files that are outside your
ACL scope. If your project’s .git directory contains a copy of the ACL file you
used previously, then the following pre-commit script will enforce those con-
straints for you:

#!/usr/bin/env ruby
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$user    = ENV['USER']

# [ insert acl_access_data method from above ]

# only allows certain users to modify certain subdirectories in a project
def check_directory_perms
  access = get_acl_access_data('.git/acl')

  files_modified = `git diff-index --cached --name-only HEAD`.split("\n")
  files_modified.each do |path|
    next if path.size == 0
    has_file_access = false
    access[$user].each do |access_path|
    if !access_path || (path.index(access_path) == 0)
      has_file_access = true
    end
    if !has_file_access
      puts "[POLICY] You do not have access to push to #{path}"
      exit 1
    end
  end
end

check_directory_perms

This is roughly the same script as the server-side part, but with two impor-
tant differences. First, the ACL file is in a different place, because this script runs
from your working directory, not from your .git directory. You have to change
the path to the ACL file from this

access = get_acl_access_data('acl')

to this:

access = get_acl_access_data('.git/acl')

The other important difference is the way you get a listing of the files that
have been changed. Because the server-side method looks at the log of com-
mits, and, at this point, the commit hasn’t been recorded yet, you must get your
file listing from the staging area instead. Instead of

files_modified = `git log -1 --name-only --pretty=format:'' #{ref}`

you have to use

files_modified = `git diff-index --cached --name-only HEAD`

An Example Git-Enforced Policy

419



But those are the only two differences – otherwise, the script works the
same way. One caveat is that it expects you to be running locally as the same
user you push as to the remote machine. If that is different, you must set the
$user variable manually.

One other thing we can do here is make sure the user doesn’t push non-fast-
forwarded references. To get a reference that isn’t a fast-forward, you either
have to rebase past a commit you’ve already pushed up or try pushing a differ-
ent local branch up to the same remote branch.

Presumably, the server is already configured with receive.denyDeletes
and receive.denyNonFastForwards to enforce this policy, so the only acci-
dental thing you can try to catch is rebasing commits that have already been
pushed.

Here is an example pre-rebase script that checks for that. It gets a list of all
the commits you’re about to rewrite and checks whether they exist in any of
your remote references. If it sees one that is reachable from one of your remote
references, it aborts the rebase.

#!/usr/bin/env ruby

base_branch = ARGV[0]
if ARGV[1]
  topic_branch = ARGV[1]
else
  topic_branch = "HEAD"
end

target_shas = `git rev-list #{base_branch}..#{topic_branch}`.split("\n")
remote_refs = `git branch -r`.split("\n").map { |r| r.strip }

target_shas.each do |sha|
  remote_refs.each do |remote_ref|
    shas_pushed = `git rev-list ^#{sha}^@ refs/remotes/#{remote_ref}`
    if shas_pushed.split("\n").include?(sha)
      puts "[POLICY] Commit #{sha} has already been pushed to #{remote_ref}"
      exit 1
    end
  end
end

This script uses a syntax that wasn’t covered in the Revision Selection sec-
tion of Chapter 6. You get a list of commits that have already been pushed up by
running this:

`git rev-list ^#{sha}^@ refs/remotes/#{remote_ref}`
.
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The SHA^@ syntax resolves to all the parents of that commit. You’re looking
for any commit that is reachable from the last commit on the remote and that
isn’t reachable from any parent of any of the SHAs you’re trying to push up –
meaning it’s a fast-forward.

The main drawback to this approach is that it can be very slow and is often
unnecessary – if you don’t try to force the push with -f, the server will warn you
and not accept the push. However, it’s an interesting exercise and can in theory
help you avoid a rebase that you might later have to go back and fix.

Summary

We’ve covered most of the major ways that you can customize your Git client
and server to best fit your workflow and projects. You’ve learned about all sorts
of configuration settings, file-based attributes, and event hooks, and you’ve
built an example policy-enforcing server. You should now be able to make Git fit
nearly any workflow you can dream up.
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Git and Other Systems

The world isn’t perfect. Usually, you can’t immediately switch every project you
come in contact with to Git. Sometimes you’re stuck on a project using another
VCS, and wish it was Git. We’ll spend the first part of this chapter learning about
ways to use Git as a client when the project you’re working on is hosted in a
different system.

At some point, you may want to convert your existing project to Git. The sec-
ond part of this chapter covers how to migrate your project into Git from several
specific systems, as well as a method that will work if no pre-built import tool
exists.

Git as a Client

Git provides such a nice experience for developers that many people have fig-
ured out how to use it on their workstation, even if the rest of their team is us-
ing an entirely different VCS. There are a number of these adapters, called
“bridges,” available. Here we’ll cover the ones you’re most likely to run into in
the wild.

Git and Subversion

A large fraction of open source development projects and a good number of
corporate projects use Subversion to manage their source code. It’s been
around for more than a decade, and for most of that time was the de facto VCS
choice for open-source projects. It’s also very similar in many ways to CVS,
which was the big boy of the source-control world before that.

One of Git’s great features is a bidirectional bridge to Subversion called git
svn. This tool allows you to use Git as a valid client to a Subversion server, so
you can use all the local features of Git and then push to a Subversion server as
if you were using Subversion locally. This means you can do local branching
and merging, use the staging area, use rebasing and cherry-picking, and so on,
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while your collaborators continue to work in their dark and ancient ways. It’s a
good way to sneak Git into the corporate environment and help your fellow de-
velopers become more efficient while you lobby to get the infrastructure
changed to support Git fully. The Subversion bridge is the gateway drug to the
DVCS world.

GIT SVN

The base command in Git for all the Subversion bridging commands is git
svn. It takes quite a few commands, so we’ll show the most common while go-
ing through a few simple workflows.

It’s important to note that when you’re using git svn, you’re interacting
with Subversion, which is a system that works very differently from Git. Al-
though you can do local branching and merging, it’s generally best to keep your
history as linear as possible by rebasing your work, and avoiding doing things
like simultaneously interacting with a Git remote repository.

Don’t rewrite your history and try to push again, and don’t push to a parallel
Git repository to collaborate with fellow Git developers at the same time. Sub-
version can have only a single linear history, and confusing it is very easy. If
you’re working with a team, and some are using SVN and others are using Git,
make sure everyone is using the SVN server to collaborate – doing so will make
your life easier.

SETTING UP

To demonstrate this functionality, you need a typical SVN repository that you
have write access to. If you want to copy these examples, you’ll have to make a
writeable copy of my test repository. In order to do that easily, you can use a
tool called svnsync that comes with Subversion. For these tests, we created a
new Subversion repository on Google Code that was a partial copy of the pro-
tobuf project, which is a tool that encodes structured data for network trans-
mission.

To follow along, you first need to create a new local Subversion repository:

$ mkdir /tmp/test-svn
$ svnadmin create /tmp/test-svn

Then, enable all users to change revprops – the easy way is to add a pre-
revprop-change script that always exits 0:
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$ cat /tmp/test-svn/hooks/pre-revprop-change
#!/bin/sh
exit 0;
$ chmod +x /tmp/test-svn/hooks/pre-revprop-change

You can now sync this project to your local machine by calling svnsync in-
it with the to and from repositories.

$ svnsync init file:///tmp/test-svn \
  http://progit-example.googlecode.com/svn/

This sets up the properties to run the sync. You can then clone the code by
running

$ svnsync sync file:///tmp/test-svn
Committed revision 1.
Copied properties for revision 1.
Transmitting file data .............................[...]
Committed revision 2.
Copied properties for revision 2.
[…]

Although this operation may take only a few minutes, if you try to copy the
original repository to another remote repository instead of a local one, the pro-
cess will take nearly an hour, even though there are fewer than 100 commits.
Subversion has to clone one revision at a time and then push it back into anoth-
er repository – it’s ridiculously inefficient, but it’s the only easy way to do this.

GETTING STARTED

Now that you have a Subversion repository to which you have write access, you
can go through a typical workflow. You’ll start with the git svn clone com-
mand, which imports an entire Subversion repository into a local Git repository.
Remember that if you’re importing from a real hosted Subversion repository,
you should replace the file:///tmp/test-svn here with the URL of your
Subversion repository:

$ git svn clone file:///tmp/test-svn -T trunk -b branches -t tags
Initialized empty Git repository in /private/tmp/progit/test-svn/.git/
r1 = dcbfb5891860124cc2e8cc616cded42624897125 (refs/remotes/origin/trunk)
    A m4/acx_pthread.m4
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    A m4/stl_hash.m4
    A java/src/test/java/com/google/protobuf/UnknownFieldSetTest.java
    A java/src/test/java/com/google/protobuf/WireFormatTest.java
…
r75 = 556a3e1e7ad1fde0a32823fc7e4d046bcfd86dae (refs/remotes/origin/trunk)
Found possible branch point: file:///tmp/test-svn/trunk => file:///tmp/test-svn/branches/my-calc-branch, 75
Found branch parent: (refs/remotes/origin/my-calc-branch) 556a3e1e7ad1fde0a32823fc7e4d046bcfd86dae
Following parent with do_switch
Successfully followed parent
r76 = 0fb585761df569eaecd8146c71e58d70147460a2 (refs/remotes/origin/my-calc-branch)
Checked out HEAD:
  file:///tmp/test-svn/trunk r75

This runs the equivalent of two commands – git svn init followed by git
svn fetch – on the URL you provide. This can take a while. The test project
has only about 75 commits and the codebase isn’t that big, but Git has to check
out each version, one at a time, and commit it individually. For a project with
hundreds or thousands of commits, this can literally take hours or even days to
finish.

The -T trunk -b branches -t tags part tells Git that this Subversion
repository follows the basic branching and tagging conventions. If you name
your trunk, branches, or tags differently, you can change these options. Be-
cause this is so common, you can replace this entire part with -s, which means
standard layout and implies all those options. The following command is equiv-
alent:

$ git svn clone file:///tmp/test-svn -s

At this point, you should have a valid Git repository that has imported your
branches and tags:

$ git branch -a
* master
  remotes/origin/my-calc-branch
  remotes/origin/tags/2.0.2
  remotes/origin/tags/release-2.0.1
  remotes/origin/tags/release-2.0.2
  remotes/origin/tags/release-2.0.2rc1
  remotes/origin/trunk

Note how this tool manages Subversion tags as remote refs. Let’s take a clos-
er look with the Git plumbing command show-ref:
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$ git show-ref
556a3e1e7ad1fde0a32823fc7e4d046bcfd86dae refs/heads/master
0fb585761df569eaecd8146c71e58d70147460a2 refs/remotes/origin/my-calc-branch
bfd2d79303166789fc73af4046651a4b35c12f0b refs/remotes/origin/tags/2.0.2
285c2b2e36e467dd4d91c8e3c0c0e1750b3fe8ca refs/remotes/origin/tags/release-2.0.1
cbda99cb45d9abcb9793db1d4f70ae562a969f1e refs/remotes/origin/tags/release-2.0.2
a9f074aa89e826d6f9d30808ce5ae3ffe711feda refs/remotes/origin/tags/release-2.0.2rc1
556a3e1e7ad1fde0a32823fc7e4d046bcfd86dae refs/remotes/origin/trunk

Git doesn’t do this when it clones from a Git server; here’s what a repository
with tags looks like after a fresh clone:

$ git show-ref
c3dcbe8488c6240392e8a5d7553bbffcb0f94ef0 refs/remotes/origin/master
32ef1d1c7cc8c603ab78416262cc421b80a8c2df refs/remotes/origin/branch-1
75f703a3580a9b81ead89fe1138e6da858c5ba18 refs/remotes/origin/branch-2
23f8588dde934e8f33c263c6d8359b2ae095f863 refs/tags/v0.1.0
7064938bd5e7ef47bfd79a685a62c1e2649e2ce7 refs/tags/v0.2.0
6dcb09b5b57875f334f61aebed695e2e4193db5e refs/tags/v1.0.0

Git fetches the tags directly into refs/tags, rather than treating them re-
mote branches.

COMMITTING BACK TO SUBVERSION

Now that you have a working repository, you can do some work on the project
and push your commits back upstream, using Git effectively as a SVN client. If
you edit one of the files and commit it, you have a commit that exists in Git lo-
cally that doesn’t exist on the Subversion server:

$ git commit -am 'Adding git-svn instructions to the README'
[master 4af61fd] Adding git-svn instructions to the README
 1 file changed, 5 insertions(+)

Next, you need to push your change upstream. Notice how this changes the
way you work with Subversion – you can do several commits offline and then
push them all at once to the Subversion server. To push to a Subversion server,
you run the git svn dcommit command:

$ git svn dcommit
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...
    M README.txt
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Committed r77
    M README.txt
r77 = 95e0222ba6399739834380eb10afcd73e0670bc5 (refs/remotes/origin/trunk)
No changes between 4af61fd05045e07598c553167e0f31c84fd6ffe1 and refs/remotes/origin/trunk
Resetting to the latest refs/remotes/origin/trunk

This takes all the commits you’ve made on top of the Subversion server
code, does a Subversion commit for each, and then rewrites your local Git com-
mit to include a unique identifier. This is important because it means that all
the SHA-1 checksums for your commits change. Partly for this reason, working
with Git-based remote versions of your projects concurrently with a Subversion
server isn’t a good idea. If you look at the last commit, you can see the new
git-svn-id that was added:

$ git log -1
commit 95e0222ba6399739834380eb10afcd73e0670bc5
Author: ben <ben@0b684db3-b064-4277-89d1-21af03df0a68>
Date:   Thu Jul 24 03:08:36 2014 +0000

    Adding git-svn instructions to the README

    git-svn-id: file:///tmp/test-svn/trunk@77 0b684db3-b064-4277-89d1-21af03df0a68

Notice that the SHA checksum that originally started with 4af61fd when
you committed now begins with 95e0222. If you want to push to both a Git
server and a Subversion server, you have to push (dcommit) to the Subversion
server first, because that action changes your commit data.

PULLING IN NEW CHANGES

If you’re working with other developers, then at some point one of you will
push, and then the other one will try to push a change that conflicts. That
change will be rejected until you merge in their work. In git svn, it looks like
this:

$ git svn dcommit
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...

ERROR from SVN:
Transaction is out of date: File '/trunk/README.txt' is out of date
W: d5837c4b461b7c0e018b49d12398769d2bfc240a and refs/remotes/origin/trunk differ, using rebase:
:100644 100644 f414c433af0fd6734428cf9d2a9fd8ba00ada145 c80b6127dd04f5fcda218730ddf3a2da4eb39138 M README.txt
Current branch master is up to date.
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ERROR: Not all changes have been committed into SVN, however the committed
ones (if any) seem to be successfully integrated into the working tree.
Please see the above messages for details.

To resolve this situation, you can run git svn rebase, which pulls down
any changes on the server that you don’t have yet and rebases any work you
have on top of what is on the server:

$ git svn rebase
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...

ERROR from SVN:
Transaction is out of date: File '/trunk/README.txt' is out of date
W: eaa029d99f87c5c822c5c29039d19111ff32ef46 and refs/remotes/origin/trunk differ, using rebase:
:100644 100644 65536c6e30d263495c17d781962cfff12422693a b34372b25ccf4945fe5658fa381b075045e7702a M README.txt
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: update foo
Using index info to reconstruct a base tree...
M README.txt
Falling back to patching base and 3-way merge...
Auto-merging README.txt
ERROR: Not all changes have been committed into SVN, however the committed
ones (if any) seem to be successfully integrated into the working tree.
Please see the above messages for details.

Now, all your work is on top of what is on the Subversion server, so you can
successfully dcommit:

$ git svn dcommit
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...
    M README.txt
Committed r85
    M README.txt
r85 = 9c29704cc0bbbed7bd58160cfb66cb9191835cd8 (refs/remotes/origin/trunk)
No changes between 5762f56732a958d6cfda681b661d2a239cc53ef5 and refs/remotes/origin/trunk
Resetting to the latest refs/remotes/origin/trunk

Note that unlike Git, which requires you to merge upstream work you don’t
yet have locally before you can push, git svn makes you do that only if the
changes conflict (much like how Subversion works). If someone else pushes a
change to one file and then you push a change to another file, your dcommit
will work fine:
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$ git svn dcommit
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...
    M configure.ac
Committed r87
    M autogen.sh
r86 = d8450bab8a77228a644b7dc0e95977ffc61adff7 (refs/remotes/origin/trunk)
    M configure.ac
r87 = f3653ea40cb4e26b6281cec102e35dcba1fe17c4 (refs/remotes/origin/trunk)
W: a0253d06732169107aa020390d9fefd2b1d92806 and refs/remotes/origin/trunk differ, using rebase:
:100755 100755 efa5a59965fbbb5b2b0a12890f1b351bb5493c18 e757b59a9439312d80d5d43bb65d4a7d0389ed6d M autogen.sh
First, rewinding head to replay your work on top of it...

This is important to remember, because the outcome is a project state that
didn’t exist on either of your computers when you pushed. If the changes are
incompatible but don’t conflict, you may get issues that are difficult to diag-
nose. This is different than using a Git server – in Git, you can fully test the state
on your client system before publishing it, whereas in SVN, you can’t ever be
certain that the states immediately before commit and after commit are identi-
cal.

You should also run this command to pull in changes from the Subversion
server, even if you’re not ready to commit yourself. You can run git svn
fetch to grab the new data, but git svn rebase does the fetch and then up-
dates your local commits.

$ git svn rebase
    M autogen.sh
r88 = c9c5f83c64bd755368784b444bc7a0216cc1e17b (refs/remotes/origin/trunk)
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Fast-forwarded master to refs/remotes/origin/trunk.

Running git svn rebase every once in a while makes sure your code is al-
ways up to date. You need to be sure your working directory is clean when you
run this, though. If you have local changes, you must either stash your work or
temporarily commit it before running git svn rebase – otherwise, the com-
mand will stop if it sees that the rebase will result in a merge conflict.

GIT BRANCHING ISSUES

When you’ve become comfortable with a Git workflow, you’ll likely create topic
branches, do work on them, and then merge them in. If you’re pushing to a
Subversion server via git svn, you may want to rebase your work onto a sin-
gle branch each time instead of merging branches together. The reason to pre-
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fer rebasing is that Subversion has a linear history and doesn’t deal with merg-
es like Git does, so git svn follows only the first parent when converting the
snapshots into Subversion commits.

Suppose your history looks like the following: you created an experiment
branch, did two commits, and then merged them back into master. When you
dcommit, you see output like this:

$ git svn dcommit
Committing to file:///tmp/test-svn/trunk ...
    M CHANGES.txt
Committed r89
    M CHANGES.txt
r89 = 89d492c884ea7c834353563d5d913c6adf933981 (refs/remotes/origin/trunk)
    M COPYING.txt
    M INSTALL.txt
Committed r90
    M INSTALL.txt
    M COPYING.txt
r90 = cb522197870e61467473391799148f6721bcf9a0 (refs/remotes/origin/trunk)
No changes between 71af502c214ba13123992338569f4669877f55fd and refs/remotes/origin/trunk
Resetting to the latest refs/remotes/origin/trunk

Running dcommit on a branch with merged history works fine, except that
when you look at your Git project history, it hasn’t rewritten either of the com-
mits you made on the experiment branch – instead, all those changes appear
in the SVN version of the single merge commit.

When someone else clones that work, all they see is the merge commit with
all the work squashed into it, as though you ran git merge --squash; they
don’t see the commit data about where it came from or when it was commit-
ted.

SUBVERSION BRANCHING

Branching in Subversion isn’t the same as branching in Git; if you can avoid us-
ing it much, that’s probably best. However, you can create and commit to
branches in Subversion using git svn.

CREATING A NEW SVN BRANCH

To create a new branch in Subversion, you run git svn branch [branch-
name]:
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$ git svn branch opera
Copying file:///tmp/test-svn/trunk at r90 to file:///tmp/test-svn/branches/opera...
Found possible branch point: file:///tmp/test-svn/trunk => file:///tmp/test-svn/branches/opera, 90
Found branch parent: (refs/remotes/origin/opera) cb522197870e61467473391799148f6721bcf9a0
Following parent with do_switch
Successfully followed parent
r91 = f1b64a3855d3c8dd84ee0ef10fa89d27f1584302 (refs/remotes/origin/opera)

This does the equivalent of the svn copy trunk branches/opera com-
mand in Subversion and operates on the Subversion server. It’s important to
note that it doesn’t check you out into that branch; if you commit at this point,
that commit will go to trunk on the server, not opera.

SWITCHING ACTIVE BRANCHES

Git figures out what branch your dcommits go to by looking for the tip of any of
your Subversion branches in your history – you should have only one, and it
should be the last one with a git-svn-id in your current branch history.

If you want to work on more than one branch simultaneously, you can set up
local branches to dcommit to specific Subversion branches by starting them at
the imported Subversion commit for that branch. If you want an opera branch
that you can work on separately, you can run

$ git branch opera remotes/origin/opera

Now, if you want to merge your opera branch into trunk (your master
branch), you can do so with a normal git merge. But you need to provide a
descriptive commit message (via -m), or the merge will say “Merge branch op-
era” instead of something useful.

Remember that although you’re using git merge to do this operation, and
the merge likely will be much easier than it would be in Subversion (because Git
will automatically detect the appropriate merge base for you), this isn’t a nor-
mal Git merge commit. You have to push this data back to a Subversion server
that can’t handle a commit that tracks more than one parent; so, after you push
it up, it will look like a single commit that squashed in all the work of another
branch under a single commit. After you merge one branch into another, you
can’t easily go back and continue working on that branch, as you normally can
in Git. The dcommit command that you run erases any information that says
what branch was merged in, so subsequent merge-base calculations will be
wrong – the dcommit makes your git merge result look like you ran git
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merge --squash. Unfortunately, there’s no good way to avoid this situation –
Subversion can’t store this information, so you’ll always be crippled by its limi-
tations while you’re using it as your server. To avoid issues, you should delete
the local branch (in this case, opera) after you merge it into trunk.

SUBVERSION COMMANDS

The git svn toolset provides a number of commands to help ease the transi-
tion to Git by providing some functionality that’s similar to what you had in
Subversion. Here are a few commands that give you what Subversion used to.
SVN Style History

If you’re used to Subversion and want to see your history in SVN output
style, you can run git svn log to view your commit history in SVN formatting:

$ git svn log
------------------------------------------------------------------------
r87 | schacon | 2014-05-02 16:07:37 -0700 (Sat, 02 May 2014) | 2 lines

autogen change

------------------------------------------------------------------------
r86 | schacon | 2014-05-02 16:00:21 -0700 (Sat, 02 May 2014) | 2 lines

Merge branch 'experiment'

------------------------------------------------------------------------
r85 | schacon | 2014-05-02 16:00:09 -0700 (Sat, 02 May 2014) | 2 lines

updated the changelog

You should know two important things about git svn log. First, it works
offline, unlike the real svn log command, which asks the Subversion server for
the data. Second, it only shows you commits that have been committed up to
the Subversion server. Local Git commits that you haven’t dcommited don’t
show up; neither do commits that people have made to the Subversion server
in the meantime. It’s more like the last known state of the commits on the Sub-
version server.
SVN Annotation

Much as the git svn log command simulates the svn log command off-
line, you can get the equivalent of svn annotate by running git svn blame
[FILE]. The output looks like this:
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$ git svn blame README.txt
 2   temporal Protocol Buffers - Google's data interchange format
 2   temporal Copyright 2008 Google Inc.
 2   temporal http://code.google.com/apis/protocolbuffers/
 2   temporal
22   temporal C++ Installation - Unix
22   temporal =======================
 2   temporal
79    schacon Committing in git-svn.
78    schacon
 2   temporal To build and install the C++ Protocol Buffer runtime and the Protocol
 2   temporal Buffer compiler (protoc) execute the following:
 2   temporal

Again, it doesn’t show commits that you did locally in Git or that have been
pushed to Subversion in the meantime.
SVN Server Information

You can also get the same sort of information that svn info gives you by
running git svn info:

$ git svn info
Path: .
URL: https://schacon-test.googlecode.com/svn/trunk
Repository Root: https://schacon-test.googlecode.com/svn
Repository UUID: 4c93b258-373f-11de-be05-5f7a86268029
Revision: 87
Node Kind: directory
Schedule: normal
Last Changed Author: schacon
Last Changed Rev: 87
Last Changed Date: 2009-05-02 16:07:37 -0700 (Sat, 02 May 2009)

This is like blame and log in that it runs offline and is up to date only as of
the last time you communicated with the Subversion server.
Ignoring What Subversion Ignores

If you clone a Subversion repository that has svn:ignore properties set
anywhere, you’ll likely want to set corresponding .gitignore files so you
don’t accidentally commit files that you shouldn’t. git svn has two com-
mands to help with this issue. The first is git svn create-ignore, which au-
tomatically creates corresponding .gitignore files for you so your next com-
mit can include them.
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The second command is git svn show-ignore, which prints to stdout the
lines you need to put in a .gitignore file so you can redirect the output into
your project exclude file:

$ git svn show-ignore > .git/info/exclude

That way, you don’t litter the project with .gitignore files. This is a good
option if you’re the only Git user on a Subversion team, and your teammates
don’t want .gitignore files in the project.

GIT-SVN SUMMARY

The git svn tools are useful if you’re stuck with a Subversion server, or are
otherwise in a development environment that necessitates running a Subver-
sion server. You should consider it crippled Git, however, or you’ll hit issues in
translation that may confuse you and your collaborators. To stay out of trouble,
try to follow these guidelines:

• Keep a linear Git history that doesn’t contain merge commits made by
git merge. Rebase any work you do outside of your mainline branch
back onto it; don’t merge it in.

• Don’t set up and collaborate on a separate Git server. Possibly have one
to speed up clones for new developers, but don’t push anything to it that
doesn’t have a git-svn-id entry. You may even want to add a pre-
receive hook that checks each commit message for a git-svn-id and
rejects pushes that contain commits without it.

If you follow those guidelines, working with a Subversion server can be more
bearable. However, if it’s possible to move to a real Git server, doing so can gain
your team a lot more.

Git and Mercurial

The DVCS universe is larger than just Git. In fact, there are many other systems
in this space, each with their own angle on how to do distributed version con-
trol correctly. Apart from Git, the most popular is Mercurial, and the two are
very similar in many respects.

The good news, if you prefer Git’s client-side behavior but are working with a
project whose source code is controlled with Mercurial, is that there’s a way to
use Git as a client for a Mercurial-hosted repository. Since the way Git talks to
server repositories is through remotes, it should come as no surprise that this
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bridge is implemented as a remote helper. The project’s name is git-remote-hg,
and it can be found at https://github.com/felipec/git-remote-hg.

GIT-REMOTE-HG

First, you need to install git-remote-hg. This basically entails dropping its file
somewhere in your path, like so:

$ curl -o ~/bin/git-remote-hg \
  https://raw.githubusercontent.com/felipec/git-remote-hg/master/git-remote-hg
$ chmod +x ~/bin/git-remote-hg

…assuming ~/bin is in your $PATH. Git-remote-hg has one other dependen-
cy: the mercurial library for Python. If you have Python installed, this is as
simple as:

$ pip install mercurial

(If you don’t have Python installed, visit https://www.python.org/ and get it
first.)

The last thing you’ll need is the Mercurial client. Go to http://mercuri-
al.selenic.com/ and install it if you haven’t already.

Now you’re ready to rock. All you need is a Mercurial repository you can push
to. Fortunately, every Mercurial repository can act this way, so we’ll just use the
“hello world” repository everyone uses to learn Mercurial:

$ hg clone http://selenic.com/repo/hello /tmp/hello

GETTING STARTED

Now that we have a suitable “server-side” repository, we can go through a typi-
cal workflow. As you’ll see, these two systems are similar enough that there
isn’t much friction.

As always with Git, first we clone:

$ git clone hg::/tmp/hello /tmp/hello-git
$ cd /tmp/hello-git
$ git log --oneline --graph --decorate
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* ac7955c (HEAD, origin/master, origin/branches/default, origin/HEAD, refs/hg/origin/branches/default, refs/hg/origin/bookmarks/master, master) Create a makefile
* 65bb417 Create a standard "hello, world" program

You’ll notice that working with a Mercurial repository uses the standard git
clone command. That’s because git-remote-hg is working at a fairly low level,
using a similar mechanism to how Git’s HTTP/S protocol is implemented (re-
mote helpers). Since Git and Mercurial are both designed for every client to
have a full copy of the repository history, this command makes a full clone, in-
cluding all the project’s history, and does it fairly quickly.

The log command shows two commits, the latest of which is pointed to by a
whole slew of refs. It turns out some of these aren’t actually there. Let’s take a
look at what’s actually in the .git directory:

$ tree .git/refs
.git/refs
├── heads
│   └── master
├── hg
│   └── origin
│       ├── bookmarks
│       │   └── master
│       └── branches
│           └── default
├── notes
│   └── hg
├── remotes
│   └── origin
│       └── HEAD
└── tags

9 directories, 5 files

Git-remote-hg is trying to make things more idiomatically Git-esque, but un-
der the hood it’s managing the conceptual mapping between two slightly differ-
ent systems. The refs/hg directory is where the actual remote refs are stored.
For example, the refs/hg/origin/branches/default is a Git ref file that
contains the SHA starting with “ac7955c”, which is the commit that master
points to. So the refs/hg directory is kind of like a fake refs/remotes/
origin, but it has the added distinction between bookmarks and branches.

The notes/hg file is the starting point for how git-remote-hg maps Git com-
mit hashes to Mercurial changeset IDs. Let’s explore a bit:
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$ cat notes/hg
d4c10386...

$ git cat-file -p d4c10386...
tree 1781c96...
author remote-hg <> 1408066400 -0800
committer remote-hg <> 1408066400 -0800

Notes for master

$ git ls-tree 1781c96...
100644 blob ac9117f... 65bb417...
100644 blob 485e178... ac7955c...

$ git cat-file -p ac9117f
0a04b987be5ae354b710cefeba0e2d9de7ad41a9

So refs/notes/hg points to a tree, which in the Git object database is a list
of other objects with names. git ls-tree outputs the mode, type, object
hash, and filename for items inside a tree. Once we dig down to one of the tree
items, we find that inside it is a blob named “ac9117f” (the SHA-1 hash of the
commit pointed to by master), with contents “0a04b98” (which is the ID of the
Mercurial changeset at the tip of the default branch).

The good news is that we mostly don’t have to worry about all of this. The
typical workflow won’t be very different from working with a Git remote.

There’s one more thing we should attend to before we continue: ignores.
Mercurial and Git use a very similar mechanism for this, but it’s likely you don’t
want to actually commit a .gitignore file into a Mercurial repository. Fortu-
nately, Git has a way to ignore files that’s local to an on-disk repository, and the
Mercurial format is compatible with Git, so you just have to copy it over:

$ cp .hgignore .git/info/exclude

The .git/info/exclude file acts just like a .gitignore, but isn’t included
in commits.

WORKFLOW

Let’s assume we’ve done some work and made some commits on the master
branch, and you’re ready to push it to the remote repository. Here’s what our
repository looks like right now:
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$ git log --oneline --graph --decorate
* ba04a2a (HEAD, master) Update makefile
* d25d16f Goodbye
* ac7955c (origin/master, origin/branches/default, origin/HEAD, refs/hg/origin/branches/default, refs/hg/origin/bookmarks/master) Create a makefile
* 65bb417 Create a standard "hello, world" program

Our master branch is two commits ahead of origin/master, but those two
commits exist only on our local machine. Let’s see if anyone else has been do-
ing important work at the same time:

$ git fetch
From hg::/tmp/hello
   ac7955c..df85e87  master     -> origin/master
   ac7955c..df85e87  branches/default -> origin/branches/default
$ git log --oneline --graph --decorate --all
* 7b07969 (refs/notes/hg) Notes for default
* d4c1038 Notes for master
* df85e87 (origin/master, origin/branches/default, origin/HEAD, refs/hg/origin/branches/default, refs/hg/origin/bookmarks/master) Add some documentation
| * ba04a2a (HEAD, master) Update makefile
| * d25d16f Goodbye
|/
* ac7955c Create a makefile
* 65bb417 Create a standard "hello, world" program

Since we used the --all flag, we see the “notes” refs that are used internal-
ly by git-remote-hg, but we can ignore them. The rest is what we expected;
origin/master has advanced by one commit, and our history has now di-
verged. Unlike the other systems we work with in this chapter, Mercurial is ca-
pable of handling merges, so we’re not going to do anything fancy.

$ git merge origin/master
Auto-merging hello.c
Merge made by the 'recursive' strategy.
 hello.c | 2 +-
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)
$ git log --oneline --graph --decorate
*   0c64627 (HEAD, master) Merge remote-tracking branch 'origin/master'
|\
| * df85e87 (origin/master, origin/branches/default, origin/HEAD, refs/hg/origin/branches/default, refs/hg/origin/bookmarks/master) Add some documentation
* | ba04a2a Update makefile
* | d25d16f Goodbye
|/
* ac7955c Create a makefile
* 65bb417 Create a standard "hello, world" program
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Perfect. We run the tests and everything passes, so we’re ready to share our
work with the rest of the team:

$ git push
To hg::/tmp/hello
   df85e87..0c64627  master -> master

That’s it! If you take a look at the Mercurial repository, you’ll see that this did
what we’d expect:

$ hg log -G --style compact
o    5[tip]:4,2   dc8fa4f932b8   2014-08-14 19:33 -0700   ben
|\     Merge remote-tracking branch 'origin/master'
| |
| o  4   64f27bcefc35   2014-08-14 19:27 -0700   ben
| |    Update makefile
| |
| o  3:1   4256fc29598f   2014-08-14 19:27 -0700   ben
| |    Goodbye
| |
@ |  2   7db0b4848b3c   2014-08-14 19:30 -0700   ben
|/     Add some documentation
|
o  1   82e55d328c8c   2005-08-26 01:21 -0700   mpm
|    Create a makefile
|
o  0   0a04b987be5a   2005-08-26 01:20 -0700   mpm
     Create a standard "hello, world" program

The changeset numbered 2 was made by Mercurial, and the changesets
numbered 3 and 4 were made by git-remote-hg, by pushing commits made with
Git.

BRANCHES AND BOOKMARKS

Git has only one kind of branch: a reference that moves when commits are
made. In Mercurial, this kind of a reference is called a “bookmark,” and it be-
haves in much the same way as a Git branch.

Mercurial’s concept of a “branch” is more heavyweight. The branch that a
changeset is made on is recorded with the changeset, which means it will al-
ways be in the repository history. Here’s an example of a commit that was made
on the develop branch:
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$ hg log -l 1
changeset:   6:8f65e5e02793
branch:      develop
tag:         tip
user:        Ben Straub <ben@straub.cc>
date:        Thu Aug 14 20:06:38 2014 -0700
summary:     More documentation

Note the line that begins with “branch”. Git can’t really replicate this (and
doesn’t need to; both types of branch can be represented as a Git ref), but git-
remote-hg needs to understand the difference, because Mercurial cares.

Creating Mercurial bookmarks is as easy as creating Git branches. On the Git
side:

$ git checkout -b featureA
Switched to a new branch 'featureA'
$ git push origin featureA
To hg::/tmp/hello
 * [new branch]      featureA -> featureA

That’s all there is to it. On the Mercurial side, it looks like this:

$ hg bookmarks
   featureA                  5:bd5ac26f11f9
$ hg log --style compact -G
@  6[tip]   8f65e5e02793   2014-08-14 20:06 -0700   ben
|    More documentation
|
o    5[featureA]:4,2   bd5ac26f11f9   2014-08-14 20:02 -0700   ben
|\     Merge remote-tracking branch 'origin/master'
| |
| o  4   0434aaa6b91f   2014-08-14 20:01 -0700   ben
| |    update makefile
| |
| o  3:1   318914536c86   2014-08-14 20:00 -0700   ben
| |    goodbye
| |
o |  2   f098c7f45c4f   2014-08-14 20:01 -0700   ben
|/     Add some documentation
|
o  1   82e55d328c8c   2005-08-26 01:21 -0700   mpm
|    Create a makefile
|
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o  0   0a04b987be5a   2005-08-26 01:20 -0700   mpm
     Create a standard "hello, world" program

Note the new [featureA] tag on revision 5. These act exactly like Git
branches on the Git side, with one exception: you can’t delete a bookmark from
the Git side (this is a limitation of remote helpers).

You can work on a “heavyweight” Mercurial branch also: just put a branch in
the branches namespace:

$ git checkout -b branches/permanent
Switched to a new branch 'branches/permanent'
$ vi Makefile
$ git commit -am 'A permanent change'
$ git push origin branches/permanent
To hg::/tmp/hello
 * [new branch]      branches/permanent -> branches/permanent

Here’s what that looks like on the Mercurial side:

$ hg branches
permanent                      7:a4529d07aad4
develop                        6:8f65e5e02793
default                        5:bd5ac26f11f9 (inactive)
$ hg log -G
o  changeset:   7:a4529d07aad4
|  branch:      permanent
|  tag:         tip
|  parent:      5:bd5ac26f11f9
|  user:        Ben Straub <ben@straub.cc>
|  date:        Thu Aug 14 20:21:09 2014 -0700
|  summary:     A permanent change
|
| @  changeset:   6:8f65e5e02793
|/   branch:      develop
|    user:        Ben Straub <ben@straub.cc>
|    date:        Thu Aug 14 20:06:38 2014 -0700
|    summary:     More documentation
|
o    changeset:   5:bd5ac26f11f9
|\   bookmark:    featureA
| |  parent:      4:0434aaa6b91f
| |  parent:      2:f098c7f45c4f
| |  user:        Ben Straub <ben@straub.cc>
| |  date:        Thu Aug 14 20:02:21 2014 -0700
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| |  summary:     Merge remote-tracking branch 'origin/master'
[...]

The branch name “permanent” was recorded with the changeset marked 7.
From the Git side, working with either of these branch styles is the same: just

checkout, commit, fetch, merge, pull, and push as you normally would. One
thing you should know is that Mercurial doesn’t support rewriting history, only
adding to it. Here’s what our Mercurial repository looks like after an interactive
rebase and a force-push:

$ hg log --style compact -G
o  10[tip]   99611176cbc9   2014-08-14 20:21 -0700   ben
|    A permanent change
|
o  9   f23e12f939c3   2014-08-14 20:01 -0700   ben
|    Add some documentation
|
o  8:1   c16971d33922   2014-08-14 20:00 -0700   ben
|    goodbye
|
| o  7:5   a4529d07aad4   2014-08-14 20:21 -0700   ben
| |    A permanent change
| |
| | @  6   8f65e5e02793   2014-08-14 20:06 -0700   ben
| |/     More documentation
| |
| o    5[featureA]:4,2   bd5ac26f11f9   2014-08-14 20:02 -0700   ben
| |\     Merge remote-tracking branch 'origin/master'
| | |
| | o  4   0434aaa6b91f   2014-08-14 20:01 -0700   ben
| | |    update makefile
| | |
+---o  3:1   318914536c86   2014-08-14 20:00 -0700   ben
| |      goodbye
| |
| o  2   f098c7f45c4f   2014-08-14 20:01 -0700   ben
|/     Add some documentation
|
o  1   82e55d328c8c   2005-08-26 01:21 -0700   mpm
|    Create a makefile
|
o  0   0a04b987be5a   2005-08-26 01:20 -0700   mpm
     Create a standard "hello, world" program
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Changesets 8, 9, and 10 have been created and belong to the permanent
branch, but the old changesets are still there. This can be very confusing for
your teammates who are using Mercurial, so try to avoid it.

MERCURIAL SUMMARY

Git and Mercurial are similar enough that working across the boundary is fairly
painless. If you avoid changing history that’s left your machine (as is generally
recommended), you may not even be aware that the other end is Mercurial.

Git and Perforce

Perforce is a very popular version-control system in corporate environments.
It’s been around since 1995, which makes it the oldest system covered in this
chapter. As such, it’s designed with the constraints of its day; it assumes you’re
always connected to a single central server, and only one version is kept on the
local disk. To be sure, its features and constraints are well-suited to several spe-
cific problems, but there are lots of projects using Perforce where Git would ac-
tually work better.

There are two options if you’d like to mix your use of Perforce and Git. The
first one we’ll cover is the “Git Fusion” bridge from the makers of Perforce,
which lets you expose subtrees of your Perforce depot as read-write Git reposi-
tories. The second is git-p4, a client-side bridge that lets you use Git as a Per-
force client, without requiring any reconfiguration of the Perforce server.

GIT FUSION

Perforce provides a product called Git Fusion (available at http://
www.perforce.com/git-fusion), which synchronizes a Perforce server with Git
repositories on the server side.
Setting Up

For our examples, we’ll be using the easiest installation method for Git Fu-
sion, which is downloading a virtual machine that runs the Perforce daemon
and Git Fusion. You can get the virtual machine image from http://
www.perforce.com/downloads/Perforce/20-User, and once it’s finished down-
loading, import it into your favorite virtualization software (we’ll use Virtual-
Box).

Upon first starting the machine, it asks you to customize the password for
three Linux users (root, perforce, and git), and provide an instance name,
which can be used to distinguish this installation from others on the same net-
work. When that has all completed, you’ll see this:
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FIGURE 9-1

The Git Fusion
virtual machine boot
screen.

You should take note of the IP address that’s shown here, we’ll be using it
later on. Next, we’ll create a Perforce user. Select the “Login” option at the bot-
tom and press enter (or SSH to the machine), and log in as root. Then use
these commands to create a user:

$ p4 -p localhost:1666 -u super user -f john
$ p4 -p localhost:1666 -u john passwd
$ exit

The first one will open a VI editor to customize the user, but you can accept
the defaults by typing :wq and hitting enter. The second one will prompt you to
enter a password twice. That’s all we need to do with a shell prompt, so exit out
of the session.

The next thing you’ll need to do to follow along is to tell Git not to verify SSL
certificates. The Git Fusion image comes with a certificate, but it’s for a domain
that won’t match your virtual machine’s IP address, so Git will reject the HTTPS
connection. If this is going to be a permanent installation, consult the Perforce
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Git Fusion manual to install a different certificate; for our example purposes,
this will suffice:

$ export GIT_SSL_NO_VERIFY=true

Now we can test that everything is working.

$ git clone https://10.0.1.254/Talkhouse
Cloning into 'Talkhouse'...
Username for 'https://10.0.1.254': john
Password for 'https://john@10.0.1.254':
remote: Counting objects: 630, done.
remote: Compressing objects: 100% (581/581), done.
remote: Total 630 (delta 172), reused 0 (delta 0)
Receiving objects: 100% (630/630), 1.22 MiB | 0 bytes/s, done.
Resolving deltas: 100% (172/172), done.
Checking connectivity... done.

The virtual-machine image comes equipped with a sample project that you
can clone. Here we’re cloning over HTTPS, with the john user that we created
above; Git asks for credentials for this connection, but the credential cache will
allow us to skip this step for any subsequent requests.
Fusion Configuration

Once you’ve got Git Fusion installed, you’ll want to tweak the configuration.
This is actually fairly easy to do using your favorite Perforce client; just map
the //.git-fusion directory on the Perforce server into your workspace. The
file structure looks like this:

$ tree
.
├── objects
│   ├── repos
│   │   └── [...]
│   └── trees
│       └── [...]
│
├── p4gf_config
├── repos
│   └── Talkhouse
│       └── p4gf_config
└── users
    └── p4gf_usermap
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498 directories, 287 files

The objects directory is used internally by Git Fusion to map Perforce ob-
jects to Git and vice versa, you won’t have to mess with anything in there.
There’s a global p4gf_config file in this directory, as well as one for each
repository – these are the configuration files that determine how Git Fusion be-
haves. Let’s take a look at the file in the root:

[repo-creation]
charset = utf8

[git-to-perforce]
change-owner = author
enable-git-branch-creation = yes
enable-swarm-reviews = yes
enable-git-merge-commits = yes
enable-git-submodules = yes
preflight-commit = none
ignore-author-permissions = no
read-permission-check = none
git-merge-avoidance-after-change-num = 12107

[perforce-to-git]
http-url = none
ssh-url = none

[@features]
imports = False
chunked-push = False
matrix2 = False
parallel-push = False

[authentication]
email-case-sensitivity = no

We won’t go into the meanings of these flags here, but note that this is just
an INI-formatted text file, much like Git uses for configuration. This file specifies
the global options, which can then be overridden by repository-specific config-
uration files, like repos/Talkhouse/p4gf_config. If you open this file, you’ll
see a [@repo] section with some settings that are different from the global de-
faults. You’ll also see sections that look like this:

[Talkhouse-master]
git-branch-name = master
view = //depot/Talkhouse/main-dev/... ...
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This is a mapping between a Perforce branch and a Git branch. The section
can be named whatever you like, so long as the name is unique. git-branch-
name lets you convert a depot path that would be cumbersome under Git to a
more friendly name. The view setting controls how Perforce files are mapped
into the Git repository, using the standard view mapping syntax. More than one
mapping can be specified, like in this example:

[multi-project-mapping]
git-branch-name = master
view = //depot/project1/main/... project1/...
       //depot/project2/mainline/... project2/...

This way, if your normal workspace mapping includes changes in the struc-
ture of the directories, you can replicate that with a Git repository.

The last file we’ll discuss is users/p4gf_usermap, which maps Perforce
users to Git users, and which you may not even need. When converting from a
Perforce changeset to a Git commit, Git Fusion’s default behavior is to look up
the Perforce user, and use the email address and full name stored there for the
author/committer field in Git. When converting the other way, the default is to
look up the Perforce user with the email address stored in the Git commit’s au-
thor field, and submit the changeset as that user (with permissions applying).
In most cases, this behavior will do just fine, but consider the following map-
ping file:

john john@example.com "John Doe"
john johnny@appleseed.net "John Doe"
bob employeeX@example.com "Anon X. Mouse"
joe employeeY@example.com "Anon Y. Mouse"

Each line is of the format <user> <email> "<full name>", and creates a
single user mapping. The first two lines map two distinct email addresses to the
same Perforce user account. This is useful if you’ve created Git commits under
several different email addresses (or change email addresses), but want them
to be mapped to the same Perforce user. When creating a Git commit from a
Perforce changeset, the first line matching the Perforce user is used for Git au-
thorship information.

The last two lines mask Bob and Joe’s actual names and email addresses
from the Git commits that are created. This is nice if you want to open-source
an internal project, but don’t want to publish your employee directory to the
entire world. Note that the email addresses and full names should be unique,
unless you want all the Git commits to be attributed to a single fictional author.
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Workflow
Perforce Git Fusion is a two-way bridge between Perforce and Git version

control. Let’s have a look at how it feels to work from the Git side. We’ll assume
we’ve mapped in the “Jam” project using a configuration file as shown above,
which we can clone like this:

$ git clone https://10.0.1.254/Jam
Cloning into 'Jam'...
Username for 'https://10.0.1.254': john
Password for 'https://ben@10.0.1.254':
remote: Counting objects: 2070, done.
remote: Compressing objects: 100% (1704/1704), done.
Receiving objects: 100% (2070/2070), 1.21 MiB | 0 bytes/s, done.
remote: Total 2070 (delta 1242), reused 0 (delta 0)
Resolving deltas: 100% (1242/1242), done.
Checking connectivity... done.
$ git branch -a
* master
  remotes/origin/HEAD -> origin/master
  remotes/origin/master
  remotes/origin/rel2.1
$ git log --oneline --decorate --graph --all
* 0a38c33 (origin/rel2.1) Create Jam 2.1 release branch.
| * d254865 (HEAD, origin/master, origin/HEAD, master) Upgrade to latest metrowerks on Beos -- the Intel one.
| * bd2f54a Put in fix for jam's NT handle leak.
| * c0f29e7 Fix URL in a jam doc
| * cc644ac Radstone's lynx port.
[...]

The first time you do this, it may take some time. What’s happening is that
Git Fusion is converting all the applicable changesets in the Perforce history in-
to Git commits. This happens locally on the server, so it’s relatively fast, but if
you have a lot of history, it can still take some time. Subsequent fetches do in-
cremental conversion, so it’ll feel more like Git’s native speed.

As you can see, our repository looks exactly like any other Git repository you
might work with. There are three branches, and Git has helpfully created a local
master branch that tracks origin/master. Let’s do a bit of work, and create a
couple of new commits:

# ...
$ git log --oneline --decorate --graph --all
* cfd46ab (HEAD, master) Add documentation for new feature
* a730d77 Whitespace
* d254865 (origin/master, origin/HEAD) Upgrade to latest metrowerks on Beos -- the Intel one.
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* bd2f54a Put in fix for jam's NT handle leak.
[...]

We have two new commits. Now let’s check if anyone else has been working:

$ git fetch
remote: Counting objects: 5, done.
remote: Compressing objects: 100% (3/3), done.
remote: Total 3 (delta 2), reused 0 (delta 0)
Unpacking objects: 100% (3/3), done.
From https://10.0.1.254/Jam
   d254865..6afeb15  master     -> origin/master
$ git log --oneline --decorate --graph --all
* 6afeb15 (origin/master, origin/HEAD) Update copyright
| * cfd46ab (HEAD, master) Add documentation for new feature
| * a730d77 Whitespace
|/
* d254865 Upgrade to latest metrowerks on Beos -- the Intel one.
* bd2f54a Put in fix for jam's NT handle leak.
[...]

It looks like someone was! You wouldn’t know it from this view, but the
6afeb15 commit was actually created using a Perforce client. It just looks like
another commit from Git’s point of view, which is exactly the point. Let’s see
how the Perforce server deals with a merge commit:

$ git merge origin/master
Auto-merging README
Merge made by the 'recursive' strategy.
 README | 2 +-
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)
$ git push
Counting objects: 9, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (9/9), done.
Writing objects: 100% (9/9), 917 bytes | 0 bytes/s, done.
Total 9 (delta 6), reused 0 (delta 0)
remote: Perforce: 100% (3/3) Loading commit tree into memory...
remote: Perforce: 100% (5/5) Finding child commits...
remote: Perforce: Running git fast-export...
remote: Perforce: 100% (3/3) Checking commits...
remote: Processing will continue even if connection is closed.
remote: Perforce: 100% (3/3) Copying changelists...
remote: Perforce: Submitting new Git commit objects to Perforce: 4
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FIGURE 9-2

Perforce revision
graph resulting from
Git push.

To https://10.0.1.254/Jam
   6afeb15..89cba2b  master -> master

Git thinks it worked. Let’s take a look at the history of the README file from
Perforce’s point of view, using the revision graph feature of p4v:

If you’ve never seen this view before, it may seem confusing, but it shows the
same concepts as a graphical viewer for Git history. We’re looking at the history
of the README file, so the directory tree at top left only shows that file as it sur-
faces in various branches. At top right, we have a visual graph of how different
revisions of the file are related, and the big-picture view of this graph is at bot-
tom right. The rest of the view is given to the details view for the selected revi-
sion (2 in this case).

One thing to notice is that the graph looks exactly like the one in Git’s histo-
ry. Perforce didn’t have a named branch to store the 1 and 2 commits, so it
made an “anonymous” branch in the .git-fusion directory to hold it. This
will also happen for named Git branches that don’t correspond to a named Per-
force branch (and you can later map them to a Perforce branch using the con-
figuration file).

Most of this happens behind the scenes, but the end result is that one per-
son on a team can be using Git, another can be using Perforce, and neither of
them will know about the other’s choice.
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Git-Fusion Summary
If you have (or can get) access to your Perforce server, Git Fusion is a great

way to make Git and Perforce talk to each other. There’s a bit of configuration
involved, but the learning curve isn’t very steep. This is one of the few sections
in this chapter where cautions about using Git’s full power will not appear.
That’s not to say that Perforce will be happy with everything you throw at it – if
you try to rewrite history that’s already been pushed, Git Fusion will reject it –
but Git Fusion tries very hard to feel native. You can even use Git submodules
(though they’ll look strange to Perforce users), and merge branches (this will be
recorded as an integration on the Perforce side).

If you can’t convince the administrator of your server to set up Git Fusion,
there is still a way to use these tools together.

GIT-P4

Git-p4 is a two-way bridge between Git and Perforce. It runs entirely inside your
Git repository, so you won’t need any kind of access to the Perforce server (oth-
er than user credentials, of course). Git-p4 isn’t as flexible or complete a solu-
tion as Git Fusion, but it does allow you to do most of what you’d want to do
without being invasive to the server environment.

You’ll need the p4 tool somewhere in your PATH to work with git-p4. As of
this writing, it is freely available at http://www.perforce.com/downloads/
Perforce/20-User.

Setting Up
For example purposes, we’ll be running the Perforce server from the Git Fu-

sion OVA as shown above, but we’ll bypass the Git Fusion server and go directly
to the Perforce version control.

In order to use the p4 command-line client (which git-p4 depends on), you’ll
need to set a couple of environment variables:

$ export P4PORT=10.0.1.254:1666
$ export P4USER=john

Getting Started
As with anything in Git, the first command is to clone:

$ git p4 clone //depot/www/live www-shallow
Importing from //depot/www/live into www-shallow
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Initialized empty Git repository in /private/tmp/www-shallow/.git/
Doing initial import of //depot/www/live/ from revision #head into refs/remotes/p4/master

This creates what in Git terms is a “shallow” clone; only the very latest Per-
force revision is imported into Git; remember, Perforce isn’t designed to give
every revision to every user. This is enough to use Git as a Perforce client, but
for other purposes it’s not enough.

Once it’s finished, we have a fully-functional Git repository:

$ cd myproject
$ git log --oneline --all --graph --decorate
* 70eaf78 (HEAD, p4/master, p4/HEAD, master) Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

Note how there’s a “p4” remote for the Perforce server, but everything else
looks like a standard clone. Actually, that’s a bit misleading; there isn’t actually
a remote there.

$ git remote -v

No remotes exist in this repository at all. Git-p4 has created some refs to rep-
resent the state of the server, and they look like remote refs to git log, but
they’re not managed by Git itself, and you can’t push to them.
Workflow

Okay, let’s do some work. Let’s assume you’ve made some progress on a
very important feature, and you’re ready to show it to the rest of your team.

$ git log --oneline --all --graph --decorate
* 018467c (HEAD, master) Change page title
* c0fb617 Update link
* 70eaf78 (p4/master, p4/HEAD) Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

We’ve made two new commits that we’re ready to submit to the Perforce
server. Let’s check if anyone else was working today:

$ git p4 sync
git p4 sync
Performing incremental import into refs/remotes/p4/master git branch
Depot paths: //depot/www/live/
Import destination: refs/remotes/p4/master
Importing revision 12142 (100%)
$ git log --oneline --all --graph --decorate
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* 75cd059 (p4/master, p4/HEAD) Update copyright
| * 018467c (HEAD, master) Change page title
| * c0fb617 Update link
|/
* 70eaf78 Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

Looks like they were, and master and p4/master have diverged. Perforce’s
branching system is nothing like Git’s, so submitting merge commits doesn’t
make any sense. Git-p4 recommends that you rebase your commits, and even
comes with a shortcut to do so:

$ git p4 rebase
Performing incremental import into refs/remotes/p4/master git branch
Depot paths: //depot/www/live/
No changes to import!
Rebasing the current branch onto remotes/p4/master
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: Update link
Applying: Change page title
 index.html | 2 +-
 1 file changed, 1 insertion(+), 1 deletion(-)

You can probably tell from the output, but git p4 rebase is a shortcut for
git p4 sync followed by git rebase p4/master. It’s a bit smarter than
that, especially when working with multiple branches, but this is a good ap-
proximation.

Now our history is linear again, and we’re ready to contribute our changes
back to Perforce. The git p4 submit command will try to create a new Per-
force revision for every Git commit between p4/master and master. Running it
drops us into our favorite editor, and the contents of the file look something like
this:

# A Perforce Change Specification.
#
#  Change:      The change number. 'new' on a new changelist.
#  Date:        The date this specification was last modified.
#  Client:      The client on which the changelist was created.  Read-only.
#  User:        The user who created the changelist.
#  Status:      Either 'pending' or 'submitted'. Read-only.
#  Type:        Either 'public' or 'restricted'. Default is 'public'.
#  Description: Comments about the changelist.  Required.
#  Jobs:        What opened jobs are to be closed by this changelist.
#               You may delete jobs from this list.  (New changelists only.)
#  Files:       What opened files from the default changelist are to be added
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#               to this changelist.  You may delete files from this list.
#               (New changelists only.)

Change:  new

Client:  john_bens-mbp_8487

User: john

Status:  new

Description:
   Update link

Files:
   //depot/www/live/index.html   # edit

######## git author ben@straub.cc does not match your p4 account.
######## Use option --preserve-user to modify authorship.
######## Variable git-p4.skipUserNameCheck hides this message.
######## everything below this line is just the diff #######
--- //depot/www/live/index.html  2014-08-31 18:26:05.000000000 0000
+++ /Users/ben/john_bens-mbp_8487/john_bens-mbp_8487/depot/www/live/index.html   2014-08-31 18:26:05.000000000 0000
@@ -60,7 +60,7 @@
 </td>
 <td valign=top>
 Source and documentation for
-<a href="http://www.perforce.com/jam/jam.html">
+<a href="jam.html">
 Jam/MR</a>,
 a software build tool.
 </td>

This is mostly the same content you’d see by running p4 submit, except the
stuff at the end which git-p4 has helpfully included. Git-p4 tries to honor your
Git and Perforce settings individually when it has to provide a name for a com-
mit or changeset, but in some cases you want to override it. For example, if the
Git commit you’re importing was written by a contributor who doesn’t have a
Perforce user account, you may still want the resulting changeset to look like
they write it (and not you).

Git-p4 has helpfully imported the message from the Git commit as the con-
tent for this Perforce changeset, so all we have to do is save and quit, twice
(once for each commit). The resulting shell output will look something like this:
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$ git p4 submit
Perforce checkout for depot path //depot/www/live/ located at /Users/ben/john_bens-mbp_8487/john_bens-mbp_8487/depot/www/live/
Synchronizing p4 checkout...
... - file(s) up-to-date.
Applying dbac45b Update link
//depot/www/live/index.html#4 - opened for edit
Change 12143 created with 1 open file(s).
Submitting change 12143.
Locking 1 files ...
edit //depot/www/live/index.html#5
Change 12143 submitted.
Applying 905ec6a Change page title
//depot/www/live/index.html#5 - opened for edit
Change 12144 created with 1 open file(s).
Submitting change 12144.
Locking 1 files ...
edit //depot/www/live/index.html#6
Change 12144 submitted.
All commits applied!
Performing incremental import into refs/remotes/p4/master git branch
Depot paths: //depot/www/live/
Import destination: refs/remotes/p4/master
Importing revision 12144 (100%)
Rebasing the current branch onto remotes/p4/master
First, rewinding head to replay your work on top of it...
$ git log --oneline --all --graph --decorate
* 775a46f (HEAD, p4/master, p4/HEAD, master) Change page title
* 05f1ade Update link
* 75cd059 Update copyright
* 70eaf78 Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

The result is as though we just did a git push, which is the closest analogy
to what actually did happen.

Note that during this process every Git commit is turned into a Perforce
changeset; if you want to squash them down into a single changeset, you can
do that with an interactive rebase before running git p4 submit. Also note
that the SHA hashes of all the commits that were submitted as changesets have
changed; this is because git-p4 adds a line to the end of each commit it con-
verts:

$ git log -1
commit 775a46f630d8b46535fc9983cf3ebe6b9aa53145
Author: John Doe <john@example.com>
Date:   Sun Aug 31 10:31:44 2014 -0800

    Change page title
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    [git-p4: depot-paths = "//depot/www/live/": change = 12144]

What happens if you try to submit a merge commit? Let’s give it a try. Here’s
the situation we’ve gotten ourselves into:

$ git log --oneline --all --graph --decorate
* 3be6fd8 (HEAD, master) Correct email address
*   1dcbf21 Merge remote-tracking branch 'p4/master'
|\
| * c4689fc (p4/master, p4/HEAD) Grammar fix
* | cbacd0a Table borders: yes please
* | b4959b6 Trademark
|/
* 775a46f Change page title
* 05f1ade Update link
* 75cd059 Update copyright
* 70eaf78 Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

The Git and Perforce history diverge after 775a46f. The Git side has two com-
mits, then a merge commit with the Perforce head, then another commit. We’re
going to try to submit these on top of a single changeset on the Perforce side.
Let’s see what would happen if we tried to submit now:

$ git p4 submit -n
Perforce checkout for depot path //depot/www/live/ located at /Users/ben/john_bens-mbp_8487/john_bens-mbp_8487/depot/www/live/
Would synchronize p4 checkout in /Users/ben/john_bens-mbp_8487/john_bens-mbp_8487/depot/www/live/
Would apply
  b4959b6 Trademark
  cbacd0a Table borders: yes please
  3be6fd8 Correct email address

The -n flag is short for --dry-run, which tries to report what would happen
if the submit command were run for real. In this case, it looks like we’d be creat-
ing three Perforce changesets, which correspond to the three non-merge com-
mits that don’t yet exist on the Perforce server. That sounds like exactly what
we want, let’s see how it turns out:

$ git p4 submit
[…]
$ git log --oneline --all --graph --decorate
* dadbd89 (HEAD, p4/master, p4/HEAD, master) Correct email address
* 1b79a80 Table borders: yes please
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* 0097235 Trademark
* c4689fc Grammar fix
* 775a46f Change page title
* 05f1ade Update link
* 75cd059 Update copyright
* 70eaf78 Initial import of //depot/www/live/ from the state at revision #head

Our history became linear, just as though we had rebased before submitting
(which is in fact exactly what happened). This means you can be free to create,
work on, throw away, and merge branches on the Git side without fear that
your history will somehow become incompatible with Perforce. If you can re-
base it, you can contribute it to a Perforce server.
Branching

If your Perforce project has multiple branches, you’re not out of luck; git-p4
can handle that in a way that makes it feel like Git. Let’s say your Perforce depot
is laid out like this:

//depot
  └── project
      ├── main
      └── dev

And let’s say you have a dev branch, which has a view spec that looks like
this:

//depot/project/main/... //depot/project/dev/...

Git-p4 can automatically detect that situation and do the right thing:

$ git p4 clone --detect-branches //depot/project@all
Importing from //depot/project@all into project
Initialized empty Git repository in /private/tmp/project/.git/
Importing revision 20 (50%)
    Importing new branch project/dev

    Resuming with change 20
Importing revision 22 (100%)
Updated branches: main dev
$ cd project; git log --oneline --all --graph --decorate
* eae77ae (HEAD, p4/master, p4/HEAD, master) main
| * 10d55fb (p4/project/dev) dev
| * a43cfae Populate //depot/project/main/... //depot/project/dev/....
|/
* 2b83451 Project init
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Note the “@all” specifier in the depot path; that tells git-p4 to clone not just
the latest changeset for that subtree, but all changesets that have ever touched
those paths. This is closer to Git’s concept of a clone, but if you’re working on a
project with a long history, it could take a while.

The --detect-branches flag tells git-p4 to use Perforce’s branch specs to
map the branches to Git refs. If these mappings aren’t present on the Perforce
server (which is a perfectly valid way to use Perforce), you can tell git-p4 what
the branch mappings are, and you get the same result:

$ git init project
Initialized empty Git repository in /tmp/project/.git/
$ cd project
$ git config git-p4.branchList main:dev
$ git clone --detect-branches //depot/project@all .

Setting the git-p4.branchList configuration variable to main:dev tells
git-p4 that “main” and “dev” are both branches, and the second one is a child
of the first one.

If we now git checkout -b dev p4/project/dev and make some com-
mits, git-p4 is smart enough to target the right branch when we do git p4
submit. Unfortunately, git-p4 can’t mix shallow clones and multiple branches;
if you have a huge project and want to work on more than one branch, you’ll
have to git p4 clone once for each branch you want to submit to.

For creating or integrating branches, you’ll have to use a Perforce client. Git-
p4 can only sync and submit to existing branches, and it can only do it one line-
ar changeset at a time. If you merge two branches in Git and try to submit the
new changeset, all that will be recorded is a bunch of file changes; the metada-
ta about which branches are involved in the integration will be lost.

GIT AND PERFORCE SUMMARY

Git-p4 makes it possible to use a Git workflow with a Perforce server, and it’s
pretty good at it. However, it’s important to remember that Perforce is in charge
of the source, and you’re only using Git to work locally. Just be really careful
about sharing Git commits; if you have a remote that other people use, don’t
push any commits that haven’t already been submitted to the Perforce server.

If you want to freely mix the use of Perforce and Git as clients for source con-
trol, and you can convince the server administrator to install it, Git Fusion
makes using Git a first-class version-control client for a Perforce server.
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Git and TFS

Git is becoming popular with Windows developers, and if you’re writing code on
Windows, there’s a good chance you’re using Microsoft’s Team Foundation
Server (TFS). TFS is a collaboration suite that includes defect and work-item
tracking, process support for Scrum and others, code review, and version con-
trol. There’s a bit of confusion ahead: TFS is the server, which supports control-
ling source code using both Git and their own custom VCS, which they’ve dub-
bed TFVC (Team Foundation Version Control). Git support is a somewhat new
feature for TFS (shipping with the 2013 version), so all of the tools that predate
that refer to the version-control portion as “TFS”, even though they’re mostly
working with TFVC.

If you find yourself on a team that’s using TFVC but you’d rather use Git as
your version-control client, there’s a project for you.

WHICH TOOL

In fact, there are two: git-tf and git-tfs.
Git-tfs (found at https://github.com/git-tfs/git-tfs) is a .NET project, and (as

of this writing) it only runs on Windows. To work with Git repositories, it uses
the .NET bindings for libgit2, a library-oriented implementation of Git which is
highly performant and allows a lot of flexibility with the guts of a Git repository.
Libgit2 is not a complete implementation of Git, so to cover the difference git-
tfs will actually call the command-line Git client for some operations, so there
are no artificial limits on what it can do with Git repositories. Its support of
TFVC features is very mature, since it uses the Visual Studio assemblies for op-
erations with servers. This does mean you’ll need access to those assemblies,
which means you need to install a recent version of Visual Studio (any edition
since version 2010, including Express since version 2012), or the Visual Studio
SDK.

Git-tf (whose home is at https://gittf.codeplex.com) is a Java project, and as
such runs on any computer with a Java runtime environment. It interfaces with
Git repositories through JGit (a JVM implementation of Git), which means it has
virtually no limitations in terms of Git functions. However, its support for TFVC
is limited as compared to git-tfs – it does not support branches, for instance.

So each tool has pros and cons, and there are plenty of situations that favor
one over the other. We’ll cover the basic usage of both of them in this book.
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You’ll need access to a TFVC-based repository to follow along with these
instructions. These aren’t as plentiful in the wild as Git or Subversion re-
positories, so you may need to create one of your own. Codeplex (https://
www.codeplex.com) or Visual Studio Online (http://www.visualstudio.com)
are both good choices for this.

GETTING STARTED: GIT-TF

The first thing you do, just as with any Git project, is clone. Here’s what that
looks like with git-tf:

$ git tf clone https://tfs.codeplex.com:443/tfs/TFS13 $/myproject/Main project_git

The first argument is the URL of a TFVC collection, the second is of the form
$/project/branch, and the third is the path to the local Git repository that is
to be created (this last one is optional). Git-tf can only work with one branch at
a time; if you want to make checkins on a different TFVC branch, you’ll have to
make a new clone from that branch.

This creates a fully functional Git repository:

$ cd project_git
$ git log --all --oneline --decorate
512e75a (HEAD, tag: TFS_C35190, origin_tfs/tfs, master) Checkin message

This is called a shallow clone, meaning that only the latest changeset has
been downloaded. TFVC isn’t designed for each client to have a full copy of the
history, so git-tf defaults to only getting the latest version, which is much faster.

If you have some time, it’s probably worth it to clone the entire project histo-
ry, using the --deep option:

$ git tf clone https://tfs.codeplex.com:443/tfs/TFS13 $/myproject/Main \
  project_git --deep
Username: domain\user
Password:
Connecting to TFS...
Cloning $/myproject into /tmp/project_git: 100%, done.
Cloned 4 changesets. Cloned last changeset 35190 as d44b17a
$ cd project_git
$ git log --all --oneline --decorate
d44b17a (HEAD, tag: TFS_C35190, origin_tfs/tfs, master) Goodbye
126aa7b (tag: TFS_C35189)
8f77431 (tag: TFS_C35178) FIRST
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0745a25 (tag: TFS_C35177) Created team project folder $/tfvctest via the \
        Team Project Creation Wizard

Notice the tags with names like TFS_C35189; this is a feature that helps you
know which Git commits are associated with TFVC changesets. This is a nice
way to represent it, since you can see with a simple log command which of your
commits is associated with a snapshot that also exists in TFVC. They aren’t nec-
essary (and in fact you can turn them off with git config git-tf.tag
false) – git-tf keeps the real commit-changeset mappings in the .git/git-tf
file.

GETTING STARTED: GIT-TFS

Git-tfs cloning behaves a bit differently. Observe:

PS> git tfs clone --with-branches \
    https://username.visualstudio.com/DefaultCollection \
    $/project/Trunk project_git
Initialized empty Git repository in C:/Users/ben/project_git/.git/
C15 = b75da1aba1ffb359d00e85c52acb261e4586b0c9
C16 = c403405f4989d73a2c3c119e79021cb2104ce44a
Tfs branches found:
- $/tfvc-test/featureA
The name of the local branch will be : featureA
C17 = d202b53f67bde32171d5078968c644e562f1c439
C18 = 44cd729d8df868a8be20438fdeeefb961958b674

Notice the --with-branches flag. Git-tfs is capable of mapping TFVC
branches to Git branches, and this flag tells it to set up a local Git branch for
every TFVC branch. This is highly recommended if you’ve ever branched or
merged in TFS, but it won’t work with a server older than TFS 2010 – before that
release, “branches” were just folders, so git-tfs can’t tell them from regular fold-
ers.

Let’s take a look at the resulting Git repository:

PS> git log --oneline --graph --decorate --all
* 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
* d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
* c403405 (HEAD, tfs/default, master) Hello
* b75da1a New project
PS> git log -1
commit c403405f4989d73a2c3c119e79021cb2104ce44a
Author: Ben Straub <ben@straub.cc>
Date:   Fri Aug 1 03:41:59 2014 +0000
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    Hello

    git-tfs-id: [https://username.visualstudio.com/DefaultCollection]$/myproject/Trunk;C16

There are two local branches, master and featureA, which represent the
initial starting point of the clone (Trunk in TFVC) and a child branch (featureA
in TFVC). You can also see that the tfs “remote” has a couple of refs too: de-
fault and featureA, which represent TFVC branches. Git-tfs maps the branch
you cloned from to tfs/default, and others get their own names.

Another thing to notice is the git-tfs-id: lines in the commit messages.
Instead of tags, git-tfs uses these markers to relate TFVC changesets to Git com-
mits. This has the implication that your Git commits will have a different SHA-1
hash before and after they have been pushed to TFVC.

GIT-TF[S] WORKFLOW

Regardless of which tool you’re using, you should set a couple of Git con-
figuration values to avoid running into issues.

$ git config set --local core.ignorecase=true

$ git config set --local core.autocrlf=false

The obvious next thing you’re going to want to do is work on the project.
TFVC and TFS have several features that may add complexity to your workflow:

1. Feature branches that aren’t represented in TFVC add a bit of complexity.
This has to do with the very different ways that TFVC and Git represent
branches.

2. Be aware that TFVC allows users to “checkout” files from the server, lock-
ing them so nobody else can edit them. This obviously won’t stop you
from editing them in your local repository, but it could get in the way
when it comes time to push your changes up to the TFVC server.

3. TFS has the concept of “gated” checkins, where a TFS build-test cycle has
to complete successfully before the checkin is allowed. This uses the
“shelve” function in TFVC, which we don’t cover in detail here. You can
fake this in a manual fashion with git-tf, and git-tfs provides the check-
intool command which is gate-aware.

In the interest of brevity, what we’ll cover here is the happy path, which side-
steps or avoids most of these issues.
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WORKFLOW: GIT-TF

Let’s say you’ve done some work, made a couple of Git commits on master,
and you’re ready to share your progress on the TFVC server. Here’s our Git
repository:

$ git log --oneline --graph --decorate --all
* 4178a82 (HEAD, master) update code
* 9df2ae3 update readme
* d44b17a (tag: TFS_C35190, origin_tfs/tfs) Goodbye
* 126aa7b (tag: TFS_C35189)
* 8f77431 (tag: TFS_C35178) FIRST
* 0745a25 (tag: TFS_C35177) Created team project folder $/tfvctest via the \
          Team Project Creation Wizard

We want to take the snapshot that’s in the 4178a82 commit and push it up
to the TFVC server. First things first: let’s see if any of our teammates did any-
thing since we last connected:

$ git tf fetch
Username: domain\user
Password:
Connecting to TFS...
Fetching $/myproject at latest changeset: 100%, done.
Downloaded changeset 35320 as commit 8ef06a8. Updated FETCH_HEAD.
$ git log --oneline --graph --decorate --all
* 8ef06a8 (tag: TFS_C35320, origin_tfs/tfs) just some text
| * 4178a82 (HEAD, master) update code
| * 9df2ae3 update readme
|/
* d44b17a (tag: TFS_C35190) Goodbye
* 126aa7b (tag: TFS_C35189)
* 8f77431 (tag: TFS_C35178) FIRST
* 0745a25 (tag: TFS_C35177) Created team project folder $/tfvctest via the \
          Team Project Creation Wizard

Looks like someone else is working, too, and now we have divergent history.
This is where Git shines, but we have two choices of how to proceed:

1. Making a merge commit feels natural as a Git user (after all, that’s what
git pull does), and git-tf can do this for you with a simple git tf
pull. Be aware, however, that TFVC doesn’t think this way, and if you
push merge commits your history will start to look different on both
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sides, which can be confusing. However, if you plan on submitting all of
your changes as one changeset, this is probably the easiest choice.

2. Rebasing makes our commit history linear, which means we have the op-
tion of converting each of our Git commits into a TFVC changeset. Since
this leaves the most options open, we recommend you do it this way; git-
tf even makes it easy for you with git tf pull --rebase.

The choice is yours. For this example, we’ll be rebasing:

$ git rebase FETCH_HEAD
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: update readme
Applying: update code
$ git log --oneline --graph --decorate --all
* 5a0e25e (HEAD, master) update code
* 6eb3eb5 update readme
* 8ef06a8 (tag: TFS_C35320, origin_tfs/tfs) just some text
* d44b17a (tag: TFS_C35190) Goodbye
* 126aa7b (tag: TFS_C35189)
* 8f77431 (tag: TFS_C35178) FIRST
* 0745a25 (tag: TFS_C35177) Created team project folder $/tfvctest via the \
          Team Project Creation Wizard

Now we’re ready to make a checkin to the TFVC server. Git-tf gives you the
choice of making a single changeset that represents all the changes since the
last one (--shallow, which is the default) and creating a new changeset for
each Git commit (--deep). For this example, we’ll just create one changeset:

$ git tf checkin -m 'Updating readme and code'
Username: domain\user
Password:
Connecting to TFS...
Checking in to $/myproject: 100%, done.
Checked commit 5a0e25e in as changeset 35348
$ git log --oneline --graph --decorate --all
* 5a0e25e (HEAD, tag: TFS_C35348, origin_tfs/tfs, master) update code
* 6eb3eb5 update readme
* 8ef06a8 (tag: TFS_C35320) just some text
* d44b17a (tag: TFS_C35190) Goodbye
* 126aa7b (tag: TFS_C35189)
* 8f77431 (tag: TFS_C35178) FIRST
* 0745a25 (tag: TFS_C35177) Created team project folder $/tfvctest via the \
          Team Project Creation Wizard
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There’s a new TFS_C35348 tag, indicating that TFVC is storing the exact
same snapshot as the 5a0e25e commit. It’s important to note that not every
Git commit needs to have an exact counterpart in TFVC; the 6eb3eb5 commit,
for example, doesn’t exist anywhere on the server.

That’s the main workflow. There are a couple of other considerations you’ll
want to keep in mind:

• There is no branching. Git-tf can only create Git repositories from one
TFVC branch at a time.

• Collaborate using either TFVC or Git, but not both. Different git-tf clones
of the same TFVC repository may have different commit SHA hashes,
which will cause no end of headaches.

• If your team’s workflow includes collaborating in Git and syncing periodi-
cally with TFVC, only connect to TFVC with one of the Git repositories.

WORKFLOW: GIT-TFS

Let’s walk through the same scenario using git-tfs. Here are the new commits
we’ve made to the master branch in our Git repository:

PS> git log --oneline --graph --all --decorate
* c3bd3ae (HEAD, master) update code
* d85e5a2 update readme
| * 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
| * d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
|/
* c403405 (tfs/default) Hello
* b75da1a New project

Now let’s see if anyone else has done work while we were hacking away:

PS> git tfs fetch
C19 = aea74a0313de0a391940c999e51c5c15c381d91d
PS> git log --all --oneline --graph --decorate
* aea74a0 (tfs/default) update documentation
| * c3bd3ae (HEAD, master) update code
| * d85e5a2 update readme
|/
| * 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
| * d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
|/
* c403405 Hello
* b75da1a New project
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Yes, it turns out our coworker has added a new TFVC changeset, which
shows up as the new aea74a0 commit, and the tfs/default remote branch
has moved.

As with git-tf, we have two fundamental options for how to resolve this diver-
gent history:

1. Rebase to preserve a linear history.

2. Merge to preserve what actually happened.

In this case, we’re going to do a “deep” checkin, where every Git commit be-
comes a TFVC changeset, so we want to rebase.

PS> git rebase tfs/default
First, rewinding head to replay your work on top of it...
Applying: update readme
Applying: update code
PS> git log --all --oneline --graph --decorate
* 10a75ac (HEAD, master) update code
* 5cec4ab update readme
* aea74a0 (tfs/default) update documentation
| * 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
| * d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
|/
* c403405 Hello
* b75da1a New project

Now we’re ready to complete our contribution by checking in our code to the
TFVC server. We’ll use the rcheckin command here to create a TFVC changeset
for each Git commit in the path from HEAD to the first tfs remote branch found
(the checkin command would only create one changeset, sort of like squash-
ing Git commits).

PS> git tfs rcheckin
Working with tfs remote: default
Fetching changes from TFS to minimize possibility of late conflict...
Starting checkin of 5cec4ab4 'update readme'
 add README.md
C20 = 71a5ddce274c19f8fdc322b4f165d93d89121017
Done with 5cec4ab4b213c354341f66c80cd650ab98dcf1ed, rebasing tail onto new TFS-commit...
Rebase done successfully.
Starting checkin of b1bf0f99 'update code'
 edit .git\tfs\default\workspace\ConsoleApplication1/ConsoleApplication1/Program.cs
C21 = ff04e7c35dfbe6a8f94e782bf5e0031cee8d103b
Done with b1bf0f9977b2d48bad611ed4a03d3738df05ea5d, rebasing tail onto new TFS-commit...
Rebase done successfully.
No more to rcheckin.
PS> git log --all --oneline --graph --decorate
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FIGURE 9-3

The git-tfs checkin
tool.

* ff04e7c (HEAD, tfs/default, master) update code
* 71a5ddc update readme
* aea74a0 update documentation
| * 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
| * d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
|/
* c403405 Hello
* b75da1a New project

Notice how after every successful checkin to the TFVC server, git-tfs is rebas-
ing the remaining work onto what it just did. That’s because it’s adding the
git-tfs-id field to the bottom of the commit messages, which changes the
SHA-1 hashes. This is exactly as designed, and there’s nothing to worry about,
but you should be aware that it’s happening, especially if you’re sharing Git
commits with others.

TFS has many features that integrate with its version control system, such as
work items, designated reviewers, gated checkins, and so on. It can be cumber-
some to work with these features using only a command-line tool, but fortu-
nately git-tfs lets you launch a graphical checkin tool very easily:

PS> git tfs checkintool
PS> git tfs ct

It looks a bit like this:
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This will look familiar to TFS users, as it’s the same dialog that’s launched
from within Visual Studio.

Git-tfs also lets you control TFVC branches from your Git repository. As an ex-
ample, let’s create one:

PS> git tfs branch $/tfvc-test/featureBee
The name of the local branch will be : featureBee
C26 = 1d54865c397608c004a2cadce7296f5edc22a7e5
PS> git log --oneline --graph --decorate --all
* 1d54865 (tfs/featureBee) Creation branch $/myproject/featureBee
* ff04e7c (HEAD, tfs/default, master) update code
* 71a5ddc update readme
* aea74a0 update documentation
| * 44cd729 (tfs/featureA, featureA) Goodbye
| * d202b53 Branched from $/tfvc-test/Trunk
|/
* c403405 Hello
* b75da1a New project

Creating a branch in TFVC means adding a changeset where that branch now
exists, and this is projected as a Git commit. Note also that git-tfs created the
tfs/featureBee remote branch, but HEAD is still pointing to master. If you
want to work on the newly-minted branch, you’ll want to base your new com-
mits on the 1d54865 commit, perhaps by creating a topic branch from that
commit.

GIT AND TFS SUMMARY

Git-tf and Git-tfs are both great tools for interfacing with a TFVC server. They al-
low you to use the power of Git locally, avoid constantly having to round-trip to
the central TFVC server, and make your life as a developer much easier, without
forcing your entire team to migrate to Git. If you’re working on Windows (which
is likely if your team is using TFS), you’ll probably want to use git-tfs, since it’s
feature set is more complete, but if you’re working on another platform, you’ll
be using git-tf, which is more limited. As with most of the tools in this chapter,
you should choose one of these version-control systems to be canonical, and
use the other one in a subordinate fashion – either Git or TFVC should be the
center of collaboration, but not both.

Migrating to Git

If you have an existing codebase in another VCS but you’ve decided to start us-
ing Git, you must migrate your project one way or another. This section goes
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over some importers for common systems, and then demonstrates how to de-
velop your own custom importer. You’ll learn how to import data from several
of the bigger professionally used SCM systems, because they make up the ma-
jority of users who are switching, and because high-quality tools for them are
easy to come by.

Subversion

If you read the previous section about using git svn, you can easily use those
instructions to git svn clone a repository; then, stop using the Subversion
server, push to a new Git server, and start using that. If you want the history,
you can accomplish that as quickly as you can pull the data out of the Subver-
sion server (which may take a while).

However, the import isn’t perfect; and because it will take so long, you may
as well do it right. The first problem is the author information. In Subversion,
each person committing has a user on the system who is recorded in the com-
mit information. The examples in the previous section show schacon in some
places, such as the blame output and the git svn log. If you want to map
this to better Git author data, you need a mapping from the Subversion users to
the Git authors. Create a file called users.txt that has this mapping in a for-
mat like this:

schacon = Scott Chacon <schacon@geemail.com>
selse = Someo Nelse <selse@geemail.com>

To get a list of the author names that SVN uses, you can run this:

$ svn log --xml | grep author | sort -u | \
  perl -pe 's/.*>(.*?)<.*/$1 = /'

That generates the log output in XML format, then keeps only the lines with
author information, discards duplicates, strips out the XML tags. (Obviously this
only works on a machine with grep, sort, and perl installed.) Then, redirect
that output into your users.txt file so you can add the equivalent Git user data
next to each entry.

You can provide this file to git svn to help it map the author data more ac-
curately. You can also tell git svn not to include the metadata that Subversion
normally imports, by passing --no-metadata to the clone or init command.
This makes your import command look like this:
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$ git svn clone http://my-project.googlecode.com/svn/ \
      --authors-file=users.txt --no-metadata -s my_project

Now you should have a nicer Subversion import in your my_project direc-
tory. Instead of commits that look like this

commit 37efa680e8473b615de980fa935944215428a35a
Author: schacon <schacon@4c93b258-373f-11de-be05-5f7a86268029>
Date:   Sun May 3 00:12:22 2009 +0000

    fixed install - go to trunk

    git-svn-id: https://my-project.googlecode.com/svn/trunk@94 4c93b258-373f-11de-
    be05-5f7a86268029

they look like this:

commit 03a8785f44c8ea5cdb0e8834b7c8e6c469be2ff2
Author: Scott Chacon <schacon@geemail.com>
Date:   Sun May 3 00:12:22 2009 +0000

    fixed install - go to trunk

Not only does the Author field look a lot better, but the git-svn-id is no
longer there, either.

You should also do a bit of post-import cleanup. For one thing, you should
clean up the weird references that git svn set up. First you’ll move the tags so
they’re actual tags rather than strange remote branches, and then you’ll move
the rest of the branches so they’re local.

To move the tags to be proper Git tags, run

$ cp -Rf .git/refs/remotes/origin/tags/* .git/refs/tags/
$ rm -Rf .git/refs/remotes/origin/tags

This takes the references that were remote branches that started with re-
motes/origin/tags/ and makes them real (lightweight) tags.

Next, move the rest of the references under refs/remotes to be local
branches:

$ cp -Rf .git/refs/remotes/* .git/refs/heads/
$ rm -Rf .git/refs/remotes
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Now all the old branches are real Git branches and all the old tags are real
Git tags. The last thing to do is add your new Git server as a remote and push to
it. Here is an example of adding your server as a remote:

$ git remote add origin git@my-git-server:myrepository.git

Because you want all your branches and tags to go up, you can now run this:

$ git push origin --all

All your branches and tags should be on your new Git server in a nice, clean
import.

Mercurial

Since Mercurial and Git have fairly similar models for representing versions, and
since Git is a bit more flexible, converting a repository from Mercurial to Git is
fairly straightforward, using a tool called “hg-fast-export”, which you’ll need a
copy of:

$ git clone http://repo.or.cz/r/fast-export.git /tmp/fast-export

The first step in the conversion is to get a full clone of the Mercurial reposito-
ry you want to convert:

$ hg clone <remote repo URL> /tmp/hg-repo

The next step is to create an author mapping file. Mercurial is a bit more for-
giving than Git for what it will put in the author field for changesets, so this is a
good time to clean house. Generating this is a one-line command in a bash
shell:

$ cd /tmp/hg-repo
$ hg log | grep user: | sort | uniq | sed 's/user: *//' > ../authors

This will take a few seconds, depending on how long your project’s history is,
and afterwards the /tmp/authors file will look something like this:
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bob
bob@localhost
bob <bob@company.com>
bob jones <bob <AT> company <DOT> com>
Bob Jones <bob@company.com>
Joe Smith <joe@company.com>

In this example, the same person (Bob) has created changesets under four
different names, one of which actually looks correct, and one of which would
be completely invalid for a Git commit. Hg-fast-export lets us fix this by adding
={new name and email address} at the end of every line we want to
change, and removing the lines for any usernames that we want to leave alone.
If all the usernames look fine, we won’t need this file at all. In this example, we
want our file to look like this:

bob=Bob Jones <bob@company.com>
bob@localhost=Bob Jones <bob@company.com>
bob jones <bob <AT> company <DOT> com>=Bob Jones <bob@company.com>
bob <bob@company.com>=Bob Jones <bob@company.com>

The next step is to create our new Git repository, and run the export script:

$ git init /tmp/converted
$ cd /tmp/converted
$ /tmp/fast-export/hg-fast-export.sh -r /tmp/hg-repo -A /tmp/authors

The -r flag tells hg-fast-export where to find the Mercurial repository we
want to convert, and the -A flag tells it where to find the author-mapping file.
The script parses Mercurial changesets and converts them into a script for Git’s
“fast-import” feature (which we’ll discuss in detail a bit later on). This takes a
bit (though it’s much faster than it would be over the network), and the output
is fairly verbose:

$ /tmp/fast-export/hg-fast-export.sh -r /tmp/hg-repo -A /tmp/authors
Loaded 4 authors
master: Exporting full revision 1/22208 with 13/0/0 added/changed/removed files
master: Exporting simple delta revision 2/22208 with 1/1/0 added/changed/removed files
master: Exporting simple delta revision 3/22208 with 0/1/0 added/changed/removed files
[…]
master: Exporting simple delta revision 22206/22208 with 0/4/0 added/changed/removed files
master: Exporting simple delta revision 22207/22208 with 0/2/0 added/changed/removed files
master: Exporting thorough delta revision 22208/22208 with 3/213/0 added/changed/removed files
Exporting tag [0.4c] at [hg r9] [git :10]
Exporting tag [0.4d] at [hg r16] [git :17]
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[…]
Exporting tag [3.1-rc] at [hg r21926] [git :21927]
Exporting tag [3.1] at [hg r21973] [git :21974]
Issued 22315 commands
git-fast-import statistics:
---------------------------------------------------------------------
Alloc'd objects:     120000
Total objects:       115032 (    208171 duplicates                  )
      blobs  :        40504 (    205320 duplicates      26117 deltas of      39602 attempts)
      trees  :        52320 (      2851 duplicates      47467 deltas of      47599 attempts)
      commits:        22208 (         0 duplicates          0 deltas of          0 attempts)
      tags   :            0 (         0 duplicates          0 deltas of          0 attempts)
Total branches:         109 (         2 loads     )
      marks:        1048576 (     22208 unique    )
      atoms:           1952
Memory total:          7860 KiB
       pools:          2235 KiB
     objects:          5625 KiB
---------------------------------------------------------------------
pack_report: getpagesize()            =       4096
pack_report: core.packedGitWindowSize = 1073741824
pack_report: core.packedGitLimit      = 8589934592
pack_report: pack_used_ctr            =      90430
pack_report: pack_mmap_calls          =      46771
pack_report: pack_open_windows        =          1 /          1
pack_report: pack_mapped              =  340852700 /  340852700
---------------------------------------------------------------------

$ git shortlog -sn
   369  Bob Jones
   365  Joe Smith

That’s pretty much all there is to it. All of the Mercurial tags have been con-
verted to Git tags, and Mercurial branches and bookmarks have been converted
to Git branches. Now you’re ready to push the repository up to its new server-
side home:

$ git remote add origin git@my-git-server:myrepository.git
$ git push origin --all

Perforce

The next system you’ll look at importing from is Perforce. As we discussed
above, there are two ways to let Git and Perforce talk to each other: git-p4 and
Perforce Git Fusion.
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PERFORCE GIT FUSION

Git Fusion makes this process fairly painless. Just configure your project set-
tings, user mappings, and branches using a configuration file (as discussed in
“Git Fusion”), and clone the repository. Git Fusion leaves you with what looks
like a native Git repository, which is then ready to push to a native Git host if
you desire. You could even use Perforce as your Git host if you like.

GIT-P4

Git-p4 can also act as an import tool. As an example, we’ll import the Jam
project from the Perforce Public Depot. To set up your client, you must export
the P4PORT environment variable to point to the Perforce depot:

$ export P4PORT=public.perforce.com:1666

In order to follow along, you’ll need a Perforce depot to connect with.
We’ll be using the public depot at public.perforce.com for our examples,
but you can use any depot you have access to.

Run the git p4 clone command to import the Jam project from the Per-
force server, supplying the depot and project path and the path into which you
want to import the project:

$ git-p4 clone //guest/perforce_software/jam@all p4import
Importing from //guest/perforce_software/jam@all into p4import
Initialized empty Git repository in /private/tmp/p4import/.git/
Import destination: refs/remotes/p4/master
Importing revision 9957 (100%)

This particular project has only one branch, but if you have branches that
are configured with branch views (or just a set of directories), you can use the
--detect-branches flag to git p4 clone to import all the project’s branch-
es as well. See “Branching” for a bit more detail on this.

At this point you’re almost done. If you go to the p4import directory and
run git log, you can see your imported work:

$ git log -2
commit e5da1c909e5db3036475419f6379f2c73710c4e6
Author: giles <giles@giles@perforce.com>
Date:   Wed Feb 8 03:13:27 2012 -0800
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    Correction to line 355; change </UL> to </OL>.

    [git-p4: depot-paths = "//public/jam/src/": change = 8068]

commit aa21359a0a135dda85c50a7f7cf249e4f7b8fd98
Author: kwirth <kwirth@perforce.com>
Date:   Tue Jul 7 01:35:51 2009 -0800

    Fix spelling error on Jam doc page (cummulative -> cumulative).

    [git-p4: depot-paths = "//public/jam/src/": change = 7304]

You can see that git-p4 has left an identifier in each commit message. It’s
fine to keep that identifier there, in case you need to reference the Perforce
change number later. However, if you’d like to remove the identifier, now is the
time to do so – before you start doing work on the new repository. You can use
git filter-branch to remove the identifier strings en masse:

$ git filter-branch --msg-filter 'sed -e "/^\[git-p4:/d"'
Rewrite e5da1c909e5db3036475419f6379f2c73710c4e6 (125/125)
Ref 'refs/heads/master' was rewritten

If you run git log, you can see that all the SHA-1 checksums for the com-
mits have changed, but the git-p4 strings are no longer in the commit messag-
es:

$ git log -2
commit b17341801ed838d97f7800a54a6f9b95750839b7
Author: giles <giles@giles@perforce.com>
Date:   Wed Feb 8 03:13:27 2012 -0800

    Correction to line 355; change </UL> to </OL>.

commit 3e68c2e26cd89cb983eb52c024ecdfba1d6b3fff
Author: kwirth <kwirth@perforce.com>
Date:   Tue Jul 7 01:35:51 2009 -0800

    Fix spelling error on Jam doc page (cummulative -> cumulative).

Your import is ready to push up to your new Git server.
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TFS

If your team is converting their source control from TFVC to Git, you’ll want the
highest-fidelity conversion you can get. This means that, while we covered both
git-tfs and git-tf for the interop section, we’ll only be covering git-tfs for this
part, because git-tfs supports branches, and this is prohibitively difficult using
git-tf.

This is a one-way conversion. The resulting Git repository won’t be able
to connect with the original TFVC project.

The first thing to do is map usernames. TFVC is fairly liberal with what goes
into the author field for changesets, but Git wants a human-readable name and
email address. You can get this information from the tf command-line client,
like so:

PS> tf history $/myproject -recursive > AUTHORS_TMP

This grabs all of the changesets in the history of the project and put it in the
AUTHORS_TMP file that we will process to extract the data of the User column
(the 2nd one). Open the file and find at which characters start and end the col-
umn and replace, in the following command-line, the parameters 11-20 of the
cut command with the ones found:

PS> cat AUTHORS_TMP | cut -b 11-20 | tail -n+3 | uniq | sort > AUTHORS

The cut command keeps only the characters between 11 and 20 from each
line. The tail command skips the first two lines, which are field headers and
ASCII-art underlines. The result of all of this is piped to uniq to eliminate dupli-
cates, and saved to a file named AUTHORS. The next step is manual; in order for
git-tfs to make effective use of this file, each line must be in this format:

DOMAIN\username = User Name <email@address.com>

The portion on the left is the “User” field from TFVC, and the portion on the
right side of the equals sign is the user name that will be used for Git commits.

Once you have this file, the next thing to do is make a full clone of the TFVC
project you’re interested in:

PS> git tfs clone --with-branches --authors=AUTHORS https://username.visualstudio.com/DefaultCollection $/project/Trunk project_git

Next you’ll want to clean the git-tfs-id sections from the bottom of the
commit messages. The following command will do that:
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PS> git filter-branch -f --msg-filter 'sed "s/^git-tfs-id:.*$//g"' -- --all

That uses the sed command from the Git-bash environment to replace any
line starting with “git-tfs-id:” with emptiness, which Git will then ignore.

Once that’s all done, you’re ready to add a new remote, push all your
branches up, and have your team start working from Git.

A Custom Importer

If your system isn’t one of the above, you should look for an importer online –
quality importers are available for many other systems, including CVS, Clear
Case, Visual Source Safe, even a directory of archives. If none of these tools
works for you, you have a more obscure tool, or you otherwise need a more
custom importing process, you should use git fast-import. This command
reads simple instructions from stdin to write specific Git data. It’s much easier
to create Git objects this way than to run the raw Git commands or try to write
the raw objects (see Chapter 10 for more information). This way, you can write
an import script that reads the necessary information out of the system you’re
importing from and prints straightforward instructions to stdout. You can then
run this program and pipe its output through git fast-import.

To quickly demonstrate, you’ll write a simple importer. Suppose you work in
current, you back up your project by occasionally copying the directory into a
time-stamped back_YYYY_MM_DD backup directory, and you want to import
this into Git. Your directory structure looks like this:

$ ls /opt/import_from
back_2014_01_02
back_2014_01_04
back_2014_01_14
back_2014_02_03
current

In order to import a Git directory, you need to review how Git stores its data.
As you may remember, Git is fundamentally a linked list of commit objects that
point to a snapshot of content. All you have to do is tell fast-import what the
content snapshots are, what commit data points to them, and the order they go
in. Your strategy will be to go through the snapshots one at a time and create
commits with the contents of each directory, linking each commit back to the
previous one.

As we did in “An Example Git-Enforced Policy”, we’ll write this in Ruby, be-
cause it’s what we generally work with and it tends to be easy to read. You can
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write this example pretty easily in anything you’re familiar with – it just needs
to print the appropriate information to stdout. And, if you are running on Win-
dows, this means you’ll need to take special care to not introduce carriage re-
turns at the end your lines – git fast-import is very particular about just wanting
line feeds (LF) not the carriage return line feeds (CRLF) that Windows uses.

To begin, you’ll change into the target directory and identify every subdirec-
tory, each of which is a snapshot that you want to import as a commit. You’ll
change into each subdirectory and print the commands necessary to export it.
Your basic main loop looks like this:

last_mark = nil

# loop through the directories
Dir.chdir(ARGV[0]) do
  Dir.glob("*").each do |dir|
    next if File.file?(dir)

    # move into the target directory
    Dir.chdir(dir) do
      last_mark = print_export(dir, last_mark)
    end
  end
end

You run print_export inside each directory, which takes the manifest and
mark of the previous snapshot and returns the manifest and mark of this one;
that way, you can link them properly. “Mark” is the fast-import term for an
identifier you give to a commit; as you create commits, you give each one a
mark that you can use to link to it from other commits. So, the first thing to do
in your print_export method is generate a mark from the directory name:

mark = convert_dir_to_mark(dir)

You’ll do this by creating an array of directories and using the index value as
the mark, because a mark must be an integer. Your method looks like this:

$marks = []
def convert_dir_to_mark(dir)
  if !$marks.include?(dir)
    $marks << dir
  end
  ($marks.index(dir) + 1).to_s
end
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Now that you have an integer representation of your commit, you need a
date for the commit metadata. Because the date is expressed in the name of
the directory, you’ll parse it out. The next line in your print_export file is

date = convert_dir_to_date(dir)

where convert_dir_to_date is defined as

def convert_dir_to_date(dir)
  if dir == 'current'
    return Time.now().to_i
  else
    dir = dir.gsub('back_', '')
    (year, month, day) = dir.split('_')
    return Time.local(year, month, day).to_i
  end
end

That returns an integer value for the date of each directory. The last piece of
meta-information you need for each commit is the committer data, which you
hardcode in a global variable:

$author = 'John Doe <john@example.com>'

Now you’re ready to begin printing out the commit data for your importer.
The initial information states that you’re defining a commit object and what
branch it’s on, followed by the mark you’ve generated, the committer informa-
tion and commit message, and then the previous commit, if any. The code
looks like this:

# print the import information
puts 'commit refs/heads/master'
puts 'mark :' + mark
puts "committer #{$author} #{date} -0700"
export_data('imported from ' + dir)
puts 'from :' + last_mark if last_mark

You hardcode the time zone (-0700) because doing so is easy. If you’re im-
porting from another system, you must specify the time zone as an offset. The
commit message must be expressed in a special format:

data (size)\n(contents)
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The format consists of the word data, the size of the data to be read, a new-
line, and finally the data. Because you need to use the same format to specify
the file contents later, you create a helper method, export_data:

def export_data(string)
  print "data #{string.size}\n#{string}"
end

All that’s left is to specify the file contents for each snapshot. This is easy,
because you have each one in a directory – you can print out the deleteall
command followed by the contents of each file in the directory. Git will then re-
cord each snapshot appropriately:

puts 'deleteall'
Dir.glob("**/*").each do |file|
  next if !File.file?(file)
  inline_data(file)
end

Note: Because many systems think of their revisions as changes from one
commit to another, fast-import can also take commands with each commit to
specify which files have been added, removed, or modified and what the new
contents are. You could calculate the differences between snapshots and pro-
vide only this data, but doing so is more complex – you may as well give Git all
the data and let it figure it out. If this is better suited to your data, check the
fast-import man page for details about how to provide your data in this man-
ner.

The format for listing the new file contents or specifying a modified file with
the new contents is as follows:

M 644 inline path/to/file
data (size)
(file contents)

Here, 644 is the mode (if you have executable files, you need to detect and
specify 755 instead), and inline says you’ll list the contents immediately after
this line. Your inline_data method looks like this:

def inline_data(file, code = 'M', mode = '644')
  content = File.read(file)
  puts "#{code} #{mode} inline #{file}"
  export_data(content)
end
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You reuse the export_data method you defined earlier, because it’s the
same as the way you specified your commit message data.

The last thing you need to do is to return the current mark so it can be
passed to the next iteration:

return mark

If you are running on Windows you’ll need to make sure that you add one
extra step. As mentioned before, Windows uses CRLF for new line char-
acters while git fast-import expects only LF. To get around this problem
and make git fast-import happy, you need to tell ruby to use LF instead
of CRLF:

$stdout.binmode

That’s it. Here’s the script in its entirety:

#!/usr/bin/env ruby

$stdout.binmode
$author = "John Doe <john@example.com>"

$marks = []
def convert_dir_to_mark(dir)
    if !$marks.include?(dir)
        $marks << dir
    end
    ($marks.index(dir)+1).to_s
end

def convert_dir_to_date(dir)
    if dir == 'current'
        return Time.now().to_i
    else
        dir = dir.gsub('back_', '')
        (year, month, day) = dir.split('_')
        return Time.local(year, month, day).to_i
    end
end

def export_data(string)
    print "data #{string.size}\n#{string}"
end

def inline_data(file, code='M', mode='644')
    content = File.read(file)
    puts "#{code} #{mode} inline #{file}"
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    export_data(content)
end

def print_export(dir, last_mark)
    date = convert_dir_to_date(dir)
    mark = convert_dir_to_mark(dir)

    puts 'commit refs/heads/master'
    puts "mark :#{mark}"
    puts "committer #{$author} #{date} -0700"
    export_data("imported from #{dir}")
    puts "from :#{last_mark}" if last_mark

    puts 'deleteall'
    Dir.glob("**/*").each do |file|
        next if !File.file?(file)
        inline_data(file)
    end
    mark
end

# Loop through the directories
last_mark = nil
Dir.chdir(ARGV[0]) do
    Dir.glob("*").each do |dir|
        next if File.file?(dir)

        # move into the target directory
        Dir.chdir(dir) do
            last_mark = print_export(dir, last_mark)
        end
    end
end

If you run this script, you’ll get content that looks something like this:

$ ruby import.rb /opt/import_from
commit refs/heads/master
mark :1
committer John Doe <john@example.com> 1388649600 -0700
data 29
imported from back_2014_01_02deleteall
M 644 inline README.md
data 28
# Hello

This is my readme.
commit refs/heads/master
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mark :2
committer John Doe <john@example.com> 1388822400 -0700
data 29
imported from back_2014_01_04from :1
deleteall
M 644 inline main.rb
data 34
#!/bin/env ruby

puts "Hey there"
M 644 inline README.md
(...)

To run the importer, pipe this output through git fast-import while in
the Git directory you want to import into. You can create a new directory and
then run git init in it for a starting point, and then run your script:

$ git init
Initialized empty Git repository in /opt/import_to/.git/
$ ruby import.rb /opt/import_from | git fast-import
git-fast-import statistics:
---------------------------------------------------------------------
Alloc'd objects:       5000
Total objects:           13 (         6 duplicates                  )
      blobs  :            5 (         4 duplicates          3 deltas of          5 attempts)
      trees  :            4 (         1 duplicates          0 deltas of          4 attempts)
      commits:            4 (         1 duplicates          0 deltas of          0 attempts)
      tags   :            0 (         0 duplicates          0 deltas of          0 attempts)
Total branches:           1 (         1 loads     )
      marks:           1024 (         5 unique    )
      atoms:              2
Memory total:          2344 KiB
       pools:          2110 KiB
     objects:           234 KiB
---------------------------------------------------------------------
pack_report: getpagesize()            =       4096
pack_report: core.packedGitWindowSize = 1073741824
pack_report: core.packedGitLimit      = 8589934592
pack_report: pack_used_ctr            =         10
pack_report: pack_mmap_calls          =          5
pack_report: pack_open_windows        =          2 /          2
pack_report: pack_mapped              =       1457 /       1457
---------------------------------------------------------------------
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As you can see, when it completes successfully, it gives you a bunch of statis-
tics about what it accomplished. In this case, you imported 13 objects total for 4
commits into 1 branch. Now, you can run git log to see your new history:

$ git log -2
commit 3caa046d4aac682a55867132ccdfbe0d3fdee498
Author: John Doe <john@example.com>
Date:   Tue Jul 29 19:39:04 2014 -0700

    imported from current

commit 4afc2b945d0d3c8cd00556fbe2e8224569dc9def
Author: John Doe <john@example.com>
Date:   Mon Feb 3 01:00:00 2014 -0700

    imported from back_2014_02_03

There you go – a nice, clean Git repository. It’s important to note that noth-
ing is checked out – you don’t have any files in your working directory at first.
To get them, you must reset your branch to where master is now:

$ ls
$ git reset --hard master
HEAD is now at 3caa046 imported from current
$ ls
README.md main.rb

You can do a lot more with the fast-import tool – handle different modes,
binary data, multiple branches and merging, tags, progress indicators, and
more. A number of examples of more complex scenarios are available in the
contrib/fast-import directory of the Git source code.

Summary

You should feel comfortable using Git as a client for other version-control sys-
tems, or importing nearly any existing repository into Git without losing data. In
the next chapter, we’ll cover the raw internals of Git so you can craft every sin-
gle byte, if need be.
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Git Internals

You may have skipped to this chapter from a previous chapter, or you may have
gotten here after reading the rest of the book – in either case, this is where we’ll
go over the inner workings and implementation of Git. We found that learning
this information was fundamentally important to understanding how useful
and powerful Git is, but others have argued to us that it can be confusing and
unnecessarily complex for beginners. Thus, we’ve made this discussion the last
chapter in the book so you could read it early or later in your learning process.
We leave it up to you to decide.

Now that you’re here, let’s get started. First, if it isn’t yet clear, Git is funda-
mentally a content-addressable filesystem with a VCS user interface written on
top of it. You’ll learn more about what this means in a bit.

In the early days of Git (mostly pre 1.5), the user interface was much more
complex because it emphasized this filesystem rather than a polished VCS. In
the last few years, the UI has been refined until it’s as clean and easy to use as
any system out there; but often, the stereotype lingers about the early Git UI
that was complex and difficult to learn.

The content-addressable filesystem layer is amazingly cool, so I’ll cover that
first in this chapter; then, you’ll learn about the transport mechanisms and the
repository maintenance tasks that you may eventually have to deal with.

Plumbing and Porcelain

This book covers how to use Git with 30 or so verbs such as checkout, branch,
remote, and so on. But because Git was initially a toolkit for a VCS rather than a
full user-friendly VCS, it has a bunch of verbs that do low-level work and were
designed to be chained together UNIX style or called from scripts. These com-
mands are generally referred to as “plumbing” commands, and the more user-
friendly commands are called “porcelain” commands.

The book’s first nine chapters deal almost exclusively with porcelain com-
mands. But in this chapter, you’ll be dealing mostly with the lower-level plumb-
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ing commands, because they give you access to the inner workings of Git, and
help demonstrate how and why Git does what it does. Many of these com-
mands aren’t meant to be used manually on the command line, but rather to
be used as building blocks for new tools and custom scripts.

When you run git init in a new or existing directory, Git creates the .git
directory, which is where almost everything that Git stores and manipulates is
located. If you want to back up or clone your repository, copying this single di-
rectory elsewhere gives you nearly everything you need. This entire chapter ba-
sically deals with the stuff in this directory. Here’s what it looks like:

$ ls -F1
HEAD
config*
description
hooks/
info/
objects/
refs/

You may see some other files in there, but this is a fresh git init reposito-
ry – it’s what you see by default. The description file is only used by the Git-
Web program, so don’t worry about it. The config file contains your project-
specific configuration options, and the info directory keeps a global exclude
file for ignored patterns that you don’t want to track in a .gitignore file. The
hooks directory contains your client- or server-side hook scripts, which are dis-
cussed in detail in “Git Hooks”.

This leaves four important entries: the HEAD and (yet to be created) index
files, and the objects and refs directories. These are the core parts of Git. The
objects directory stores all the content for your database, the refs directory
stores pointers into commit objects in that data (branches), the HEAD file points
to the branch you currently have checked out, and the index file is where Git
stores your staging area information. You’ll now look at each of these sections
in detail to see how Git operates.

Git Objects

Git is a content-addressable filesystem. Great. What does that mean? It means
that at the core of Git is a simple key-value data store. You can insert any kind of
content into it, and it will give you back a key that you can use to retrieve the
content again at any time. To demonstrate, you can use the plumbing com-
mand hash-object, which takes some data, stores it in your .git directory,
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and gives you back the key the data is stored as. First, you initialize a new Git
repository and verify that there is nothing in the objects directory:

$ git init test
Initialized empty Git repository in /tmp/test/.git/
$ cd test
$ find .git/objects
.git/objects
.git/objects/info
.git/objects/pack
$ find .git/objects -type f

Git has initialized the objects directory and created pack and info subdir-
ectories in it, but there are no regular files. Now, store some text in your Git da-
tabase:

$ echo 'test content' | git hash-object -w --stdin
d670460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4

The -w tells hash-object to store the object; otherwise, the command sim-
ply tells you what the key would be. --stdin tells the command to read the
content from stdin; if you don’t specify this, hash-object expects a file path at
the end. The output from the command is a 40-character checksum hash. This
is the SHA-1 hash – a checksum of the content you’re storing plus a header,
which you’ll learn about in a bit. Now you can see how Git has stored your data:

$ find .git/objects -type f
.git/objects/d6/70460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4

You can see a file in the objects directory. This is how Git stores the content
initially – as a single file per piece of content, named with the SHA-1 checksum
of the content and its header. The subdirectory is named with the first 2 charac-
ters of the SHA, and the filename is the remaining 38 characters.

You can pull the content back out of Git with the cat-file command. This
command is sort of a Swiss army knife for inspecting Git objects. Passing -p to
it instructs the cat-file command to figure out the type of content and dis-
play it nicely for you:
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$ git cat-file -p d670460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4
test content

Now, you can add content to Git and pull it back out again. You can also do
this with content in files. For example, you can do some simple version control
on a file. First, create a new file and save its contents in your database:

$ echo 'version 1' > test.txt
$ git hash-object -w test.txt
83baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30

Then, write some new content to the file, and save it again:

$ echo 'version 2' > test.txt
$ git hash-object -w test.txt
1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a

Your database contains the two new versions of the file as well as the first
content you stored there:

$ find .git/objects -type f
.git/objects/1f/7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a
.git/objects/83/baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30
.git/objects/d6/70460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4

Now you can revert the file back to the first version

$ git cat-file -p 83baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30 > test.txt
$ cat test.txt
version 1

or the second version:

$ git cat-file -p 1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a > test.txt
$ cat test.txt
version 2

But remembering the SHA-1 key for each version of your file isn’t practical;
plus, you aren’t storing the filename in your system – just the content. This ob-
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ject type is called a blob. You can have Git tell you the object type of any object
in Git, given its SHA-1 key, with cat-file -t:

$ git cat-file -t 1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a
blob

Tree Objects

The next type we’ll look at is the tree, which solves the problem of storing the
filename and also allows you to store a group of files together. Git stores con-
tent in a manner similar to a UNIX filesystem, but a bit simplified. All the con-
tent is stored as tree and blob objects, with trees corresponding to UNIX direc-
tory entries and blobs corresponding more or less to inodes or file contents. A
single tree object contains one or more tree entries, each of which contains a
SHA-1 pointer to a blob or subtree with its associated mode, type, and file-
name. For example, the most recent tree in a project may look something like
this:

$ git cat-file -p master^{tree}
100644 blob a906cb2a4a904a152e80877d4088654daad0c859      README
100644 blob 8f94139338f9404f26296befa88755fc2598c289      Rakefile
040000 tree 99f1a6d12cb4b6f19c8655fca46c3ecf317074e0      lib

The master^{tree} syntax specifies the tree object that is pointed to by
the last commit on your master branch. Notice that the lib subdirectory isn’t
a blob but a pointer to another tree:

$ git cat-file -p 99f1a6d12cb4b6f19c8655fca46c3ecf317074e0
100644 blob 47c6340d6459e05787f644c2447d2595f5d3a54b      simplegit.rb

Conceptually, the data that Git is storing is something like this:
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FIGURE 10-1

Simple version of the
Git data model.

You can fairly easily create your own tree. Git normally creates a tree by tak-
ing the state of your staging area or index and writing a series of tree objects
from it. So, to create a tree object, you first have to set up an index by staging
some files. To create an index with a single entry – the first version of your
test.txt file – you can use the plumbing command update-index. You use this
command to artificially add the earlier version of the test.txt file to a new stag-
ing area. You must pass it the --add option because the file doesn’t yet exist in
your staging area (you don’t even have a staging area set up yet) and --
cacheinfo because the file you’re adding isn’t in your directory but is in your
database. Then, you specify the mode, SHA-1, and filename:

$ git update-index --add --cacheinfo 100644 \
  83baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30 test.txt

In this case, you’re specifying a mode of 100644, which means it’s a normal
file. Other options are 100755, which means it’s an executable file; and 120000,
which specifies a symbolic link. The mode is taken from normal UNIX modes
but is much less flexible – these three modes are the only ones that are valid for
files (blobs) in Git (although other modes are used for directories and submod-
ules).
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Now, you can use the write-tree command to write the staging area out to
a tree object. No -w option is needed – calling write-tree automatically cre-
ates a tree object from the state of the index if that tree doesn’t yet exist:

$ git write-tree
d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579
$ git cat-file -p d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579
100644 blob 83baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30      test.txt

You can also verify that this is a tree object:

$ git cat-file -t d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579
tree

You’ll now create a new tree with the second version of test.txt and a new file
as well:

$ echo 'new file' > new.txt
$ git update-index test.txt
$ git update-index --add new.txt

Your staging area now has the new version of test.txt as well as the new file
new.txt. Write out that tree (recording the state of the staging area or index to a
tree object) and see what it looks like:

$ git write-tree
0155eb4229851634a0f03eb265b69f5a2d56f341
$ git cat-file -p 0155eb4229851634a0f03eb265b69f5a2d56f341
100644 blob fa49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92      new.txt
100644 blob 1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a      test.txt

Notice that this tree has both file entries and also that the test.txt SHA is the
“version 2” SHA from earlier (1f7a7a). Just for fun, you’ll add the first tree as a
subdirectory into this one. You can read trees into your staging area by calling
read-tree. In this case, you can read an existing tree into your staging area as
a subtree by using the --prefix option to read-tree:

$ git read-tree --prefix=bak d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579
$ git write-tree
3c4e9cd789d88d8d89c1073707c3585e41b0e614
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FIGURE 10-2

The content
structure of your
current Git data.

$ git cat-file -p 3c4e9cd789d88d8d89c1073707c3585e41b0e614
040000 tree d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579      bak
100644 blob fa49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92      new.txt
100644 blob 1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a      test.txt

If you created a working directory from the new tree you just wrote, you
would get the two files in the top level of the working directory and a subdirec-
tory named bak that contained the first version of the test.txt file. You can think
of the data that Git contains for these structures as being like this:

Commit Objects

You have three trees that specify the different snapshots of your project that
you want to track, but the earlier problem remains: you must remember all
three SHA-1 values in order to recall the snapshots. You also don’t have any in-
formation about who saved the snapshots, when they were saved, or why they
were saved. This is the basic information that the commit object stores for you.

To create a commit object, you call commit-tree and specify a single tree
SHA-1 and which commit objects, if any, directly preceded it. Start with the first
tree you wrote:
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$ echo 'first commit' | git commit-tree d8329f
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d

Now you can look at your new commit object with cat-file:

$ git cat-file -p fdf4fc3
tree d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579
author Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1243040974 -0700
committer Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1243040974 -0700

first commit

The format for a commit object is simple: it specifies the top-level tree for
the snapshot of the project at that point; the author/committer information
(which uses your user.name and user.email configuration settings and a
timestamp); a blank line, and then the commit message.

Next, you’ll write the other two commit objects, each referencing the com-
mit that came directly before it:

$ echo 'second commit' | git commit-tree 0155eb -p fdf4fc3
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d
$ echo 'third commit'  | git commit-tree 3c4e9c -p cac0cab
1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9

Each of the three commit objects points to one of the three snapshot trees
you created. Oddly enough, you have a real Git history now that you can view
with the git log command, if you run it on the last commit SHA-1:

$ git log --stat 1a410e
commit 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri May 22 18:15:24 2009 -0700

 third commit

 bak/test.txt | 1 +
 1 file changed, 1 insertion(+)

commit cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri May 22 18:14:29 2009 -0700
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 second commit

 new.txt  | 1 +
 test.txt | 2 +-
 2 files changed, 2 insertions(+), 1 deletion(-)

commit fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri May 22 18:09:34 2009 -0700

    first commit

 test.txt | 1 +
 1 file changed, 1 insertion(+)

Amazing. You’ve just done the low-level operations to build up a Git history
without using any of the front end commands. This is essentially what Git does
when you run the git add and git commit commands – it stores blobs for the
files that have changed, updates the index, writes out trees, and writes commit
objects that reference the top-level trees and the commits that came immedi-
ately before them. These three main Git objects – the blob, the tree, and the
commit – are initially stored as separate files in your .git/objects directory.
Here are all the objects in the example directory now, commented with what
they store:

$ find .git/objects -type f
.git/objects/01/55eb4229851634a0f03eb265b69f5a2d56f341 # tree 2
.git/objects/1a/410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 # commit 3
.git/objects/1f/7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a # test.txt v2
.git/objects/3c/4e9cd789d88d8d89c1073707c3585e41b0e614 # tree 3
.git/objects/83/baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30 # test.txt v1
.git/objects/ca/c0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d # commit 2
.git/objects/d6/70460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4 # 'test content'
.git/objects/d8/329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579 # tree 1
.git/objects/fa/49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92 # new.txt
.git/objects/fd/f4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d # commit 1

If you follow all the internal pointers, you get an object graph something like
this:
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FIGURE 10-3

All the objects in
your Git directory.

Object Storage

We mentioned earlier that a header is stored with the content. Let’s take a mi-
nute to look at how Git stores its objects. You’ll see how to store a blob object –
in this case, the string “what is up, doc?” – interactively in the Ruby scripting
language.

You can start up interactive Ruby mode with the irb command:

$ irb
>> content = "what is up, doc?"
=> "what is up, doc?"

Git constructs a header that starts with the type of the object, in this case a
blob. Then, it adds a space followed by the size of the content and finally a null
byte:

>> header = "blob #{content.length}\0"
=> "blob 16\u0000"
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Git concatenates the header and the original content and then calculates
the SHA-1 checksum of that new content. You can calculate the SHA-1 value of a
string in Ruby by including the SHA1 digest library with the require command
and then calling Digest::SHA1.hexdigest() with the string:

>> store = header + content
=> "blob 16\u0000what is up, doc?"
>> require 'digest/sha1'
=> true
>> sha1 = Digest::SHA1.hexdigest(store)
=> "bd9dbf5aae1a3862dd1526723246b20206e5fc37"

Git compresses the new content with zlib, which you can do in Ruby with the
zlib library. First, you need to require the library and then run Zlib::De-
flate.deflate() on the content:

>> require 'zlib'
=> true
>> zlib_content = Zlib::Deflate.deflate(store)
=> "x\x9CK\xCA\xC9OR04c(\xCFH,Q\xC8,V(-\xD0QH\xC9O\xB6\a\x00_\x1C\a\x9D"

Finally, you’ll write your zlib-deflated content to an object on disk. You’ll de-
termine the path of the object you want to write out (the first two characters of
the SHA-1 value being the subdirectory name, and the last 38 characters being
the filename within that directory). In Ruby, you can use the FileU-
tils.mkdir_p() function to create the subdirectory if it doesn’t exist. Then,
open the file with File.open() and write out the previously zlib-compressed
content to the file with a write() call on the resulting file handle:

>> path = '.git/objects/' + sha1[0,2] + '/' + sha1[2,38]
=> ".git/objects/bd/9dbf5aae1a3862dd1526723246b20206e5fc37"
>> require 'fileutils'
=> true
>> FileUtils.mkdir_p(File.dirname(path))
=> ".git/objects/bd"
>> File.open(path, 'w') { |f| f.write zlib_content }
=> 32

That’s it – you’ve created a valid Git blob object. All Git objects are stored the
same way, just with different types – instead of the string blob, the header will
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begin with commit or tree. Also, although the blob content can be nearly any-
thing, the commit and tree content are very specifically formatted.

Git References

You can run something like git log 1a410e to look through your whole histo-
ry, but you still have to remember that 1a410e is the last commit in order to
walk that history to find all those objects. You need a file in which you can store
the SHA-1 value under a simple name so you can use that pointer rather than
the raw SHA-1 value.

In Git, these are called “references” or “refs;” you can find the files that con-
tain the SHA-1 values in the .git/refs directory. In the current project, this
directory contains no files, but it does contain a simple structure:

$ find .git/refs
.git/refs
.git/refs/heads
.git/refs/tags
$ find .git/refs -type f

To create a new reference that will help you remember where your latest
commit is, you can technically do something as simple as this:

$ echo "1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9" > .git/refs/heads/master

Now, you can use the head reference you just created instead of the SHA-1
value in your Git commands:

$ git log --pretty=oneline  master
1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 third commit
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d second commit
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d first commit

You aren’t encouraged to directly edit the reference files. Git provides a safer
command to do this if you want to update a reference called update-ref:

$ git update-ref refs/heads/master 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9
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FIGURE 10-4

Git directory objects
with branch head
references included.

That’s basically what a branch in Git is: a simple pointer or reference to the
head of a line of work. To create a branch back at the second commit, you can
do this:

$ git update-ref refs/heads/test cac0ca

Your branch will contain only work from that commit down:

$ git log --pretty=oneline test
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d second commit
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d first commit

Now, your Git database conceptually looks something like this:

When you run commands like git branch (branchname), Git basically
runs that update-ref command to add the SHA-1 of the last commit of the
branch you’re on into whatever new reference you want to create.

The HEAD

The question now is, when you run git branch (branchname), how does Git
know the SHA-1 of the last commit? The answer is the HEAD file.

The HEAD file is a symbolic reference to the branch you’re currently on. By
symbolic reference, we mean that unlike a normal reference, it doesn’t general-
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ly contain a SHA-1 value but rather a pointer to another reference. If you look at
the file, you’ll normally see something like this:

$ cat .git/HEAD
ref: refs/heads/master

If you run git checkout test, Git updates the file to look like this:

$ cat .git/HEAD
ref: refs/heads/test

When you run git commit, it creates the commit object, specifying the par-
ent of that commit object to be whatever SHA-1 value the reference in HEAD
points to.

You can also manually edit this file, but again a safer command exists to do
so: symbolic-ref. You can read the value of your HEAD via this command:

$ git symbolic-ref HEAD
refs/heads/master

You can also set the value of HEAD:

$ git symbolic-ref HEAD refs/heads/test
$ cat .git/HEAD
ref: refs/heads/test

You can’t set a symbolic reference outside of the refs style:

$ git symbolic-ref HEAD test
fatal: Refusing to point HEAD outside of refs/

Tags

We just finished discussing Git’s three main object types, but there is a fourth.
The tag object is very much like a commit object – it contains a tagger, a date, a
message, and a pointer. The main difference is that a tag object generally
points to a commit rather than a tree. It’s like a branch reference, but it never
moves – it always points to the same commit but gives it a friendlier name.
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As discussed in Chapter 2, there are two types of tags: annotated and light-
weight. You can make a lightweight tag by running something like this:

$ git update-ref refs/tags/v1.0 cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d

That is all a lightweight tag is – a reference that never moves. An annotated
tag is more complex, however. If you create an annotated tag, Git creates a tag
object and then writes a reference to point to it rather than directly to the com-
mit. You can see this by creating an annotated tag (-a specifies that it’s an an-
notated tag):

$ git tag -a v1.1 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 -m 'test tag'

Here’s the object SHA-1 value it created:

$ cat .git/refs/tags/v1.1
9585191f37f7b0fb9444f35a9bf50de191beadc2

Now, run the cat-file command on that SHA-1 value:

$ git cat-file -p 9585191f37f7b0fb9444f35a9bf50de191beadc2
object 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9
type commit
tag v1.1
tagger Scott Chacon <schacon@gmail.com> Sat May 23 16:48:58 2009 -0700

test tag

Notice that the object entry points to the commit SHA-1 value that you tag-
ged. Also notice that it doesn’t need to point to a commit; you can tag any Git
object. In the Git source code, for example, the maintainer has added their GPG
public key as a blob object and then tagged it. You can view the public key by
running this in a clone of the Git repository:

$ git cat-file blob junio-gpg-pub

The Linux kernel repository also has a non-commit-pointing tag object – the
first tag created points to the initial tree of the import of the source code.
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Remotes

The third type of reference that you’ll see is a remote reference. If you add a
remote and push to it, Git stores the value you last pushed to that remote for
each branch in the refs/remotes directory. For instance, you can add a re-
mote called origin and push your master branch to it:

$ git remote add origin git@github.com:schacon/simplegit-progit.git
$ git push origin master
Counting objects: 11, done.
Compressing objects: 100% (5/5), done.
Writing objects: 100% (7/7), 716 bytes, done.
Total 7 (delta 2), reused 4 (delta 1)
To git@github.com:schacon/simplegit-progit.git
  a11bef0..ca82a6d  master -> master

Then, you can see what the master branch on the origin remote was the
last time you communicated with the server, by checking the refs/remotes/
origin/master file:

$ cat .git/refs/remotes/origin/master
ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949

Remote references differ from branches (refs/heads references) mainly in
that they’re considered read-only. You can git checkout to one, but Git won’t
point HEAD at one, so you’ll never update it with a commit command. Git man-
ages them as bookmarks to the last known state of where those branches were
on those servers.

Packfiles

Let’s go back to the objects database for your test Git repository. At this point,
you have 11 objects – 4 blobs, 3 trees, 3 commits, and 1 tag:

$ find .git/objects -type f
.git/objects/01/55eb4229851634a0f03eb265b69f5a2d56f341 # tree 2
.git/objects/1a/410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 # commit 3
.git/objects/1f/7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a # test.txt v2
.git/objects/3c/4e9cd789d88d8d89c1073707c3585e41b0e614 # tree 3
.git/objects/83/baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30 # test.txt v1
.git/objects/95/85191f37f7b0fb9444f35a9bf50de191beadc2 # tag
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.git/objects/ca/c0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d # commit 2

.git/objects/d6/70460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4 # 'test content'

.git/objects/d8/329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579 # tree 1

.git/objects/fa/49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92 # new.txt

.git/objects/fd/f4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d # commit 1

Git compresses the contents of these files with zlib, and you’re not storing
much, so all these files collectively take up only 925 bytes. You’ll add some larg-
er content to the repository to demonstrate an interesting feature of Git. To
demonstrate, we’ll add the repo.rb file from the Grit library – this is about a
22K source code file:

$ curl https://raw.githubusercontent.com/mojombo/grit/master/lib/grit/repo.rb > repo.rb
$ git add repo.rb
$ git commit -m 'added repo.rb'
[master 484a592] added repo.rb
 3 files changed, 709 insertions(+), 2 deletions(-)
 delete mode 100644 bak/test.txt
 create mode 100644 repo.rb
 rewrite test.txt (100%)

If you look at the resulting tree, you can see the SHA-1 value your repo.rb file
got for the blob object:

$ git cat-file -p master^{tree}
100644 blob fa49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92      new.txt
100644 blob 033b4468fa6b2a9547a70d88d1bbe8bf3f9ed0d5      repo.rb
100644 blob e3f094f522629ae358806b17daf78246c27c007b      test.txt

You can then use git cat-file to see how big that object is:

$ git cat-file -s 033b4468fa6b2a9547a70d88d1bbe8bf3f9ed0d5
22044

Now, modify that file a little, and see what happens:

$ echo '# testing' >> repo.rb
$ git commit -am 'modified repo a bit'
[master 2431da6] modified repo.rb a bit
 1 file changed, 1 insertion(+)
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Check the tree created by that commit, and you see something interesting:

$ git cat-file -p master^{tree}
100644 blob fa49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92      new.txt
100644 blob b042a60ef7dff760008df33cee372b945b6e884e      repo.rb
100644 blob e3f094f522629ae358806b17daf78246c27c007b      test.txt

The blob is now a different blob, which means that although you added only
a single line to the end of a 400-line file, Git stored that new content as a com-
pletely new object:

$ git cat-file -s b042a60ef7dff760008df33cee372b945b6e884e
22054

You have two nearly identical 22K objects on your disk. Wouldn’t it be nice if
Git could store one of them in full but then the second object only as the delta
between it and the first?

It turns out that it can. The initial format in which Git saves objects on disk is
called a “loose” object format. However, occasionally Git packs up several of
these objects into a single binary file called a “packfile” in order to save space
and be more efficient. Git does this if you have too many loose objects around,
if you run the git gc command manually, or if you push to a remote server. To
see what happens, you can manually ask Git to pack up the objects by calling
the git gc command:

$ git gc
Counting objects: 18, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (14/14), done.
Writing objects: 100% (18/18), done.
Total 18 (delta 3), reused 0 (delta 0)

If you look in your objects directory, you’ll find that most of your objects are
gone, and a new pair of files has appeared:

$ find .git/objects -type f
.git/objects/bd/9dbf5aae1a3862dd1526723246b20206e5fc37
.git/objects/d6/70460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4
.git/objects/info/packs
.git/objects/pack/pack-978e03944f5c581011e6998cd0e9e30000905586.idx
.git/objects/pack/pack-978e03944f5c581011e6998cd0e9e30000905586.pack
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The objects that remain are the blobs that aren’t pointed to by any commit –
in this case, the “what is up, doc?” example and the “test content” example
blobs you created earlier. Because you never added them to any commits,
they’re considered dangling and aren’t packed up in your new packfile.

The other files are your new packfile and an index. The packfile is a single file
containing the contents of all the objects that were removed from your filesys-
tem. The index is a file that contains offsets into that packfile so you can quickly
seek to a specific object. What is cool is that although the objects on disk before
you ran the gc were collectively about 22K in size, the new packfile is only 7K.
You’ve cut your disk usage by ⅔ by packing your objects.

How does Git do this? When Git packs objects, it looks for files that are
named and sized similarly, and stores just the deltas from one version of the file
to the next. You can look into the packfile and see what Git did to save space.
The git verify-pack plumbing command allows you to see what was
packed up:

$ git verify-pack -v .git/objects/pack/pack-978e03944f5c581011e6998cd0e9e30000905586.idx
2431da676938450a4d72e260db3bf7b0f587bbc1 commit 223 155 12
69bcdaff5328278ab1c0812ce0e07fa7d26a96d7 commit 214 152 167
80d02664cb23ed55b226516648c7ad5d0a3deb90 commit 214 145 319
43168a18b7613d1281e5560855a83eb8fde3d687 commit 213 146 464
092917823486a802e94d727c820a9024e14a1fc2 commit 214 146 610
702470739ce72005e2edff522fde85d52a65df9b commit 165 118 756
d368d0ac0678cbe6cce505be58126d3526706e54 tag    130 122 874
fe879577cb8cffcdf25441725141e310dd7d239b tree   136 136 996
d8329fc1cc938780ffdd9f94e0d364e0ea74f579 tree   36 46 1132
deef2e1b793907545e50a2ea2ddb5ba6c58c4506 tree   136 136 1178
d982c7cb2c2a972ee391a85da481fc1f9127a01d tree   6 17 1314 1 \
  deef2e1b793907545e50a2ea2ddb5ba6c58c4506
3c4e9cd789d88d8d89c1073707c3585e41b0e614 tree   8 19 1331 1 \
  deef2e1b793907545e50a2ea2ddb5ba6c58c4506
0155eb4229851634a0f03eb265b69f5a2d56f341 tree   71 76 1350
83baae61804e65cc73a7201a7252750c76066a30 blob   10 19 1426
fa49b077972391ad58037050f2a75f74e3671e92 blob   9 18 1445
b042a60ef7dff760008df33cee372b945b6e884e blob   22054 5799 1463
033b4468fa6b2a9547a70d88d1bbe8bf3f9ed0d5 blob   9 20 7262 1 \
  b042a60ef7dff760008df33cee372b945b6e884e
1f7a7a472abf3dd9643fd615f6da379c4acb3e3a blob   10 19 7282
non delta: 15 objects
chain length = 1: 3 objects
.git/objects/pack/pack-978e03944f5c581011e6998cd0e9e30000905586.pack: ok

Here, the 033b4 blob, which if you remember was the first version of your
repo.rb file, is referencing the b042a blob, which was the second version of the
file. The third column in the output is the size of the object in the pack, so you
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can see that b042a takes up 22K of the file, but that 033b4 only takes up 9
bytes. What is also interesting is that the second version of the file is the one
that is stored intact, whereas the original version is stored as a delta – this is
because you’re most likely to need faster access to the most recent version of
the file.

The really nice thing about this is that it can be repacked at any time. Git will
occasionally repack your database automatically, always trying to save more
space, but you can also manually repack at any time by running git gc by
hand.

The Refspec

Throughout this book, we’ve used simple mappings from remote branches to
local references, but they can be more complex. Suppose you add a remote like
this:

$ git remote add origin https://github.com/schacon/simplegit-progit

It adds a section to your .git/config file, specifying the name of the re-
mote (origin), the URL of the remote repository, and the refspec for fetching:

[remote "origin"]
 url = https://github.com/schacon/simplegit-progit
 fetch = +refs/heads/*:refs/remotes/origin/*

The format of the refspec is an optional +, followed by <src>:<dst>, where
<src> is the pattern for references on the remote side and <dst> is where
those references will be written locally. The + tells Git to update the reference
even if it isn’t a fast-forward.

In the default case that is automatically written by a git remote add com-
mand, Git fetches all the references under refs/heads/ on the server and
writes them to refs/remotes/origin/ locally. So, if there is a master branch
on the server, you can access the log of that branch locally via

$ git log origin/master
$ git log remotes/origin/master
$ git log refs/remotes/origin/master

They’re all equivalent, because Git expands each of them to refs/
remotes/origin/master.
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If you want Git instead to pull down only the master branch each time, and
not every other branch on the remote server, you can change the fetch line to

fetch = +refs/heads/master:refs/remotes/origin/master

This is just the default refspec for git fetch for that remote. If you want to
do something one time, you can specify the refspec on the command line, too.
To pull the master branch on the remote down to origin/mymaster locally,
you can run

$ git fetch origin master:refs/remotes/origin/mymaster

You can also specify multiple refspecs. On the command line, you can pull
down several branches like so:

$ git fetch origin master:refs/remotes/origin/mymaster \
  topic:refs/remotes/origin/topic
From git@github.com:schacon/simplegit
 ! [rejected]        master     -> origin/mymaster  (non fast forward)
 * [new branch]      topic      -> origin/topic

In this case, the master branch pull was rejected because it wasn’t a fast-
forward reference. You can override that by specifying the + in front of the re-
fspec.

You can also specify multiple refspecs for fetching in your configuration file.
If you want to always fetch the master and experiment branches, add two lines:

[remote "origin"]
 url = https://github.com/schacon/simplegit-progit
 fetch = +refs/heads/master:refs/remotes/origin/master
 fetch = +refs/heads/experiment:refs/remotes/origin/experiment

You can’t use partial globs in the pattern, so this would be invalid:

fetch = +refs/heads/qa*:refs/remotes/origin/qa*

However, you can use namespaces (or directories) to accomplish something
like that. If you have a QA team that pushes a series of branches, and you want
to get the master branch and any of the QA team’s branches but nothing else,
you can use a config section like this:
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[remote "origin"]
 url = https://github.com/schacon/simplegit-progit
 fetch = +refs/heads/master:refs/remotes/origin/master
 fetch = +refs/heads/qa/*:refs/remotes/origin/qa/*

If you have a complex workflow process that has a QA team pushing branch-
es, developers pushing branches, and integration teams pushing and collabo-
rating on remote branches, you can namespace them easily this way.

Pushing Refspecs

It’s nice that you can fetch namespaced references that way, but how does the
QA team get their branches into a qa/ namespace in the first place? You accom-
plish that by using refspecs to push.

If the QA team wants to push their master branch to qa/master on the re-
mote server, they can run

$ git push origin master:refs/heads/qa/master

If they want Git to do that automatically each time they run git push ori-
gin, they can add a push value to their config file:

[remote "origin"]
 url = https://github.com/schacon/simplegit-progit
 fetch = +refs/heads/*:refs/remotes/origin/*
 push = refs/heads/master:refs/heads/qa/master

Again, this will cause a git push origin to push the local master branch
to the remote qa/master branch by default.

Deleting References

You can also use the refspec to delete references from the remote server by run-
ning something like this:

$ git push origin :topic

Because the refspec is <src>:<dst>, by leaving off the <src> part, this ba-
sically says to make the topic branch on the remote nothing, which deletes it.
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Transfer Protocols

Git can transfer data between two repositories in two major ways: the “dumb”
protocol and the “smart” protocol. This section will quickly cover how these
two main protocols operate.

The Dumb Protocol

If you’re setting up a repository to be served read-only over HTTP, the dumb
protocol is likely what will be used. This protocol is called “dumb” because it
requires no Git-specific code on the server side during the transport process;
the fetch process is a series of HTTP GET requests, where the client can assume
the layout of the Git repository on the server.

The dumb protocol is fairly rarely used these days. It’s difficult to secure
or make private, so most Git hosts (both cloud-based and on-premises)
will refuse to use it. It’s generally advised to use the smart protocol,
which we describe a bit further on.

Let’s follow the http-fetch process for the simplegit library:

$ git clone http://server/simplegit-progit.git

The first thing this command does is pull down the info/refs file. This file
is written by the update-server-info command, which is why you need to
enable that as a post-receive hook in order for the HTTP transport to work
properly:

=> GET info/refs
ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949     refs/heads/master

Now you have a list of the remote references and SHAs. Next, you look for
what the HEAD reference is so you know what to check out when you’re finish-
ed:

=> GET HEAD
ref: refs/heads/master

You need to check out the master branch when you’ve completed the pro-
cess. At this point, you’re ready to start the walking process. Because your start-
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ing point is the ca82a6 commit object you saw in the info/refs file, you start
by fetching that:

=> GET objects/ca/82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
(179 bytes of binary data)

You get an object back – that object is in loose format on the server, and you
fetched it over a static HTTP GET request. You can zlib-uncompress it, strip off
the header, and look at the commit content:

$ git cat-file -p ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949
tree cfda3bf379e4f8dba8717dee55aab78aef7f4daf
parent 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
author Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1205815931 -0700
committer Scott Chacon <schacon@gmail.com> 1240030591 -0700

changed the version number

Next, you have two more objects to retrieve – cfda3b, which is the tree of
content that the commit we just retrieved points to; and 085bb3, which is the
parent commit:

=> GET objects/08/5bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
(179 bytes of data)

That gives you your next commit object. Grab the tree object:

=> GET objects/cf/da3bf379e4f8dba8717dee55aab78aef7f4daf
(404 - Not Found)

Oops – it looks like that tree object isn’t in loose format on the server, so you
get a 404 response back. There are a couple of reasons for this – the object
could be in an alternate repository, or it could be in a packfile in this repository.
Git checks for any listed alternates first:

=> GET objects/info/http-alternates
(empty file)

If this comes back with a list of alternate URLs, Git checks for loose files and
packfiles there – this is a nice mechanism for projects that are forks of one an-
other to share objects on disk. However, because no alternates are listed in this
case, your object must be in a packfile. To see what packfiles are available on
this server, you need to get the objects/info/packs file, which contains a
listing of them (also generated by update-server-info):
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=> GET objects/info/packs
P pack-816a9b2334da9953e530f27bcac22082a9f5b835.pack

There is only one packfile on the server, so your object is obviously in there,
but you’ll check the index file to make sure. This is also useful if you have multi-
ple packfiles on the server, so you can see which packfile contains the object
you need:

=> GET objects/pack/pack-816a9b2334da9953e530f27bcac22082a9f5b835.idx
(4k of binary data)

Now that you have the packfile index, you can see if your object is in it – be-
cause the index lists the SHAs of the objects contained in the packfile and the
offsets to those objects. Your object is there, so go ahead and get the whole
packfile:

=> GET objects/pack/pack-816a9b2334da9953e530f27bcac22082a9f5b835.pack
(13k of binary data)

You have your tree object, so you continue walking your commits. They’re all
also within the packfile you just downloaded, so you don’t have to do any more
requests to your server. Git checks out a working copy of the master branch
that was pointed to by the HEAD reference you downloaded at the beginning.

The Smart Protocol

The dumb protocol is simple but a bit inefficient, and it can’t handle writing of
data from the client to the server. The smart protocol is a more common meth-
od of transferring data, but it requires a process on the remote end that is intel-
ligent about Git – it can read local data, figure out what the client has and
needs, and generate a custom packfile for it. There are two sets of processes for
transferring data: a pair for uploading data and a pair for downloading data.

UPLOADING DATA

To upload data to a remote process, Git uses the send-pack and receive-
pack processes. The send-pack process runs on the client and connects to a
receive-pack process on the remote side.
SSH

For example, say you run git push origin master in your project, and
origin is defined as a URL that uses the SSH protocol. Git fires up the send-
pack process, which initiates a connection over SSH to your server. It tries to
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run a command on the remote server via an SSH call that looks something like
this:

$ ssh -x git@server "git-receive-pack 'simplegit-progit.git'"
005bca82a6dff817ec66f4437202690a93763949 refs/heads/master report-status \
 delete-refs side-band-64k quiet ofs-delta \
 agent=git/2:2.1.1+github-607-gfba4028 delete-refs
003e085bb3bcb608e1e84b2432f8ecbe6306e7e7 refs/heads/topic
0000

The git-receive-pack command immediately responds with one line for
each reference it currently has – in this case, just the master branch and its
SHA. The first line also has a list of the server’s capabilities (here, report-
status, delete-refs, and some others, including the client identifier).

Each line starts with a 4-character hex value specifying how long the rest of
the line is. Your first line starts with 005b, which is hexadecimal for 91, meaning
that 91 bytes remain on that line. The next line starts with 003e, which is 62, so
you read the remaining 62 bytes. The next line is 0000, meaning the server is
done with its references listing.

Now that it knows the server’s state, your send-pack process determines
what commits it has that the server doesn’t. For each reference that this push
will update, the send-pack process tells the receive-pack process that infor-
mation. For instance, if you’re updating the master branch and adding an ex-
periment branch, the send-pack response may look something like this:

0085ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949  15027957951b64cf874c3557a0f3547bd83b3ff6 \
 refs/heads/master report-status
00670000000000000000000000000000000000000000 cdfdb42577e2506715f8cfeacdbabc092bf63e8d \
 refs/heads/experiment
0000

Git sends a line for each reference you’re updating with the line’s length, the
old SHA, the new SHA, and the reference that is being updated. The first line
also has the client’s capabilities. The SHA-1 value of all ’0’s means that nothing
was there before – because you’re adding the experiment reference. If you were
deleting a reference, you would see the opposite: all ’0’s on the right side.

Next, the client sends a packfile of all the objects the server doesn’t have
yet. Finally, the server responds with a success (or failure) indication:

000Aunpack ok
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HTTP(S)
This process is mostly the same over HTTP, though the handshaking is a bit

different. The connection is initiated with this request:

=> GET http://server/simplegit-progit.git/info/refs?service=git-receive-pack
001f# service=git-receive-pack
000000ab6c5f0e45abd7832bf23074a333f739977c9e8188 refs/heads/master \
 report-status delete-refs side-band-64k quiet ofs-delta \
 agent=git/2:2.1.1~vmg-bitmaps-bugaloo-608-g116744e
0000

That’s the end of the first client-server exchange. The client then makes an-
other request, this time a POST, with the data that git-upload-pack provides.

=> POST http://server/simplegit-progit.git/git-receive-pack

The POST request includes the send-pack output and the packfile as its
payload. The server then indicates success or failure with its HTTP response.

DOWNLOADING DATA

When you download data, the fetch-pack and upload-pack processes are in-
volved. The client initiates a fetch-pack process that connects to an upload-
pack process on the remote side to negotiate what data will be transferred
down.
SSH

If you’re doing the fetch over SSH, fetch-pack instead runs something like
this:

$ ssh -x git@server "git-upload-pack 'simplegit-progit.git'"

After fetch-pack connects, upload-pack sends back something like this:

00dfca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 HEADmulti_ack thin-pack \
 side-band side-band-64k ofs-delta shallow no-progress include-tag \
 multi_ack_detailed symref=HEAD:refs/heads/master \
 agent=git/2:2.1.1+github-607-gfba4028
003fca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 refs/heads/master
0000

This is very similar to what receive-pack responds with, but the capabili-
ties are different. In addition, it sends back what HEAD points to (sym-
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ref=HEAD:refs/heads/master) so the client knows what to check out if this
is a clone.

At this point, the fetch-pack process looks at what objects it has and re-
sponds with the objects that it needs by sending “want” and then the SHA it
wants. It sends all the objects it already has with “have” and then the SHA. At
the end of this list, it writes “done” to initiate the upload-pack process to be-
gin sending the packfile of the data it needs:

0054want ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 ofs-delta
0032have 085bb3bcb608e1e8451d4b2432f8ecbe6306e7e7
0000
0009done

HTTP(S)
The handshake for a fetch operation takes two HTTP requests. The first is a

GET to the same endpoint used in the dumb protocol:

=> GET $GIT_URL/info/refs?service=git-upload-pack
001e# service=git-upload-pack
000000e7ca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 HEADmulti_ack thin-pack \
 side-band side-band-64k ofs-delta shallow no-progress include-tag \
 multi_ack_detailed no-done symref=HEAD:refs/heads/master \
 agent=git/2:2.1.1+github-607-gfba4028
003fca82a6dff817ec66f44342007202690a93763949 refs/heads/master
0000

This is very similar to invoking git-upload-pack over an SSH connection,
but the second exchange is performed as a separate request:

=> POST $GIT_URL/git-upload-pack HTTP/1.0
0032want 0a53e9ddeaddad63ad106860237bbf53411d11a7
0032have 441b40d833fdfa93eb2908e52742248faf0ee993
0000

Again, this is the same format as above. The response to this request indi-
cates success or failure, and includes the packfile.

Protocols Summary

This section contains a very basic overview of the transfer protocols. The proto-
col includes many other features, such as multi_ack or side-band capabili-
ties, but covering them is outside the scope of this book. We’ve tried to give you
a sense of the general back-and-forth between client and server; if you need
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more knowledge than this, you’ll probably want to take a look at the Git source
code.

Maintenance and Data Recovery

Occasionally, you may have to do some cleanup – make a repository more com-
pact, clean up an imported repository, or recover lost work. This section will
cover some of these scenarios.

Maintenance

Occasionally, Git automatically runs a command called “auto gc”. Most of the
time, this command does nothing. However, if there are too many loose objects
(objects not in a packfile) or too many packfiles, Git launches a full-fledged git
gc command. The “gc” stands for garbage collect, and the command does a
number of things: it gathers up all the loose objects and places them in pack-
files, it consolidates packfiles into one big packfile, and it removes objects that
aren’t reachable from any commit and are a few months old.

You can run auto gc manually as follows:

$ git gc --auto

Again, this generally does nothing. You must have around 7,000 loose ob-
jects or more than 50 packfiles for Git to fire up a real gc command. You can
modify these limits with the gc.auto and gc.autopacklimit config settings,
respectively.

The other thing gc will do is pack up your references into a single file. Sup-
pose your repository contains the following branches and tags:

$ find .git/refs -type f
.git/refs/heads/experiment
.git/refs/heads/master
.git/refs/tags/v1.0
.git/refs/tags/v1.1

If you run git gc, you’ll no longer have these files in the refs directory. Git
will move them for the sake of efficiency into a file named .git/packed-refs
that looks like this:
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$ cat .git/packed-refs
# pack-refs with: peeled fully-peeled
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d refs/heads/experiment
ab1afef80fac8e34258ff41fc1b867c702daa24b refs/heads/master
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d refs/tags/v1.0
9585191f37f7b0fb9444f35a9bf50de191beadc2 refs/tags/v1.1
^1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9

If you update a reference, Git doesn’t edit this file but instead writes a new
file to refs/heads. To get the appropriate SHA for a given reference, Git checks
for that reference in the refs directory and then checks the packed-refs file
as a fallback. However, if you can’t find a reference in the refs directory, it’s
probably in your packed-refs file.

Notice the last line of the file, which begins with a ^. This means the tag di-
rectly above is an annotated tag and that line is the commit that the annotated
tag points to.

Data Recovery

At some point in your Git journey, you may accidentally lose a commit. General-
ly, this happens because you force-delete a branch that had work on it, and it
turns out you wanted the branch after all; or you hard-reset a branch, thus
abandoning commits that you wanted something from. Assuming this happens,
how can you get your commits back?

Here’s an example that hard-resets the master branch in your test repository
to an older commit and then recovers the lost commits. First, let’s review where
your repository is at this point:

$ git log --pretty=oneline
ab1afef80fac8e34258ff41fc1b867c702daa24b modified repo a bit
484a59275031909e19aadb7c92262719cfcdf19a added repo.rb
1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 third commit
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d second commit
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d first commit

Now, move the master branch back to the middle commit:

$ git reset --hard 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9
HEAD is now at 1a410ef third commit
$ git log --pretty=oneline
1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 third commit
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cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d second commit
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d first commit

You’ve effectively lost the top two commits – you have no branch from which
those commits are reachable. You need to find the latest commit SHA and then
add a branch that points to it. The trick is finding that latest commit SHA – it’s
not like you’ve memorized it, right?

Often, the quickest way is to use a tool called git reflog. As you’re work-
ing, Git silently records what your HEAD is every time you change it. Each time
you commit or change branches, the reflog is updated. The reflog is also upda-
ted by the git update-ref command, which is another reason to use it in-
stead of just writing the SHA value to your ref files, as we covered in “Git Refer-
ences”. You can see where you’ve been at any time by running git reflog:

$ git reflog
1a410ef HEAD@{0}: reset: moving to 1a410ef
ab1afef HEAD@{1}: commit: modified repo.rb a bit
484a592 HEAD@{2}: commit: added repo.rb

Here we can see the two commits that we have had checked out, however
there is not much information here. To see the same information in a much
more useful way, we can run git log -g, which will give you a normal log out-
put for your reflog.

$ git log -g
commit 1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9
Reflog: HEAD@{0} (Scott Chacon <schacon@gmail.com>)
Reflog message: updating HEAD
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri May 22 18:22:37 2009 -0700

  third commit

commit ab1afef80fac8e34258ff41fc1b867c702daa24b
Reflog: HEAD@{1} (Scott Chacon <schacon@gmail.com>)
Reflog message: updating HEAD
Author: Scott Chacon <schacon@gmail.com>
Date:   Fri May 22 18:15:24 2009 -0700

       modified repo.rb a bit
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It looks like the bottom commit is the one you lost, so you can recover it by
creating a new branch at that commit. For example, you can start a branch
named recover-branch at that commit (ab1afef):

$ git branch recover-branch ab1afef
$ git log --pretty=oneline recover-branch
ab1afef80fac8e34258ff41fc1b867c702daa24b modified repo a bit
484a59275031909e19aadb7c92262719cfcdf19a added repo.rb
1a410efbd13591db07496601ebc7a059dd55cfe9 third commit
cac0cab538b970a37ea1e769cbbde608743bc96d second commit
fdf4fc3344e67ab068f836878b6c4951e3b15f3d first commit

Cool – now you have a branch named recover-branch that is where your
master branch used to be, making the first two commits reachable again. Next,
suppose your loss was for some reason not in the reflog – you can simulate that
by removing recover-branch and deleting the reflog. Now the first two com-
mits aren’t reachable by anything:

$ git branch -D recover-branch
$ rm -Rf .git/logs/

Because the reflog data is kept in the .git/logs/ directory, you effectively
have no reflog. How can you recover that commit at this point? One way is to
use the git fsck utility, which checks your database for integrity. If you run it
with the --full option, it shows you all objects that aren’t pointed to by an-
other object:

$ git fsck --full
Checking object directories: 100% (256/256), done.
Checking objects: 100% (18/18), done.
dangling blob d670460b4b4aece5915caf5c68d12f560a9fe3e4
dangling commit ab1afef80fac8e34258ff41fc1b867c702daa24b
dangling tree aea790b9a58f6cf6f2804eeac9f0abbe9631e4c9
dangling blob 7108f7ecb345ee9d0084193f147cdad4d2998293

In this case, you can see your missing commit after the string “dangling com-
mit”. You can recover it the same way, by adding a branch that points to that
SHA.
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Removing Objects

There are a lot of great things about Git, but one feature that can cause issues is
the fact that a git clone downloads the entire history of the project, includ-
ing every version of every file. This is fine if the whole thing is source code, be-
cause Git is highly optimized to compress that data efficiently. However, if
someone at any point in the history of your project added a single huge file,
every clone for all time will be forced to download that large file, even if it was
removed from the project in the very next commit. Because it’s reachable from
the history, it will always be there.

This can be a huge problem when you’re converting Subversion or Perforce
repositories into Git. Because you don’t download the whole history in those
systems, this type of addition carries few consequences. If you did an import
from another system or otherwise find that your repository is much larger than
it should be, here is how you can find and remove large objects.

Be warned: this technique is destructive to your commit history. It re-
writes every commit object since the earliest tree you have to modify to remove
a large file reference. If you do this immediately after an import, before anyone
has started to base work on the commit, you’re fine – otherwise, you have to
notify all contributors that they must rebase their work onto your new commits.

To demonstrate, you’ll add a large file into your test repository, remove it in
the next commit, find it, and remove it permanently from the repository. First,
add a large object to your history:

$ curl https://www.kernel.org/pub/software/scm/git/git-2.1.0.tar.gz > git.tgz
$ git add git.tgz
$ git commit -m 'add git tarball'
[master 7b30847] add git tarball
 1 file changed, 0 insertions(+), 0 deletions(-)
 create mode 100644 git.tgz

Oops – you didn’t want to add a huge tarball to your project. Better get rid of
it:

$ git rm git.tgz
rm 'git.tgz'
$ git commit -m 'oops - removed large tarball'
[master dadf725] oops - removed large tarball
 1 file changed, 0 insertions(+), 0 deletions(-)
 delete mode 100644 git.tgz

Now, gc your database and see how much space you’re using:
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$ git gc
Counting objects: 17, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (13/13), done.
Writing objects: 100% (17/17), done.
Total 17 (delta 1), reused 10 (delta 0)

You can run the count-objects command to quickly see how much space
you’re using:

$ git count-objects -v
count: 7
size: 32
in-pack: 17
packs: 1
size-pack: 4868
prune-packable: 0
garbage: 0
size-garbage: 0

The size-pack entry is the size of your packfiles in kilobytes, so you’re us-
ing almost 5MB. Before the last commit, you were using closer to 2K – clearly,
removing the file from the previous commit didn’t remove it from your history.
Every time anyone clones this repository, they will have to clone all 5MB just to
get this tiny project, because you accidentally added a big file. Let’s get rid of it.

First you have to find it. In this case, you already know what file it is. But sup-
pose you didn’t; how would you identify what file or files were taking up so
much space? If you run git gc, all the objects are in a packfile; you can identify
the big objects by running another plumbing command called git verify-
pack and sorting on the third field in the output, which is file size. You can also
pipe it through the tail command because you’re only interested in the last
few largest files:

$ git verify-pack -v .git/objects/pack/pack-29…69.idx \
  | sort -k 3 -n \
  | tail -3
dadf7258d699da2c8d89b09ef6670edb7d5f91b4 commit 229 159 12
033b4468fa6b2a9547a70d88d1bbe8bf3f9ed0d5 blob   22044 5792 4977696
82c99a3e86bb1267b236a4b6eff7868d97489af1 blob   4975916 4976258 1438

The big object is at the bottom: 5MB. To find out what file it is, you’ll use the
rev-list command, which you used briefly in “Enforcing a Specific Commit-
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Message Format”. If you pass --objects to rev-list, it lists all the commit
SHAs and also the blob SHAs with the file paths associated with them. You can
use this to find your blob’s name:

$ git rev-list --objects --all | grep 82c99a3
82c99a3e86bb1267b236a4b6eff7868d97489af1 git.tgz

Now, you need to remove this file from all trees in your past. You can easily
see what commits modified this file:

$ git log --oneline --branches -- git.tgz
dadf725 oops - removed large tarball
7b30847 add git tarball

You must rewrite all the commits downstream from 7b30847 to fully remove
this file from your Git history. To do so, you use filter-branch, which you
used in “Rewriting History”:

$ git filter-branch --index-filter \
  'git rm --cached --ignore-unmatch git.tgz' -- 7b30847^..
Rewrite 7b30847d080183a1ab7d18fb202473b3096e9f34 (1/2)rm 'git.tgz'
Rewrite dadf7258d699da2c8d89b09ef6670edb7d5f91b4 (2/2)
Ref 'refs/heads/master' was rewritten

The --index-filter option is similar to the --tree-filter option used
in “Rewriting History”, except that instead of passing a command that modi-
fies files checked out on disk, you’re modifying your staging area or index each
time.

Rather than remove a specific file with something like rm file, you have to
remove it with git rm --cached – you must remove it from the index, not
from disk. The reason to do it this way is speed – because Git doesn’t have to
check out each revision to disk before running your filter, the process can be
much, much faster. You can accomplish the same task with --tree-filter if
you want. The --ignore-unmatch option to git rm tells it not to error out if
the pattern you’re trying to remove isn’t there. Finally, you ask filter-branch
to rewrite your history only from the 7b30847 commit up, because you know
that is where this problem started. Otherwise, it will start from the beginning
and will unnecessarily take longer.

Your history no longer contains a reference to that file. However, your reflog
and a new set of refs that Git added when you did the filter-branch un-
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der .git/refs/original still do, so you have to remove them and then re-
pack the database. You need to get rid of anything that has a pointer to those
old commits before you repack:

$ rm -Rf .git/refs/original
$ rm -Rf .git/logs/
$ git gc
Counting objects: 15, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (11/11), done.
Writing objects: 100% (15/15), done.
Total 15 (delta 1), reused 12 (delta 0)

Let’s see how much space you saved.

$ git count-objects -v
count: 11
size: 4904
in-pack: 15
packs: 1
size-pack: 8
prune-packable: 0
garbage: 0
size-garbage: 0

The packed repository size is down to 8K, which is much better than 5MB.
You can see from the size value that the big object is still in your loose objects,
so it’s not gone; but it won’t be transferred on a push or subsequent clone,
which is what is important. If you really wanted to, you could remove the object
completely by running git prune with the --expire option:

$ git prune --expire now
$ git count-objects -v
count: 0
size: 0
in-pack: 15
packs: 1
size-pack: 8
prune-packable: 0
garbage: 0
size-garbage: 0
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Environment Variables

Git always runs inside a bash shell, and uses a number of shell environment
variables to determine how it behaves. Occasionally, it comes in handy to know
what these are, and how they can be used to make Git behave the way you
want it to. This isn’t an exhaustive list of all the environment variables Git pays
attention to, but we’ll cover the most useful.

Global Behavior

Some of Git’s general behavior as a computer program depends on environ-
ment variables.

GIT_EXEC_PATH determines where Git looks for its sub-programs (like git-
commit, git-diff, and others). You can check the current setting by running
git --exec-path.

HOME isn’t usually considered customizable (too many other things depend
on it), but it’s where Git looks for the global configuration file. If you want a truly
portable Git installation, complete with global configuration, you can override
HOME in the portable Git’s shell profile.

PREFIX is similar, but for the system-wide configuration. Git looks for this
file at $PREFIX/etc/gitconfig.

GIT_CONFIG_NOSYSTEM, if set, disables the use of the system-wide configu-
ration file. This is useful if your system config is interfering with your com-
mands, but you don’t have access to change or remove it.

GIT_PAGER controls the program used to display multi-page output on the
command line. If this is unset, PAGER will be used as a fallback.

GIT_EDITOR is the editor Git will launch when the user needs to edit some
text (a commit message, for example). If unset, EDITOR will be used.

Repository Locations

Git uses several environment variables to determine how it interfaces with the
current repository.

GIT_DIR is the location of the .git folder. If this isn’t specified, Git walks up
the directory tree until it gets to ~ or /, looking for a .git directory at every
step.

GIT_CEILING_DIRECTORIES controls the behavior of searching for a .git
directory. If you access directories that are slow to load (such as those on a tape
drive, or across a slow network connection), you may want to have Git stop try-
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ing earlier than it might otherwise, especially if Git is invoked when building
your shell prompt.

GIT_WORK_TREE is the location of the root of the working directory for a
non-bare repository. If not specified, the parent directory of $GIT_DIR is used.

GIT_INDEX_FILE is the path to the index file (non-bare repositories only).
GIT_OBJECT_DIRECTORY can be used to specify the location of the directo-

ry that usually resides at .git/objects.
GIT_ALTERNATE_OBJECT_DIRECTORIES is a colon-separated list (format-

ted like /dir/one:/dir/two:…) which tells Git where to check for objects if
they aren’t in GIT_OBJECT_DIRECTORY. If you happen to have a lot of projects
with large files that have the exact same contents, this can be used to avoid
storing too many copies of them.

Pathspecs

A “pathspec” refers to how you specify paths to things in Git, including the use
of wildcards. These are used in the .gitignore file, but also on the command-
line (git add *.c).

GIT_GLOB_PATHSPECS and GIT_NOGLOB_PATHSPECS control the default
behavior of wildcards in pathspecs. If GIT_GLOB_PATHSPECS is set to 1, wild-
card characters act as wildcards (which is the default); if GIT_NOGLOB_PATH-
SPECS is set to 1, wildcard characters only match themselves, meaning some-
thing like *.c would only match a file named “*.c”, rather than any file whose
name ends with .c. You can override this in individual cases by starting the
pathspec with :(glob) or :(literal), as in :(glob)*.c.

GIT_LITERAL_PATHSPECS disables both of the above behaviors; no wild-
card characters will work, and the override prefixes are disabled as well.

GIT_ICASE_PATHSPECS sets all pathspecs to work in a case-insensitive
manner.

Committing

The final creation of a Git commit object is usually done by git-commit-tree,
which uses these environment variables as its primary source of information,
falling back to configuration values only if these aren’t present.

GIT_AUTHOR_NAME is the human-readable name in the “author” field.
GIT_AUTHOR_EMAIL is the email for the “author” field.
GIT_AUTHOR_DATE is the timestamp used for the “author” field.
GIT_COMMITTER_NAME sets the human name for the “committer” field.
GIT_COMMITTER_EMAIL is the email address for the “committer” field.
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GIT_COMMITTER_DATE is used for the timestamp in the “committer” field.
EMAIL is the fallback email address in case the user.email configuration

value isn’t set. If this isn’t set, Git falls back to the system user and host names.

Networking

Git uses the curl library to do network operations over HTTP, so
GIT_CURL_VERBOSE tells Git to emit all the messages generated by that library.
This is similar to doing curl -v on the command line.

GIT_SSL_NO_VERIFY tells Git not to verify SSL certificates. This can some-
times be necessary if you’re using a self-signed certificate to serve Git reposito-
ries over HTTPS, or you’re in the middle of setting up a Git server but haven’t
installed a full certificate yet.

If the data rate of an HTTP operation is lower than
GIT_HTTP_LOW_SPEED_LIMIT bytes per second for longer than
GIT_HTTP_LOW_SPEED_TIME seconds, Git will abort that operation. These val-
ues override the http.lowSpeedLimit and http.lowSpeedTime configura-
tion values.

GIT_HTTP_USER_AGENT sets the user-agent string used by Git when com-
municating over HTTP. The default is a value like git/2.0.0.

Diffing and Merging

GIT_DIFF_OPTS is a bit of a misnomer. The only valid values are -u<n> or --
unified=<n>, which controls the number of context lines shown in a git
diff command.

GIT_EXTERNAL_DIFF is used as an override for the diff.external config-
uration value. If it’s set, Git will invoke this program when git diff is invoked.

GIT_DIFF_PATH_COUNTER and GIT_DIFF_PATH_TOTAL are useful from in-
side the program specified by GIT_EXTERNAL_DIFF or diff.external. The
former represents which file in a series is being diffed (starting with 1), and the
latter is the total number of files in the batch.

GIT_MERGE_VERBOSITY controls the output for the recursive merge strat-
egy. The allowed values are as follows:

• 0 outputs nothing, except possibly a single error message.

• 1 shows only conflicts.

• 2 also shows file changes.

• 3 shows when files are skipped because they haven’t changed.

• 4 shows all paths as they are processed.
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• 5 and above show detailed debugging information.

The default value is 2.

Debugging

Want to really know what Git is up to? Git has a fairly complete set of traces em-
bedded, and all you need to do is turn them on. The possible values of these
variables are as follows:

• “true”, “1”, or “2” – the trace category is written to stderr.

• An absolute path starting with / – the trace output will be written to that
file.

GIT_TRACE controls general traces, which don’t fit into any specific catego-
ry. This includes the expansion of aliases, and delegation to other sub-
programs.

$ GIT_TRACE=true git lga
20:12:49.877982 git.c:554               trace: exec: 'git-lga'
20:12:49.878369 run-command.c:341       trace: run_command: 'git-lga'
20:12:49.879529 git.c:282               trace: alias expansion: lga => 'log' '--graph' '--pretty=oneline' '--abbrev-commit' '--decorate' '--all'
20:12:49.879885 git.c:349               trace: built-in: git 'log' '--graph' '--pretty=oneline' '--abbrev-commit' '--decorate' '--all'
20:12:49.899217 run-command.c:341       trace: run_command: 'less'
20:12:49.899675 run-command.c:192       trace: exec: 'less'

GIT_TRACE_PACK_ACCESS controls tracing of packfile access. The first field
is the packfile being accessed, the second is the offset within that file:

$ GIT_TRACE_PACK_ACCESS=true git status
20:10:12.081397 sha1_file.c:2088        .git/objects/pack/pack-c3fa...291e.pack 12
20:10:12.081886 sha1_file.c:2088        .git/objects/pack/pack-c3fa...291e.pack 34662
20:10:12.082115 sha1_file.c:2088        .git/objects/pack/pack-c3fa...291e.pack 35175
# […]
20:10:12.087398 sha1_file.c:2088        .git/objects/pack/pack-e80e...e3d2.pack 56914983
20:10:12.087419 sha1_file.c:2088        .git/objects/pack/pack-e80e...e3d2.pack 14303666
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.
nothing to commit, working directory clean

GIT_TRACE_PACKET enables packet-level tracing for network operations.
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$ GIT_TRACE_PACKET=true git ls-remote origin
20:15:14.867043 pkt-line.c:46           packet:          git< # service=git-upload-pack
20:15:14.867071 pkt-line.c:46           packet:          git< 0000
20:15:14.867079 pkt-line.c:46           packet:          git< 97b8860c071898d9e162678ea1035a8ced2f8b1f HEAD\0multi_ack thin-pack side-band side-band-64k ofs-delta shallow no-progress include-tag multi_ack_detailed no-done symref=HEAD:refs/heads/master agent=git/2.0.4
20:15:14.867088 pkt-line.c:46           packet:          git< 0f20ae29889d61f2e93ae00fd34f1cdb53285702 refs/heads/ab/add-interactive-show-diff-func-name
20:15:14.867094 pkt-line.c:46           packet:          git< 36dc827bc9d17f80ed4f326de21247a5d1341fbc refs/heads/ah/doc-gitk-config
# […]

GIT_TRACE_PERFORMANCE controls logging of performance data. The out-
put shows how long each particular git invocation takes.

$ GIT_TRACE_PERFORMANCE=true git gc
20:18:19.499676 trace.c:414             performance: 0.374835000 s: git command: 'git' 'pack-refs' '--all' '--prune'
20:18:19.845585 trace.c:414             performance: 0.343020000 s: git command: 'git' 'reflog' 'expire' '--all'
Counting objects: 170994, done.
Delta compression using up to 8 threads.
Compressing objects: 100% (43413/43413), done.
Writing objects: 100% (170994/170994), done.
Total 170994 (delta 126176), reused 170524 (delta 125706)
20:18:23.567927 trace.c:414             performance: 3.715349000 s: git command: 'git' 'pack-objects' '--keep-true-parents' '--honor-pack-keep' '--non-empty' '--all' '--reflog' '--unpack-unreachable=2.weeks.ago' '--local' '--delta-base-offset' '.git/objects/pack/.tmp-49190-pack'
20:18:23.584728 trace.c:414             performance: 0.000910000 s: git command: 'git' 'prune-packed'
20:18:23.605218 trace.c:414             performance: 0.017972000 s: git command: 'git' 'update-server-info'
20:18:23.606342 trace.c:414             performance: 3.756312000 s: git command: 'git' 'repack' '-d' '-l' '-A' '--unpack-unreachable=2.weeks.ago'
Checking connectivity: 170994, done.
20:18:25.225424 trace.c:414             performance: 1.616423000 s: git command: 'git' 'prune' '--expire' '2.weeks.ago'
20:18:25.232403 trace.c:414             performance: 0.001051000 s: git command: 'git' 'rerere' 'gc'
20:18:25.233159 trace.c:414             performance: 6.112217000 s: git command: 'git' 'gc'

GIT_TRACE_SETUP shows information about what Git is discovering about
the repository and environment it’s interacting with.

$ GIT_TRACE_SETUP=true git status
20:19:47.086765 trace.c:315             setup: git_dir: .git
20:19:47.087184 trace.c:316             setup: worktree: /Users/ben/src/git
20:19:47.087191 trace.c:317             setup: cwd: /Users/ben/src/git
20:19:47.087194 trace.c:318             setup: prefix: (null)
On branch master
Your branch is up-to-date with 'origin/master'.
nothing to commit, working directory clean
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Miscellaneous

GIT_SSH, if specified, is a program that is invoked instead of ssh when Git tries
to connect to an SSH host. It is invoked like $GIT_SSH [username@]host [-p
<port>] <command>. Note that this isn’t the easiest way to customize how
ssh is invoked; it won’t support extra command-line parameters, so you’d have
to write a wrapper script and set GIT_SSH to point to it. It’s probably easier just
to use the ~/.ssh/config file for that.

GIT_ASKPASS is an override for the core.askpass configuration value. This
is the program invoked whenever Git needs to ask the user for credentials,
which can expect a text prompt as a command-line argument, and should re-
turn the answer on stdout. (See “Credential Storage” for more on this sub-
system.)

GIT_NAMESPACE controls access to namespaced refs, and is equivalent to
the --namespace flag. This is mostly useful on the server side, where you may
want to store multiple forks of a single repository in one repository, only keep-
ing the refs separate.

GIT_FLUSH can be used to force Git to use non-buffered I/O when writing in-
crementally to stdout. A value of 1 causes Git to flush more often, a value of 0
causes all output to be buffered. The default value (if this variable is not set) is
to choose an appropriate buffering scheme depending on the activity and the
output mode.

GIT_REFLOG_ACTION lets you specify the descriptive text written to the re-
flog. Here’s an example:

$ GIT_REFLOG_ACTION="my action" git commit --allow-empty -m 'my message'
[master 9e3d55a] my message
$ git reflog -1
9e3d55a HEAD@{0}: my action: my message

Summary

You should have a pretty good understanding of what Git does in the back-
ground and, to some degree, how it’s implemented. This chapter has covered a
number of plumbing commands – commands that are lower level and simpler
than the porcelain commands you’ve learned about in the rest of the book. Un-
derstanding how Git works at a lower level should make it easier to understand
why it’s doing what it’s doing and also to write your own tools and helping
scripts to make your specific workflow work for you.

Summary
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Git as a content-addressable filesystem is a very powerful tool that you can
easily use as more than just a VCS. We hope you can use your newfound knowl-
edge of Git internals to implement your own cool application of this technology
and feel more comfortable using Git in more advanced ways.

CHAPTER 10: Git Internals

530



Git in Other Environments

If you read through the whole book, you’ve learned a lot about how to use Git
at the command line. You can work with local files, connect your repository to
others over a network, and work effectively with others. But the story doesn’t
end there; Git is usually used as part of a larger ecosystem, and the terminal
isn’t always the best way to work with it. Now we’ll take a look at some of the
other kinds of environments where Git can be useful, and how other applica-
tions (including yours) work alongside Git.

Graphical Interfaces

Git’s native environment is in the terminal. New features show up there first,
and only at the command line is the full power of Git completely at your dispos-
al. But plain text isn’t the best choice for all tasks; sometimes a visual represen-
tation is what you need, and some users are much more comfortable with a
point-and-click interface.

It’s important to note that different interfaces are tailored for different work-
flows. Some clients expose only a carefully curated subset of Git functionality,
in order to support a specific way of working that the author considers effec-
tive. When viewed in this light, none of these tools can be called “better” than
any of the others, they’re simply more fit for their intended purpose. Also note
that there’s nothing these graphical clients can do that the command-line client
can’t; the command-line is still where you’ll have the most power and control
when working with your repositories.

gitk and git-gui

When you install Git, you also get its visual tools, gitk and git-gui.
gitk is a graphical history viewer. Think of it like a powerful GUI shell over

git log and git grep. This is the tool to use when you’re trying to find some-
thing that happened in the past, or visualize your project’s history.
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Figure 1-1.

The gitk history
viewer.

Gitk is easiest to invoke from the command-line. Just cd into a Git reposito-
ry, and type:

$ gitk [git log options]

Gitk accepts many command-line options, most of which are passed
through to the underlying git log action. Probably one of the most useful is
the --all flag, which tells gitk to show commits reachable from any ref, not
just HEAD. Gitk’s interface looks like this:

On the top is something that looks a bit like the output of git log --
graph; each dot represents a commit, the lines represent parent relationships,
and refs are shown as colored boxes. The yellow dot represents HEAD, and the
red dot represents changes that are yet to become a commit. At the bottom is a
view of the selected commit; the comments and patch on the left, and a sum-
mary view on the right. In between is a collection of controls used for searching
history.

git-gui, on the other hand, is primarily a tool for crafting commits. It, too,
is easiest to invoke from the command line:
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Figure 1-2.

The git-gui commit
tool.

$ git gui

And it looks something like this:

On the left is the index; unstaged changes are on top, staged changes on the
bottom. You can move entire files between the two states by clicking on their
icons, or you can select a file for viewing by clicking on its name.

At top right is the diff view, which shows the changes for the currently-
selected file. You can stage individual hunks (or individual lines) by right-
clicking in this area.

At the bottom right is the message and action area. Type your message into
the text box and click “Commit” to do something similar to git commit. You
can also choose to amend the last commit by choosing the “Amend” radio but-
ton, which will update the “Staged Changes” area with the contents of the last
commit. Then you can simply stage or unstage some changes, alter the commit
message, and click “Commit” again to replace the old commit with a new one.

gitk and git-gui are examples of task-oriented tools. Each of them is tail-
ored for a specific purpose (viewing history and creating commits, respective-
ly), and omit the features not necessary for that task.
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Figure 1-3.

GitHub for Mac.

Figure 1-4.

GitHub for Windows.

GitHub for Mac and Windows

GitHub has created two workflow-oriented Git clients: one for Windows, and
one for Mac. These clients are a good example of workflow-oriented tools –
rather than expose all of Git’s functionality, they instead focus on a curated set
of commonly-used features that work well together. They look like this:

Appendix A, Git in Other Environments534



They are designed to look and work very much alike, so we’ll treat them like
a single product in this chapter. We won’t be doing a detailed rundown of these
tools (they have their own documentation), but a quick tour of the “changes”
view (which is where you’ll spend most of your time) is in order.

• On the left is the list of repositories the client is tracking; you can add a
repository (either by cloning or attaching locally) by clicking the “+” icon
at the top of this area.

• In the center is a commit-input area, which lets you input a commit mes-
sage, and select which files should be included. (On Windows, the com-
mit history is displayed directly below this; on Mac, it’s on a separate tab.)

• On the right is a diff view, which shows what’s changed in your working
directory, or which changes were included in the selected commit.

• The last thing to notice is the “Sync” button at the top-right, which is the
primary way you interact over the network.

You don’t need a GitHub account to use these tools. While they’re de-
signed to highlight GitHub’s service and recommended workflow, they
will happily work with any repository, and do network operations with
any Git host.

INSTALLATION

GitHub for Windows can be downloaded from https://windows.github.com,
and GitHub for Mac from https://mac.github.com. When the applications are
first run, they walk you through all the first-time Git setup, such as configuring
your name and email address, and both set up sane defaults for many common
configuration options, such as credential caches and CRLF behavior.

Both are “evergreen” – updates are downloaded and installed in the back-
ground while the applications are open. This helpfully includes a bundled ver-
sion of Git, which means you probably won’t have to worry about manually up-
dating it again. On Windows, the client includes a shortcut to launch Powershell
with Posh-git, which we’ll talk more about later in this chapter.

The next step is to give the tool some repositories to work with. The client
shows you a list of the repositories you have access to on GitHub, and can clone
them in one step. If you already have a local repository, just drag its directory
from the Finder or Windows Explorer into the GitHub client window, and it will
be included in the list of repositories on the left.
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Figure 1-5.

“Create Branch”
button on Mac.

Figure 1-6.

Creating a branch
on Windows.

RECOMMENDED WORKFLOW

Once it’s installed and configured, you can use the GitHub client for many com-
mon Git tasks. The intended workflow for this tool is sometimes called the “Git-
Hub Flow.” We cover this in more detail in “The GitHub Flow”, but the general
gist is that (a) you’ll be committing to a branch, and (b) you’ll be syncing up
with a remote repository fairly regularly.

Branch management is one of the areas where the two tools diverge. On
Mac, there’s a button at the top of the window for creating a new branch:

On Windows, this is done by typing the new branch’s name in the branch-
switching widget:

Once your branch is created, making new commits is fairly straightforward.
Make some changes in your working directory, and when you switch to the Git-
Hub client window, it will show you which files changed. Enter a commit mes-
sage, select the files you’d like to include, and click the “Commit” button (ctrl-
enter or ⌘-enter).

The main way you interact with other repositories over the network is
through the “Sync” feature. Git internally has separate operations for pushing,
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fetching, merging, and rebasing, but the GitHub clients collapse all of these into
one multi-step feature. Here’s what happens when you click the Sync button:

1. git pull --rebase. If this fails because of a merge conflict, fall back to
git pull --no-rebase.

2. git push.

This is the most common sequence of network commands when working in
this style, so squashing them into one command saves a lot of time.

SUMMARY

These tools are very well-suited for the workflow they’re designed for. Develop-
ers and non-developers alike can be collaborating on a project within minutes,
and many of the best practices for this kind of workflow are baked into the
tools. However, if your workflow is different, or you want more control over how
and when network operations are done, we recommend you use another client
or the command line.

Other GUIs

There are a number of other graphical Git clients, and they run the gamut from
specialized, single-purpose tools all the way to apps that try to expose every-
thing Git can do. The official Git website has a curated list of the most popular
clients at http://git-scm.com/downloads/guis. A more comprehensive list is
available on the Git wiki site, at https://git.wiki.kernel.org/index.php/Inter-
faces,_frontends,_and_tools#Graphical_Interfaces.

Git in Visual Studio

Starting with Visual Studio 2013 Update 1, Visual Studio users have a Git client
built directly into their IDE. Visual Studio has had source-control integration
features for quite some time, but they were oriented towards centralized, file-
locking systems, and Git was not a good match for this workflow. Visual Studio
2013’s Git support has been separated from this older feature, and the result is
a much better fit between Studio and Git.

To locate the feature, open a project that’s controlled by Git (or just git in-
it an existing project), and select View > Team Explorer from the menu. You’ll
see the “Connect” view, which looks a bit like this:
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Figure 1-7.

Connecting to a Git
repository from
Team Explorer.

Visual Studio remembers all of the projects you’ve opened that are Git-
controlled, and they’re available in the list at the bottom. If you don’t see the
one you want there, click the “Add” link and type in the path to the working di-
rectory. Double clicking on one of the local Git repositories leads you to the
Home view, which looks like Figure A-8. This is a hub for performing Git ac-
tions; when you’re writing code, you’ll probably spend most of your time in the
“Changes” view, but when it comes time to pull down changes made by your
teammates, you’ll use the “Unsynced Commits” and “Branches” views.
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Figure 1-8.

The “Home” view
for a Git repository
in Visual Studio.

Visual Studio now has a powerful task-focused UI for Git. It includes a linear
history view, a diff viewer, remote commands, and many other capabilities. For
complete documentation of this feature (which doesn’t fit here), go to http://
msdn.microsoft.com/en-us/library/hh850437.aspx.

Git in Eclipse

Eclipse ships with a plugin called Egit, which provides a fairly-complete inter-
face to Git operations. It’s accessed by switching to the Git Perspective (Window
> Open Perspective > Other…, and select “Git”).
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Figure 1-9.

Eclipse’s EGit
environment.

EGit comes with plenty of great documentation, which you can find by going
to Help > Help Contents, and choosing the “EGit Documentation” node from
the contents listing.

Git in Bash

If you’re a Bash user, you can tap into some of your shell’s features to make
your experience with Git a lot friendlier. Git actually ships with plugins for sever-
al shells, but it’s not turned on by default.

First, you need to get a copy of the contrib/completion/git-

completion.bash file out of the Git source code. Copy it somewhere handy,
like your home directory, and add this to your .bashrc:

. ~/git-completion.bash

Once that’s done, change your directory to a git repository, and type:

$ git chec<tab>
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Figure 1-10.

Customized bash
prompt.

…and Bash will auto-complete to git checkout. This works with all of Git’s
subcommands, command-line parameters, and remotes and ref names where
appropriate.

It’s also useful to customize your prompt to show information about the cur-
rent directory’s Git repository. This can be as simple or complex as you want,
but there are generally a few key pieces of information that most people want,
like the current branch, and the status of the working directory. To add these to
your prompt, just copy the contrib/completion/git-prompt.sh file from
Git’s source repository to your home directory, add something like this to
your .bashrc:

. ~/git-prompt.sh
export GIT_PS1_SHOWDIRTYSTATE=1
export PS1='\w$(__git_ps1 " (%s)")\$ '

The \w means print the current working directory, the \$ prints the $ part of
the prompt, and __git_ps1 " (%s)" calls the function provided by git-
prompt.sh with a formatting argument. Now your bash prompt will look like
this when you’re anywhere inside a Git-controlled project:

Both of these scripts come with helpful documentation; take a look at the
contents of git-completion.bash and git-prompt.sh for more informa-
tion.

Git in Zsh

Git also ships with a tab-completion library for Zsh. Just copy contrib/
completion/git-completion.zsh to your home directory and source it from
your .zshrc. Zsh’s interface is a bit more powerful than Bash’s:
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$ git che<tab>
check-attr        -- display gitattributes information
check-ref-format  -- ensure that a reference name is well formed
checkout          -- checkout branch or paths to working tree
checkout-index    -- copy files from index to working directory
cherry            -- find commits not merged upstream
cherry-pick       -- apply changes introduced by some existing commits

Ambiguous tab-completions aren’t just listed; they have helpful descrip-
tions, and you can graphically navigate the list by repeatedly hitting tab. This
works with Git commands, their arguments, and names of things inside the
repository (like refs and remotes), as well filenames and all the other things Zsh
knows how to tab-complete.

Zsh happens to be fairly compatible with Bash when it comes to prompt cus-
tomization, but it allows you to have a right-side prompt as well. To include the
branch name on the right side, add these lines to your ~/.zshrc file:

setopt prompt_subst
. ~/git-prompt.sh
export RPROMPT=$'$(__git_ps1 "%s")'

This results in a display of the current branch on the right-hand side of the
terminal window, whenever your shell is inside a Git repository. It looks a bit
like this:
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Figure 1-11.

Customized zsh
prompt.

Figure 1-12.

An example of an
oh-my-zsh theme.

Zsh is powerful enough that there are entire frameworks dedicated to mak-
ing it better. One of them is called “oh-my-zsh”, and it can be found at https://
github.com/robbyrussell/oh-my-zsh. oh-my-zsh’s plugin system comes with
powerful git tab-completion, and it has a variety of prompt “themes”, many of
which display version-control data. Figure A-12 is just one example of what can
be done with this system.

Git in Powershell

The standard command-line terminal on Windows (cmd.exe) isn’t really capa-
ble of a customized Git experience, but if you’re using Powershell, you’re in
luck. A package called Posh-Git (https://github.com/dahlbyk/posh-git) pro-
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Figure 1-13.

Powershell with
Posh-git.

vides powerful tab-completion facilities, as well as an enhanced prompt to help
you stay on top of your repository status. It looks like this:

If you’ve installed GitHub for Windows, Posh-Git is included by default, and
all you have to do is add these lines to your profile.ps1 (which is usually lo-
cated in C:\Users\<username>\Documents\WindowsPowerShell):

. (Resolve-Path "$env:LOCALAPPDATA\GitHub\shell.ps1")

. $env:github_posh_git\profile.example.ps1

If you’re not a GitHub for Windows user, just download a Posh-Git release
from (https://github.com/dahlbyk/posh-git), and uncompress it to the Win-
dowsPowershell directory. Then open a Powershell prompt as the administra-
tor, and do this:

> Set-ExecutionPolicy RemoteSigned -Scope CurrentUser -Confirm
> cd ~\Documents\WindowsPowerShell\posh-git
> .\install.ps1

This will add the proper line to your profile.ps1 file, and posh-git will be
active the next time you open your prompt.

Appendix A, Git in Other Environments544

https://github.com/dahlbyk/posh-git


Summary

You’ve learned how to harness Git’s power from inside the tools that you use
during your everyday work, and also how to access Git repositories from your
own programs.
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Embedding Git in your
Applications

If your application is for developers, chances are good that it could benefit from
integration with source control. Even non-developer applications, such as
document editors, could potentially benefit from version-control features, and
Git’s model works very well for many different scenarios.

If you need to integrate Git with your application, you have essentially three
choices: spawning a shell and using the Git command-line tool; Libgit2; and
JGit.

Command-line Git

One option is to spawn a shell process and use the Git command-line tool to do
the work. This has the benefit of being canonical, and all of Git’s features are
supported. This also happens to be fairly easy, as most runtime environments
have a relatively simple facility for invoking a process with command-line argu-
ments. However, this approach does have some downsides.

One is that all the output is in plain text. This means that you’ll have to parse
Git’s occasionally-changing output format to read progress and result informa-
tion, which can be inefficient and error-prone.

Another is the lack of error recovery. If a repository is corrupted somehow, or
the user has a malformed configuration value, Git will simply refuse to perform
many operations.

Yet another is process management. Git requires you to maintain a shell en-
vironment on a separate process, which can add unwanted complexity. Trying
to coordinate many of these processes (especially when potentially accessing
the same repository from several processes) can be quite a challenge.
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Libgit2

Another option at your disposal is to use Libgit2. Libgit2 is a dependency-free
implementation of Git, with a focus on having a nice API for use within other
programs. You can find it at http://libgit2.github.com.

First, let’s take a look at what the C API looks like. Here’s a whirlwind tour:

// Open a repository
git_repository *repo;
int error = git_repository_open(&repo, "/path/to/repository");

// Dereference HEAD to a commit
git_object *head_commit;
error = git_revparse_single(&head_commit, repo, "HEAD^{commit}");
git_commit *commit = (git_commit*)head_commit;

// Print some of the commit's properties
printf("%s", git_commit_message(commit));
const git_signature *author = git_commit_author(commit);
printf("%s <%s>\n", author->name, author->email);
const git_oid *tree_id = git_commit_tree_id(commit);

// Cleanup
git_commit_free(commit);
git_repository_free(repo);

The first couple of lines open a Git repository. The git_repository type
represents a handle to a repository with a cache in memory. This is the simplest
method, for when you know the exact path to a repository’s working directory
or .git folder. There’s also the git_repository_open_ext which includes
options for searching, git_clone and friends for making a local clone of a re-
mote repository, and git_repository_init for creating an entirely new
repository.

The second chunk of code uses rev-parse syntax (see “Branch References”
for more on this) to get the commit that HEAD eventually points to. The type
returned is a git_object pointer, which represents something that exists in
the Git object database for a repository. git_object is actually a “parent” type
for several different kinds of objects; the memory layout for each of the “child”
types is the same as for git_object, so you can safely cast to the right one. In
this case, git_object_type(commit) would return GIT_OBJ_COMMIT, so it’s
safe to cast to a git_commit pointer.

The next chunk shows how to access the commit’s properties. The last line
here uses a git_oid type; this is Libgit2’s representation for a SHA-1 hash.

From this sample, a couple of patterns have started to emerge:
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• If you declare a pointer and pass a reference to it into a Libgit2 call, that
call will probably return an integer error code. A 0 value indicates success;
anything less is an error.

• If Libgit2 populates a pointer for you, you’re responsible for freeing it.

• If Libgit2 returns a const pointer from a call, you don’t have to free it, but
it will become invalid when the object it belongs to is freed.

• Writing C is a bit painful.

That last one means it isn’t very probable that you’ll be writing C when using
Libgit2. Fortunately, there are a number of language-specific bindings available
that make it fairly easy to work with Git repositories from your specific language
and environment. Let’s take a look at the above example written using the Ruby
bindings for Libgit2, which are named Rugged, and can be found at https://
github.com/libgit2/rugged.

repo = Rugged::Repository.new('path/to/repository')
commit = repo.head.target
puts commit.message
puts "#{commit.author[:name]} <#{commit.author[:email]}>"
tree = commit.tree

As you can see, the code is much less cluttered. Firstly, Rugged uses excep-
tions; it can raise things like ConfigError or ObjectError to signal error con-
ditions. Secondly, there’s no explicit freeing of resources, since Ruby is garbage-
collected. Let’s take a look at a slightly more complicated example: crafting a
commit from scratch

blob_id = repo.write("Blob contents", :blob) 

index = repo.index
index.read_tree(repo.head.target.tree)
index.add(:path => 'newfile.txt', :oid => blob_id) 

sig = {
    :email => "bob@example.com",
    :name => "Bob User",
    :time => Time.now,
}

commit_id = Rugged::Commit.create(repo,
    :tree => index.write_tree(repo), 
    :author => sig,
    :committer => sig, 
    :message => "Add newfile.txt", 
    :parents => repo.empty? ? [] : [ repo.head.target ].compact, 
    :update_ref => 'HEAD', 
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)
commit = repo.lookup(commit_id) 

Create a new blob, which contains the contents of a new file.

Populate the index with the head commit’s tree, and add the new file at the
path newfile.txt.

This creates a new tree in the ODB, and uses it for the new commit.

We use the same signature for both the author and committer fields.

The commit message.

When creating a commit, you have to specify the new commit’s parents. This
uses the tip of HEAD for the single parent.

Rugged (and Libgit2) can optionally update a reference when making a com-
mit.

The return value is the SHA-1 hash of a new commit object, which you can
then use to get a Commit object.

The Ruby code is nice and clean, but since Libgit2 is doing the heavy lifting,
this code will run pretty fast, too. If you’re not a rubyist, we touch on some oth-
er bindings in “Other Bindings”.

Advanced Functionality

Libgit2 has a couple of capabilities that are outside the scope of core Git. One
example is pluggability: Libgit2 allows you to provide custom “backends” for
several types of operation, so you can store things in a different way than stock
Git does. Libgit2 allows custom backends for configuration, ref storage, and the
object database, among other things.

Let’s take a look at how this works. The code below is borrowed from the set
of backend examples provided by the Libgit2 team (which can be found at
https://github.com/libgit2/libgit2-backends). Here’s how a custom backend
for the object database is set up:

git_odb *odb;
int error = git_odb_new(&odb); 

git_odb_backend *my_backend;
error = git_odb_backend_mine(&my_backend, /*…*/); 
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error = git_odb_add_backend(odb, my_backend, 1); 

git_repository *repo;
error = git_repository_open(&repo, "some-path");
error = git_repository_set_odb(odb); 

(Note that errors are captured, but not handled. We hope your code is better
than ours.)

Initialize an empty object database (ODB) “frontend,” which will act as a
container for the “backends” which are the ones doing the real work.

Initialize a custom ODB backend.

Add the backend to the frontend.

Open a repository, and set it to use our ODB to look up objects.

But what is this git_odb_backend_mine thing? Well, that’s the constructor
for your own ODB implementation, and you can do whatever you want in there,
so long as you fill in the git_odb_backend structure properly. Here’s what it
could look like:

typedef struct {
    git_odb_backend parent;

    // Some other stuff
    void *custom_context;
} my_backend_struct;

int git_odb_backend_mine(git_odb_backend **backend_out, /*…*/)
{
    my_backend_struct *backend;

    backend = calloc(1, sizeof (my_backend_struct));

    backend->custom_context = …;

    backend->parent.read = &my_backend__read;
    backend->parent.read_prefix = &my_backend__read_prefix;
    backend->parent.read_header = &my_backend__read_header;
    // …

    *backend_out = (git_odb_backend *) backend;

    return GIT_SUCCESS;
}
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The subtlest constraint here is that my_backend_struct’s first member
must be a git_odb_backend structure; this ensures that the memory layout is
what the Libgit2 code expects it to be. The rest of it is arbitrary; this structure
can be as large or small as you need it to be.

The initialization function allocates some memory for the structure, sets up
the custom context, and then fills in the members of the parent structure that
it supports. Take a look at the include/git2/sys/odb_backend.h file in the
Libgit2 source for a complete set of call signatures; your particular use case will
help determine which of these you’ll want to support.

Other Bindings

Libgit2 has bindings for many languages. Here we show a small example using
a few of the more complete bindings packages as of this writing; libraries exist
for many other languages, including C++, Go, Node.js, Erlang, and the JVM, all
in various stages of maturity. The official collection of bindings can be found by
browsing the repositories at https://github.com/libgit2. The code we’ll write
will return the commit message from the commit eventually pointed to by
HEAD (sort of like git log -1).

LIBGIT2SHARP

If you’re writing a .NET or Mono application, LibGit2Sharp (https://github.com/
libgit2/libgit2sharp) is what you’re looking for. The bindings are written in C#,
and great care has been taken to wrap the raw Libgit2 calls with native-feeling
CLR APIs. Here’s what our example program looks like:

new Repository(@"C:\path\to\repo").Head.Tip.Message;

For desktop Windows applications, there’s even a NuGet package that will
help you get started quickly.

OBJECTIVE-GIT

If your application is running on an Apple platform, you’re likely using
Objective-C as your implementation language. Objective-Git (https://
github.com/libgit2/objective-git) is the name of the Libgit2 bindings for that
environment. The example program looks like this:

GTRepository *repo =
    [[GTRepository alloc] initWithURL:[NSURL fileURLWithPath: @"/path/to/repo"] error:NULL];
NSString *msg = [[[repo headReferenceWithError:NULL] resolvedTarget] message];
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Objective-git is fully interoperable with Swift, so don’t fear if you’ve left
Objective-C behind.

PYGIT2

The bindings for Libgit2 in Python are called Pygit2, and can be found at http://
www.pygit2.org/. Our example program:

pygit2.Repository("/path/to/repo") # open repository
    .head                          # get the current branch
    .peel(pygit2.Commit)           # walk down to the commit
    .message                       # read the message

Further Reading

Of course, a full treatment of Libgit2’s capabilities is outside the scope of this
book. If you want more information on Libgit2 itself, there’s API documentation
at https://libgit2.github.com/libgit2, and a set of guides at https://
libgit2.github.com/docs. For the other bindings, check the bundled README
and tests; there are often small tutorials and pointers to further reading there.

JGit

If you want to use Git from within a Java program, there is a fully featured Git
library called JGit. JGit is a relatively full-featured implementation of Git written
natively in Java, and is widely used in the Java community. The JGit project is
under the Eclipse umbrella, and its home can be found at http://
www.eclipse.org/jgit.

Getting Set Up

There are a number of ways to connect your project with JGit and start writing
code against it. Probably the easiest is to use Maven – the integration is accom-
plished by adding the following snippet to the <dependencies> tag in your
pom.xml file:

<dependency>
    <groupId>org.eclipse.jgit</groupId>
    <artifactId>org.eclipse.jgit</artifactId>
    <version>3.5.0.201409260305-r</version>
</dependency>
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The version will most likely have advanced by the time you read this; check
http://mvnrepository.com/artifact/org.eclipse.jgit/org.eclipse.jgit for upda-
ted repository information. Once this step is done, Maven will automatically ac-
quire and use the JGit libraries that you’ll need.

If you would rather manage the binary dependencies yourself, pre-built JGit
binaries are available from http://www.eclipse.org/jgit/download. You can
build them into your project by running a command like this:

javac -cp .:org.eclipse.jgit-3.5.0.201409260305-r.jar App.java
java -cp .:org.eclipse.jgit-3.5.0.201409260305-r.jar App

Plumbing

JGit has two basic levels of API: plumbing and porcelain. The terminology for
these comes from Git itself, and JGit is divided into roughly the same kinds of
areas: porcelain APIs are a friendly front-end for common user-level actions
(the sorts of things a normal user would use the Git command-line tool for),
while the plumbing APIs are for interacting with low-level repository objects di-
rectly.

The starting point for most JGit sessions is the Repository class, and the
first thing you’ll want to do is create an instance of it. For a filesystem-based
repository (yes, JGit allows for other storage models), this is accomplished us-
ing FileRepositoryBuilder:

// Create a new repository; the path must exist
Repository newlyCreatedRepo = FileRepositoryBuilder.create(
    new File("/tmp/new_repo/.git"));

// Open an existing repository
Repository existingRepo = new FileRepositoryBuilder()
    .setGitDir(new File("my_repo/.git"))
    .build();

The builder has a fluent API for providing all the things it needs to find a Git
repository, whether or not your program knows exactly where it’s located. It
can use environment variables (.readEnvironment()), start from a place in
the working directory and search (.setWorkTree(…).findGitDir()), or just
open a known .git directory as above.

Once you have a Repository instance, you can do all sorts of things with it.
Here’s a quick sampling:

// Get a reference
Ref master = repo.getRef("master");

Appendix B, Embedding Git in your Applications554

http://mvnrepository.com/artifact/org.eclipse.jgit/org.eclipse.jgit
http://www.eclipse.org/jgit/download


// Get the object the reference points to
ObjectId masterTip = master.getObjectId();

// Rev-parse
ObjectId obj = repo.resolve("HEAD^{tree}");

// Load raw object contents
ObjectLoader loader = repo.open(masterTip);
loader.copyTo(System.out);

// Create a branch
RefUpdate createBranch1 = repo.updateRef("refs/heads/branch1");
createBranch1.setNewObjectId(masterTip);
createBranch1.update();

// Delete a branch
RefUpdate deleteBranch1 = repo.updateRef("refs/heads/branch1");
deleteBranch1.setForceUpdate(true);
deleteBranch1.delete();

// Config
Config cfg = repo.getConfig();
String name = cfg.getString("user", null, "name");

There’s quite a bit going on here, so let’s go through it one section at a time.
The first line gets a pointer to the master reference. JGit automatically grabs

the actual master ref, which lives at refs/heads/master, and returns an ob-
ject that lets you fetch information about the reference. You can get the name
(.getName()), and either the target object of a direct reference (.getObjec-
tId()) or the reference pointed to by a symbolic ref (.getTarget()). Ref ob-
jects are also used to represent tag refs and objects, so you can ask if the tag is
“peeled,” meaning that it points to the final target of a (potentially long) string
of tag objects.

The second line gets the target of the master reference, which is returned as
an ObjectId instance. ObjectId represents the SHA-1 hash of an object, which
might or might not exist in Git’s object database. The third line is similar, but
shows how JGit handles the rev-parse syntax (for more on this, see “Branch
References”); you can pass any object specifier that Git understands, and JGit
will return either a valid ObjectId for that object, or null.

The next two lines show how to load the raw contents of an object. In this
example, we call ObjectLoader.copyTo() to stream the contents of the ob-
ject directly to stdout, but ObjectLoader also has methods to read the type and
size of an object, as well as return it as a byte array. For large objects
(where .isLarge() returns true), you can call .openStream() to get an
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InputStream-like object that can read the raw object data without pulling it all
into memory at once.

The next few lines show what it takes to create a new branch. We create a
RefUpdate instance, configure some parameters, and call .update() to trigger
the change. Directly following this is the code to delete that same branch. Note
that .setForceUpdate(true) is required for this to work; otherwise the .de-
lete() call will return REJECTED, and nothing will happen.

The last example shows how to fetch the user.name value from the Git con-
figuration files. This Config instance uses the repository we opened earlier for
local configuration, but will automatically detect the global and system config-
uration files and read values from them as well.

This is only a small sampling of the full plumbing API; there are many more
methods and classes available. Also not shown here is the way JGit handles er-
rors, which is through the use of exceptions. JGit APIs sometimes throw stan-
dard Java exceptions (such as IOException), but there are a host of JGit-
specific exception types that are provided as well (such as NoRemoteReposi-
toryException, CorruptObjectException, and NoMergeBaseException).

Porcelain

The plumbing APIs are rather complete, but it can be cumbersome to string
them together to achieve common goals, like adding a file to the index, or mak-
ing a new commit. JGit provides a higher-level set of APIs to help out with this,
and the entry point to these APIs is the Git class:

Repository repo;
// construct repo...
Git git = new Git(repo);

The Git class has a nice set of high-level builder-style methods that can be
used to construct some pretty complex behavior. Let’s take a look at an exam-
ple – doing something like git ls-remote:

CredentialsProvider cp = new UsernamePasswordCredentialsProvider("username", "p4ssw0rd");
Collection<Ref> remoteRefs = git.lsRemote()
    .setCredentialsProvider(cp)
    .setRemote("origin")
    .setTags(true)
    .setHeads(false)
    .call();
for (Ref ref : remoteRefs) {
    System.out.println(ref.getName() + " -> " + ref.getObjectId().name());
}
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This is a common pattern with the Git class; the methods return a command
object that lets you chain method calls to set parameters, which are executed
when you call .call(). In this case, we’re asking the origin remote for tags,
but not heads. Also notice the use of a CredentialsProvider object for au-
thentication.

Many other commands are available through the Git class, including but not
limited to add, blame, commit, clean, push, rebase, revert, and reset.

Further Reading

This is only a small sampling of JGit’s full capabilities. If you’re interested and
want to learn more, here’s where to look for information and inspiration:

• The official JGit API documentation is available online at http://down-
load.eclipse.org/jgit/docs/latest/apidocs. These are standard Javadoc,
so your favorite JVM IDE will be able to install them locally, as well.

• The JGit Cookbook at https://github.com/centic9/jgit-cookbook has
many examples of how to do specific tasks with JGit.

• There are several good resources pointed out at http://stackover-
flow.com/questions/6861881.
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Git Commands

Throughout the book we have introduced dozens of Git commands and have
tried hard to introduce them within something of a narrative, adding more
commands to the story slowly. However, this leaves us with examples of usage
of the commands somewhat scattered throughout the whole book.

In this appendix, we’ll go through all the Git commands we addressed
throughout the book, grouped roughly by what they’re used for. We’ll talk
about what each command very generally does and then point out where in the
book you can find us having used it.

Setup and Config

There are two commands that are used quite a lot, from the first invocations of
Git to common every day tweaking and referencing, the config and help com-
mands.

git config

Git has a default way of doing hundreds of things. For a lot of these things, you
can tell Git to default to doing them a different way, or set your preferences.
This involves everything from telling Git what your name is to specific terminal
color preferences or what editor you use. There are several files this command
will read from and write to so you can set values globally or down to specific
repositories.

The git config command has been used in nearly every chapter of the
book.

In “ 初の Git の構成” we used it to specify our name, email address and
editor preference before we even got started using Git.

In “Git エイリアス” we showed how you could use it to create shorthand
commands that expand to long option sequences so you don’t have to type
them every time.
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In “リベース” we used it to make --rebase the default when you run git
pull.

In “Credential Storage” we used it to set up a default store for your HTTP
passwords.

In “Keyword Expansion” we showed how to set up smudge and clean filters
on content coming in and out of Git.

Finally, basically the entirety of “Git Configuration” is dedicated to the
command.

git help

The git help command is used to show you all the documentation shipped
with Git about any command. While we’re giving a rough overview of most of
the more popular ones in this appendix, for a full listing of all of the possible
options and flags for every command, you can always run git help <com-
mand>.

We introduced the git help command in “ヘルプを見る” and showed
you how to use it to find more information about the git shell in “サーバー
のセットアップ”.

Getting and Creating Projects

There are two ways to get a Git repository. One is to copy it from an existing
repository on the network or elsewhere and the other is to create a new one in
an existing directory.

git init

To take a directory and turn it into a new Git repository so you can start version
controlling it, you can simply run git init.

We first introduce this in “Git リポジトリの取得”, where we show creating
a brand new repository to start working with.

We talk briefly about how you can change the default branch from “master”
in “リモートブランチ”.

We use this command to create an empty bare repository for a server in “ベ
アリポジトリのサーバー上への設置”.

Finally, we go through some of the details of what it actually does behind
the scenes in “Plumbing and Porcelain”.
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git clone

The git clone command is actually something of a wrapper around several
other commands. It creates a new directory, goes into it and runs git init to
make it an empty Git repository, adds a remote (git remote add) to the URL
that you pass it (by default named origin), runs a git fetch from that re-
mote repository and then checks out the latest commit into your working direc-
tory with git checkout.

The git clone command is used in dozens of places throughout the book,
but we’ll just list a few interesting places.

It’s basically introduced and explained in “既存のリポジトリのクローン”,
where we go through a few examples.

In “サーバー用の Git の取得” we look at using the --bare option to create
a copy of a Git repository with no working directory.

In “Bundling” we use it to unbundle a bundled Git repository.
Finally, in “Cloning a Project with Submodules” we learn the --

recursive option to make cloning a repository with submodules a little sim-
pler.

Though it’s used in many other places through the book, these are the ones
that are somewhat unique or where it is used in ways that are a little different.

Basic Snapshotting

For the basic workflow of staging content and committing it to your history,
there are only a few basic commands.

git add

The git add command adds content from the working directory into the stag-
ing area (or “index”) for the next commit. When the git commit command is
run, by default it only looks at this staging area, so git add is used to craft
what exactly you would like your next commit snapshot to look like.

This command is an incredibly important command in Git and is mentioned
or used dozens of times in this book. We’ll quickly cover some of the unique
uses that can be found.

We first introduce and explain git add in detail in “新しいファイルの追
跡”.

We mention how to use it to resolve merge conflicts in “マージ時のコンフ
リクト”.
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We go over using it to interactively stage only specific parts of a modified file
in “Interactive Staging”.

Finally, we emulate it at a low level in “Tree Objects”, so you can get an idea
of what it’s doing behind the scenes.

git status

The git status command will show you the different states of files in your
working directory and staging area. Which files are modified and unstaged and
which are staged but not yet committed. In it’s normal form, it also will show
you some basic hints on how to move files between these stages.

We first cover status in “ファイルの状態の確認”, both in it’s basic and
simplified forms. While we use it throughout the book, pretty much everything
you can do with the git status command is covered there.

git diff

The git diff command is used when you want to see differences between
any two trees. This could be the difference between your working environment
and your staging area (git diff by itself), between your staging area and your
last commit (git diff --staged), or between two commits (git diff mas-
ter branchB).

We first look at the basic uses of git diff in “ステージされている変更 /
されていない変更の閲覧”, where we show how to see what changes are stag-
ed and which are not yet staged.

We use it to look for possible whitespace issues before committing with the
--check option in “Commit Guidelines”.

We see how to check the differences between branches more effectively with
the git diff A...B syntax in “Determining What Is Introduced”.

We use it to filter out whitespace differences with -w and how to compare
different stages of conflicted files with --theirs, --ours and --base in “Ad-
vanced Merging”.

Finally, we use it to effectively compare submodule changes with --
submodule in “Starting with Submodules”.

git difftool

The git difftool command simply launches an external tool to show you
the difference between two trees in case you want to use something other than
the built in git diff command.
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We only briefly mention this in ???.

git commit

The git commit command takes all the file contents that have been staged
with git add and records a new permanent snapshot in the database and then
moves the branch pointer on the current branch up to it.

We first cover the basics of committing in “変更のコミット”. There we also
demonstrate how to use the -a flag to skip the git add step in daily workflows
and how to use the -m flag to pass a commit message in on the command line
instead of firing up an editor.

In “作業のやり直し” we cover using the --amend option to redo the most
recent commit.

In “ブランチとは”, we go into much more detail about what git commit
does and why it does it like that.

We looked at how to sign commits cryptographically with the -S flag in
“Signing Commits”.

Finally, we take a look at what the git commit command does in the back-
ground and how it’s actually implemented in “Commit Objects”.

git reset

The git reset command is primarily used to undo things, as you can possibly
tell by the verb. It moves around the HEAD pointer and optionally changes the
index or staging area and can also optionally change the working directory if
you use --hard. This final option makes it possible for this command to lose
your work if used incorrectly, so make sure you understand it before using it.

We first effectively cover the simplest use of git reset in “ステージしたフ
ァイルの取り消し”, where we use it to unstage a file we had run git add on.

We then cover it in quite some detail in “Reset Demystified”, which is en-
tirely devoted to explaining this command.

We use git reset --hard to abort a merge in “Aborting a Merge”, where
we also use git merge --abort, which is a bit of a wrapper for the git re-
set command.

git rm

The git rm command is used to remove files from the staging area and work-
ing directory for Git. It is similar to git add in that it stages a removal of a file
for the next commit.
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We cover the git rm command in some detail in “ファイルの削除”, includ-
ing recursively removing files and only removing files from the staging area but
leaving them in the working directory with --cached.

The only other differing use of git rm in the book is in “Removing Ob-
jects” where we briefly use and explain the --ignore-unmatch when running
git filter-branch, which simply makes it not error out when the file we are
trying to remove doesn’t exist. This can be useful for scripting purposes.

git mv

The git mv command is a thin convenience command to move a file and then
run git add on the new file and git rm on the old file.

We only briefly mention this command in “ファイルの移動”.

git clean

The git clean command is used to remove unwanted files from your working
directory. This could include removing temporary build artifacts or merge con-
flict files.

We cover many of the options and scenarios in which you might used the
clean command in “Cleaning your Working Directory”.

Branching and Merging

There are just a handful of commands that implement most of the branching
and merging functionality in Git.

git branch

The git branch command is actually something of a branch management
tool. It can list the branches you have, create a new branch, delete branches
and rename branches.

Most of Chapter 3 is dedicated to the branch command and it’s used
throughout the entire chapter. We first introduce it in “新しいブランチの作
成” and we go through most of it’s other features (listing and deleting) in “ブラ
ンチの管理”.

In “追跡ブランチ” we use the git branch -u option to set up a tracking
branch.

Finally, we go through some of what it does in the background in “Git Refer-
ences”.
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git checkout

The git checkout command is used to switch branches and check content
out into your working directory.

We first encounter the command in “ブランチの切り替え” along with the
git branch command.

We see how to use it to start tracking branches with the --track flag in “追
跡ブランチ”.

We use it to reintroduce file conflicts with --conflict=diff3 in “Checking
Out Conflicts”.

We go into closer detail on it’s relationship with git reset in “Reset De-
mystified”.

Finally, we go into some implementation detail in “The HEAD”.

git merge

The git merge tool is used to merge one or more branches into the branch you
have checked out. It will then advance the current branch to the result of the
merge.

The git merge command was first introduced in “ブランチの基本” .
Though it is used in various places in the book, there are very few variations of
the merge command — generally just git merge <branch> with the name of
the single branch you want to merge in.

We covered how to do a squashed merge (where Git merges the work but
pretends like it’s just a new commit without recording the history of the branch
you’re merging in) at the very end of “Forked Public Project”.

We went over a lot about the merge process and command, including the -
Xignore-all-whitespace command and the --abort flag to abort a prob-
lem merge in “Advanced Merging”.

We learned how to verify signatures before merging if your project is using
GPG signing in “Signing Commits”.

Finally, we learned about Subtree merging in “Subtree Merging”.

git mergetool

The git mergetool command simply launches an external merge helper in
case you have issues with a merge in Git.

We mention it quickly in “マージ時のコンフリクト” and go into detail on
how to implement your own external merge tool in “External Merge and Diff
Tools”.
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git log

The git log command is used to show the reachable recorded history of a
project from the most recent commit snapshot backwards. By default it will on-
ly show the history of the branch you’re currently on, but can be given different
or even multiple heads or branches from which to traverse. It is also often used
to show differences between two or more branches at the commit level.

This command is used in nearly every chapter of the book to demonstrate
the history of a project.

We introduce the command and cover it in some depth in “コミット履歴の
閲覧”. There we look at the -p and --stat option to get an idea of what was
introduced in each commit and the --pretty and --oneline options to view
the history more concisely, along with some simple date and author filtering
options.

In “新しいブランチの作成” we use it with the --decorate option to easily
visualize where our branch pointers are located and we also use the --graph
option to see what divergent histories look like.

In “Private Small Team” and “Commit Ranges” we cover the bran-
chA..branchB syntax to use the git log command to see what commits are
unique to a branch relative to another branch. In “Commit Ranges” we go
through this fairly extensively.

In “Merge Log” and “Triple Dot” we cover using the branchA...branchB
format and the --left-right syntax to see what is in one branch or the other
but not in both. In “Merge Log” we also look at how to use the --merge option
to help with merge conflict debugging as well as using the --cc option to look
at merge commit conflicts in your history.

In “RefLog Shortnames” we use the -g option to view the Git reflog
through this tool instead of doing branch traversal.

In “Searching” we look at using the -S and -L options to do fairly sophisti-
cated searches for something that happened historically in the code such as
seeing the history of a function.

In “Signing Commits” we see how to use --show-signature to add a vali-
dation string to each commit in the git log output based on if it was validly
signed or not.

git stash

The git stash command is used to temporarily store uncommitted work in
order to clean out your working directory without having to commit unfinished
work on a branch.

This is basically entirely covered in “Stashing and Cleaning”.
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git tag

The git tag command is used to give a permanent bookmark to a specific
point in the code history. Generally this is used for things like releases.

This command is introduced and covered in detail in “タグ” and we use it in
practice in “Tagging Your Releases”.

We also cover how to create a GPG signed tag with the -s flag and verify one
with the -v flag in “Signing Your Work”.

Sharing and Updating Projects

There are not very many commands in Git that access the network, nearly all of
the commands operate on the local database. When you are ready to share
your work or pull changes from elsewhere, there are a handful of commands
that deal with remote repositories.

git fetch

The git fetch command communicates with a remote repository and fetches
down all the information that is in that repository that is not in your current one
and stores it in your local database.

We first look at this command in “リモートからのフェッチ、そしてプル”
and we continue to see examples of it use in “リモートブランチ”.

We also use it in several of the examples in “Contributing to a Project”.
We use it to fetch a single specific reference that is outside of the default

space in “Pull Request Refs” and we see how to fetch from a bundle in “Bun-
dling”.

We set up highly custom refspecs in order to make git fetch do something
a little different than the default in “The Refspec”.

git pull

The git pull command is basically a combination of the git fetch and git
merge commands, where Git will fetch from the remote you specify and then
immediately try to merge it into the branch you’re on.

We introduce it quickly in “リモートからのフェッチ、そしてプル” and
show how to see what it will merge if you run it in “リモートの調査”.

We also see how to use it to help with rebasing difficulties in “リベースした
場合のリベース”.
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We show how to use it with a URL to pull in changes in a one-off fashion in
“Checking Out Remote Branches”.

Finally, we very quickly mention that you can use the --verify-
signatures option to it in order to verify that commits you are pulling have
been GPG signed in “Signing Commits”.

git push

The git push command is used to communicate with another repository, cal-
culate what your local database has that the remote one does not, and then
pushes the difference into the other repository. It requires write access to the
other repository and so normally is authenticated somehow.

We first look at the git push command in “リモートへのプッシュ”. Here
we cover the basics of pushing a branch to a remote repository. In “プッシュ”
we go a little deeper into pushing specific branches and in “追跡ブランチ” we
see how to set up tracking branches to automatically push to. In “リモートブ
ランチの削除” we use the --delete flag to delete a branch on the server with
git push.

Throughout “Contributing to a Project” we see several examples of using
git push to share work on branches through multiple remotes.

We see how to use it to share tags that you have made with the --tags op-
tion in “タグの共有”.

In “Publishing Submodule Changes” we use the --recurse-submodules
option to check that all of our submodules work has been published before
pushing the superproject, which can be really helpful when using submodules.

In “Other Client Hooks” we talk briefly about the pre-push hook, which is
a script we can setup to run before a push completes to verify that it should be
allowed to push.

Finally, in “Pushing Refspecs” we look at pushing with a full refspec instead
of the general shortcuts that are normally used. This can help you be very spe-
cific about what work you wish to share.

git remote

The git remote command is a management tool for your record of remote re-
positories. It allows you to save long URLs as short handles, such as “origin” so
you don’t have to type them out all the time. You can have several of these and
the git remote command is used to add, change and delete them.

This command is covered in detail in “リモートでの作業”, including listing,
adding, removing and renaming them.
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It is used in nearly every subsequent chapter in the book too, but always in
the standard git remote add <name> <url> format.

git archive

The git archive command is used to create an archive file of a specific snap-
shot of the project.

We use git archive to create a tarball of a project for sharing in “Prepar-
ing a Release”.

git submodule

The git submodule command is used to manage external repositories within
a normal repositories. This could be for libraries or other types of shared re-
sources. The submodule command has several sub-commands (add, update,
sync, etc) for managing these resources.

This command is only mentioned and entirely covered in “Submodules”.

Inspection and Comparison

git show

The git show command can show a Git object in a simple and human reada-
ble way. Normally you would use this to show the information about a tag or a
commit.

We first use it to show annotated tag information in “注釈付きのタグ”.
Later we use it quite a bit in “Revision Selection” to show the commits that

our various revision selections resolve to.
One of the more interesting things we do with git show is in “Manual File

Re-merging” to extract specific file contents of various stages during a merge
conflict.

git shortlog

The git shortlog command is used to summarize the output of git log. It
will take many of the same options that the git log command will but instead
of listing out all of the commits it will present a summary of the commits grou-
ped by author.

We showed how to use it to create a nice changelog in “The Shortlog”.
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git describe

The git describe command is used to take anything that resolves to a com-
mit and produces a string that is somewhat human-readable and will not
change. It’s a way to get a description of a commit that is as unambiguous as a
commit SHA but more understandable.

We use git describe in “Generating a Build Number” and “Preparing a
Release” to get a string to name our release file after.

Debugging

Git has a couple of commands that are used to help debug an issue in your
code. This ranges from figuring out where something was introduced to figuring
out who introduced it.

git bisect

The git bisect tool is an incredibly helpful debugging tool used to find which
specific commit was the first one to introduce a bug or problem by doing an au-
tomatic binary search.

It is fully covered in “Binary Search” and is only mentioned in that section.

git blame

The git blame command annotates the lines of any file with which commit
was the last one to introduce a change to each line of the file and what person
authored that commit. This is helpful in order to find the person to ask for more
information about a specific section of your code.

It is covered in “File Annotation” and is only mentioned in that section.

git grep

The git grep command can help you find any string or regular expression in
any of the files in your source code, even older versions of your project.

It is covered in “Git Grep” and is only mentioned in that section.
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Patching

A few commands in Git are centered around the concept of thinking of commits
in terms of the changes they introduce, as thought the commit series is a series
of patches. These commands help you manage your branches in this manner.

git cherry-pick

The git cherry-pick command is used to take the change introduced in a
single Git commit and try to re-introduce it as a new commit on the branch
you’re currently on. This can be useful to only take one or two commits from a
branch individually rather than merging in the branch which takes all the
changes.

Cherry picking is described and demonstrated in “Rebasing and Cherry
Picking Workflows”.

git rebase

The git rebase command is basically an automated cherry-pick. It deter-
mines a series of commits and then cherry-picks them one by one in the same
order somewhere else.

Rebasing is covered in detail in “リベース”, including covering the collabo-
rative issues involved with rebasing branches that are already public.

We use it in practice during an example of splitting your history into two sep-
arate repositories in “Replace”, using the --onto flag as well.

We go through running into a merge conflict during rebasing in “Rerere”.
We also use it in an interactive scripting mode with the -i option in “Chang-

ing Multiple Commit Messages”.

git revert

The git revert command is essentially a reverse git cherry-pick. It cre-
ates a new commit that applies the exact opposite of the change introduced in
the commit you’re targeting, essentially undoing or reverting it.

We use this in “Reverse the commit” to undo a merge commit.

Email

Many Git projects, including Git itself, are entirely maintained over mailing lists.
Git has a number of tools built into it that help make this process easier, from
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generating patches you can easily email to applying those patches from an
email box.

git apply

The git apply command applies a patch created with the git diff or even
GNU diff command. It is similar to what the patch command might do with a
few small differences.

We demonstrate using it and the circumstances in which you might do so in
“Applying Patches from E-mail”.

git am

The git am command is used to apply patches from an email inbox, specifical-
ly one that is mbox formatted. This is useful for receiving patches over email
and applying them to your project easily.

We covered usage and workflow around git am in “Applying a Patch with
am” including using the --resolved, -i and -3 options.

There are also a number of hooks you can use to help with the workflow
around git am and they are all covered in “E-mail Workflow Hooks”.

We also use it to apply patch formatted GitHub Pull Request changes in
“Email Notifications”.

git format-patch

The git format-patch command is used to generate a series of patches in
mbox format that you can use to send to a mailing list properly formatted.

We go through an example of contributing to a project using the git
format-patch tool in “Public Project over E-Mail”.

git send-email

The git send-email command is used to send patches that are generated
with git format-patch over email.

We go through an example of contributing to a project by sending patches
with the git send-email tool in “Public Project over E-Mail”.
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git request-pull

The git request-pull command is simply used to generate an example mes-
sage body to email to someone. If you have a branch on a public server and
want to let someone know how to integrate those changes without sending the
patches over email, you can run this command and send the output to the per-
son you want to pull the changes in.

We demonstrate how to use git request-pull to generate a pull message
in “Forked Public Project”.

External Systems

Git comes with a few commands to integrate with other version control sys-
tems.

git svn

The git svn command is used to communicate with the Subversion version
control system as a client. This means you can use Git to checkout from and
commit to a Subversion server.

This command is covered in depth in “Git and Subversion”.

git fast-import

For other version control systems or importing from nearly any format, you can
use git fast-import to quickly map the other format to something Git can
easily record.

This command is covered in depth in “A Custom Importer”.

Administration

If you’re administering a Git repository or need to fix something in a big way, Git
provides a number of administrative commands to help you out.

git gc

The git gc command runs “garbage collection” on your repository, removing
unnecessary files in your database and packing up the remaining files into a
more efficient format.
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This command normally runs in the background for you, though you can
manually run it if you wish. We go over some examples of this in “Mainte-
nance”.

git fsck

The git fsck command is used to check the internal database for problems or
inconsistencies.

We only quickly use this once in “Data Recovery” to search for dangling ob-
jects.

git reflog

The git reflog command goes through a log of where all the heads of your
branches have been as you work to find commits you may have lost through
rewriting histories.

We cover this command mainly in “RefLog Shortnames”, where we show
normal usage to and how to use git log -g to view the same information
with git log output.

We also go through a practical example of recovering such a lost branch in
“Data Recovery”.

git filter-branch

The git filter-branch command is used to rewrite loads of commits ac-
cording to certain patterns, like removing a file everywhere or filtering the en-
tire repository down to a single subdirectory for extracting a project.

In “Removing a File from Every Commit” we explain the command and ex-
plore several different options such as --commit-filter, --subdirectory-
filter and --tree-filter.

In “Git-p4” and “TFS” we use it to fix up imported external repositories.

Plumbing Commands

There were also quite a number of lower level plumbing commands that we en-
countered in the book.

The first one we encounter is ls-remote in “Pull Request Refs” which we
use to look at the raw references on the server.

We use ls-files in “Manual File Re-merging”, “Rerere” and “The In-
dex” to take a more raw look at what your staging area looks like.
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We also mention rev-parse in “Branch References” to take just about any
string and turn it into an object SHA.

However, most of the low level plumbing commands we cover are in Chap-
ter 10, which is more or less what the chapter is focused on. We tried to avoid
use of them throughout most of the rest of the book.
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